
199 6年度

学校教育要覧
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• 日野市教育委員会の教育目標…

学校における主な教育推進施策と指導の重点

東京都教育委員会の教育目標

日野市の教育目標及び学校における主な教育推進施策と指導の重点

日野市教育委員会学校教育部関係及び日野市立幼・小・中学校(闘)行事予定表・・

日野市教育委員会指導室の年間事業計画

日野市教育委員会研修事業・・・・・・・・・・…....
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日野市教育委員会の教育目標

1 教育目標

(1) 教育委員会の目標

日野市教育委貝会は、日野市民一人一人が、いきいきと心豊かに、生涯を通じて学び続ける

ことを目指し、教育 ・文化 ・スポーツの発展に努める。

① 自他を尊重する心豊かな人間性をのばす。

② たくましく生きる健やかな体をつくる。

① 自ら学び続ける意欲と能力を高める。

④ 自然、や文化を大切にする態度を養う 。

⑤ 国際社会に生きる能力と態度を育む。

(2) 教育目標を達成するための基本方針

① 幼児 ・児童 ・生徒一人一人の個性や能力を伸ばし、世かな人間性を育むために、学校教育

の内容 ・方法の改善 ・充a克に努め、生涯にわたる学習の基礎を培 う教育活動を一層推進する。

② 教育施設 ・ 設備を充実し、その有効な活月l と保全に努め、地域社会の人々~(極的に開放

する。

③ 学校 ・家庭 ・地域社会の連携に努め、学校週5日t1llJの主旨を生かし、 地域活動の活性化を

図る。

@ 市民の多機な学習活動を支援すると ともに、地域における青少年教育を進める。

⑤ 公民館活動及び図出館 ・ふるさと博物館の資料等の充実とその機能を生かし、市民の学習

の機会を鉱充する。

⑤ スポーツ ・レクリェーション施設の日産備 ・活用に勿め、地域の活動組織を育成し、市民の

健康づくりを支援する。

⑦ 学校教育 ・家庭教育 ・社会教育の緊密な連携を図り、地域の自然や文化を愛し大切にする

態度の育成に努める。

⑤ 地域に住む外国の人々とともに生きる態度の育成に勿める。
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2. 重 点 施策

《教育庶務課》

(1) 教育用管理備品の充実

・学校事務のOA化の推進

.一体型印刷機のリース化

(2) 学校施設の充実

・校舎棟等の大規模改修工事

・災害に強い施設への改善をするための耐震診断 ・耐震補強工事

《学務課》

(1) 教育効果の向上

・小・中学校の教材教具の充実

.視聴覚機器の計画的整備

(2) 学校給食の充実

・食事環境の整備と食事内容の多様化、児童 ・生徒に応じた給食の実施

(3) 学校保健の改善 ・充実

・諸会事|二の整備、検診内容及び体制の改善・充実

(!Jl 幼児教育の振興

・教職員の資質の向上を図るための研修制度の確立

・教材教具の充実、教育機器等の計画的整備

《指噂室》

(1) 人権尊重教育の推進

・体罰やいじめを根絶する

.男女平等教育を推進する

(2) 安全教育の充実

・学校事故の防止と防災教育の充実

(3) 心身障害教育の推進

・心身に障害のある児童 ・生徒への指導の充実と指導法の改善

(4) 教育相談体制の充実

・各学校の教育相談の充実
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《教職員研究室》

(1) 教育関係職員の研修

・教育の内容 ・指導法及び実技についての研修

(2) 教育方法、情報教育の研究 ・活用及び資料収集

・教科等に関する指導方法の研究及び教材教具の闘発

.コンピュータ活用方法の研究及び実技研修

・図自 ・ソフトの選定や購入、整理、その紹介提供を行う。

(3) 教育相談の充実と推進

・幼児 ・児童 ・生徒の教育上の相談、生活適応に関する相談及び援助を行う 0

・心身に障害のある児童 ・生徒の適応相談、電話相談を行う。

(4) 健全育成に闘する研究

・生活指母、学校不適応、解消に闘する協力及び援助を行 う。
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《社会教育課》

(1) 成人教育の充実

・市民の多様化、高度化する要望に応える学習機会の充実

.高齢化社会に対応する学習機会の充実

・家庭教育の推進と学習機会の充実

・文化活動の推進と文化団体の育成 ・援助による市民文化の向上

(2) 青少年教育の振興

・地域における青少年教育の推進

・青少年の学習機会の充実と指導者育成

.それぞれの障害に応じた教育の充実

・背少年が企画 ・立案 ・実施できる事業への援助

.青少年団体への援助

.さ笠校週 5日ffjljに伴う地域活動の振興

(3) 文化財保存事業の推進

・文化遺産の調査 ・保存とその活用を図り、郷土に対する理解の高揚

.埋蔵文化財整理保管室の活用の推進

・ふるさと博物館との相互協力の推進

.市史の発行

《体脊諜 》

(1) 地域における スポーツ ・レクリエーション活動組織の育成

(2) 自然環境を生かした体育事業の推進

(3) 指導者の育成と指導体制の充実

(4) 各種スポーツ教室の開設

(5) 市民大会の開催

(6) 市民が気軽に参加できる健康 ・体力づくり行事の開催

(7) 施設の整備・ 充実と有効活用

《公民館》

(1 ) 市民の学習 ・生活課題をとらえ、自主的な地域づ くりを進める各種事業の展開

(2) 市民が自由に進んで活動し、 交流を深めるために必要な運営体制の整備

(3) 市民の学習活動を援助 ・促進するため、情報提供と相談業務の充実

(4) 市内各地域における関連施設と連携する公民館事業の推進

-4-



(5) 障害児 ・者と健常児 ・者とが、共に生き学び合う機会を保障し、相互理解の推進

(6) 国際理解を推進し、交流を深めるための事業の展開

(7) 恒久の平和を願い、各種平和事業の展開

(8) 公民館が歩んだ 30年の歴史を検証し、明日の公民館像の創造

《図哲館》

(1) 市民に役立つ資料の収集と提供

(2) 児童サービスの充実

(3) 障害者サービスの充実

(4) 視聴覚資料の充実

(5) レフ 7 レンス、郷土 ・行政資料の充実

(6) 図虫館サービス網の充実

《ふるさと博物館》

(1) 常設展示の充実

(2) 企画展「原始 ・古代の日野Jの開催

(3) 企画コーナーの充実

(4) 学校教育との連携推進

(5) 教育普及活動の充実

(6) レファレンスコーナーの充実

(7) 移動博物館(博物館巡回展)の充実

(8) 資料の調査・収集 ・分類調査及び研究

(9) 文化財保存活動

同広報活動
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学校にj示ける主左教育推進施策と指導の重点

【主な教育推進施策】

日野市教育委員会は、先の教育目標を達成するため、次のことを学校教育において推進する。

1. 人権尊重の教育の推進

日本国憲法に基づき、教育基本法に示された教育の目的を達成するために、学校の教育活動全体を

通して、人権尊重の教育を行い、あらゆる偏見や差別の板絶に努める。

各学校においては、全教育活動を通して人権尊重の精神を培い、一人一人の児童・生徒の個性と創

造性を伸ばし、互いに認め合い、支え合い、励ま し合うなど人権を尊重する態度を育む。

また、道徳、教育や人間としての在り方生き方にかかわる指導を充実するとともに、男女平等の教育

を推進する。

2 社会性を育む教育の推進

児童 ・生徒を健全な社会人として育成するために、 郷土を愛する心を培い、地域社会の一員として

の自覚を促し、 地域社会の形成者としての資質を育てる。

各学校においては、家庭 ・地域・関係諸機関等との連携を一層深め、 地域に根ざした学校教育‘を推

進し、児童・生徒が地域の自然や文化を愛し、地域から学ぼうとする心情や人々との連帯感、 地域へ

の帰属意識を育む。

また、社会人講師の活用や、地域の自然、・文化を積極的に教育活動に取り入れるなど、指導内容・

方法を改善し、社会性を育む教育を推進する。

3. 環境教育の推進

地球上の全ての生命の生存と尊厳に重大な影響をもたらす事象に関心をもちその保全に配慮、した望

ましい働きかけのできる技能や思考力、 判断力を身につけ、よりよい環境の創造活動に主体的に参加

する態度を育てる。

各学校においては、児童 ・生徒が全教育活動を通して、自然、をいつくしむ心を育てるとともに、環

境の保護や改善に主体的に働きかける行動力や実践的な意欲、能力、態度を育む。

また、日常の教育活動において、環境副読本「美しいまち日野」の活用を図るなど、環境教育を推

進する。

4. 国際理解教育の推進

国際的な視野をもち、世界の平和に貢献できる児童 ・生徒を育成するために我が国と諸外国との生

活や文化の相違を理解し、これを尊重する態度を育むとともに、コミュニケーション能力の育成に努

め、進んで国際社会に参加・協力できる能力と態度を育て る。

各学校においては、我が国の風土、生活様式、人々の生き方や考え方などの学習を通して、自国の

文化や伝統について理解することや、国際協力に果たす個人や国家の役割について主体的に学ぶ態度
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を育む。

また、全教育活動を通して典文化理解の機会や、国際的な交流の機会を生かして 、さまざまな人々

とのふれあいを通して 、国際社会に生きる力を育む教育を推進する。

【指導の重点】

各学校では、教育研究 ・研修を充実し、教師一人一人が識見や指導力を高め教育活動を充実するとと

もに、家庭 ・地域社会との連携を一層深め、聞かれた学校としての教育活動を展開する。

さらに、次のことを日常の教育における指導の重点として、学校教育の一層の充実 ・向上に努める。

l 学習指導の改善 ・充実

各学校においては、次の点に重点をおいて、個に応じた指導や体験的な活動を重視するなど、指導

内容 ・方法並ひに言平価の改善を進め、各教科等の基礎的 ・基本的な内容の定着を図るとともに、柔軟

な思考力や創造力、表現力を育成するなど、生涯を通して学び続ける意欲と態度を育む。

(1) 学校評価を年間を通して計画的に'克施し、自校の年間指導計画を生かして計画的・組織的に教育

活動を展開する。

(2) 小集団による個を生かす学習活動、ティーム ・ティーチングによる学習指導、体験を基にした学

符活動、地域の索材を生かした指導など、児童・生徒の学科過程に視点をおいた実践 ・研究を行 う。

(3) 折滋内容・方法、指導形態を倉IJ意工夫し、児童 ・生徒の側に立った学習指導を行うなど、各教科

等の特性を生かし、口ら学ぶ意欲や生涯を通じて学び続ける基礎を清う学習指穏を積極的に行う。

(11) 積極的に教育機総や、学校図書館を活月]し、情報を選択し活用する能力を高める学習活動を行う。

2. 生活指滋・進路指却の充実

各学校においては、次の点に重点をおいて児童 ・生徒が生き生きと意欲的に生活することができる

よう、教1f杵|談を積極的に進め、一人一人の児童 ・生徒のよさを深く理解し指導 ・援助するなど、全

校的な指滞体制jをー尉充実して、組織的 ・計画的に生活指導 ・進路指却を行う。

(1) 学級経営の充実に努め、一人一人の児童 ・生徒の自己存在感を高める指導を計画的 ・継続的に行

い、互いに認め合い、励まし合い、支え合 う態度を育成する。

(2) 学級活動等の指;n:内容 ・方法を創立工夫し、児童 ・生徒が自己理解を深めて、将来にわたる生き

万を与え、主体的に進路を選択する能力と望ましい勤労観 ・職業観を育成する。

(3) 児童・生徒の事仕的な活動など、社会活動への参加を一層促進し、地域社会の一口としての自覚

を高める。

(11) 家庭 ・ 地域 ・ 凶係諸機関との連燐を密にして 、人と人との関わりを電視した指導の徹底に~め、

健全な児童 ・生徒を育成する。

3. 健康 ・安全指却の充実

各学校においては、H画的 ・組織的に、生命の大切さを十分指導し、健康 ・安全についての理解を
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徹底させ、自ら進んで健康の保持・増進や体力の向上を図る能力と態度を育成する。

(1) 児童・生徒が自ら進んで運動に親しむ態度を身につけ、心身を鍛え、生涯にわたってスポーツを

継続することができるよ う指導内容 ・方法を工夫し、体育活動の充実に努める。

(2) 全教育活動を通して、性教育を組織的・計画的に行い、児童 ・生徒が人間の性やエイズに関する

理解を深め、成長過程における課題に適切に対応できるよう指導・援助する。

(3) 計画的・組織的に安全指導や安全管理を徹底し、事故防止に努める。

(4) 多様な事態を想定した避難訓練等を計画的に実施し、学校における震災等に対する安全指導を徹

底するとともに、学校の防災計画の周知徹底を図る。

4 心身障害教育の充実

各学校においては、交流教育や理解教育を積極的に進めるとともに、個別の教育プログラムによる

指導の展開等の研究を深め、心身障害教育を充実する。

(1) 心身障害理解教育を推進し、児童 ・生徒・保護者並びに全教職員の理解を深める。

(2) 障害の種類や程度に応じた適切な教育計画と指導内容 ・方法について創意工夫するとともに、児

童 ・生徒の実態に即した交流教育を推進する。

(3) 家庭、医療機関及び関係諸機関との連携を深めるとともに、継続的な教育相談活動を一層充実す

る。

(4) 児童 ・生徒理解を基に個別教育プログラムを作成し、 小集団による指導や個別の指導など、指導

内容 ・方法を創意工夫し、 一人一人の発達課題に即 した指導を行う 。

5 幼児教育の充実

各幼稚園においては、幼児教育にかかわる研究 ・研修を充実し、幼児一人一人の発達にともなう課

題を適切にとらえ、豊かな人間性を育む教育内容 ・方法の改善 ・充実に努め、人間形成の基礎となる

心情、意欲、態度を育む。

(1) 幼児の生活実態や心身の発達の筋道をふまえ、教育内容 ・方法を工夫 ・改善し、幼児一人一人が

十分に自己を発揮して活動できるようにする。

(2) 身近な人と積極的にかかわる活動などを通して、基本的な生活習慣や社会性を育み、人間として

の在り方生き方の基礎を育成する。

(3) 地域の特性を生かした教育活動を充実することや、幼児の興味や関心、意欲を大切にして十分に

遊び込める環境を用意して、豊かな感性を育み、表現力や人とかかわるカを高める。

(4) 小学校や関係諸機関、保護者、地域社会との連携を図り、家庭や地域社会に聞かれた幼稚園教育

を展開し、幼児の健全な育成に努める。

※学校を、園・学校に、児童 ・生徒を、幼児・児童 ・生徒に読み代える。
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東京都教育委員会の教育目標

東京都教育委員会は、人間尊重の精神を基調とし、子どもたちが、心身ともに健康で、知性と感

性に富み、人間性鐙かな都民として成長することを願い、学校教育、社会教育の緊密な連携のもと

に、誰もが生涯を通じて主体的に学ぶことのできる生涯学習社会の実現を図り、もって、普遍的で

しかも個性豊かな文化の創造と豊かな社会の形成に貢献することを期して、教育の推進を図る。
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「東京都教育委員会の基本方針」

東京都教育委員会は、 「教育目標Jを達成するため、以下の「基本方針」及び当面の教育行政の

課題と施策の方向に基づき、総合的に教育施策を推進する。

【基本方針 人権尊重の教育の推進】

日本国憲法及び教育基本法の精神に基づき、また児童の権利に関する条約等の趣旨を尊

重して、学校教育活動と社会教育活動全体を通して、あらゆる遍見や差別をなくすため、

人権尊重の教育を推進する。

(1) 人権尊重の精仰のもとに、一人一人の児童 ・生徒の成長 ・発達と自己実現の達成を図る同和

教育を推進すると ともに、すべての都民が人権尊重の精神を培い、同和問題をはじめ人権問題

への正しい理解と認識を深めることができるよ う努める。

(2) 障害のある人が社会の一員として平等に活動できる社会の実現を目指し、相互理解と連帯感

をはぐく む教育を推進する。

(:~ ) 9J p:平等観に立った人間形成と社会的風土づく りを目指し、男女平等教育を推進する。

(/1) 人向、民族等を呉にすることによ って、人権が損なわれることのないよう、人権尊重を基盤

とした凪際理解教育を推進する。

【基本方針 2 生涯学習の振興】

都民が、生涯を通じていつでも自由に学習機会を選択して学ぶことができ、その成果が

適切に評価されるよ うな生涯学習社会を実現するため、生涯学習の基盤整備を図る。

(1) 都民の生経学習を総合的に支援できるよう、学習のための諸施設の整備 ・活用、情報の提供

・相談、指導者の養成、学習機会の拡充等の条件整備を図るとともに、区市町村、民間機関、

大学等の多機な生涯学習関連機関との相互のネットワーク化を推進する。

(2) 都民が学習成果を生かし地域社会や国際社会等で行うボランティア活動等を支援できるよ う、

情報の収集 ・提供や相談等の充実を図る。

(3) 体育施設や教室等の地域開放、余裕教室の有効活用を進めるとともに、公開講座を実施する

など、学校の教育機能を地域の人々に積極的に開放し、地域における生涯学習の拠点として聞

かれた学校づくりを推進する。

(4) 学校週 5日制の趣旨を生かし、学校 ・家庭・地域社会それぞれの教育機能の充実と相互の連

携の強化を図る。
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【基本方針 3 児童・生徒の健全育成の推進】

いじめをなくし、子どもたちが、人間性豊かな社会の形成者として健やかに成長できる

よう、区市町村、闘係機関と協力し、学校 ・家庭 ・地域社会の緊密な連携のもとに、すべ

ての子どもたちの「心とからだの健康づくり」の推進を図る。

(1) 人権尊重の精神の育成、基本的な生活習慣の育成、社会性 ・道徳性の育成、健康の保持 ・増

進を視点として、児童 ・生徒の健全育成のための施策の総合的 ・体系的推進を図る。

(2) 子どもたちが、生活体験や自然体験などを通して、豊かな人間関係をはぐくんでいくことが

できるよう、多様な活動の機会や場の充実を図り、教育環境の整備に努める。

(3) いじめ、登校拒否(不登校)や中途退学などの課題に対応し、学校における生活指導等を充

突するとともに、いじめや登校拒否(不登校)に関する相談、就学 ・進路に闘する相談等を含

めた総合的な教育相談機能の整備 ・充実を図る。

【基本方針 4 個性を生かす学校教育の充実】

把童 ・生徒が、生涯を通じて社会の変化に主体的に対応して成長できるよう 、基縫 ・基

本の徹底と、自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力等の資質 ・能力の育成を重視して 、

一人一人の個性を生かす教育の充実を図る。

(1) 児童 ・生徒の特性や進路希望の多機化等に対応し、個性を重視した多様な教育を推進する。

高校においては、多機で蝉力的な教育課程の編成を図るとともに、総合学科や単位制等の新し

いタイプの日校の設置など学校の個性化 ・特色化の推進、教職員配位や施設設備等の教育諸条

件の強制と併せて、学校の規模 ・配位の適正化を図るなど、都立高校の改革を積極的に推進す

る。

(2) 児童 ・生徒の健康づくりを進めるとともに、生涯を通じて運動を実践できる基礎を培うため

学校における体育・スポーツの充実を図る。

(3) 心身に障害のある児童 ・生徒が、その能力 ・特性等を最大限に伸ばし成長 ・発達していける

ように、それぞれの障害及び発達の状態に応じた適切な教育環境を整備し、心身障害教育の充

実を図る。

(4) 情報化、国際化、向齢化、環境問題など、社会の大きな変化にかかわる現代的課題について、

児童 ・生徒が関心をもち認識を深めることができるよう、情報教育、国際理解教育、福祉教育、

環境教育、消!j'l者教育、安全教育などを推進する。

(5) 教聞東口の資質 ・能力の向上、学校内の指母体制lの縫立を図るとともに、家庭や地域社会と連

携して聞かれた学校経営の充実に努める。
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(6) 多様な教育活動や地域住民の利用、さらに災害時における学校の役割に配慮、して、学校施設

の整備を計画的に推進する。

【基本方針 5 多様な学習機会を提供する社会教育の充実】

都民が、生涯の各時期にわたって多様な学習機会を選択して学ぶことができるよ う、学

習の機会や場を提供するなど、社会教育の充実を図る。

(1) 情報化、国際化、 高齢化、環境問題などの現代的な課題について、都民が関心をもち認識を

深めることができるよう 、学習の機会や場を提供する。

(2) 情報化、国際化や都民の学習ニーズの多様化・ 高度化に対応して社会教育施設の整備を進め、

図書館のネット ワーグ化を推進するなど都民の学習活動の利便の向上を図る。

(3) 関係機関 ・関係団体との連携のもとに、家庭教育に関する情報や多様な学習 ・交流の機会を

提供するなど、家庭教育の支援に努める。

【基本方針 6 文化・スポーツ・レクリエーションの握興】

都民が、生涯を通じて文化・ スポーツ・ レグ リエーション活動に親しむことができるよ

う、活動の機会や場を提供するなど支援を行う。

(1) 東京の自然と歴史によって培われてきた貴重な文化遺産を継承 し、新しい文化を創造し発展

させていくために、博物館 ・美術館 ・ホール等の文化施設の整備を図るとともに、様々な鑑賞

の機会と文化の創造 ・交流の場の拡充に努める。

(2) 都民の健康づく り、生きがし、づくりを進め、スポーツ ・レク リェーションの振興を図るため、

楽しむスポーツから競技 スポーツまでを含めて、 スポーツ脳設の整備・ 活用 、指導者の養成、

活動組織の育成等に努める。
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日野市の教育目標及び学校にj示ける主左教育推進施策と指導の重点、

.21世紀に向けての晶11改革の
悦点f晦教審)

1 倒性値観の原則
2 生~n字'呂体系への静行
3. ~化への対応o.世宵繰穫の革噛の改曹のねら
い{曲線審)

1 豊かな心をもち.たくま し
〈生きる人間の宵rll.

2 自ら学ぶ意欲と社舎の度化
に主体的に対応できる能力の
宵成の臨製

3 同氏として必要とされる必
殴的 ・/1;'転(l<Jな内容を砥悦、
個性を生かす&宵の充実

4 国際壇解金保め.1M'闘の
文化と伝軌を尊植する態度の
宵慌の電製

宇宵揃 4の峨働・光現1

・必礎的・晶A私的な内容の術噂。
.個性を生かす教育の充実.
・指場内容・ )j法.野価の改普.
柔軟な思考力や刷晶力の宵成。

.生艇を通して学び観ける庖欲と
III度を宵成.

1 学校野価町計画的実..年間
指噂計画による揃週車両展開.

2 小蝿団による学習活動、←ム
・テ・十ノグ.科織的な学明活動、 .
地域の素材を生かした指噂.

3 指導内容・方法や揃噂形般の
創意工夫.各教科町特性を生か
l-.自ら学ぶ意欲~I昔う.

4 世宵儀場や竿校図.郎官活川
し.情報省ピ遇択し活用する能力
金制める.

主任会

・4直腸主任会
・生活揃虜主任金
.保他Hf:企
.道路指噂主((企
.研究主任会
・体育.!:fE企
.船Il:J，(f会

.東京榔量宵番白金の教育目機
i 社会の変化に対応し、家庭
・牢枝・社会教育の充実と緊
轡な連鵬を図り .生純にわた
る学習を推進する.

2 自他丹生命を尊び、勤労と
責任を匝んじ.自主性と 111過
性に富み.社会連帯E績をも
ら.生越にわたる宇湖町晶債
を培う量宵を娘道する.

.学校Il:宵の謀雌
・人権嶋監のIl:宵の微温
・社会1全世宵む敵背の推巡
.副際理解晶宵のJ並道

01旨噂の量点
・ 学世I~却の改官事・充実
・生活術噂 ・進路指揮の充実
.健臨・安全154の充実

社会性を育む舷宵のt並道 環境趣刊の継進 圃際理解Il:宵の般i草

凶際的な観1Iを持ち、世岬
町平和に貢献できる児童 ・!t
~を育成する. IIが酬の風土
専の学習を通して、自刷の文
化や伝統について地解するこ
と守、同聞協力に果たす個人
やl圃家の役割世主体的ι学ぶ
錨度を'(fむIl:宵を胤;jJiする.

・地埴の白燃や文化Hft舗的
に竿枝&宵に取り入れ.地紙
に以ざした学校Il:宵を微温.

.よりよい環境の即l直活動に
主体的に怠加する餓度を宵て
る.

.児童生健が地域の白燃や文
化を愛l-.地械から字ほうと
する心情や人々との巡柵感.
1也蟻への帰属庫銀を育むe

.(1然をレつ〈しむ心を胃て
るとともに、嶋境の司直時に主
体的に働きかける行動力や史
践的な意散・縫能・限度を宵

生活情場・逝附術噂充乱1

.祉企悦範~;l'る鰍度\'宵tゐ

. n 己実現世閲る絶)J~宵t且.

.晶削議活動の先!l!.
・児量・生健埋解の深化。
.政内の術噂体制の充実。
.飢織的 '11幽的に指導.
l 学級陸抵の充実に努め.一人
一人を生かす術轟の徹底を国ワ
自己存在感を高める憎噂.

2 主体的It~ jJ!路をJIIRする能力
と盟主しい勤労観・・.観世育
成する指噂.

3 彰仕的な活動など社告活動へ
の.加の促迎。

~ . 1匝膳・地減 ・関係餅11聞との
週!悦と人と人の関わりを前脱 し
た柵噂を徹底.

学綬における術導の量点

健蝋 ・安全』町噂の光現l

・児量 ・生徒丹心と8・らだの健
助づ〈 りの機遭.

・IJ幽的 ・組織的に生命の大切
さを十分に術疎.

・健雌町保持 ・2相通'1'体hの向
I:~闘る飽 11 と鮪世の宵成.

1. 自ら嘩んで運動に鋭l-trlll
Ii:の育成.生t血にわた。て，..
ポ-，，~継続できるよう術噂
内容・方法官工夫.

2 位敏曹を組織的・計画的に
行い.人聞の性宇エイズに闘
する理解を標的る指ilJ.

3 計画的・組織的な安全術噂
平安全管思と布依防止の徹底

4 避僅訓練の計画的実11i.肪
災計画の刷陶磁区.

心身陣嘗融 ffU)充実

'1J<1f環境円盤備・充実.
・稲場内容 ・方法の改嘗 ・充実4

.交流Il:宵・理解邑YTの推進.

.教育プログラムによる術却の
風聞専の研究のH>巡。

1 心身陣普題解晶宵を推進し
児 _.生徒 ・保駆者.Il:・植民
の理解世保める.

2 陣曹の館簡や程度に応じた
適切な&宵It幽と揃噂内容-
H法の工夫.児童 ・生徒の輿
般に即した交流&宵の推遭.

3 家庭.医療11関及び関係踏
峰関との適傷。継続的な&宵
軒1111爪動の充実.

4 Il:宵プログラムによる柵噂
為法町工先車嘗.

幼児教 ff円充実

・人出l形成の晶健となる心附
宜欲.簡股叩'(f応

・畳かな・.c，.、 健ぞかな件t暗
う指尊.

1 幼児内生l.!ij首脳ぞ心身の

脅迫の努道官臓まえ・数宵
容・法hllt普.

2 身近な人と積極的にかか
わる活動.占島本的な生活習
慣ぞ社会枕を宵出.

3 地域の特性をさ幸;_d.l-教育
活動を過して豊かな感性¥'
宵み.袋現tJや人とかかわ
る力t満悦。

4 小学校ぞ関係機側、保.iI
者.地域1.1!f)との皿機を闘
り.幼児町他企な(1111..

際眉解決を 目指す舗貨

長 員 会

・人楢噂重機迎賓U金
.IJ<宵o阻研究惟逝i1U企
{刷塊晶宵)
{生き方瞳曹}
<91l<"平等且宵)
(国際毘僻晶宵}

.限集<lIC骨密U会
・情報融宵拙過密白金
.gt学相自高醤U金
・学校週5日制検'H陸員会
• MI自由学紐週情吾U金

研修 会

・芋校経営研修
.IJ<・値噂1'1研修
. Il: ff~陸地研修
・学首削旨嘩払研修
・4世嗣研修 ・製略研g;
.初任者研修
・IJ<宵相餓研修
.学校保健画1修
・幼児IJ<宵刷修
.各岨興枝研修
・~個別抱研修

凶細会

・Il:員研修史施協島金
'Il:育相続ケース金自由
-心身防御位向蝿進協a
.英価指轟改嘗直絡会
.学校図画館主任直絡会
.市松宵研究会
・水除配保会運営
・官自民国量貰4陸軍連宵
-科学敏宵セγター連常
.研究蛍41療機道番目金

教育 資 料

. ，世宵蝶程fmのt;rill1

.研究健助鰍告白
・岨1~"llòëぶ町杭川
.世宵o'I!&¥研究
・社会科副続本町活)IJ
.制祉副続本町爪m
-ま どベ制!I!・:IlHr
.IJ<岨U研究官唱。2余地;m
.迎路4旨噂質料集
. .量宵相談室柑
.研究室組

掛究健助事業の他地{宇校、間体.他人奨励の雄駒).竿般民営・敏宵騨門・教育廊岨・字型~f8噂法帯の研修
会の推過.研究市町允~.敏育相談話舶の克明主校内研修 ・研究の宜般.学校訪問等による指導 ・助宮、 4直刊
側宛書帥・研究UJ血ば発J<の雌l山.教材開発の雄l山.11野，J，A'siI1Jr.n・榔一般肋間・備噂幼mJ得の推迦
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1996年度日野市教育委員会学校教育部関係及び日野市立幼・小・中学校@行事予定表
1996年4月1日

4 月 【各種会議 ・主任会 ・委貝会等、企:午前 0:午後 r-l:全r.ll [ Jtí;n;主‘I~会議、 .a. :午前 ・ .午後 ・ ・全日 】

日曜 午 1IiJ 午 後 的考(学校関係) 日

l 月 車i補.転補校長教頭辞令伝達式
6初任者研修①( ) 

2 火
一般職貝辞令伝達式 2 

3 水
再麗用嘱託員辞令伝達式

3 

4 木
A校長会(

4 

5 金
6団長会 ( -二地区JI1君主連絡会{町111) 春季休業 ・終

5 

6 土
6小学校入学式 6')、.小学校始業式

6 。小学校入学式

7 日 7 

8 1 fJ 
。中学校入学式

8 

9 火
。幼縦園入閣式

9 

10 水 企thf幼11;他暗主閣棋入閣連絡式協議会( 0f:J野fj_(l教研部会
01空教諭会(

10 

11 木
企学校肪間協議会{ 《定例教校育委長員教会》 11 

転退職 顕感謝式

12 金 t・h教郎限市会lIi務〈主事会)総会(
0小学校教育課程編成資料作成養fl会総会(

12 

13 土
(土曜休業FI) 

13 

I ~ 日 I ~ 

1 ~.月 0生活m;n主任会( 15 

Ili 火
企体育保健鉛食担当m;r;主事連絡協調会( ) 。O学福校祉凶制続自主本任改迎訂受絡f会l会(( ) O心) 開()教給J食{t，進主協任議会会("，小 ) 16 

17 水
6教育際脳研究推進委員会役員会( 17 

I!!木
企多"J也区jfjiJ早主サ~il\絡協，lIQ会( 0仁王英1虫im15Jj間:H:改会普( ) 0栄持 i二泌絡会{

} 
IH 

委Jl会( 八ヶ岳穆動教室‘:J.!地jn資

19 金
企教員研修狙当指導主事連絡協議会( υ。1保9J任健者主研任修会②( ) 11光移動教望都 1回1I担当お会

4 
19 

lU 1二 ~() 

21 11 修学旅行(一中)
21 

22 月
。人憎時m教育推進委員会役員会( 0就学担I!主3研~ft会①( ) 22 

。学校経営修会 ( ) 

A生活III導担当指導主事連絡協議会{ 。教綬職業研改修善す委健施貝協議会( ) 
』

23 火 0 会( ) 
23

1 

24 水
。中学校教科JHI濁窃調査研究餐J;会総会(

25 木
0教育線題研修①(
0教育相談ケース会鶴(

26 金 00進教路育相指8談1主研任修会会①(( ) ) 26 

27 土 (土曜休業日}
27 

28 日 281 

29 JJ みどりの日
29 

30 火
開校記念日(ー中) 30 

備

考

-14 -



5 fJ 【れ樋会議 ・主1工会 ・委11会等、ゐ ;午前 0:午後 [1:全H1 [m;n;主'11会2量、 企 'fllij ・ .午後 ・ ・全日】

日 嗣 午 自II lp 後 仰考(学校関係) 日

l 水 υ学校校経営研制修会②官J~ PIl闘記念u(ニ幼)
0学 週 5n 検 n会(

2 木
企二地区J旨週革連絡会〔日野) 2 
1':.関長会

3 金
愈法記念日

3 

4 土
国民の休日 4 

5 1 u 
こどものu 5 

6 月 t日替休日
6 

7 火
合校長会( 0心身障密教育機会②進協機会{五小) 7 

。教育課魁研修 ( ) 0人情略取教育航進委n会

H 本
.1宮市mi町主可f研究会問( onn教研脳総研会 8 

。教刊課 修会ω( 口移動教宅(1'1'111小 )

日木
企同和教育m;n.推進委日会( igg終 日 {一?) 9 口 (一小円光:J.!fI!

10金
0教育課凶研究挑巡委日会全体会( l校開記閣念妃日念(日(ー幼) 10 開 平山小)

11 土 (土附休業n) 11 

12 日 開枝記念日(潤徳小)
12 

13 月
...生活lIlin~日当JIj~革主事連絡協議会( 0生相活談J学fF級n主運任営会( ) 13 。 脇強会( ) 口移動』控室(二小)

a心身障害教育但当指噂主事連絡協lill会{ )10給食主任会(
I~ 火 企人楠時!1i教育雄進校~貝会( ) 。研究主任会+教峨専門研修会①( 14 

15 ホ U'教l'教職術員総互会助 O度員準会体育大会 ('1、} 15 0 会評磁

16木
日訪1::1(第五幼fltu明) 16 

口移動教室(凶小}

17 金
&闘際PJl解教ffl在日外l副人児 ・生教ffll!協 。進路milJ主任会( ) υ9警護独自由会( ) ↓ 

17 
。教朗会( ) ( ) 0初任島研修tlii司教口述絡会{ 口穆動教習~ (五'1、)

18 こt
よ

18 

191 n 1百

20 月 。小初学任校針生BiftA-t@H，nt 主~'f.任例会tH( ) 20 u tI)H; fo fiJlll0) I ~ï: l"11I1 m.訟fiJl~会ω( 口移動教宅 (六小)

AdlIilil!lilU:.1I!会( 。学校経営研修会会③4{ ) 21 火 。授業改替安打 研究奨励n受給.l;説明会( 口移動教室(潤徳小}
21 

22 At 口移動教室(平山小 }
22 

23 本 企幼稚園但当lI'li厚主1I1連絡協3融会( 0教務主任会( 23 
-多摩地医健全育成行政連絡会( ) u栄爽士連絡会 口移動教護(八小}

2~ 金
&消費者教育・環境教育雄進委員会( 2~ 

25 土
開閣記念日(ー幼) 25 

(土附休業 IJ) 

26 日 修学旅行(大底上中)
26 

27 月 A肋間(南平小学校)
口移動教室(間台'1')I 27 

28 火
。小学校体育主任会( 28 

口移動敬室{拘置合小)

29 本日紡1l:J(胞が丘小学校} i 動開教聞室記(念EEH幡(六幼) 2日
口移 小 )

30 木 A秒間 (第二幼般閣) 30 
口穆動教室{七小)

31 金 企男女平等教育挑巡~白金( 。教育相l験研修会むの( l 修学旅行 (四中 )
31 

口移動教室(南平小)

備
体育祭 中学校… 5/19(11)三小

考

F

、υ
句
E
A



6 月 【各組会J浪・主任会 ・寮Jl会等.6 :午iiil 0 目午後 11::全11】 【HF);:I"iI会.m ...: 'r-liiJ ・ 午後 ・-全11】

日限 午 1lii 午 後 備考(学校関係) 日

l 土 j 1m枝記念IJ(沌合、
百~t台、七生}

2 日 修学旅旅行行(七生中) I 2 
修学 (二中) 1 

3 月 。生前lI'i潟主任会 1教職専門研修会① (
口移動教室(程久保F川| 3 

4 火
ム校長会(

。O学心校身経障営害研教修育会批ω進 ( ) 
lら移動縫問J:E114 4 

協議会('Y'III台小)

5 水
B訪問(日野第五小学校) l 

5 
口修1!IJ教室('1"111台小)

6 木
....生/Ml1i.rJ;担当JI1;n主'11連絡協議会( 。教ff:l!l!凶研究推進聖書n会分科会

4 

口移動教窓(東光寺小)

7 金
A凶長会( ) 。保健術主時任前会+教職進3専F門研修会(3)( 

& 

企二地区mm:lIi絡会(多!事) 。人 教ffjjU!~~n会( ) 
7 

8 上
(上限休業1'1) 

日

9 111 1m校記念日{五小) 9 

101 Jl 日目移枝記念日(三小) 10 
口動教室(三沢台小 }

11 火
企明~ilï ll'iiIJ主 ' 1 1会(

0O教教職育研栂修談実研施修協会議①会(( 
) 0給食主任会( 4 

11 

12 本
郎一般 18防ml(七生小学校) 0日野教研部会 修学旅行(平111'1')

12 
0'1'教研研究日 修学旅行(三沢中 )1

13 木
A."i:.校不適応対策えII絡協議会( 0学校枝経常研修記会録③会運( 同} 13 0小学水泳 営安会

14 金
61草原会( 0多摩地者区生修活③J+R学iIJ研究協議会( ) 

4 
14 

。暫j任研 習指滞法研修会②(

15 土 151 

16 日 161 

17 Jl 
口進r;¥JlTiIJ1:1[:1(，泊研修会(

17 

1M 火
口進路m;n :I'.f[:1ii~'1研修会 。教育探聞研修会@(

II:l 
。養護教諭会 (

19 水
郎一般 18肪r::I(第=幼稚関)

19 

20 木 04栄主務養主士任連会絡+教師置w.門研修会①{ 20 0 会 ( ) 

21 金
0綬業改善~n会(

21 

22 土
(土蹴休業日)

22 

23 日 23 

24 月
A肪問{三沢台小学校) 日目枝光記念日(ニ小一世、i時)幡台小)24 1I 移動教室(

25 火
企在日外国人児Z、~童・生徒教育連絡協議会 ( ) 夏季体育大会(中) 25 
企教員研修担指噂主事連絡協議会( ) 

26 水
都一般 +8訪問(程久保小学校) 26 日光移動教室 (ニ庖)

27 木 ....沼値教tIi育iIJ推進任委宿員会研 ( ) 0初任者研修③+教育課題研修会①( 27 
ロ生活 主 泊修会( ) 

28 金 口進生活jJji!理Z事主任当宿泊理事研事修連会
4 

28 
....路m担指主 絡協治会 ( n光移動教室 (三I1[)

29 土 291 

30 日
4 開国記念念日(七幼)

30 開園配 円(六小 )

運動会 小学校。 6/2(円)ェ小、八小
備

体育祭中学絞 ・ 6/ l(土)平山中

6/ 8也大底上中

予， 6/16(日)ー中

F
O
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B
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7 月 【 各種会総 ・ 主任会 ・ 委貝会~. d:'FIlij 0:午後 fい'i'.11J [lIli咋主唱]r会議 企:午前 ・ ;午後 ・ :全日】

回日曜 午 市I 午 後 備考(学校関係) 日

l 月 A 91虫・平等教育推進~f\会( 0教育相殺ケース会議(

2 火 d校長会( υ小心学身校m体m育主任会( )υ，百l'学阜校台水小Bt)RdM会運~'t~ 2 。 教育舵進協沼会(

3 水 間i一般 18肪Iln(百草台小学校) 。11T-f教師f郎会 1 

4 木 &人梅尊底教育推進校委口会( 0人側4時11鮫m教育推進餐員会( 4 0就学 寮n会

5 金 d鴎Z長S会主任ι心身障害教育(担当mi!J主'fr連絡協:lIl om~費学級運営臨議会( 5 
口教 宿泊研修会 } 会

6 土
口敏務主任1ii1白研修会

日

7 日 7 

8 月 υ1:.1，';1111研f下主修@任会( 8 。和J任占 ( 

9 火
企 l司車1教育mill:推進~n会{

日

10 水
邸一般+8紡IHI(IHHil一小学校) υ'1'救出f研究日 10 

11 木
A聞1m指i!J主都会( 0給養食主士任辿会( 11 。栄 節会(

12 金 AJIi，邸主事連絡t6b議会( .二地区lIii席連絡会⑤会(先進校紡HtJ) 12 
6.教頭会( ) 0学校経営研修 ( )0興礎教諭会(

13土
(土帽休集日)

13 

1~ 日 1 ~ 

15 Jf υ小学校生活!lii暗主任会{ 15 

16 火 16 

17 水 17 

18 木 18 

19 金
ゐ小 ・中学校終業式

19 

20 土
海の記念日

20 

21 日
(夏季休業 ・始}

21
1 

22 月
A初任占i研修①( OtT)任者研修③( 22 

23 火
ロ初任者研修・宿泊研修会①+2年次教員 23 

7i~泊研

2~ 水
口初任者研修・ 宿泊研修会② 12年次数民 口科学教育センターu季鵬I4!I

2~ 
1Illl'J研

25 木
口初任者研修・在i泊研修会① 口科学教育センター夏季1If5!2 25 

26 金
白書/1(1:.1:1研修 ・街泊研修会@ 口科学教行センター夏季IIJa3 26 

27 土 27 

28 日 28 

29 月 29 

30 火 30 

31 水 31 

備

考

勾，
市

B
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8 月 【各種会扱 ・主任会 ・委n会等 6:午j)ij 0:午後 仁1:全日】 【m;1)主'11会議 企 ;午前 ・:午後 ・ :全日 】

日 日窃 午 前 午 後 (Iffi考 (学校関係) 日

1 木

2 金 2 

3 土 3 

4 日 4 

5 月 5 

6 火 6 

7 水 7 

8 木 8 

9 金 9 

10 土 10 

11日 11 

12月 121 

13 火 13 

14 水 14 

15 本 15 

16 金 16 

17 土 ロ研究n御岳研究集会(小学校) 17 

18 日 18 

19 日 ロ 19 
口研究員御岳研究集会(中学校)

20 火 ~O 

21 水 21 

22 木 ム初任者研修⑨( 0初任者研修⑬( 22 

23 金 6初任者研修 ( 0教育課題研修会⑤ト初任者研修=( 23 

24 土 24 

25 日 25 

26月 26 

27 火 27 

28 水 28 

29 木 29 

30 金 .1iI1i1itlm主'11会{ 30 

31 土 (夏季休業 ・終) 31 

備

考

。。
噌

'
A



日曜 午 前 午 後 備考(学校関係) 日

l 日 I 

2 月 二学期始業式 2 

3 火
A校長会(

3 

4 水
企学校.wl口l凶滋会( '1'<下校本体JI.!U会

4 

5 木 企同和官教事育t教H導育推進進委asUu会( ) 小学校水抹記録会(JlI市プロック)
5 

6.人術協般 会役II会 ( ) 

6 金
。幽長会( 小学校本1..$記録会( 川 ~tプ ロ ック )

6 

7 土 7 

8 日 8 

9 月
'" 消費島教育 ・ æ境教育推進~Ll会( 。生活JJBHi2g1主任研会( ) 9 

0学的 法修会③ト初任者研修(

10 火
0保健主任会( )0心身陣容教育推進協滋会(大坂上中)

10 
企多摩地区IIi噂主事連絡協滋会{ 0進路m温厚主任会( )0給食主任会(

11 水
on'f教研部会 1I 0'1'l!l研研究日

12 本 企心身尊障教育省抗教遊育技担委当μlIlilJ主事連協会( ) 0多勝地区生活lIí務研究0協'li滋~会教( ) 12 
企人 会( )企二地区Jtv耳述節会 。研究-Uf:会 ( ) 治会( ) 

13金
企生活指務担当IITilJ主'1>述絡協般会{ 0綬業改碑聖書日会{

13 

14 土
(土曜休業円)

14 

151 n 
敬老の日

15 

16111 
振替休日 開校記念日(ェ沢中)

16 

17 火
企都市m噂主主Ir会( υ小英学Jn校lIi体a再育議主桜任会( ) 17 O :ll!:JnllíilJljj(W~U会( ) 

18 水 18 

19木
企学校不適応対策連絡協よ品会( υ栄養七連絡会(

19 

20 金
企図際理解教育令在日外国人児 ・生教育組協( ) 0教育制IIII!研修会①(

:!O A教頭金( ) 0就学qllli1!妥日会

21 上 21 

22 日 22 

23 月
枚分の日

23 

24 火
A勧t:ll(uJHnニ小学校}

24 

25 水
B路間(日野郷八小学校)

25 

26 本
企男女平等教育推進軍駐μ会( 01量務主任会 (

26 

27 金
企体育保健給食但当m噂主'Jr述絡協，]IQ会(

27 

28 上
(土凶休来日)

28 

29 FI 29 

30 Jl 30 

必励会小学校… 9/22{川 iiJ，tf;小.胞がIiJI、

備 9/29(rt) 四小、六小. 'lL11I'1、・ l印舗内小、制久保小、平1I1台小、JI.[光寺小.+1'111小

9/28Uニ) じ小

体'ff祭中学校 9/20(金) 二中

考 9/21(土) 問'1' 9/制(1:) l;'t'I'.三d{'I'

ハ
司

令

B
A



10 Jl 【 各純会誕 ・ 主任会 ・ ~ll 会'f;. d :午前 0:午後 i1:全日1 [m;rHソJ>会;浪 企 :'t:liH ・ -午後 ・ 全日】

日 日間 午 前 午 後 備考(学校関係) 日

l 火
都民の日

2 J!<. 
d校長会 ( ) JJfl校記念日(ニ中、平111'1') I 2 

モ‘'ミ 木
A紡l悶(日野第一中学校)

4 φ一

AU司長会 。学i可m;η世、研修会(り1者VJff:丹研修(
4 企t:1lilill1ifl:主 '1>会t υ 人柿l時前教(1111'進~ll会( ) 

5 土 5 

6 1 [1 6 

7 月
A紡問(日野宮1-中学校}

7 

8 火
&Jl1in主τIf述絡協議会( O心身官官密教育訓t進協議会(七生中) 8 

日本 Oll'f教研部会 日
0中教研研究1'1

10 * 
体育の日

lU 

11 金
企教n研修担当ll'lilJ主11'連絡協議会(

11 

12 土 (土雌休業 IJ) 12 

13111 13 

141 JJ 
企生前指導但当li'ii!J主邪連絡協議会( 0生tlri~ai談m主任会( ) 14 0教育.ftl ケース会議( ) 

15 火
A一地区lI'rL'J連絡会(町凶} 0教育課題研究挑進委貝会分科会(

15 
。給食主任会(

16 水
H紡i:!J(照光寺小学校)

1G 

17木
-多摩地区健全育成行政迎絡会議( 17 0綬'!Ji改普望書民会( )ui霊能教諭会 (

18 金
。教顕会 ( 0進路指導主任会⑤( 18 υ教m¥l波研修会 ( 

191 J: 0就学111談委日会 ( 1¥1 

20111 日日枝記念11(怨久保小) 20 

211 JJ 
A肪問(平111小学校)

21 

22 火
0教育課題研修会⑥ (

22 0栄養士連絡会(

23 水 23 

24 木
.J日l和教育指導推進委民会視察( 0教務主任会 (

2'1 

25、金 .I，~;fj l教育指樽推進委員会視察 .在日外国人吃重 ・生徒教育述絡協議会 ( 25 

26 土 (土臨休業日) 26 

27 日 27 

28 月 。中教学職校研生活111，昂主{工会 ( 28 0 修実施協議会 ( ) 

2日火
A紡J!:J(大坂上中学校)

29 

30 水
日紡!日J(平山中学校)

30 

31木 企男女平等教育推進~A会( 31 

側 運動会小学校 10/ 6 一小、ー小、丘小.洲徳小.沌合小、 I骨平小、 =沢台小

幼稚関 10/10 全幼稚凶

考

nu 
ヮ“



11 月 【科組会滋 ・主if会 ・袋II会等 d ・'FI!iI 0:午後円全日1 [mi耳主tJr会議 企 :午前 ・ ;午後 ・ :全日 1

日脳 午 断I 午 後 備 考 ( 学 校関係 ) 日

l 金 。保健主任会( 開凶 ・咋(四幼・五幼四 I 
企廊;tïl旨噂主 tl~会( '1'.ノ¥'1、

21 J 日目枝記念 ~I (大坂上中 ) 1 

3 日文化の日 3 

4 1 JJ 担量管休U

5 火 t企h校心長身会陣容(教育但)当J旨羽主*迎絡協議会{ ) υ人憎昨lli教育雌進l'll会( 5 

6 水
郎一般 18紡IUI( 11野第六小学校) 0'1'教研研究 11 6 1 

7 木 企1:.活HT噂魁当lIii卑主'"迎絡協議会( 7 

8 金 企人憎噂鼠教育M~進技委U会( 。学校凶占主任述絡会{ 8 

9 土
(上雌休業日)

9 

I()III 10 

111 JJ . 1Il ~里町教育・~~教#lík湛妥 II会{ 。生l，fiJlii且主任会 l教峨りIJ.門研修会⑤( ) 
11 

12 火
A訪問 (掩合小学校) υ養t合ail量輸会( 12 

。 食主任会〔

13水
日紡閃 (三沢1"11学校) 。I"flli研郎会 1 :~ 

11本
A二地区lIli厚通絡会(111f ) 0&打線地研究lík巡~ll ~分科会{ 11 d闘民会( ) 

I ~ 金 fυ}家以証来Z改~判白所金主llilS会x会( IS 

!日 l 。就学:羽l銭安II会( 16 

171 11 17 

181 JJ 。羽 I~学級運営協級会( 18 

19 火
A勧ri月(日野第四小学校) 19 

20 水 B訪問 (澗倍、小学校) ~U 

21 本 企進路Ilí~事組当ll'íiIJ主 ・ I ~泌絡協議会{ υ教心務身主障1宙F会敏 q生職噂門研修会@( ) 21 
。 背m巡協組員会(郎じ.)0栄後上迎絡会

22 金 dl量限会( ) 。進E4JHaaIz主it任研会{ 初) 開校寺記念(南平.胞がl王.lI! 22 0学習指 修会③ 1t7JU:占研修( 光 、平111台.仲間、四中 )

23 土
勤労F品目lの円 23 

21 日 2'1 

~5 JJ I A，凶r.1I(仲111小学校} :!!i 

2時 火 .体育保健給食位当lI:iiIJ主'11主II絡協泌会{ }υ小学校体育主if⑥会{
04佐官制l絞研修会 ( 

26 

27 水 B肪1111(日野宮Iじ小学校) 27 

28 本 A紡問(R'fts四中学校} 28 

29 金 A肪Ili!(平Illfi小学校} 29 

30 土 30 

"f-~会 11/15. 1 fi(金)( 1) 一小.'rlll'l、.1'1仙台小、 三'd<1i小 11/15.17(金)(II)iI!光中小 11/1!;.17U二)(11) ，I"~幡 f~小.胞が lí 小
働 s'集会 11/15. 16(金)U:) 附小.+l'IJI>I、

H覧会 11/15. lfi(金)(・L) 五小./ャl、.澗徳小.八小、七小.Iti'l"小 1I/16Uニ)ニ小 11/16. 17 (土)(11)平111台小

安， 
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12 刀 【 各組会議・主任会 ・ 香川会~ o :午前 0:午後 r-I:全 11】 [JI'i;!');主'1¥会，汲 A:午ilij ・ .午後 ・:全n】

日 目福 午 自ij 午 後 vln考 ( 学 校関係)

l 日

2 月 A訪問J(日野第二小学校)
2 

3 火
6校長会( 。心身陣容教育批進~.m会( 三小)

3 

4 1'" 
。人憎時1[(教育推進~fl会役n会( ) () 11 'f教師f部会

4 
部一般+B防l凶(日野第三小学校)

5 木 企学校抱t不通応対策委辿口紛協議会( 5 
.問教育推進 会( ) 

6 金
A関長会( ) 0初任./'0研修会(

日
A二地区JI1;n述絡会(多l申) OrHf源問研究判Uffi'kll会分科会( 凶J:Ij~

7 土
0就'i:4iI絞委u会( 閃ーr:I.艮 7 

日 11 日

日 JJ .I，'J利lH1Hi週刊E進安II会( υ~u，r;H'm-ur: ~ ( 
り

。教育m談ヶー完全部(

10 火
AlV.il!iJ(内餅台小学校) 。給食主任会(

10 

11 本
0小教研研究日

11 

12/ Az 
0教Z帯主任会( ) ()養護。教諭会( ) 

12 -郎市指導主IJI会( ) 栄袈土迎絡会(

13 金
o教閉会( υ教職研修:M施協，沼会{

1:1 

14 土
(土附休業11) 

14 

15 日 IS 

16/ }j 
。'1'守校生IMl'm主任会( 1(; 

17 'k IAIIliU:J (飢六幼稚園} 17 

l 日本 .Iliit).-I:'h述絡協議会{ III 

1!) 本 1Y 
トーー

2U 金 己1)

21 土 21 

22 日 22 

23 月
夫五1誕生日 2:1 

24 火 24 

25 水 o小 ・小学校修業式
25 

26 木 (冬季休業日 ・始) 26 

27 金 27 

28 土 28 

29 日 2Y 

30 月 ~O 

31 火 :11 

備

~ 
」

qL
 

η
L
 



I fJ 【行組会.iIQ， :I，IE会 ・委U会等 6;午前 0;'f後 rJ;全IJ】 [111導主(](会議 企 ;午i1ij ・ ;午後 ・ -全日】

日附 午 部I 午 後 。iii考(学校 関係) 日

l 水

2 I A、 ー') 

3 金 3 

4 1 j 4 

5111 5 

6 1 JJ 6 

7 火 ( ~季休業 ・ 終) 7 

8 1 J!Z 8 

日 本
A閣長会( -二地|互Jliil1辿絡会(稲以 )

9 

10 金 企幼 ・ 小・ 1 1 1 • 教主育lJ(課Allt鰍Z嗣i脱IYJ会 ( 。保健主任会 (
10 

企多摩地区Hii尊 師4協1品会( υjffi附!lii蒔主任会 (

11 上
(土曜休業11) 11 

121 11 移動故当;(七生'1') 12 

13 月 。校長会 (
|側 室(二中 ) 13 

11 火
企 l;lJ flU剖割1 均 H'r i日 -~'J i .ìl!絡協‘議会 { ()心身防・¥.!I1;n'lIfkjlt w.，Jl会{ギJ1lfl'J、)

11 
()失 Ih':UV品ll!clr公II会{

151 Jtく 111:人のn .移動教安当(iニ沢小 ) IS d!WJ教(~g ' l ' ) 

l日 本
。'1'教申f制究 11

|砂助教室(恥1') 16 

17 金
。教閉会 ( 。υ給段1食匹i主血任iII';会sl{i会 ( ) ) 17 

1M 1 J ()前判11波書Hlfl( ↓ 

1M t!}きfJ)めM

! 日 11
占き暫Jめ候

l日

20 )1 u生学f1，R・lJJRH，JSU3法:1研E会会(⑥ ) 0 修 1初任寸断研修(
20 

21 火 ι心身障也教背「犯当Jlii耳主'Ii.il!絡協.協会(
移動故当(三中) 21 

22 水
Olllfl世研滑t会 22 

23 本 企|叫際MR骨HHII在 日外IIiJ人児(・IH虫f1泌協 。研究主任会{ i 
23 企人側首事1ft教 11 1ft進校~ l-l会 ) ( ) υ』位幼主任会 ( ) υ~ ~盟七.ìI!絡会(

24 金 .r.u市lITi自主4i会 ( ()必J談曜教』曲会 ( ) 
um 学級遡営協議会 (

2，1 

25 jニ
(上紺休業11) 25 

26 IJ 26 

27 )1 27 

28 火 企二地区jlliQ迎絡会(八王 (') () ~車内政凶研究抽選~ ll :会分科会 ( 2M 

2!J 本

30 .+: 1 & リJ j{平等教 "(1 1ft巡~ l l 会( 30 

31 金 31 

術i

~ 
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2 月 [ 各組会議・主任会・ ~U会等 ð: 午前 0 : 午後 口 ;全日 1 [jfiiQ;主;Ji会議 企.午ljii ・ 午後 ・ :全日】

日曜 午 iIIj 午 後 仰考(学校関係) 日

l 土

2 / n 2 

3 月
ム校長会( 。生活4fiitJ主任会(

3 I -泊3記者数脊 ・ Jl;ltll:教育推進~U会(

4 火
。心身障占也研教育位進協議会(目前台小)
。初任 修会( ) 音楽鑑:n:教室

4 

5 水
邸一般 18訪I::!(第七幼稚凶) 。冬季体育k会

5 

6 木
...学校凸不適応対当策i!Jj絡協議会( ) υ教Ui'll位向11:説明会 .心蹄 2:00-小 ・'1.'3 :00-

6 I A教研修佐!~J旨ì!l主 !J f連絡協議会(
ーーー-<

7 金
。凶i止会( ( )教U&Il品!JJiIU説明会幼í!l:凶~ :00-

7 

8 土 (土曜休業n) 8 

9 11:1 9 

10 月
開校(一小、 三沢台小)

10 

11 火
辿IlU~;念 n

11 

12 水
。小数研発表会

12 

13 木
企生活iJlí i師lli当指i革主~，辿絡協議会(

13 

11 金
d教脱会( ) ()c'r:校i爪!円:fT:.i!Ii絡会(

14 
企師IrIiJl1iIJ主 '1>会( 01並JVi改善'i!μ会(

15/ :lニ IS 

161 11 16 

17 月 0教育訓l談ケース会議( 17 

1M 火
υ人梅尊ifi教育Jft進委U会(

18 tHb数五(一中 )

19 水
O ll ~f教研発表会

19 

20 本 企liiJ和4虫干.fHii!JJfI:進委U会 ( O'i'i波数論会( I 
:!O 0栄養士連絡会(

21 金 企在日外凪人児蛍 ・生徒数育連絡協議会( )/0教育課題研究推進委員会全体会(
21 

22 土 (土雌体操n) 22 

23 日 23 

24 月 。小事I}学ff:校-/，;生研前修j会行碍(主任会(
。 )

21 

25 火 企体育保健給食狙当1I1i!l主事主主絡協議会( ) 1 ()多勝i也l主教官推進委H会 ・研究発表(
25 

26 水 26 

27 木
ul量峨研主修任1会!b起(協議会(
。給食 ) 27 

28 金
。相談学級迎也協議会(

28 

iiiI 

考
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3 JJ 【 終値会議 ・ 主任会 ・ 委n会~ 6 :午前 0:午後日.全日1 [ lIT~j :'1l会fil'l ....: 'Fliir ・ .午後 ・ ・金円】

日 開 午 前 午 後 備考(学校関係) 日

1 l:lc Il自枝記念日(七小)

2 日 2 

31fJ 
A生前mi!J位当mm主事連絡協議会( υ生前m;n;主任会(

3 移動lJt:'iH大組長上中)

4 火
6校長会( 。心身障窃教育撤進協;議会(五小)

4 ()初任丹研修会(

5 水
AIIii!J主'1.連絡協議会( 。11'f教研都会 ‘ 5 0'1'教研一斉発表会

6 I A-: 
企進路lIT;咋担1当IRn31Il迎i給協調会( ) υN~lIItí''H^n~ ( 6 企人1暫時瓜教育抑進校~ 会( )6凶i長会( ) 

7 金
。保健主任会(

7 A二地|買JIj;県連絡会(町田} 。進路m邸主任会{

日 土 {土肋!休業11) 8 

9 日 9 

10 I JJ 10 

ト一一←
II 火 。就守川l!誕祭Ah Il会

0給食主任 ( ) II 

12 水 12 

13 オミ
。教邸主任会(

13 。栄養士連絡会(

1'1金
。独政会( ) 。，豊田E教輸会( ) 

14 

15 土 15 

161 11 16 

17 I JI 
八幼flt閑修 f式 6xfJllt闘修了式 17 

18 火
企部市lITi4主111会(

18 

19 ホ
6中学校卒業式 &中学校卒業式

191 

20 木
'"'分のn

21 <i>. 

22 」ニ(J:臨休業R) 22 

23 日 23 

24 月 ム小学校修了式 24 

25 火。小学校卒泉式 6小学校校卒業式
ム中学 修了式

25 

鈴 木 (春季休業 ・始 } 26 

27 木 27 

28 金 28 

29 土 29 

30 日 30 

九l Jl 31 

備

考
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日野市教育委員会指導室の年間事業計画

A 主任会・委員会等

名称 ねらい・方針 内容・方法 会 場 対象

教務主任の立場から円滑な学 -教務主任の職務

校運営の在り方について研修す -円滑な学校運営を図る教務主 教

るとともに、当面する教育課題 任の在り方
市役所

務
主

について研究協議し自校の教育 -当面する教育課題
又は

主
任 活動の改善 ・充実に役立てる。 -学校評価につし、て 研究室

任
~ 

生活指導についての共通理解 -生活指導上の臨床的対策
. 

を深め、それぞれの学校におけ -学校生活に喜びを感じ、能力 生
中
生 る生活指噂上の問題を解決する を十分に生かす生活指導の在

市役所 活

活 指
指 ため情報交換と研修を行う。 り方

又は
導

導
研究室 主

主
任 任

会

中
中学校の生活指導及び学校間 -先生と生徒、生徒聞の人間関

A弓孟t
の協力体制jを推進し、生活指導 係の在り方

中

校
ぶ寸温ー. 

生 の充実を図る。 -学校生活に生きがし、を感ずる
市役所 校

生
活 又は 活
指 生活指導の確立

指
連主

学校 導
主
任 主

~ 
任

心身ともに健全な児童 ・生徒 -学校保健の在り方
保

の育成を図るための保健教育の -保健指導の実態と望ましい在 保
健

在り方について研究し、健康・ り方 健
主 又は

安全教育の推進について研究す -分科会研究 主
任

る。 -研究発表
研究室

任
dZE3‘ Z 
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名称 ねらい ・方針 内容 方法 対象

中学校の進路指導の基本的な -全体的な指導体制の確立
進

在り方について研修するととも -進路指母上の問題点の整理と
路 進

に進路指導の充美を図る。 検討
路指 市役所

進路指導の全体計画 指
導 及び

導各学年の指導の重点
主 学校 主

進路指導を推進するための
任任

組織運営
~ 

指導資料の作成

福改 小学校福祉副読本「ふれあし、」 日野市小中学校の福祉副読本

祉訂 中学校福祉副読本「寿Jを作成 の改訂 市役所 改

副委 する。 又は
訂

委
読員 学校 員

本会

人権尊重教育推進の視点から、 -潔境教育推進部会

教推
4課題を設定し、今後のあり方 -生き方教育推進部会 市役所|育進 委

課委 について研究する -男女平等教育雄進部会 又は
題員
研会 -国際理解教育推進部会 学校 | 員

究

教採
東京都教育委日会の指導 ・助 -平成 9年度よりの中学校使用

科択 言を得て、各学校の意見を反映 教科告の採択 市役所| 委

用委
させ、 地域の実態に即した採択 及び

図員

t1ニJ1pd22bZ b を行なう 学校 | 員

就
心身に陣容のある幼児 ・児童 -東京都教育委員会、教育相談

就教
A寸比一 -生徒の障害と発達の状態に応 所及び児童相談所等との連絡

学校 学育
相

又は 指相
談 じた適切な教育械1位をするため と就学に関する継続相談

芸談委
員 の相談等を行 う。 -1キ智i専門家による就学相談

幼稚園 貝員
ぷZ当玄b 
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名称 ねら い ・方 針 内 容 ・方 法 会場 | 対象

授

業

改

善

委

員

会

日野市の教育研究課題の解決

を 目指し、個性重視の教育や創

造性を育てる教育の具体化を図

る研究を推進する。

-研究奨励事業の推進

• r児童 、生徒の願いを生かし、

育てる学習活動」の研究と公

開授業 ・研究協議0

・研究集録の作成

・先進校等の管外視察

委

員
所

び

校

役市

及

学

ケ

ー

ス

会

議

教

育

相

談

事例研究を通して、望ましい

教育相談技術を探る。

-事例研究 兼

任

相

談

員

教

育

相

談

員

室究研

小

学

校

体

育

主

任

会

児童の健康 ・運動能力の実態

を把援し、その鳩進を図るため

の具体的方策を考え、学校教育

活動全体を通した体育指導の実

践化と生活化を図る。

-体位 ・体力向上をめざした学

校教育活動全体の検討

・体育科の教科指導の充実を図

る研究 ・研修

・ 「体力づく りの日」の効果的

実践

・水泳記録会の企画

市役所

又 は

学校

体

育

主

任

検

討

委

員

週

5

臼

制

学校週 5日制の月 2回実施に

おける教育課程の編成実施評価。

完全実施へ向けての課題と方

策

，6. 
Z三

-教育課程の編成と実施につい

て、調査 ・研究する。
市役所 | 委

又 は

学 校 | 員

「編

集

委

員

ま

ど

ベ

し_ ，6.
;z:;:: 

教育委員会と学校とを結ぶ機

関紙を発行する。

• rまどベ」の企画、原稿依頼、

編集、校正

学校

作

成

委

員

06
 

つ
臼



名称 ねらい 方針 内容 方法 対象

児童 ・生徒が自ら考え主体的 -授業研究の推進

研 に判断し、行動したりすること -各校の校内研究の敷行
研

究 ができる資質や能力の育成を目 市役所 究

主 指した教育活動をさらに充実 ・ 及び 主

任 現 地
任

発展するための校内研究の進め
~ 

ぷ2与:;; 
方等について研修を進める。

運

営

委

員

水

泳

記

録

.L>..L>. 
;z;;;;z;;; 

水泳記録会で、児童 ・生徒が

日ごろの学習の成果を競い、体

力の向上を図るとともに、学校

聞の交流を図る。

-水泳記録会の企画、連絡、調

整、運営

市役所

及び

現地

運

営

委

員

運

営

委

員

会

日

光

移

動

教

室

日光移動教室を連合で行うに

際し、円滑な運営が行われるよ

う連絡、調整にあたる。

-日光移動教室の企画、実地踏

査、連絡、調整、運営

市役所

及 び

現地

運

営

委

員

人権尊重教育の推進の方法に -人権尊重教育の推進方法の協

人推 ついて検討し、学校における人 議

権進 権尊重教育の在り方について連 -研修会の開催及び人権尊重教
推市役所

尊 絡協議する。 育縫進校の成果の活m 進
委 又は

委重 教師向けの指部資料及び児童

教員
学校 貝

-生徒用「こども人権副読本J

育会 を作成する。

n3
 

q
L
 



名称 ねらい ・方針 内容 . 方 法 会場 対象

情推 社会の情報化への対応をめざ -学校におけるコンピュータの

報進 し、学校教育でのコンピュータ 活用について協議 市役所 推

進
委 活用について研究、協議する。 -教育方法としてのコンビュー 又は

委
教員 タの活用について研究 学校 員

育会
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B 宿泊研修会( 一 日 研 修 を 含 む )

名称 ねらい ・方針 内 容 方法 対象

児童・生徒の実態と地域に即 -教育課程の趣旨を生かし主体

教務 した教育課程の編成と実施をめ 的学習を促す学習指導
千

教
主 ざし、 他地域を参観 したり、情 -学級指噂を実践している学校
任

業 務
宿 報交換等をとおしての資質を高 の参観
泊 主
研 める。 -研究協議
修 県 任
~ 

児童 ・生徒の実態を把揮し、 -他域の学校の生活指導

生宿 生活指導の充実を図るため他地 組織とその実践について学ぶ 栃
生

活 泊
域の学校を参観し、情報交換を -研究協議 活

指 研
とお して生活指導主任の資質を 木

t旨
語字 滋
主 究 高める。 主

任会 県
任

全校的な指導体制の強化・充 -進路指導の指導計画並び指導

進 宿 実を図るため、他地域を参観し 組織とその実践 長

路泊
進

情報交換をとおして進路指等主 -研究協議 路

指研 任の資質を高める。 野
指

導 導

主修 主
任

任会 県

一学期の教職経験を話し合L、 -講話「児童 ・生徒理解の方法
初宿

指導上の課題について協力して と生活指噂」任 山 新
者泊 解決し教職の専門性を高める。 -研究討議「一学期の反省と指 梨 規

新 研
県 採

導上の問題点」 m 用

採 究 -自然観察の指導 里 教

教 他 諭

員会 「動物 ・組物 ・星 ・川」
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日野市教育委員会研修事業 (A)

ノ16. 研修会名 回 主 題 j切 日(限)

1 学校経営研修会 1 教育改革の動向と学校教育の展望 4月22日(月)

2 11 2 熱年の創造性と経営 5月 1日(水)

3 11 3 豊かな人間性を育む性教育 5月21日(火)

4 11 4 勝負の世界と私 6月 4日げく)

5 11 5 教育情報の管理と対応 6月13日(木)

6 11 6 「知る権利Jと学校教育の在り方 7月12日(金)

7 教職専門研修会 校内教育の充実と教師の自己研修 5月 9日(木)

8 11 2 事例から学ぶ学校事故とその対応 6月 3日(月)I 
9 11 3 保健室の相談活動の現状と課題 6月 7日(金)

10 11 4 教育目標の達成を図る指導と評価の一体化 6月20日(木)

11 11 5 児童 ・生徒の自律を促す教育活動の推進 11月11日(月)

12 11 6 学校評価の活性化と教育課程編成 11月21日(木)

13 教育課題研修会 1 「消費者教育を受ける権利」と学校教育 4月25日(木)

14 11 2 意欲を高める学習指導の展開 5月 7日(火)

15 11 3 いじめ根絶を目指した教育活動の展開 1 6月18日(火)

16 11 4 いじめ根絶を目指した教育活動の展開2 6月27日(木)

17 11 5 NGO活動とボランティア活動との接点 8月23日(金)

18 11 6 男女平等教育推進に関わる教師の意識 10月22日(火j

19 学習指導法 研 修 会 1 主体的な学習活動を促す指導の展開 5月20日(月)

20 11 2 子どもの自由な発想を生かした指導の展開 6月14日(金)

21 11 3 コンピュータを活用した指導の展開 9月 9日(月)

22 11 4 コミュニケーション能力を育む指導の展開 10月 4日(金)

23 11 5 子どものよさを生かす指導の展開 11月22日(金)

24 11 6 ティームティーチ ングを用いた指導の展開 1月20臼(月)

25 教育相談研修 会 1 児童 ・生徒理解と教育相談 4月26日(金)

26 11 2 学校不適応児童 ・生徒への対応と指導 5月31日(金)

27 11 3 教育相談的手法を生かした学校経営 6月11日(火)

28 11 4 学級内の人間関係を深める指導の在り方 9月20日(金)

29 11 5 子どもの心の健康について 10月18日(金)

30 11 6 教師の人間関係 1 1月26日げく)

η
L
 

q
u
 



議 師 会 場 備 考

全日本家庭教育研究会 日高 和 美 市役所 503会議室 午後 2時 30分~

日本マンパワーキャリア開発部部長 片山繁載 市役所 504会議室 午後2時 30分~

フリーライター(こども電話相談員)安達倭雅子 市役所 504会議室 午後2時 30分~

アマ将棋棋士 鈴木英春 教職員研究室 午後 2時 30分~

東京女子体育大学教授 尾木和英 教職員研究室 午後 2時 30分~

帝京大学講師 尾崎政二 教職員研究室 午後2時 30分~

元東邦音楽大学教授 池沢 正 夫 市役所 504会議室 午後 2時 30分~

東京女子体育大学専務理事 伊藤 発 教職員研究室 午後 2時 30分~

東京都立大学教授 馬場種子 教職員研究室 午後 2時 30分~

日本教育会事務局 木山高美 教職員研究室 午後2時 30分~

東京学芸大学教授 松村茂治 市役所(予定) 午後 2時 30分~
トー

帝京大学教授 亀井 浩 明 市役所(予定) 午後 2時 30分~

松阪女子短期大学教授 川端 良子 市役所 503会議室 午後2時 30分~

帝京大学助教授 鎌原雅彦 市役所 504会議室 午後2時 30分~

弁護士 小笠原彩子 教職員研究室 午後 2時 30分~

弁護士 小笠原彩子 教職員研究室 午後 2時 30分~

NGO活動推進セ ンター主幹 湯本浩之 市役所(予定) 午後 2時 30分~

東京女性財団調査役 千々岩浩子 市役所(予定) 午後2時 30分~

東京学芸大学教授 伊藤説郎 程久保小学校三木滋教諭 午後 1時 45分~

八王子市教育研究所 千葉正康 日野第二小学校 磯田洋子教諭 午後 1時 45分~

前世田谷区立松沢中学校長 永原 正 三沢中学校染業仁博教諭 午後 1時 45分~

前横浜市立松本中学校長 大久保洋子 中学校英語 午後 1時 45分~

杉並区立郷土博物館指導員 宮山 保 小学校 道徳(予定) 午後 1時 45分~

豊島区教育委員会教育委員長 草野保治 南平小学校 山田栄子教諭 午後 1時 45分~

八王子市教育委員会指務主事 千野和子 市役所 503会議室 午後2時 30分~

国分寺市教育委員会指導主事 浅野浩市 市役所 504会議室 午後 2時 30分~

八王子市教育委員会指導主事 千 野 和 子 教職日研究室 午後 2時 30分~

八王子市教育委員会指滋主事 千 野 和 チ 教職貝研究室 午後 2時 30分~

都立梅が丘病院相談員 福田圭子 市役所(予定) 午後 2時 30分~

明星大学教授 磯貝芳郎 市役所(予定) 午後 2時 30分~
L一一一一一一一一一一一一一一一
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日野市教育委員会研修事業 (8)

J伝 研 修 会 回 主 題 期 日q翠)

l 教育相談研修会 1 子どもの心と体 6月 7日(金)

2 11 2 教育相談のすすめ方 8月21日(水)

3 一 ・二年次教頭研修会 1 学校における危機管理と教頭の役割 6月10日(月)I 

4 11 2 教職員のやる気を引きだす教頭のリーダーシップ 12月 5日(木)

5 学校保健研修会 1 難聴児の早期発見のポイントとその対応 9月12日(木)

6 11 2 児童 ・生徒に福祉の保護が必要となったとき 10月 8日(火)

7 学校給食 研 修会 子どもの食事情と学校給食の課題 6月11日(火)

8 11 2 現代社会を生きぬくためのサパイパノレ作戦 1月17日(金)

9 幼児教育研修会 1 楽しいフォーク ・ダンス 5月15日(水)

] 0 11 2 子どもが喜ぶゲーム 6月19日(水)

11 11 3 地域に聞かれた幼稚園づくりーまちは宝の山 6月26日(水)

12 各種実技研修会 1 運動会に活用できるダンス 7月22日(月)

13 11 2 社会科臨地研修(豊田地区) 8月30日(金)

14 11 3 (平山地区 ) 10月15日(火)

15 11 4 教師のことば一子どもの心にしみいる一 11月12日(火)

16 11 5 コン ピュータ ・ミュ ージック 7月 1日(月)

17 11 6 編曲法の生かし方 11月26日(火)

18 生涯学習 研 修会 1 診察室から見た子供の心と体 11月25日(月)

19 11 2 子供に聞かせたい 日野の背話 10月24日(木)
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議 飾 会 場 備 考

都立梅ヶ丘病院 医師海老島宏 教職員研究室 午後2:00-4: 00 

東京学芸大学 教授福島傍美 /1 /1 

日野市立七生中学校 校長名塚三雄 11 11 

前日野市立日野第六小学校校長 小幡 建 /1 /1 

立川市立けやき台小学校 教諭池田幸男 11 /1 

養護施設二築学園 奥野兼介 /1 /1 

芽ばえ社 編集長安藤節子 /1 /1 

健康体力づくり事業財団主任研究員 青木 高 11 11 

福生市立福生第四小学校 教諭伊藤達彦 11 /1 

鶴見女子短期大学 教授岩崎陽子 11 11 

品川区立大井倉田児童センター 宮里和規 /1 11 

立川市立第五小学校 教諭高杉格子
潤徳小学校体育館

午前 9:30-
板橋区立大谷口小学校 教諭鈴木千鶴穂 午後 3:30

日野市立滝合小学校 教頭小杉 博 集合 ]R中央線盛岡駅
午前 9:30-

11:30 

元日野市史編纂室 室長森久保忠雄
集合

午後2:00-4:00
京王線平山減祉公園駅

埼玉大学 講師光永久夫 教職員研究室 午後2:00-4: 00 

全日本学校音楽研究会 理事工藤昭彦 日野市立日野第二中学校 午後2:00-4: 00 

国分寺市立第九小学校 教諭千四鉄男 日野立市日野第五小学校 午後2:00-4: 00 

日野市立病院小児科 医長佐A木栄一 教職員研究室 午後2:00-4:00

児童作家 ・日本民俗学会 ・とんと昔の会 菊池 正 /1 午後2:00-4: 00 

FD
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日野市教育委員会研修事業 (C)

(1) 初心者コース

研修会コース名 研修会番号 内 廿，.，.，. 

A.初心者コース A-l -パソコンの動かし方、扱い方。パソコンの仕組みを知る。

-キーボードになれる。 ・汎用ソフト(ハイパーキューブ)の紹介。

.......・・・ー・・・・・..-・・・・・・・・ー・...........・・・・・ー・ー・・・・・・・・・・・ーー.............ーー...............................ー・・ー

A-2 -最近のパソコンを使用して「ウインドウズ 95Jの紹介・実習

-パソコン通信、インターネット等について

(2) 初級コースー 1

研修会コース名 研修会番号 内 社~ 

B.初級コース 1 B -1 -ワープロ パソコンで文書を作成

(ハイパー -表計算 電卓として活用、グラフの作成。

キュープ)

B-2 -グラフィッグス 図や絵を描く。絵や写真をパソコンに取り込む

-データーベース データベ}スの作り方。並べ替え、検索。

(3) 中級コース

研修会コース名 研修会番号 内 廿，.，.，. 

c.中級コース C-l -表計算(基礎) ワープロの経験のある方

(ロータス ロー タス i・2・3でどんなことが出来るか。

1 • 2・3) 

C-2 -表計算(応用) サ ンフ.ルの作り方、活用法。

学級事務、生徒記録の処理と活用

」 ー

(4) 初級コースー 2

研修会コース名 研修会番号 内 ?i:1 

D.初級コースー2 D-l (基礎) -キーボード練習

(一太郎) -文字入力

D-2 (応用) -文書の編集 ・印刷

-機能キーの活用
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回 数

1 講座

講座

回 数

1 講 座

講 座

回 数

1 講 座

1 講 度

回 数

2 議 座

2 議 座

日 時

5/17 (金 )

2:00-4:00 

5/21 (火 )

2:00-4:00 

日 時

5/31 (金 )

2:00-4:00 

6/7 (金)

2:00-4:00 

日 時

6/14 (金)

2:00-4:00 

6/21 (金)

2:00-4:00 

日 時

8/5 (月)

9:00-3:00 

8/6 (火)

9:00-3:00 
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研 修会 場

日野市立大坂上 中学校

NEC立 川 支 社

研 修 会 場

日野市立大 坂上中学校

日野市立大坂上 中学校

研 修 ~ 場

日野市立大坂上 中学校

日野市立大坂上中学校

研 修 会 場

日野市立大坂上中学校

日野市立大坂上中学校



日野市教育委員会の学校訪問

1. 趣旨

学校訪問は、教育委員、教育長、学校教育部長、教育庶務課長、学務課長、指導室長、指導主事が

学校を訪問し、学校の教育活動の実態に直接触れることを通し、下記の事柄について、理解を深め、

日野市の教育の充実・発展に資する。

① 学校の当面する教育指導上の諸問題への対応を図る

② 学校の施設 ・設備上の諸条件の整備、活用状況を把握する

③ 日野市の教育活動の全体を把握し、教育行政上の参考にする

④ 各学校の教職員との協議・懇談を行い相互の理解を深める

① 学校訪問の成果を日野市の教育内容・方法の充実・発展に資する

(1) A訪問

2年に一度、教育委員、教育長、学校教育部長、教育庶務課長、学務課長、指導室長、指導主事

が訪問し、学校経営全般にわたって実態を把握し、教育内容の充実 ・発展のために協議する。

①学校概況、②授業参観、③施設 ・設備の活用状況、④諸帳簿閲覧、⑤協議・懇談

(2) B訪問

市教育委員会訪問Aのない学校に指導主事が訪問し、教育指導上の課題について、協議 ・懇談す

る。

①教科・道徳 ・特別活動の指導に関すること、②教育課題に関すること、③生活指導 ・進路指導

に関すること 、④授業研究に関すること、⑤学級・学年経営に関すること、 @指導要録等に関す

ること 、①教育研究 ・研修に関すること 、⑤教育課程に関すること。

(3) 一般訪問

各学校、各幼稚園の要請に応じ、東京都教育委員会指導主事並びに日野市教育委員会指導主事が

訪問し、それぞれの学校(圏)の置かれている条件に応じ、教職員とともに学校(園)のもってい

る問題について、実際的に解決する方途を見いだすなど、隔意のない協議 ・懇談を行う。

ただし、一世訪問は、 A訪問のない学校にB訪問と合わせて行う。
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学校訪 問 予定一覧表

A寸u，ー 校 名 市教委A訪問 市教委B訪問 都一般+B訪問

第 一 幼 稚 園 10月23日(水)

第 一 幼 稚 園 5月30日(木)

第 幼 稚 園 6月 19日(水)

第 四 幼 稚 国 10月22日(火)

第 五 幼 稚 園 5月 16日(木)

第 ，占、 幼 稚 国 12月 17日(火)

第 七 幼 稚 国 2月 5日(水)

日野第一小 学 校 7月 10日(水)

日野第二小学校 12月 2日(月)

日野第三小学校 12月 4日(水)

日野第四小学校 11月19日(火)

日野第五小学校 6月 5日(水)

日野第六小学校 11月 6日(水)

潤 符、 ~凶f: 校 11月20日(水)

平 LLi A弓~ら 校 10月21日(月)

日野第八小学 校 9月25日(水)

百草台小学校 7月 3日(水)

滝 メ口、 Aモ't 校 11月12日(火)

高鱗台小学校 12月10日(火)

日野第七小学校 11月27日(水)

南 平 学校 5月27日(月)

程久保小 学校 6月26日(水)

旭が丘小 学 校 5月29日(水)

平山台小学校 1 1月29日(金)

東光寺小学校 10月 16日(水)

三 沢台小学校 6月24日(月)

仲 回 A弓~ーら 校 11月25日(月)

日野第一中学 校 10月 7日(月)

日野第 二 中 学校 10月 3日(木)

七 生 中 A号~与- 校 6月 12日(水)

日 野第 三 中 学校 9月24円(火)

日野第四中学 校 11月28日(木)

一 沢 中 A寸h日ι 校 11月 13日(水)

大坂上中 学校 10月29日(火)

平 01 仁ド A寸Lι日 校 10月30日(水)
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，t. 
cコ

教育委員会

委員長

古谷洋太

職務代理

小 松恒夫

委員

黒津保雄

中田俊子

園田 匠

学校教育部長

谷 正幸

日 野 市 教 育 委 員 会 事 務 局 組織

( 1996年 5月 1日現在)

庶務係長 教育委員会々議、規則、人事、予算、経理契約、文書管理に関する

(課長補佐事務取扱) '-と

課長補佐

福永 捷 吉

学務課長

田中

施設係長

安松 巌

学務係長

田 辺 貞 義

保健給食係長

池田邦雄

主査

荻島真由美

「一 指導係長

| 小津賢二
指導室長 一一一→

伊藤 敏|
臥 」一 教職員係長

教職員研究室長

清水 七 郎

事務次長

高橋喜代子

芹沢 努

学校施設の計画及び営繕 ・修繕に関すること。

学級の編成及び割当、通学区域、教材、教具の整備、市立幼稚園に

関すること。

教職員、児童 ・生徒の保健管理、学校の環境衛生、学校給食、安全

会に関すること。

教育諜程の整備改善、学校教育指導、教職員の研修、教育相談に関

すること。

教職員の人事、給与、福利厚生、公務災害に関すること。



~ 
ト~

教育長

園田 匠

生涯学習部長

小津春童

参事

斎藤隆夫

「一 生涯学習係長 社会教育の総合計画、社会教育団体の指導育成、芸術、文化の振興

生涯学習課長 ~ (課長補佐事務取扱)に関すること。

青山 武 L一文化財係長 文化財の調査、保護に関すること。
課長補佐 藤井和夫

谷野 省 三

福主幹 「ースポーツ振興係長 社会体育事業及ひe市民プール、南平体育館、市営陸上競技場等の管

斉藤 行平 I (課長補佐事務取扱)理、運営、学校開放、体育、レクリエーション団体の育成に関する こ

スポーツ振興課長ムー 主査 と

奥住 文 男 関 逸男 井上秀樹

課長補佐

殿内正彦

市立図書館長

(参事事務取扱)

副館長

小川幸子

副主幹

神山正 志

分館長

竹村純一

庶務整理係長 文書管理、人事、予算、物品及び施設管埋に関すること。
(副主幹事務取扱)

奉仕係長
藤沢和男

業務係長
中尾順一

主査 渡辺生子

図書館奉仕嗣の整理、分館の運営、奉仕計画及び蔵書権成の調整に
関すること。

図書の貸出し及び図書館運営の調査研究及び企画に関すること。

若林康子 西村久美子
桝田昌盛 浅野 茂

「一管理係長 予算、文書管理、施設の維持管理、物品の保管、施設の利用に関す

I (高IJ館長事務取扱) ること。
中央公民館長 | 

(部長事務取扱)ート一 指導係 公民館活動の企画運営、成人、青年、婦人教育関係行事の実施に関

副館長 い(副館長事務取扱)する こと。

大海謙一 」一 主査
斉 藤 秀 明 小 泉 尚 武

ふるさと博物館長
(部長事務取扱)寸一 庶務係 予算、経理、施設の維持管理に関すること。

| 事務次長事務取扱)
事務次長 | 
小沢 昭 道 」一 学芸係 資料の収集、展示、整理、保管に関すること。

(事務次長事務取扱)



教育庶務課事務分担表

課 長官岸一馬

係名 職 名 氏名 分 担 事 務 内 釘廿』

庶務係 課長 福永捷吉 1. 係の統括・調整に関するこ と。

補 佐 2. 教育委員会の会議に闘すること。

3. 教育委員会の条例、規則の制定 ・改廃に関すること 。

4 職員の人事及び給与等に関すること。

5 給料運搬。

主 事 菊島隆広 1 教育委員の報酬の支払及び出張に関すること。

2 教育委員会の対外関係に係る事務及び予算執行に関すること 。

3 教育委員会職員の休暇等に関すること 。

4. 教育委員会事務局及び学校の購読物・帳票類に関すること。

5.学校職員の職務免除に関するこ と。

6. その他、部及び課内庶務に関すること。

7. 学校臨時職員に関すること。

8 給料運搬。

主事 山下義之 1 教育委員会の条例、規則の制定 ・改廃に関する こと。

2. 高校生奨学金 ・私立高校入学生貸付斡旋に関すること 。

3 小中学校の校庭整備及び望書備に関するこ と。

4 学校配当予算に関すること。

5. 予算 ・決算に関すること。

6 用務員の被服貸与 ・研修に関すること。

7 教育委員会の会議に関すること。

8 給料運搬。

主 事 宮津優子 1 学校の備品管理に関すること。

2. 小中学校の公共料金の執行管理事務。

3. 校長交際費及び負担金等に関すること。

4. 予算 ・決算に関すること。

5 児童 ・生徒の派遣費に関すること。

6. 労働安全衛生に闘すること。

7 高校生奨学金 ・私立高校入学生貸付斡旋に関する懸案事項。

主 事 松田江身子 1.学校物品購入にかかる契約事務及び単価契約に関すること。

2. 小中学校のザイムスマニュアル作成。

3 予算 ・決算に関すること。

4 教育委員会事務局の文書収受に闘すること。

5 (施設の修繕 ・工事等のザイムス処理。)

6 課内庶務に関すること。

主事 佐藤謙太郎 1 小中学校委託業務に関すること。

2. 特別整備用備品の購入 ・管理事務。

3. 小中学校のザイムス処理に関すること。

4. 教育委員会の会議に関すること。

5 課内庶務に関すること。

6. 給料運搬。

-42-



係 名 職 名 氏名 分 担 事 務 内 容

施設係 係長 安松 巌 1 係の統括 ・調整に闘すること

2 教育施設の整備計画に関すること

3 文部省学校施設補助に関すること

4. 新規事業の統括 ・調整に関すること

5 予算 ・決算に関すること

6. 新規 ・営繕 ・委託業務に闘すること

7. 渉外調整に関すること

主事 阿部秀樹 1.学校用地補助に関すること

2 防衛庁関係補助に関すること

3. 中学校の営繕修繕 ・施設獲備に関すること

4 (教育施設の整備計画に関すること)

5. 各調査資料作成

主幕下 小田嶋雄一 l. 修繕契約業務に関すること

2 係の備品 ・消耗品の購入に関すること

3 (教育施設の整備計画に関すること)

4. (予算 ・決算に関すること)

(小学校の営繕修繕 ・施設整備に関すること)

5. 委託業務

主事 小峯 克 之 l. (文部省学校施設補助に関すること)

2. (教育施設の整備計画に関すること)

3. 小学校の営繕修繕 'ol!i設整備に関すること

4 (予算 ・決算に関すること)

5 (新規 ・営繕 ・委託業務に関すること)
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学務課事務分担表

学務課長 田中 勝

係 名 職務名 氏名 事 務 分 担 内 ~廿&司・

学務係 係 長 田辺貞義 ①学務係の予算・決算に闘すること

② 課予算 ・決算の取りまとめに闘すること

① 幼稚闘に関すること

④新設校、園設置届けに関すること

⑤ 通学路に関すること

主 事 兼子理夫 ① 入学事務に闘すること

① 転出、転入学に関すること

③ 学齢簿に関すること

④ 学級編制に関すること

⑤ 学区域に闘すること

@ その他就学事務に関すること

⑦ 通学路に闘すること

主 事 菅野尚美 ① 課内の庶務に関すること

② 幼稚園使用料の徴収に関すること

① 幼稚園就闘奨励費に関すること

@ 幼稚園臨時職員の雇用、賃金支払に関すること

⑤ 幼稚園、学校配当予算の財務会計執行事務に関すること

@ 学務係の決算に関すること

主事 宮本喜芳 ① 小 ・中学校予算編成に関すること

② 学校配当予算に関すること

③ 学校の備品等に関すること

@ 杭学援助費に関すること

⑤ 特殊教育就学奨励費に関すること

@ 幼稚園、学校災害賠償補賞に闘すること
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係名 |職務名 氏名 事務分担内容

保健 |係 長 |池田 邦雄|①保健給食の全般に闘すること

給食係 ② 学校保健会、給食会等の関係団体に関すること

③学校(園)医等に関すること

@ 給食倒係視察等の対応、に闘すること

⑤学校給食闘係の各種委員会に関すること

主事|園栖光男|①給食関係委託事務に闘すること

② 給食備品に関すること

① 給食闘係予算に関すること

④学校給食会に関すること

⑤ 給食関係の統計調査報告等に関すること

@ その他給食闘係の庶務に関すること

主 事| 五十嵐占姥|① 幼稚園、学校の環境衛生に関すること

②園児 ・児童・生徒及び教職員の各種健康診断に関すること

@ 日本体育 ・学校保健センターに関すること

① 学校医等に関すること

⑤ 学校保健会に闘すること

@養護教諭会に関すること

① 保健闘係予算に闘すること

主 査| 荻島真由美|①栄養士、調理員の府筋事務に関すること

② 幼稚園教諭、栄養士、調理員の研修に闘すること

③ 児童・生徒の就学猶予、免除、措世等に関すること

①栄養士、調理貝等の臨H与職員の}信用及び派遣に闘すること

⑤幼稚園、給食関係峨日の被服貸与に関すること

@ 幼稚園の備品等に闘すること

①園児募集に関すること
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指 導室事務分担表

指導室長 伊藤 敏

係 名 職名 氏名 事 務 分 担 内 廿n'<> 

指導係 係 長 小津賢二 1 校長会 ・教頭会に関すること。

2 指導室関係予算の調整及び執行に関すること。

3 学校図書館事務嘱託員に関すること。

4 帰国児童生徒講師及び外国人英語指導補助員雇用に関する

こと。

5 庁内調査等に関すること。

6 その他連絡調整に関すること。

主事 小野雅生 1 児童生徒用教科書に関すること。

2 グラブ活動謝礼金に関すること。

3 奨学金に関すること。

4 教育相談・就学相談に関すること。

5 特殊学級編成に関すること。

6 心身障害児教育関係の予算、各種事業、援助に関すること。

主事 西垣 至 1 移動教室 ・修学旅行の実施及び援助に関すること。

2 水泳記録会に関すること。

3 プール指導謝礼金に関すること。

4 社会科見学、遠足 ・移動教室の届出に関すること。

主事 細野智子 1 教科用図書採択、教師用教科書 ・指導書、教材に関するこ

と。

2 教員の研修及び研修関係の都費の支出に関すること 。

3 社会人講師に関すること。

4 各種事業委託及び補助事業に関すること。

5 パス補助金に関すること。

6 学校訪問の届出に関すること。

7 教育実習に関すること 。

8 音楽鑑賞教室に関すること。

9 都立高校入学選政書類に関すること。

10 指導関係文書の収受、整理及び配布に関するこ と。
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係名 職 名 氏名 事 務 分 担 内 廿H 骨

教職員係 係 長 芹沢 努 1 校長及び教職員(以下「学校教職員」という)の任免、服

務、分限その他人事に関すること。

2 学校教職員の勤務評定 ・業務評定に関すること。

3 学校教職員の叙位 ・叙勲 ・表彰に関すること。

4 学校教職員の職員団体に関すること。

5 事務 ・栄養土の研修に関すること。

6 その他学校職員に関すること。

主事 赤久保洋司 1 学校教職員の旅費に関すること。

2 学校教職員の福利厚生に関すること。

3 臨時的任用教職員(産休 ・育休代替教職員)及び再雇用嘱

託員の社会保険に関すること。

4 日野市教職員互助会に関すること。

5 講師の報酬支給に関すること。

6 学校教職員の公務災害に関すること。

7 学校共通帳票に関すること。

主 事 鎌野 亨 学校教職員の定数、講師授業時数の害IJ当に関すること。

2 臨時的任用教職員(産休 ・育休代替教職員)及び講師の採

用に関すること。

3 学校教職員の履歴の整理 ・保管に関すること。

4 学校教職員の任免、 服務、分限その他人事に関するこ と。

5 再雇用嘱託員に関すること。

主 事 中谷美枝子 1 学校教職員の給与に関すること。

2 学校教職員の扶養親族の認定に関すること。

3 学校教職員の住民税の撃理 ・保管に関すること。

4 学校教職員の給与簿の整理 ・保管に関すること。

5 学校教職員の退職手当に関すること。

6 学校配当予算の執行に関すること。

7 帰国児童生徒講師 ・外国人英語指導補助員 ・巡回指導員の

賃金支払に関すること。

8 室内の庶務に関すること。
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指導主事事務分担

1. 教科・領域

国 ロ語口 、 書写 長谷 川 生 活 長谷 川 体育、保健体育 間 瀬

社 ~ 長谷 川 2日£ε 楽 間 瀬 外 国 語 長谷 川

算数 数 学 間 瀬 ~画工作、美術 間 瀬 道 徳、 長谷 川

理 科 間 瀬 家 庭、技術家庭 間 瀬 特 7l1J 活 動 長谷 川|
t 

2. 市教育委員会事業

校 長 ~ 長谷 川 幼 稚 圃 長 ~ 長谷 川

教 頭 dzbエh 間 瀬 教 務 主 任 4z2z h 長谷 川

生前指導主任 4z2エh 間 瀬 進路指導主任 玄t三〉 間 瀬

保 健 主 任 d3E2h Z 長谷川 中学校生活指導主任会 長谷 川

{jJf 究 主 任 ~ 間 瀬 小学校体育主任会 間 瀬

給 食 主 任 ~コ< 長谷 川 研修(初任者研修、 A研修) 間 瀬

就学相談委員 ~ 間 瀬 人権尊重教育推進委員会 長谷 川

心身障 害 教 育 推進協議 会 |前 瀬 教育課題研究推進委員会 長谷 川

授業改善委員 ヨiエ:>. 長谷川 清報教育推進委員会 間 瀬

教育課程編成資料作成委員会 長谷 川 学校図書主任連絡 会 長 谷 川

教 科 委 員 ぷ~ 間 瀬 相談学級運営協議 会 長谷 川

福祉副読本改訂委員会 長谷川 英語指導改善委員会 長 谷 川

書写膝運営委員会 間 瀬 教職研修 実 施協議会 間 株買

日野 市 小 学 校教育研究会 長谷川| 日光移動教 室運営委員会 間 瀬

日野 市中 学校教育研究会 長谷川 水 泳 記 録 会 運 営 委 員 会 間 瀬

科学教育センター運営委員会 間 瀬 音楽鑑賞教室運営委員会 間 瀬

科学教育センター検討委員会 間 瀬 情報公開検討委員会 長谷 川

進路指導 問 題 協 議会 間 瀬 学校週 5 日制 検討委員会 長谷 川

教育相談ケ ー ス 会 議 長 谷 川

-48-



3. 指導事務分担

都教委指導部 ・者15研 ・多 摩 研 長谷川 都教育研究員 ・開 発委 員 会 委 員 長谷川

国 ・都研究奨励、市研究奨励 長谷川 学校訪問 ・ 指導訪問 間瀬

教 育 課 程 届 長谷川 教育諜程 ・ 年間指導計画 長谷川

研究集録 副読本 間 瀬 教 材 届 承 認 間瀬

遠足 、移 動 教 室 、修学旅行届 間瀬 ま どベ編集 . 発行 間瀬

就 AヲMゐb -措置替指尊 長谷川 東京都市指互主主事会、 第 二 地 区 会 長谷川

行事予定作成、委員会 間瀬 教 育 1ft 料 . 情 報 長谷川

4. 施設・行事

行

教科書展示室

行

教職員研究 室

文 化 事 体 育 事

5. 東京都教育委員会指導事務分担

Aーナ峠 校 訪 同1 協 議 dエbエh 長谷川 同和教育指導推進委員会 長谷川

生活指導担当指逮協 間 瀬 道 徳 教 育 担 当 指 連 協 長谷川

区市格噂主$研究会議 長谷川 幼 稚 園 教 育 担当指連協 長谷川

心身障 害教育担当指連協 間瀬 男女平等教育推進委員会 間瀬

消 費 者 教 育雄進委角会 間 瀬 国際理解教育縫進委員会 長谷川

在日外同人児童 ・生徒教育連絡会 長谷川 福祉教育推進委員会 長谷川

外国人児童 ・生徒教育担当連絡会 長谷川 体育 ・保健 ・給 食 担 当 指 連 協 間瀬

教 員研修担当指連協 間瀬 人権尊重教育推進校委員会 長谷川
ト一一一一一ーー

環境教育 推進委員会 間瀬 進路 指 噂 担 当 指 連 協 間瀬

学校不適応対策連絡協議会 間瀬 多 摩 地 区健全育成行 政 連絡会 長谷川

道徳教育助言者研究協議会 長谷川
且
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日 野 市 立 教職員研究室

日野市立教職員研究室は、教育に関する専門的・技術的事項の研究を通じ、その成果を敷桁し、教育

内容の向上を図るとともに、教育関係職員の研修を積極的に進め、その資質の向上を図り、 EI野市にお

ける教育の充実と振興を図る教育機闘として位置する。

1. 日野市立教職員研究室の組織及び運営

日野市立教職員研究室に、 室長、次長、事務職員、専門職員、顧問を置く 。それぞれの臓は、教育

委員会がこれを任命する。

( 1) 組織

一一一一一ーイ 教職員研究室運営審議会 |

教育経世主任教育情報主任

教育経営担当教育資料担当

研修担当 教育方法担当

幼児教育担当情報教育担当

(2) 職務

教育相談室主任 教育環境主任 事務主任

教育相談 担当 健全育成担当 (次長兼任)

心|隼教育相談担当図書館教育担当 事務担当

子供の人権電話 国際理解教育担当
科学教育担当

相談担当
適応指導担当
文化スポーツ担当

① 室長は、日野市教育委員会の命を受け、教職員研究室を管理し、教職員研究室が行う事業を企

画、運営、実施する。また、その他の事務を掌理するとともに、所属職員を指揮監督する。

② 次長は、室長を補佐し、 担当事務を処理する。

③ 指導主事は、研究室の専門職員の指導及び助言に当たる。

④ 主任は、各係を統括し、事業を遂行する。

⑤ 専門職員は、上司の命を受け、担当する事項の研究及び所掌事務に従事するとともに、指導主

事の助言を得て、事業の実施に当たる。

専門職員は、教育相談員、教育指導員 (嘱託員)並びに教育委員会が任命する専門織員をし、う。

⑥ 事務職員は、上司の命を受け、担当事務を処痩する。

⑦ 顧問は、教育委員会が任命する学識経験者で、教育研究等の推進のための助言に当たる。

(3) 日野市立教職員研究室運営審議会

教職員研究室の運営について必要な事項を審議する。委員は、教育委員会が委嘱する、 学校関係

者、教育行政機関関係者、学識経験者を持って充てる。

(4) 日野市立教職員研究室事業推進委員会

教職員研究室の事業計画 ・推進について検討する。委員は、教育委員会が委嘱する、 学校関係者、

教育行政機関関係者、教職員研究室員を持って充てる。
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2. 日野市立教職員研究室の事業内容と分担

(1) 教職員研究室の事業

① 幼児 ・児童 ・生徒についての研究調査及び教育関係職員の研修等に関すること。

② 教育に関する専門的 ・技術的事項の研究及び教育環境に関すること。

@ 教育に関する資料の整備及び活用に闘すること。

④ 教育相談に闘すること 。

⑤ 前各号に掲げるもののほか必要な事業。

(2) 教職員研究室事務分掌

① 教育経営係

・教育経営の研究及び調査に闘すること。

・教育関係職員の研究及び研修に闘すること 。

② 教育情報係

・教育資料の収集及び提供に闘すること 。

・教育方法の研究及び改善充実に関すること(幼児教育を含む)

.情報教育の研究及びその活用に関すること

① 教育相談(室)係

.教育相談に関すること。

・教育相談に関する研究及び学校への援助に関すること 0

.心身障害児の相談及び援助に関すること

・子供の人権電話の相談に関すること。

④ 教育環境係(第一分室:日野市立日野第二中学校内に位く)

・健全育成に関する研究及び資料提供に闘すること。

・児童 ・生徒の適応指君事及び学留促進に関すること 0

.学校図哲館の機能の活Jllに関すること。

・自然科学教育の研究及び振興に闘すること 0

.学校施設の活用に関すること。

⑤ 庶務係

・教職員研究室の事務に関すること 0

.他の係に属さないこと。

3. 教 職 員 研 究 室職員

室 長 清 水 七 郎

次 長 事務長事務代理 高橋喜代子

(1) 教育経営係 -教育経営担当 高木宏文

-研 修担当 o ~L!口武彦

-幼児教育担当 石川輝子

(2) 教育情報係 -教育資料担当 o村 田 志 信

-情報教育担当 星 野 哨 ー

-教育方法担当 志村縫次

本国 仁

(3) 教育相談係 -一般教育相談担当 。渡溢満子

三宅 真 美

-心身lIi?唱教育相談担当 御子柴万里チ

-子供の人権電話相談担当 大野隆久

-顧問 日本女子体育大学教授(心理学)

東京学芸大学教綬(心理学)

都立梅が丘病院精神科医長

E
d
 

小泉宣夫

影山 健

木村あかね

中 村 晶 子

片岡千碍子

三井春勇

石川 尚子

松 村 茂 治

海 老 島 宏



(4) 教育環境係 -健全育成担当

-図書館教育担当

-国際理解教育担当

-科学教育担当

-適応指導担当

(日本語教室 )

-文化スポーツ担当

(5) 庶務係 -次 長

主 事

事 務

4. 日野市戦後教育史編さん室

室 長 石 井 三 士

次長 清 水 春 海

主任 波 多 野 担

5. 教育相談事業

阿部忠志 北原 索昭

草刈 喜一

江口耕一 小幡 建

有泉徹郎 (内藤 康)

内藤 康

高橋喜代子

佐藤 員

小松あさ江 若林正治

日野市立教職員研究室教育相談室係は、日!野市に在住する幼児・児童 ・生徒(高校生を含む)及び

その保護者を対象とする教育相談に応ずるとと もに、学校が行う 教育相談への協力 ・援助を行い、教

育相談活動の促進と充実を図る。

なお、教育相談は、相談員の脂導の下、郊で任教育相談員が分担 ・協力して行う。

(1) 相談内容 ・方法

【一般教育相談 】

幼児 ・児童 ・生徒の学科、行動、特徴、性格、進路適正等にかかわる相談に応じ、個性や社会

性を伸長するための助言 ・援助を行う。

【心身障害教育相談 】

心身に障害のある幼児 ・児童 ・生徒の発達 ・成長にかかわる相談に応じ、その適性や能力を伸

ばし、積極的に社会参加できるように相談 ・援助する。また、一人一人の幼児 ・児童 ・生徒の特

性に側した適切な教育を実現するための相談 ・援助を行う。

【学校教育相談 】

幼児 ・児童 ・生徒の学校(闘)生活への適応、問題行動等にかかわる相談に応じ、学校、保護

点、関係機関等との協力を仰て、幼児 ・児童 ・生徒の例性や社会性を伸長するなどの指導、助言

・援似jを行う。

【屯話相談 】(92-0505 ) 

f:R話による相談を行う。

【て子供の人権電話相談 】(92-2782 ) 

幼児・児童 ・生徒のいじめにかかわる相談に応じ、適切な人間関係を上長 う助言 ・援助を行う 。

また、学校 ・家庭 ・地域 ・闘係機関との連携を図る。

(2) 兼任相談員

第三幼稚園園長 坂口嘉津子 日野第八小学校教諭 若林立砂チ

日野第二小学校教諭 矢 野 良 枝 平 山 台 小 学 校 教 諭 中原正毅

日野第五 小学校教諭 越村あや子 大坂上中学校教諭 原沢和江

潤徳小 学 校 教 諭 川原田和子 七 生中学校教諭 鈴木清司

平山 小学校養護教諭 佐藤 ヒサ子
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日野市心身障害教育推進協議会

目的

本協議会は、日野市教育委員会から研究委託を受けて、心身障害教育の充実を図ることを目指し、心

身に障害のある幼児 ・児童 ・生徒に適切な教育を保障するための教育条件の整備、指尊内容 ・方法の改

善 ・充実並びに社会的な自立を促す教育の在り方等について研究するとともに、心身障害児理解教育を

具体的に進め、啓発活動や教職員を対象とした研修、交流教育等の諸事業を企画し実践する。

事業の内容

上記の目的を達成するため、本協議会の事務局を協議会均長校に置き、次の主たる事業を行 う。

①心身障害教育の在り方の検討、 ②固定学級及び通級学級における指導と学級経営の在り方の検討、

③心身障害教育に関する啓発資料の作成及び交流教育の推進、④就学相談の充実と相談活動への協力

と援助、⑤幼児 ・児童 ・生徒の適応状況及び発達状況の把温、 ⑤学校における相談組織と機能の充実

⑦進路指導の充実

組織

( 1) 本協議会は、次に掲げる者を もって組織する。

日野市教育委員会教育長、学校教育部長、指i!J.室長、学務課長、指噂主事、指導係長、顧問医、

日野市心身障害学級設位校長、心身障害学級担任、各幼・小・ 中学校(幽)の教員(心身障害教育

担当)、教育相談室専任相談員、本協議会々長が指名した者。

(2) 本協議会は、 次の専門部を置き、上記の事業を推進する。

ア.研究部

イ.研修部

ウ.相談部

心身障害教育の在り方、心身障害学級の適正配置及び将来機想等に闘する研究

心身障害教育に関する研修の錐進、啓発資料の作成等に関する取 り組みと調査

相談活動への協力、幼児 ・児童 ・生徒の適応状況及び発達状況の把鑓と担任への援

助

委託の内容

1. 心身に障害のある児童 ・生徒の教育内容 ・方法の研究

一人一人の幼児 ・児童 ・生徒の障害の特性に応じた適切な指導内容 ・方法及び評価の工夫 ・改善を

進める。そのために、 例に応じた教育プログラムを作成し、個別指滋や小集団指導を進め、授業実践

を通して個性を育むとともに基礎基本の徹底を図る教育の在り方について検討願いたい。

2. 固定学級及び通級学級における指導のあり方の闘す

固定学級のあり方並びに通級学級の指務と在籍する学級での指導との関連や役割を明確にする。特

に通常の学級に在籍する児童 ・生徒のl聴覚 ・言語障害への指穏について通級による指導の闘連や役割l

を明確にするとともに、聴覚 ・言語障wの指導のための学級の設世について調査研究願いたい。
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3. 心身障害教育に関する啓発資料の作成及び交流教育の推進

日野市全体を視野に入れた心身障害教育に関する啓発資料並びに広報活動を具体的に検討し、 実施

願いたい。

4. 就学相談の充実と相談活動への協力と援助

学校、医療、福祉、保健の各機関の専門性を生かし相互に連携を図り、一人一人の発達を保障する

ために、きめ細かな教育相談を進めるための相談活動のあり方及び、相談活動を行うための研修のあ

り方について研究を願いたい。

5. 進路指導の充実

心身に障害のある生徒の個性や能力、適性を最大限に伸ばし将来社会的に自立して生活していくこ

とができるように、職業安定所、商工会議所などの協力を得て、職業体験を通して社会参加ができる

子どもを育てることができるよう、実践を踏まえた指導のあり方の研究を願いたい。
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日野市立小学校科学教育センター

1 目的

児童の謀題意識を基に観察 ・実験などを通して、意欲的に探究し、自然の事物 ・現象についての特

性や決まりをとらえ、自然についての科学的な見方や考え方を養うとともに自然を愛する豊かな心情

を緬養し、自ら学ぶ意欲を高め、生涯を通じて学び続ける児童を育むことを目指すものとする。

このことによって、これから先の高度情報化社会や産業機造、生活様式の変化に主体的に対応し、

こころ豊かに達しく生きてし、く児童を育成する。

2.内容

児童の自然科学に対する興味 ・関心を喚起し、謀題意識を持って意欲的に深究することのできる内

容とする。

指導員は、可能な|彼り教えることを少なくし、児童が問題の発見から結論に至る一連の問題解決の

過程を大切にした援助 ・指専に重点を位き、児童の自ら学ぶ楽しさ、追求する楽しさ、調べる楽しさ

などを実感できるものとする。

こうした内容とすることによって、児童の自然、に対する些かな心情や自己効力感、を高めることので

きるものとする。

3.運 営

( 1) 設 置 科学教育センタ一校として、当分の問、日野市立日野第五小学校に置く。

(訪 講 座 ア. 1年聞を前期、後期の二期制とし、期を通して児童の梨題意識を基に、問題の発見

から結論に至る一連の研究活動を行うものとする。

さらに、夏季講座を開講する。夏季講座は、 「日野市立八ヶ岳高原大成荘」を拠点

として、自然観察を中心とした内容とする。

①前期(5月-9月)、②後期(10月-2月)、③夏季講座(7月下旬)

イ.各講座の単位時間と単位数

む 1単位時間を槻ね 2時間(土曜日午後)とする。

②単位数を慨ね 8単位とする。

③夏季講座は、 5単位とする。

ゥ.夏季講座の移動用パス借上料以外の諸資用は、参加者の自己負担とする。

(3) 対象児童と定員

各講座の定員を 40名とする。ただし、前期は 6年生児童、後期は 5年生児童を対象とする。夏

季講座は、前期講座終了者を主たる対象とする。
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4.運営組織

(1) 科学教育センター長、セ ンタ一次長、 主任を置 く

①科学教育センター長は、科学教育セ ンタ ーの設置校長とする。

②科学教育センタ一次長は、科学教育センターの設置教頭とする。

③主任は、東京都嘱託職員を充てるものとする。

(2) 科学教育センター運営委員会を置く

①次の運営委員による協議を基に科学教育センターを運営する。

ア.委員長(小学校長) 1名

イ.副委員長(科学教育セ ンター長 ) 1名

ウ. 副委員長(小学校教頭) 1名

ェ.科学教育センタ一次長 1名

オ.科学教育センター主任及び担当 2名

ヵ.指導員 (小学校教諭 ) 4名

キ. 日野市教育委員会学校教育部指導室長 1名

タ. 日野市教育委員会指導主事 1名

②運営委員会は委員長が召集する。

(3) 指導組織

①科学教育センタ一長、次長の指導の下、主任と指導員が協力してセンタ一生の指導に当る。

②指導員は、セ ンタ一生の小集団を形成し、これを責任を持って援助 ・指導に当る。

(4) 指i!J.員を置く

①小学校教諭を持って充てる。

②学習内容に即した社会人講師を充てる。ただし、科学教育センター長の要請によるものとする。

(5) 楕碍計画作成委員会を置く

①指導計画作成委員会を設置し、各1Vl及び夏季講座の指導計画を作成する。

②キ旨耳主計画i作成委員会は、科学教育センタ一長の指導のもと、センター主任が中心となり、指導員

の協力のもとに指導計画を作成する。

運営費・その他

( 1) 科学教育センター委託費

授業委託費を運営費(消耗品、術品、印刷費、夏季講座パスイ昔上料等)並ひVこ指導員等の報酬に

当てる。

(2) センタ一生(児童)の通学

①科学教育センターへの通学のための諸費用はセ ンタ一生の自弁とする。

②通学途中における交通事故等による災害補償は、児童の在籍校が日本体育 ・学校健康センターへ

の手続きを行い、給付を受けるものとする。

③自転車による通学は禁止し、センター主任を中心として、適宜交通安全指導を行うものとする。
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5. 科学教育センターの運営組織

委員長 許斐文代(高幡台小学校長) センター長 畑石重輝(日野第五小学校長)

次 長 吉野美智子(日野第五小学校教頭) 主 任 江口耕一(教職員研究室)

担 当 小幡 建(教職員研究室)

指 導員 矢口由美子(日野第一小学校教諭) 指導員 金田 奈穂(高幡台小学校教諭)

指導員 飯塚 昭(日野第二小学校教諭) 指導員 盛岡 光(日野第七小学校教諭)

指導員 井上 充(日野第三小学校教諭) 指導員 高瀬はる美(南平小学校教諭)

指導員 丸山由紀夫(日野第四小学校教諭) 指導員 鈴木美弥子(程久保小学校教諭)

指導員 鈴木 節子(日野第五小学校教諭) 指滋員 銀岸朋代(程久保小学校教諭)
」

指i!+員 鶴間 紀子(日野第六小学校教諭) 指導員 国代久チ(旭が丘小学校教諭)

指導 員 牧野 盛(潤徳小学校教諭) 折導員 中村康成(平山台小学校教諭)

指導 員 前海正治(平山小学校教諭) 指i!+員 市川 博子(東光寺小学校教諭)

指導 員 大成 僻夫(日野第八小学校教諭) 指滋員 真野 功(三沢台小学校教諭)

指導 員 木附 隆三(百草台小学校教諭) 指現員 八木正子(仲田小学校教諭)

指遣手口 遠因 弘(滝合小学校教諭)
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校長・教頭事業 担当 一覧

1. 学校教育部

(1) 指導室関係

分類 名 称

教 務 主 任 ぷヱ込:;; 

生 活指導主任会

中学校生活指導主任会

主任会 進路指導主任 会

保 健 主 任 ~ェ>. 

研 究 主 任 ~ 

体 育 主 任 ぷ2斗:;; 

人権尊重教育推進委員会

教育課題研究推進委員会

環境教育推進部会

生き方教育推進部会

男女平等教育研究推進部会

国際理解教育推進部会

情報教育推進委員会

学校週五日制検討委員会

委員 会 情報公開検討委員会

科 学セン ター 検討委員会

教科用図書調査研究委員会

(国語)

(社会)

(数学)

(理科)

(音楽)

(美術)

(体育)

(技家)

(英語)

校 長 」Z込:;; 

小 学校 中学校

西国敦子 福島良樹

小笠原久雄

松浮茂久

谷合明雄

三津山 姿 日食和維

秋山 憲一 松原 勇

熊 野 時巴

秩山憲一 福 島 良 樹

増賀従 男

谷合明雄

香川 善平

松原 勇

河野和 昌 名塚三雄

西田敦子 福 島 良 樹

鈴木利恵子

三津山 要

岩下和夫 日食和維

畑石重輝

許斐文代

山崎妙子

中根 勉

名塚三雄

福島良樹

松海茂久

松 淳 茂 久

日食和維

谷 合 明 雄

松原 勇
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教 頭 ~ 

小 学校 中学校

雨宮 充 石川光男

岡田詩美子

酒 井 徳 行

片倉俊秀

逸見明男 鈴木 渉

青木友晴 鈴木 渉

佐 藤 静 雄

難 波 和 子 深山陵弘

小 杉 博 司

字野有斐子

光 地 幸 子 正 留 久 巳

雨宮 充 石川光男

清 水 義 路

武内忠雄 深 山 陸 弘

片倉俊秀

中野 樹

酒 井 徳 行

辻野良子

鈴木 渉

正 留 久 巳

石川 光男

鈴木 渉

深 山 睦 弘



教科用図書選定審議会 山 崎 妙 子

谷 合 明 雄

教育課程資料作成委員会(国語) 鈴木利恵子 逸 見 明 男

(社会) 品田敏男 佐藤静雄

(算数) 畑野元一 田中晴美

委員 会 (理科) 許斐文代 宇野有斐子

(生活) 木内秀雄 上燦 茂

(音楽) 小原良雄 光地 幸子

(図工) 河野和昌 高 橋 茂 子

(体育) 熊野時巳 清水義路

(家庭) 飯田園代 西森恵子

音楽鑑賞教室運営委員会 飯田園代 名塚三雄 高橋茂子 鈴木 渉

日光移動教室運営委員会 畑野 元一 光地 幸子

品田 敏男 佐 藤 静 雄

木内秀雄 太田由起夫

運 営 青木 友情

清水義路

水泳記録会運営委員会 飯田園代 松原 勇 森野 盛 中野英樹

熊野時巳 上保 茂

相談学級運営協議会 山崎妙子 片倉俊秀

学校図書館主任連絡会 増賀従男 山崎妙子 宇野有斐子

綬業改善委員会 秋山憲一 福島良樹 八 木 文 夫 中野英樹

小原良雄

心身障害教育推進協議会 増賀従男 名塚三雄 高 橋 茂 子 辻野良チ

委 託 三洋山要 谷合明雄 太田由起夫

畑石重輝 上燦 茂

木内秀雄

科学教育センター 畑石霊輝 吉野美智子

就学相談 委員会 三津山要 名 塚 三 雄 辻野良子

木内秀雄

英語指導改善委員 会 福 島 良 樹 深山陸弘

推 進 教員研修実 施 協 議 会 小林繁人 谷合明雄 小杉博司 辻野良子

小原良雄 青 木 友 情

日野 市教育研究会 鍋田良子 松原 勇 難波和子 酒 井 徳 行

畑石霊輝 武内忠雄

{'J 初展運 営委員会 畑野元一 山崎妙子 斎藤正子 辻野 良子

唱
E
A

C
O
 



福祉副読本改定委員会 鈴木利恵子 中根 勉 西 森 恵 子 辻 野 良 子

「まどベ」編集委員会 品田敏 男 清水義路 中 野 英 樹

子供の人権読本作成委員会 秋山憲一 福 島 良 樹 田中晴美 中野英樹

(2) 庶務課関係

校 長 ~ 教 頭 ~ 
名 称

小学校 中学校 小学校 中学校

戦後教育史編纂委員会 小林繁人|中根 勉

(3) 学務課関係

分 類 名
校 長 正~三 教 頭 ~ 

称
小学校 中学校 小学校 中学校

給 食 主 任 ~ 香川 善平 中根 勉 光 地 幸 子 正留久巳
給食関係

学 校 給 食 会 香川 善平 中線 勉 光 地 幸 子 正留久巳

ρでゐTら- 校 保 健 ~ ‘ 三津山 要 日 食 和 雄 逸 見 明 男 鈴木 渉
保健関係

養 護 教 諭 会 三津山 要 日 食 和 雄

(4) 研究室関係

分類
校 長 ~ 教 頭 ~ 

名 称
小学校 中学校 小学校 中学校

委 員
運営審 議会委員会 岩下和 夫

事業推進 委員 会 西田敦子 名塚三雄 逸 見 明 男 酒井徳行

小笠原久雄

2. 社会教育部

(1) 社会教育関係

校 長 会 教 頭 ~ 
分 類 名 称

小学校 中学校 小学校 中学校

社 会 教 育 委 員 岩下和夫
委 員

松津茂久市 PTA連絡協議会理事 畑石重輝

畑野元一 日食和雄

許斐文代

(2) 体育課関係

名 称
校長会

小学校 | 中学校

教 頭 会

小学校 | 中学校

吉野美智子|石川 光男学校体育施設解放運営委員 | 熊野時 巳

内

LP
O
 



校 長 会
名 称

小学校 中学校

図設館運営審議委員|西田敦子

(4) 公民館関係

名 称

公民館運営審議委員

(5) ふるさと博物館関係

名 称

校 長 会

小学校

小林繁人

中学校

校 長 会

小学校 | 中学校

ふるさと博物館運営委員 |鈴木 利恵子|松津茂久

3.都校長会・都教育委員会関係

名称

環境週間行事運営委員

4. その他

分 類 名 称

環 境緑化協会評議委員

委 貝 市教職員互助会理事

保健所事業運営委員

校長会

小学校

増賀従男

校 長

小学校

増賀従男

馬場 武

馬場 武
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中学校

会

中学校

教頭会

小学校 中学校

教 頭 会

小学校 中学校

教頭会

小学校 | 中学校

教頭会

小学校 中学校

教 頭 会

小学校 中学校



管理運営 規則

¥ 学校名 学校長 教務主任
生 活

保 健 主 任 進 路

指 導 主 任 指 導 主 任

1 日野一小 岩下和夫 志賀由具 黒川 和彦 矢口由美子 1¥ 

2 日野 二 小 秋山憲一 小島義範 高橋孝子 渡辺敏子

3 日野 三 小 三津山要 橋本清明 長 津 範 重 渡辺三枝子

4 日野四小 小原良雄 矢野 優 安西利江 丸山幸江

5 日野五小 畑石重郷 鈴木節子 馬 場 富 男 今野峰子

6 日野六小 小笠原久雄 市川光男 和田雅実 内田一美

71 n主j徳 小 香川 善平 高橋 健 志 村 道 子 川原田和子

8 平 山 小 畑野元一 渡辺 学 田中延子 佐藤ヒサ子

9 日型f八 小 鈴本利恵子 中山 勉 神 幸子 井戸川君代

10 百草台小 木内秀雄 菱田美恵子 木附隆三 船 山 陽 子

11 施合 小 西田敦子 染谷定昭 西尾京子 五十嵐容子。

12 白幡台小 許斐文代 銭康芳子 国領美那子 古 越 富 子

13 日野七小 品 田 敏 男 河野千秩 岩松親和 闘|崎桑子

14 南平小 馬場 武 山田 栄子 千 葉 正美 村山栄子

15 程 久 保 小 小林繁人 三木 滋 粕谷育弘 宵川 美幸

16 旭 が 丘 小 熊野時巳 窪田正子 栗原 茂 進藤 章子

17 平 山 台 小 増賀従男 中 村 康 成 山田謙一 荒 居 和 子

18 東光寺小 鍋田 良子 小林むつみ 佐藤 幸夫 渡 辺 知 子

19 三 沢台小 飯田園代 牒尾富貴江 小林和子 太島真知子

20 仲田小 河野和品 間宮宣夫 岩 崎 英 夫 小林八重子

1 日野一中 松津茂久 渡辺重己 吉 田 俊 明 芝田美保 山川徳弥

2 日野 二 中 日食和維 小鷹文一 野口英一 三瓶法子 鬼頭 I沼

3 七 生 中 名塚 三雄 瀬川 昭英 真仲祐一 徳田紀恵 西川路子

4 日野三 中 福島良樹 熊谷仁一 成田信義 小 林 浄 子 吉田俊光

5 日野四中 松原 勇 鎌田義男 石川晴ー 松岡由香 中山郁子

6 三 沢 中 山崎妙子 長友良嗣 清水 明 小野田恵子 磯部博子

7 大坂上中 谷合明雄 三浦利信 池田誠事 小美濃亜矢子 佐 藤 至 正

8 平 山 中 中線 勉 中堅久子 中嶋建一郎 阿部貴美子 福里佳代
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第八条に基づく主任 一覧表

Aー芳同ー 年 主 任

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

田中ユミ子 乾ひさ子 丸茂洋子 本 田 和 美 小川賀世子 土方久枝

小口澄代 西志村二三子 高 橋 孝 子 久保田由子 小林恵久子 槙 圭子

前回佐和子 諏訪英樹 井上 充 古 家 静 子 長津範重 由比ケ涜躍を子

植田知江 坂本有子 田 村 直 樹 福田 功 田中和子 玉置順子

高橋真知子 徳永英子 御木 茂 越村あや子 酒匂由美子 鈴木知英子

佐々木隆雄 高木千恵子 屋内奈緒美 逸見 事聖子 清水良夫 渡 辺 友 子

小俣靖江 武井かをり 川原田和子 渋 谷 鈴 子 波遁佳子 清水絢子

池田雅子 比嘉道子 金 子 直 子 茅野とめ子 秦 弘教 橋本美枝子

三浦理恵子 土井 公 子 償山昌司 山 下 幸 代 林 亀三 斉藤悦子

山本さき子 大島ルミ子 岡島 美 代 中村みどり 有 賀 康 美 木附隆三

づ、111 隆 栗原典子 後藤絢子 五十嵐容子 上僚かなゑ 田野倉みつゑ

越智久子 富田郁子 金田奈穂 国領美那子 高 橋 智 子 銭厳芳子

川井田和子 国崎桑子 藤本はるみ 外 山 理 佳 赤井光子 井浦 弘

永原愛子 宗近孝 f 満江恵美チ 西!京美枝てf 小林照子 村山栄-f

矢野百合子 森 幸子 古川美幸 後藤欣子 吉野 宏 粕谷吉弘

吉川都子 入 国 純 子 手1喋悦子 窪田弥生 田 代 久 子 秩野美津子

倉津節子 111田謙一 若松宮紀子 小111mひろみ 吉尾真理子 字留賀真理子

青山 幸江 三枝光チ 笹 本 竹 司 会田尚子 藤井義啓 笠井祐子

山洞i幸子 桑田悦子 鷹尾冨i'1:江 松田点弓 鈴木 茂子 茂木敏光

荊]固いさを 西 弘美 小山しおり 岩崎英夫 他紙久美子 八木正子

荒 延江 寺 務 義 雄 浅 野 和 也 ¥ 
橋本幹総 三保正普 山 田 雄 次 ¥ 
今井正事 鈴木 茂 真柴 哲 子 ¥ 

服部圭助 山口俊浩 荒川善敏 ¥ 
辰巳恵子 荒川郡:沖 高麗隆治 ド¥
機構照夫 柄沢都世子 原田康司 ¥ 卜¥

木下英典 田畑 裕 佐藤 勇 ¥ 
吉野也生 坂井悦子 堤 信博 ¥ 
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日野市立小・中学校主任

¥ 学校名 研究・研修 人権尊重 国語科 社会科 算数 ・数学科

1 日野一小 丸茂洋子 乾ひさ子 小川賀世子 土 方 久 枝 本多和美

2 日野二小 槙 圭子 寺本恵久子 西志村二三子 後藤健夫 矢野良枝

3 日野三小 樋口俊子 長津範重 前回佐和子 小峯みゆき 由比ヶ演慶子

4 日野四小 鈴木 淳 塚本 純子 川口 雅 恵 田中和子 赤 松 昭 子

5 日野五小 斉藤弥生 折笠玉典 徳永英子 寺岡千恵子 馬場富男

6 臼野六小 鶴間紀子 霊山邦夫 垣内奈緒美 鶴間紀子 渡 辺 友 子

7 潤徳小 清水絢子 渋谷鈴子 清水絢子 渋 谷 鈴 子 松崎しのぶ

8 平山小 品問 真 橋本美枝子 比 嘉 道 子 金 子 直 子 品田 真

9 日野八小 三浦理恵子 海老原員知子 石 岡 房 子 横 山 昌 司 安斎美代子

10 百 草 台 小 中村みどり 菱田美恵子 中村みどり 向島 美代 大鳥ルミ子

11 滝合 小 小山 隆 高橋 紀子 五十嵐容子 後藤絢子 馬場裕子

12 高幡台小 高橋智子 井上洋美 金田奈穂 国領美那子 越智久子

13 日野七小 小坂克信 川井田和子 神 匡子 小坂克信 馬場裕美

1-1 南平小 依田逸夫 宗近孝子 永 原 愛 子 生 井 恵 子 溝江恵美子

15 程久保小 森 幸子 根岸朋代 後藤欣子 鎌田 由美 吉川 美幸

16 旭が丘小 須藤春美 高田真澄 小林あやめ 団代久子 大友紀子

17 平山台 小 山田謙一 荒居和子 仲本雅代 山田 謙一 倉 津 節 子

18 東光寺 小 秋葉集ー 会田尚子 三枝光子 高木 宏 会田 尚子

19 三沢台 小 茂木敏光 湯浅百香里 小林和子 真野 功 湯浅百香里

20 仲 田 小 植松久美子 植松久美子 次回恵三 小山しおり 岩 崎 英 夫

1 日 野 一 中 山田智之 山田智之 中村理英子 横井純子 浅 田 敏 之

2 日野二 中 松元郁子 藤塚康子 星 真澄 藤塚康子 松 元 郁 子

3 七生中 船田伸一 松井保子 杉山 典子 真仲祐一 松原 清

4 日野三 中 御木聖子 山 口 俊 治 熊 谷 純 子 大谷 浩 藤塚 正

5 日野四中 菊池基文 嘉向三樹男 鎌 田 義 男 村上俊彦 塩谷直子

6 三沢中 阿部信一郎 古怒田幸一 阿部信一郎 横溝照夫 染葉仁博

7 大坂上中 高橋陽子 池田 誠喜 新名美恵子 岡 猛人 村田厚子

8 平山中 木所 智 木所 智 林 範夫 水谷健治 木所 智
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及び担当一覧表(その 1) 

理 科 生活科 音楽科 図工 ・美術科
体育 . 技術 . 
保健体育科 家庭科(女)

志賀由具 馬場俊子 栖原太郎 関 賀 穂 留 菊池 修 山本 I1原子

飯塚 昭 小口澄代 須山ひとみ 川名勝紀 赤木はるか 椋 圭子

長津範重 北島あけみ 森 菜摘 宗像ゆき子 北島あけみ 樋口俊子

塚本純子 楢本史子 田島 泉 小野絵美子 福回 功 玉置 I1原子

鈴木節子 菊地和子 岡田恵子 北野義昭 山木さゆみ 落合典子

市川光男 高木千恵子 村上悦子 霊山 邦夫 清水良夫 森田隆子

牧野 坐 盛 恭子 饗庭仁美 小俣病江 小野勝政 渡漫桂子

前海正治 田 中 延 子 千秩 香 服部たかし 秦 弘教 梅津芳美

大成鐸夫 三浦理恵子 鶴薗美千代 高橋英子 林 亀三 安田キミ子

荒木正美 山本さき子 石井典子 丸カズ子 坂本和子 菱田美恵子

遠回 弘 小山 隆 小林佳代子 岩崎 裕 田野倉みつゑ 高橋紀子

銭厳 ヲきでf 井上 洋 美 作山 秀樹 宇留賀公夫 字留:ti公夫 両橋智子

~田 光 国崎桑子 寺津千代チ 尾関いずみ 井洞i 弘 未聞定、信

山田栄子 高瀬はる美 初葉重樹 依田 i忽夫 九貫 政博 村山 栄子

鈴木美弥子 矢野百合子 川上一枝 木村令子 吉野 宏 田 中 悦 子

岡田充生 日 凹 真 澄 問中千枝子 梅 田 勝 裕 山崎富子 佐藤智子

中 村康成 坂井ミチ子 二宮 弘美 大久保陸子 小山田ひろみ 吉尾真理子

笹本竹司 青山幸江 洲崎明美 秋葉祭一 藤 井 義 啓 小林むつみ

鈴木茂子 桑田悦子 征矢ちづる 倉 林 晴 夫 茂木敏光 佐々木幸恕

雨宮宣夫 西 弘美 綾川 I1慎子 鶴間久美子 佐藤民男 八木正子

春山 哲雄 ¥ 大野ゆき子 田和莱秘 斉 藤 光 人 荒 延江

柴山和華子 ¥ 鈴木晶子 斉藤まりえ 石川 恵子 秩庭英子

松井保チ ¥ 括起井 圭子 常 松 瑞 穂 今井正喜 佐藤蒔枝

細谷敏昭 ¥ 笠井洋子 早 崎 希 子 樹溝雅之 鈴木恵理子

斎藤 道 X 小池 享子 村 上 和 男 市川佐和子 古川彰チ

小山田順子 ¥ 植松 孝子 及 川 克 裕 石田 宏、 鶴田 幸こ

関 I1関子 ¥ 万禰考司 成瀬 誠 姻回智焼 三浦 利信

坂井 悦子 ¥ 松野智子 中 盟 久 チ 鈴木 浩 小杉 智代
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日野市立小・ 中学校主任

¥ 学校名 英語科 進 路 特別活動 学校行事 視聴覚

1 日野一小 1¥ 1¥ 
馬場俊子 志賀由具 井口幸恵

2 日野二小 内田知子 小島義範 飯塚 昭

3 日野三小 森 莱摘 橋本清明 井上 充

4 日野四小 名取明代 福坂本田 有功子 回村直樹

5 日野五小 鈴木知英子 鈴木節子 成井由貴乃

6 日野六小 渡遁美佐緒 市 川 光 男 飴家 京市

7 潤 徳 小 牧野 盛 高橋 健 牧野 盛

8 平 山 小 千秋 香 渡辺 ，そ孟晶f- 前樺正治

9 日野八小 横 山 昌 司 中山 勉 中山 勉

10 百草.台小 岡島美代 菱田美恵子 木附隆三

11 滝 合 小 上僚かなゑ 上僚かなゑ 染 谷 定 昭

12 市 幡 台 小 富岡郁子 手作留山賀秀公樹夫 山中康生

13 円野七小 閣 安 鈎i至 河 野 千 秋 園安卸至

14 南平小 溝江恵美子 山田 栄子 芝凹理恵

15 程久保小 田中悦子 三木 滋 三木 滋

16 旭が 丘 小 青柳香保留 窪田正子 入国純子

17 平 山台小 仲本雅代 中村康成 山間謙一

18 東 光 寺 小 市 川 博 子 小林むつみ I"~木 宏

19 三 沢台小 真野 功 鷹尾富貴江 倉林晴夫

20 仲田小 機川順子 雨宮宣夫 佐藤民男

1 日野一 中 沢町陽チ 山川徳~ 杉 本 恵 志 渡辺重巳 回荊|莱稿

2 日野 二 中 t諸井直子 鬼頭 昭 松元郁子 小 鷹 文 一 橋本幹雄

3 七 生 中 横田恵子 西川路子 真仲祐一 瀬川昭英 小菅房子

4 日野三 中 宮沢 隆 吉田俊光 熊 谷 仁一 熊谷仁一 岩崎弘晃

5 日野四中 船矢 厚ー子 中山郁子 資藤 道 鎌田義男 遠藤 博

6 三沢 中 平山泰子 磯部博子 長友良嗣 長友良嗣 小山仕1順子

7 大坂上中 林凹千野 佐藤至正 木嶋 健 三浦利信 団自民 裕

8 平山中 常松悦子 福里佳代 小杉智代 中里久子 林 範夫

oo 
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及び担当一覧表 (その2) 

学校図書館 給 食 安全教育 養 護

乾ひさ子 山本 11原子 田中ユ ミ子 清水妙子

西志村二三子 小口 澄代 高橋 孝子 渡辺敏子

橋本清明 小峯みゆき 宗像ゆき子 渡辺三枝子

玉置 順子 橋爪 憲子 鈴木 淳 丸山 幸江

酒匂由美子 岡田恵子 馬場富男 金野 峰子

菊池 静枝 森田 隆子 和田雅実 内田一美

松崎しのぶ 饗庭仁美 川原田和子 塚本 聡美

池田 雅子 梅津芳美 服部たかし 佐藤ヒサ子

間島春美 夏目たみ子 三浦理恵子 井戸川喜代

荒木正美 丸カズ子 中村みどり 藤森八重子

後 藤絢子 高橋紀子 遠回 弘 戸塚美由記

越 智久子 金田奈穂 国領美那子 古越富子

河 野千秩 神 匡子 小林良江 中山 伸子

宗近孝子 網野嘉恵 小林照子 竹 野 久 乃

森 幸子 矢野百合子 粕谷吉弘 田島佳子

青柳香保留 塚田美佐江 梅田勝裕 進藤章子

若松富紀子 中原正毅 吉尾真理子 荒 居 和 子

笹本竹司 笠井祐子 佐藤幸夫 渡 辺 知 子

桑田悦子 右E矢ちづる 桑田悦子 太烏真知子

八木正子 西 弘美 岩崎英夫 小林八重子

回和菜穂 宮尾文子 大野ゆき子 芝田美保

伊藤信吾 横井直子 問中 厚 三瓶法子

杉山典子 佐藤蒔校 松井保子 徳 田 紀 恵

杉本洋子 岡部純子 成田信義 小林浄子

森 紀子 小池享子 竹田和彦 松岡由香

岡辺 稔 平山 泰子 古怒田恵子 小野田恵子

上地 悦子 横山砂知子 岡 猛人 小美濃亜矢子

吉 野坐生 常松悦子 金田 広美 阿部賀美子

n
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日野市立小・中学校主任

学校名
心身障害

情報教育推進委員 相談学級運営協議会 英語指導改善委員 ]推進協議会香

1 日野一 小 井口 幸恵

2 日野 二 小 菅野君江

3 日野 三 小 長津 範重

4 日野 田小 田中和子

5 日野五小 成井由貴乃

6 日野 六小 望月朝子

7 1閏徳、 小 盛 恭子

8 平 山小 茅野とめ子

9 日野 八 小 海老原員知子

10 百草 台小 有賀康美

11 滝合 小 日高真理子

12 平 山 台 小 倉津 節子

13 高幡台 小 国領美那子

14 日野 七 小 未聞 志信

15 南平小 山田栄子

16 程 久 保 小 森 幸子

17 旭が丘小 大友紀子

18 東 光 寺 小 三枝光子

19 三沢 台小 佐々木幸恵

20 仲 田 小 小林八重子

1 日野 一 中 田和奈穂 清水 E長 平沢明雄 沢田 陽子

2 日野 二 中 田中 幸美 松元郁子 田中 幸美 横井 直子

3 七生中 藤井周郎 鈴木 茂 柳沢 宣子 横田 恵子

4 日野 三 中 服部 圭助 大谷 浩 成田 信義 富沢 隆

5 日野田中 村上俊彦 遠藤 博 嘉向三樹男 高 麗 隆 治

6 三 沢 中 鶴田 幸二 染葉仁博 井原千恵子 平山 泰子

7 大 坂上中 加藤千泉 宇田川 修 林田千野 林田千野

8 平山中 林 範夫 堤 信博 中嶋建一郎 山線真砂子
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及び担当 一覧表(その 3) 

音楽鑑賞教室運営委員 日光移動教室運営委員 水泳記録会運営委員 科学教育センター指道員

楠原太郎 矢口由美子 土方久枝 矢口由美子

須山ひとみ 後藤健夫 菅野 君江 飯塚 昭

森 菜摘 長津 範重 井上 充

田島 泉 橋爪 滋子 矢野 優 丸山由紀夫

岡田 恵子 山北雅史 馬場富男 鈴木節子

村 上悦子 小川浩太郎 鶴間紀子 鶴間紀子

饗庭 仁美 小野 勝 政 小野勝政 牧野 豊

千竜太 香 渡辺 ，弓A副与ら 橋本美枝子 前津正治

鶴箇美千代 赤松紀子 林 亀三 大成 鋒夫

石井 典子 荒木正美 木附隆三 木附隆三

小林佳代子 田野倉みつゑ 染谷定昭 遠回 弘

二 宮弘美 字留賀県理子 中村康成 中村康成

作山秀樹 五味小波 銭厳 芳子 金 田 奈 穂

寺樺千代子 神 匡子 井浦 弘 豊田 光

稲葉重樹 村山 栄子 九 貫 政 博 高瀬はる美

川上一枝 田中 悦子 粕谷育弘 鈴木美弥子 ・根岸朋代

問中千枝子 小林あやめ 金丸仁志 田 代 久 子

洲崎明美 高木 宏 内木志づ子 市川博子

征木ちづる 真野 功 茂木 敏光 真野 功

桜川 11関チ 佐藤民男 八木 正子 八木正予

大野ゆき子 藤山浩子

田中 幸美 石川恵子

桜井 圭子 小菅房子

笠井 洋子 機崎百合子

田中知恵子 石川精一

植松 幸子 石田匡志

万禰 幸司 堀 田 智 暁

松野 智子 鈴木 治

噌
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研究奨励事業

1.趣 旨

これからの学校は、児童・生徒が社会の変化に主体的に対応でき、生涯を通して学び続ける力と意

欲を育むなど、個性を生かす教育を充実 し、 豊かな心をもちたくましく生きる児童・生徒を育成する

ことが期待されている。

そのためには、各学校がこれまで以上に自ら学ぶ意欲、主体的に学ぶことのできる学習方法などを

身に付けられるよう援助・指導することが大切である。

児童 ・生徒が、学び方を学び、自ら考え、主体的に判断し行動できるようにするためには、児童・

生徒自らが見たり、聞いたり、調べたりする体験的な学習を通し、生きてはたらく 知識を身に付けら

れるようにすることである。

よって、各学校では、学習指導の改善・充実という視点から、児童・生徒が基礎的・基本的な内容

を身に付ける過程を通して、さらにそれらを基盤としながら一人一人の個性を生かし、それを伸ばす

学判指滋のあり方など、授業実践を通して研究する必要がある。

研究奨励は、これからの学校教育を創造し、児童・生徒の個性尊重の教育の推進を目指して、新し

し、11寺代の要請に合った教育方法の開発を行 うなど、意欲的に研究に取り組む学校、学年や教科等の研

究実践を求めるものである。そ して、日野市立小・中学校における豊かな教育実践をより一層充実 し、

生涯を通じて学び続けようとする児童・生徒の育成を図ろうとするものである。

2. 研究の種別及び補助金

① 校内研究補助費

② 研究指定補助費

・学校研究

120千円

-グループ研究

450千円

88千円

30千円

1000千円

-個人研究

① 授業改善研究補助費

3. 研究期間

(1 ) 学技研究は、 2年間の継続研究とする。但し、 研究の内容により単年度の研究も認めるものとす

る。

(2) グループ研究及び個人研究は、単年度の研究とする。

尚、各研究奨励は、その研究と実践の成果を広く公開することを原則とする。特に、学校研究は、

公開発表を条件とし、 2年間継続研究する学校は、 1年次に中開発表を実施し、 2年次に本発表を

実施するものとする。但し、単年度で研究を進める学校は、その年度内に公開発表するものとする。
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4. 研究主題

21世紀に生きる子供の生涯学習の推進を目指し、児童・生徒一人一人の個性を生か、す教育の視点に

立った指導の内容・方法の工夫・改善を図る研究として相応しいものとする。

5. 研究内容

下記のいずれかの事項に重点をおいて研究を推進する。

(1) 研究指定補助

ア 小集団による主体的 ・創造的な学習指導に闘する研究であること

イ ティームティーチング等の指滋方法 ・形態に関する研究であること

ウ 体験的な学習活動に関する研究であること

エ 地域素材を生かした教育活動に関する研究であること

(2) 校内研究補助

教育内容 ・指導方法の改善を積極的に進めるための研究や、各学校の教育推進上の課題解決を目

指した校内研究 ・研修

(3) その他

5. (1)アからエまでの内容の他、基礎 ・基本の徹底や、自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力

等の資質 ・能力の育成等、一人一人の個性を生かす教育の充実を図る学習指導に関する研究である

場合も、研究内容として含める。

6. 研究奨励の申請

学校研究、グループ研究、個人研究、校内研究とともに、各学校長が日野市教育委員会に別紙の申

請書により、必要事項を記載し、申請する。申請書には、研究計画書を添付するものとする。

尚、研究奨励受給者の決定は、日野市教育委員会が授業改善委員長に諮問し決定する。

7. その他

経費の収支決算については、7JIJ途報告告を校長の確認を経て、期日までに日野市教育委員会学校教

育部指導室宛に提出する。
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研究奨励受給者 一覧

①学 校 奨 励

学校名 代 表 者 研究主題 . 内容

日野第一小学校 岩下和夫 よさを発簿し、心と体を高めあう体育学習

(研究主題の達成をめざし、授業研究を中心に、小集団及

びT.Tによる指導方法の究明)

南平小学校 馬場 武 児童の主体性を育てる活動の研究

(・児童が主体的に学ぶことのできる指導法の工夫

-児童が主体的に活動できる学級経営の工夫)

② 団体奨励

学校名 代表 者 研究主題 . 内容

日野第一小学校 清 水 俊 幸 インターネット化に関する調査研究

アメリカマッキンレイ小学校との交流・実践を通して(マ

ッキンレイ小学校とのインターネット化を進めるため①提

携の内容①交流の方法を研究する。)

日野第四小学校 丸山幸江 エイズ理解・予防に関する指導

(エイズに関して、児童に正しい理解と予防のための適切

な態度を培い、エイズについての偏見や差別を払拭し、人

権尊重について理解させる。)

日野第七小学校 小坂克信 体験的な学習活動を進める地域素材の教材化

(日野の用水を使つての体験的な学習活動を深め、広げる

ための地域教材作り)

平山台小学 校 中 原 正 毅 表現力を高める指導法の研究

(・児童一人ひとりの意思表示を高める指導のあり方

-質問と報告のちがし、と話し方の研究

-児童理解の好ましいあり方と児童と教師の相互関係の

研究)

東光寺小学校 秋葉集ー 個に応じた創造的表現の追求

(図工科において創作した太鼓をもとに、音楽の授業の中

で一人一人の音を、共に響きあう音へとする音作りの研究)

ニ 沢 中 学 校 井原千恵子 学校における教育相談のシスァム確立

(校内における教育相談と諸機関との連携

教育相談室の活用マニュアル)

大坂上中学校 山田 よし子 興味関心を引き出す表現の活動

-3年選択授業におけるT.T.の指導方法と授業研究 一

(① 合唱活動を中心とした表現の指導

② 器楽(リコーダー)活動を中心とした表現の指滋

③ 表現活動の系統化とそれに伴う教材の開発)
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①個人奨励

学校名 代表 者 研 究 主 題 . 内 句Hこ~

日野第四小学校 鈴木 淳 児童が楽しんで主体的に学び合う体育の学習指導

(・児童が楽しんで学習意欲が出る教材の側発

-児童が主体的に学習に取り組むための教師が指導する

内容の研究)

@ 校内研究

学校名 代表 者 研 究 主 題

日野第二小学校 秋山憲 一 自ら学ぶ力を育てる指導法の研究

日野第二小学校 ニ津山 要 教材教具の充実 ・活用による指導法の改善

日野第四小学校 小 原 良 雄 一人一人が自 ら考え、お互いに認め合い、高め合 う

児童の育成

日野第五小学校 畑石量郷 主体的活動をとおして楽しく学び合 う児童の育成

日野第六小学校 小笠原久雄 自ら学ぶ子どもを育てる指潟法

潤徳小学校 香 川 善平 認め合い、学び合う力を育てる指導法の研究

平 山小学校 畑 野 7じ 一 楽し くわかる算数の指導法の工夫

日野第八小学校 鈴本利恵子 自分の生命や他人の生命を大切にする子どもの育成

百草台小学 校 木 内秀雄 考える力を育てる指導法の研究

滝合小学校 西国敦子 子どもが意欲的に学ぶ学習活動の工夫

白幡台小学校 許 斐 文代 子供の意欲を伸はす算数授業

日野第七小学校 品 田敏男 児童一人一人が自 ら考え自ら学ぶ学習活動の工夫

程久保小学校 小林繁人 児童の意欲が生きる指導法の工夫

旭が丘小学校 熊野時巴 ゆとりをも って子供に考えさせる指導法のあり方

平山台小学校 増 賀 従 男 人権尊重の教育推進

(基礎学力の向上をめざす学習指潟の改善)

東光 寺小学 校 鍋 田 良 子 一人ひとりが生き生きと 課題に取り組む指導法

三沢台小学校 飯 田 園 代 設かな心を持ち進んで実践できる児童の育成

仲 田小学校 河 野和 昌 お互いを認め合い 日め合いながら 進んで学ぶの育成

日野第一中学校 松津茂久 社会に限を聞き、将来を展望する能力を育てる教科指却の

在り方

日野第二中学校 日 食 和 維 教育相談

七生中学校 名塚 三 雄 生徒が生き生きとする学校 ・学級づく り

日野第三中学校 4面 島良樹 生徒理解を深めるための工夫

一生徒との対話を通して ー

日野第四中学校 松原 勇 盟かな人間形成を日指した指却のあり方

三 沢中学校 111 崎妙 子 生徒理解の方法と実践

大奴上中学校 谷合 明 u41; わが校の進路指均 一生き方指導とは

平山中学校 中根 勉 生徒理解を深めるための指潟法の工夫
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東京都教育研究員・教育開発委員会

〈教 育 研 3'ヲそ1ヨ， 員〉

第 五 幼 稚園 教 諭 r邑4 ー・ 広 子

日野第一小学校 教 諭 菊 池 修

潤 徳、 学校 教 諭 野 勝 政

日野第八 小学校 教 諭 海老原 民知子

滝 メ口与 小 学校 教 諭 岡 部 ひとみ

平 山 台 小 学 校 教 諭 =Ek 3 尾 真理子

沢 中 学校 教 諭 横 講 照 夫

沢 中学校 教 論 阿 部 信一 郎

大坂上中学校 教 論 池 国 誠 喜

大坂上中学校 教 諭 安 里 喜 世 子

大坂上中学校 教 諭 新 名 美恵子

〈教育開発委 員 会 〉

七生中学校 教諭楼弁圭子

平 山中 学校 教 諭 中 嶋建一郎
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体 育

算 数

道 徳、

生 活

社 ~ 蜘

教 育 課 題

A寸ふt. 校 給 食

保 健 体 育

心身 障害教育

持寸£ー. 校 保 健

音 楽

特別活動



日野市立小・中学校使用教科書

1.小 チ戸崎 校

国 語 科 「国語J (光村図書)

「書 写」 (光村図書)

社会科 「新編新しい社会」 (東京書籍)

「楽しし、小学校社会科地図帳」 (帝国書院)

算 数 科 「小学校算数」 (学校図書)

理 科 「新版たのしい理科」 (大日本図書)

生 活 科 「せいかっ」 1年 (教育出版)

「小学校せいかっ」 2年 (学校図書)

音 楽 科 「小学生の音楽」 (教育芸術社)

図画工作科 「新版図画工作」 (日本文教出版)

保 健 科 「新 ・みんなの保健」 5年 (学習研究社)

「新しい保健」 6年 (東京書籍)

家庭科 「新編新しい家庭」 (東京 書 籍)

2.中 学 校

国 語 科 「国 語」 (光村図 密 )

「中学書写」 (日本書籍)

社 会 科 「社会科中学生の地理

世界の人4と日本の国土最新版」 (帝国容院 )

「中学社会 歴史的分野J (日本書籍)

「中学社会 公民的分野」 (日本部籍)

「中学校社会科地図 最新版」 (帝国脅院)

数学科 「新しい数学」 (東京脅籍)

理 科 「新しい科学(1. 2分野)J (東京書籍)

音 楽 科 「中学生の音楽」 (教育芸術社)

「中学生の器楽」 (教育芸術社)

美 術 科 「美 術」 (日本文教出版)

保健体育科 「新しい保健体育」 (東 京密 籍)

技術家庭科 「技術 ・家庭 上 ・下」 (開隆 堂 出版)

外国語 科 fNEW TOTAL ENGLISHJ ( 秀 文 出 版 )
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『。
臼3

年

度

'90 

'91 

'92 

'93 

'94 

'95 

就職・進学状況の推移 (1990年'""'--'1995年)

I回司 等 戸~忌 校 本 科

性
総 高等学校全日制j課程 高等学校定時繍課程 主f'主司r 主同主 盲養

国公立 fl. 立 等普 職 就 等 . 
普 職 普 駿 職 専

A寸"-ー ろ 護
校

5十 三十 通 業 進 r， 
通 う A 寸ー

通 業 通 業
}JIJ 

戸寸~与 学 信 井寸叫一

言十 季十 科 計 科 科 計 李} 科 者 校 常Ij 校校

言十
1，983 1，886 830 195 1，025 802 59 861 67 32(弘θ28(私I 10 10 18 8 

(94.5) (89.9) (39.6) (9.3) (48.9) (38.2) (2.8) (41.0) (3.2) (1.8) (1.4) (0.5) (0.5) (0.9) (0.4) 

男 1，018 939 440 89 529 375 35 410 57 24(私626(私I 8 10 12 6 

女 965 947 390 106 496 427 24 451 10 8 2 2 。 6 2 

計
1，782 1，718 782 172 954 674 90 764 38 32(私23(私I 9 15 7 4 

(95.1) (91.7) (41.7) (9.2) (50.9) (36.0) (4.8) (40.8) (2.0) (1. 7) (0.2) (0.5) (0.8) (0.4) (0.2) 

男 961 911 409 108 517 339 55 394 28 22(私23(私I 6 14 5 3 

女 821 807 373 64 437 335 35 370 10 10 。 3 1 2 1 

計
1;882 1，813 798 234 1，032 699 82 781 32 26 6 1 9 22 6 

(95.2) (91.8) (40.4) (11.8) (52.2) (35.4) (4.1) (39.5) (1.6) (1.3) (0.3) (0.05) (0.5) (1. 1) (0.3) 

男 1，027 973 449 128 577 349 47 396 23 18 5 1 8 19 4 

女 855 840 349 106 455 350 35 385 9 8 1 。 1 3 2 

言十
1，663 1，618 755 183 938 602 77 679 27 21 6 10 2 10 3 

(95.8) (93.2) (43.5) (10.5) (54.0) (34.7) (4.4) (39.1) (1.6) (1.2) (0.3) (0.6) (0.1) (0.6) (0.2) 

男
850 817 381 8.8 469 296 51 347 17 12 5 6 2 10 1 

(95.2) (91.5) (42.7) (9.9) (52.5) (33.1) (5.7) (38.9) (1.9) (1.3) (0.6) (0.7) (0.2) (1. 1) (0.1) 

女
813 801 374 9.5 469 306 26 332 10 9 1 4 。。 2 

(96.4) (95.0) (44.4) (11.3) (55.6) (36.3) (3.1) (39.4) (1.2) (1. 1) (0.1) (0.5) (0.2) 

言十
1，649 1，571 787 155 942 541 88 629 47 40 7 3 7 20 4 

(95.9) (91.4) (45.7) (9.0) (54.8) (31.5) (5.1) (36.6) (2.8) (2.4) (0.4) (0.2) (0.4) (1.2) (0.2) 

男
854 787 399 86 485 244 58 302 39 33 6 3 7 18 3 

(95.7) (88.2) (44.8) (9.6) (54.4) (27.3) (6.5) (33.8) (4.4) (3.7) (0.7) (0.3) (0.8) (2.0) (0.3) 

女
795 784 388 69 457 297 30 327 8 7 l 。。 2 1 

(96.1) (94.8) (46.9) (8.4) (55.3) (35.9) (3.6) (39.5) (1.0) (0.9) (0.1) (0) (0) (0.2) (0.1) 

言十
1，959 1，393 700 149 849 496 48 544 38 27 10 l 3 6 13 

(96.7) (68.8) (34.6) (7.4) (41.9) (24.5) (2.4) (26.9) (1.9) (1.3) (0.5) (0) (0.1) (0.3) (0.6) 

男
999 714 345 97 442 238 34 272 26 19 6 l 3 4 6 

(95.3) (68.1) (32.9) (9.3) (42.2) (22.7) (3.2) (26.0) (2.5) (1.8) (0.6) (0.1) (0.3) (0.4) (0.6) 

9601 6791 3551 521 4071 2581 141 2721 121 81 4 。。 2 7 

女 (98.2)1(69.4)1(36.3)1(5.3)1(41.6)1(26.4)1 (1.4)1(27.8)1 (1.2)1 (0.8)1 (0.4) (0) (0) (0.2) (0.7) 

( )はパーセソト

職業教 卒
育機関 就業・その他

等 業
専就 就 盆f~

平業 在 者

各訓 言十 職 業 家
総

撃練
庭

者

校校 者 者) 数 |
63 52 30 22 2，098 

(2.8) (2.5) (1.4) (1.0) 

28 44 26 18 

35 8 4 4 1 ; 

48 44 32 12 1，874 

(2.6) (2.3) (1.7) (0.6) 

24 35 26 9 1，020 

24 9 6 3 854 

63 30 11 20 1，976 

(3.2) (1.6) (0.5) (1.0) 

24 22 11 11 1，073 

39 9 。 9 903 

40 31 18 13 1，736 

(2.3) (1.8) (1.0) (0.7) 

18 23 15 8 

(2.0) (2.6) (1. 7) (0.9) 

22 54 3 5 843 

(2.6) (6.4) (0.3) (0.6) 

33 37 18 19 1，719 

(1.9) (2.2) (1. 1) (1.1) (100) 

14 24 14 10 892 

(1.6) (2.7) (1.6) (1. 1) (100) 

19 13 4 9 827 

(2.3) (1.6) (0.5) (1. 1) (100) 

41 26 21 51 2，026 

(2.0) (1.3) (1.0) (0.2) (100) 

29 20 17 3 1，048 

(2.8) (1.9) (1.6) (0.3) (100) 

12 6 4 2 978 

(1.2) (0.6) (0.4) (0.2) (100) 



ノ16. 小学校名

1 日野第一小学校

2 日野第二小学校

3 日野第三小学校

4 日野第四小学校

5 日野第五小学校

6 日野第六小学校

7 1悶徳小学校

8 平山小学校

9 日野第八小学校

10 百草台小学校

11 滝合 小 学校

12 高l幡台小学校

13 日野第七小学校

14 南平小学校

15 程久保小学校

16 旭が丘小学校

17 平山台小学校

18 東光寺小学校

19 三沢台小学校

20 仲田小 学校

言十~ 

園児・児童・生徒・学級数

l 年 2 年 3 年 4 年

68 (2) 84(3) 79(2) 71 (2) 
87 (3) 83(3) 71 (2) 77 (2) 

99 (3) 84(3) 101(3) 88(3) 
90 (3) 95(3) 84(3) 110(3) 

52 (2) 45(2) 52(2) 68(2) 
44 (2) 54(2) 67(2) 71 (2) 

89 (3) 86(3) 71 (2) 78(2) 
78 (2) 65(2) 74(2) 85(3) 

87 (3) 85(3) 93(3) 101 (3) 
92 (3) 92(3) 109(3) 104 (3) 

85 (3) 60(2) 91(3) 82(3) 
63 (2) 102(3) 84(3) 79(2) 

60 (2) 53(2) 53(2) 70(2) 
48 (2) 51 (2) 67(2) 60(2) 

49 (2) 58(2) 60(2) 56(2) 
61 (2) 63(2) 58(2) 67(2) 

110 (3) 94(3) 94(3) 104(3) 
94 (3) 99(3) 106(3) 99(3) 

38 (1) 47(2) 39(1) 52(2) 
46 (2) 46(2) 55(2) 56(2) 

63 (2) 43(2) 66(2) 81 (3) 
49(2) 73(2) 87(3) 95(3) 

31 (1) 46(2) 37(1) 51 (2) 
48 (2) 40(1) 52(2) 32(1) 

85 (3) 117 (3) 103(3) 70(2) 
111 (3) 105 (3) 72(2) 110(3) 

76 (2) 63(2) 76(2) 77(2) 
63 (2) 61 (2) 74(2) 64 (2) 

35 (1) 39(1) 56(2) 43(2) 
38 (1) 54(2) 41 (2) 65(2) 

] 24 (4) 132(4) 140(4) 119(3) 
131 (4) 141 (4) 12] (3) ] 20(3) 

20 (1) 25(1) 29(1) 30(1) 
24 (1) 29(1) 27(1) 46(2) 

49 (2) 53(2) 50(2) 58(2) 
55 (2) 53(2) 62(2) 67(2) 

29 (1) 37 (1) 50(2) 53(2) 
37 (1) 49(2) 49 (2) 43(2) 

38 (1) 39(1) 58(2) 42( 1) 
43(2) 58(2) 42(2) 43(2) 

1，287陥 1，290(44) 1，398臼時 1，394“母
1，302 (44) 1，413(46) 1，402何日 1.493(46) 
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く1996年 5月 1日現在〉

上段 1996年度
( )学級数

下段 1995年度

5 年 6 年 合計 心障

75(2) 74(2) 451 U3) 
74(2) 77(2) 469U4) 

108(3) 90(3) 570U~ 
92(3) 121 (4) 592帥

70 (2) 69(2) 356U2) 9(2) 
65(2) 68(2) 369U2) 6 (1) 

89(3) 88(3) 501同
81 (3) 85(3) 468U5) 

99(3) 78(2) 543U7) 3(1) 
77 (2) 112(3) 586U7) 3(1) 

76(2) 82(3) 476仕。
85(3) 80(2) 493U5) 

64 (2) 61 (2) 361 (12) 
61 (2) 43(2) 330(12) 

64(2) 60(2) 347U2) 
64 (2) 59(2) 372U2) 

109(3) 94 (3) 605u~ 
101(3) 104 (3) 603U日

54(2) 64(2) 294M) 8(1) 
69(2) 74(2) 346U2) 1 O( 1) 

81 (3) 79(2) 413U4) 
83(3) 96(3) 483凶

32 (1) 57(2) 254(9) 
59(2) 57(2) 288UO) 

117(3) 98(3) 590U7) 
96(3) 102(3) 596U7) 

74(2) 82(3) 448U3) 
79(2) 78(2) 419U2) 

70(2) 62(2) 305UO) 
62(2) 82(3) 342U2) 

120(3) 118(3) 753(21) 
120(3) 124 (4) 757 (21) 

48(2) 43(2) ] 95:8) 1説2)
42(2) 35(1) 203(8) 14(2) 

70(2) 43(2) 323U2) 
45(2) 73(2) 355U2) 

44(2) 56(2) 269帥
57(2) 50(2) 285Ul) 

36(1) 55(2) 268(8) 
54(2) 52(2) 292U2) 

1.500 (45) 1，453似司 8，322 (266 )1 25(6) 

1.1166(4司 1，572(49) 8，648 (277 )1 23(5) 



111ι 中 学 校名 l 年 2 年 3 年 E十 心障

194 (5) 197 (5) 己18 (6) 609 (16) 
l 日野第一中学校

200 (5) 217 (6) 217 (6) 634 Q司

日野第二中学校
183 (5) 166 (5) 208 (6) 557 Q6) 

2 
161 (5) 211 (6) 191 (5) 563 (16) 

147 (4) 145 (4) 130 (4) 422 (12) 12 (2) 
3 七生中学校

] 39 (4) 128 (4) 142 (4) 409 Q2) ] 3 (3) 

日野第=中学校
183 (5) 179 (5) 203 (6) 565 Q6l 

4 
184 (5) 206 (6) 214 (6) 604 Q句

日野第四中学校
209 (6) 230 (6) 220 (6) 659 仕8

5 
233 (6) 224 (6) 222 (6) 679 Q8) 

= 沢中 学校
166 (5) 204 (6) ] 61 (5) 531 (16) 

6 
198 (5) 160 (4) 190 (5) 548 (14) 

214 (6) ~24 (6) 232 (6) 670 仰) 9 (2) 
7 大坂上中学校

223 (6) 229 (6) 189 (5) 641 Q。 ] 1 (2) 

平 山 中 学校
115 (3) 126 (4) 124 (4) 365 QU 

8 
] 31 (4) 125 (4) 148 (4) 404 (12) 

~ 
1，411 (39) 1，471 HU 1，496 (4~ 4，378 (123) 21 (4) 

言十
1，469 “。 1，500 附 1，513 臼。 4，482 (123) 24 (5) 

/阪 幼稚園名 4 歳 児 5 歳 児 言十

55 (2) 61 (2) 116 (4) 
1 第 一 幼稚園

60 (2) 44 (2) 104 (4) 

30 (1) 31 ( 1) 61 (2) 
2 第 二 幼稚 園

30 (1) 32 (1) 62 (2) 

30 ( 1) 31 (1) 61 (2) 
3 第三幼稚園

28 (1) 30 (1) 58 (2) 

29 (1) 31 (1 ) 60 (2) 
4 第四幼稚園

29 (1) 31 (1 ) 60 (2) 

30 (1) 27 (1) 57 (2) 
5 第五幼稚園

26 (1) 35 (1) 61 (2) 

22 (1) 27 (1) 49 (2) 
6 第六幼稚園

24 (1) 22 (1 ) 46 (2) 

60 (2) 44 (2) 104 (4) 
7 第七幼稚園

41 (2) 56 (2) 97 (4) 

~ 256 (9) 252 (9) 508 Q8) 
言十

238 (9) 250 (9) 488 Q8) 
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公立幼稚園児、 d常校児童、中学校生徒の数の推移

( 1996年 5月 1日現在 )

人

¥
 

¥
 

¥
 

一一一一一小 学 生

一一-一一 中学生

ーーーーーーー 幼稚園児15.000 

10.000 

508 
・ーーーー_._---.. ・ーーーー・-一ーーー・----... ・ーーー..... ・-ーーー司トーーーーー----.. トーーーー・..----..・ーー・4・ーーー圃.

年 58 59 60 61 62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 
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市立小・中学

番 開校 建 築
校地面積

校舎保有

枝 名 年度 面 積 普通教室

号 年度 増改築
ηl' 

宵l' (保有)

1 日野 一 小 M 6 37. 38. 39 20，947 4，370 20 

2 日野 二小 M 7 42. 43. 48. 53-54 11，640 4，705 24 

3 日野 三 小 S 23 41. 42.47.49-50 H.6 16，806 6，018 21 (2) 

4 日野 四小 M 6 40. 44. 49. 15，292 3，839 17 

5 日野 五小 S 34 H2 16，765 6，295 23 

6 日野 六小 S 40 38. 40. 43. 48. 19，833 6，025 30 

7 潤 徳、 M 6 39. 40. 45 15，376 4.784 26 

8 平 山 M 6 39. 40. 41. 44 15，845 4，388 21 

9 日野 八小 S 44 44. 47. 49 17.601 5，102 24 

10 百 草 台小 S 45 44. 48. 50 15，482 5，248 24 

11 滝 i仁hSh S 46 45-46 H.6 20，458 5，548 26 

12 高 幡台小 S 47 46. 48. 52 16，017 4，983 25 

13 日野七 小 S 48 47-48. 52-53. 57 13，509 4，806 22 

14 南 平 S 49 48-49. 53. 56 16，020 5，254 25 

15 程 久 保小 S 52 49-50.50-51 16，988 4，092 17 

16 旭が丘小 S 52 51-52.56 16，642 5，463 26 

17 平 山台小 S 53 52-53. 54 18，536 4，939 18 (2) 

18 東光寺小 S 54 53-54 19，586 4，356 18 

19 三沢台 小 S 55 54-55 15， 170 4，463 17 

20 イ中 回 S 59 58-59 15，660 3，434 12 

1 日野一 中 S 22 37. 38. 40. 41. 50. 58 19，386 6，113 22 

2 日野二 中 S 29 34. 35. 38. 41. 49-50. 60-61 21， 150 6.596 25 

3 七 生 中 S 22 36.38.44.45.50-51. 59-60 20，367 5，934 18(2) 

4 日野三中 S 45 45.47.49.58-59 21，520 7，287 25 

5 日野田中 S 48 47. 49. 52. 61-62 18，955 6，486 24 

6 一 沢 中 S 52 51-52. 58-59 23，623 7，147 24 

7 大坂上 中 S 55 54-55. 57 19，389 6，630 22(3) 

8 平 山 中 S 56 55-56. 3 18，200 5，991 20 
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校施設 一 覧

1996年 5月 1日現在

教 室

特 体育館
プール

給食室 学級数思Ij 教 室
大(25Xllm)

理 音 図工 技 家 視 図 食 特別 教育 コン m' 
小(10X5m) 

m' ( )心障学級

科 楽 美術 術 庭 覚 s d主'"主. 活動 相談 ビタュ室ー

1 1 2 1 1 1 760 大 ・小 179 13 

l 2 1 1 1 1 1 761 /1 192 18 

l 2 3 2 1 i 2 814 /1 144 12 (2) 

1 1 1 1 1 765 /1 130 16 

2 2 1 1 1 809 /1 349 1 7 (1) 

1 1 1 1 1 1 795 /1 213 16 

1 l 1 1 779 /1 191 12 

1 1 1 1 1 545 /1 157 12 

1 l 1 1 1 710 11 231 18 

1 1 1 1 752 11 188 10 

2 1 1 1 7 51 11 256 14 

1 1 1 1 1 1 775 11 226 9 

l 1 1 1 1 736 11 219 17 

1 1 2 1 1 734 11 188 13 

l 1 l 1 1 760 11 216 10 

1 1 1 1 1 760 11 213 21 

1 1 1 1 1 760 大・小12X5m 268 8 (2) 

1 1 1 1 760 大 ・小 214 12 

l 1 1 1 1 757 11 215 10 

1 l 1 1 760 11 224 8 

2 2 2 2 2 1 l 2 1 842 大 310 16 

2 2 1 2 2 1 l 1 1，075 11 290 16 

2 2 2 2 (1) 2 (1) 1 1 1 1 765 11 290 12 (2) 

3 3 2 3 2 1 1 1 1，067 11 435 16 

2 2 2 2 2 1 1 1 1，136 /1 355 18 

2 2 2 2 2 1 l l 1，118 11 293 16 

2 2 1 2 (1) 2(1) l 1 1 I 1，118 11 233 18 (2) 

2 2 2 2 2 1 1 l 1 1 1，189 11 197 11 
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と地区割当表

号番 避難場所 収容人口 避難 地 区 番号 避難場所 収容人口 避難地区

第一中学校 ・市民 人 日野目の一部部丁、神野明 4 滝合小学校
人 東平山1.2.3.丁目

1 の森スポーツ公園 28.000 丁の一、日本 11 
8.500 西平山 1.2.3.4丁目

町 1-7 目

豊田児童公園 東豊田 1.2. 4丁目
高 幡 台 小 学校

程久保の大部分2 11. 000 12 第三中学校 22.000 
第二 小 学校 盛田 1-4丁目

明 星 大 学
高幡台団地

3第三小学校 新町1.2.4. 5丁目
鹿島台 公園

23.000 13 南平 小 学校 12.500 南平 1-5丁目日野自動車グランド 日野台1.2.3.4.5丁目
南平体育館

4 多摩川グラン ド 日野の一部、新井、 旭が丘小、第四中 旭が丘の全部22.500 石田、万願寺、下回 14 都立科学技術大学 30.000 
第四 小 学校

の一部 旭が丘東公園
西平山 5丁目

多摩平匠地自然公園 多摩平 1-6丁目
平山1.2. 3丁目

5 第 二 中学 校 21. 000 東佳回 3丁目 15 平 山 台 小 学校 7.500 
平山苑

多摩平第一 公園 多摩平 7丁目の一部

第七 小 学 校 多摩平 7丁目、神明
栄町 1-5丁目

6 日野中央公園 23.000 1-4丁目、大板上 16 東光寺 小 学校 8.600 
実 践女 子大 1 - 4丁目

新町 3丁目

7 第八小学校 16.000 
百革、落)11、三沢の 17 三 沢台小学校 13.000 

百革、三沢の一部
三 沢中 学 校 一部 百草台自然公園 日本信販百草園住宅

8 新井橋際河川敷 11， 000 
高幡、新井の一部 18 駒 形 公 園 10，000 

日野の一部、堀之内
潤徳小 学 校 三沢の一部 上回、宮の全部

9 平山小 学 校 13，000 平山4.5. 6丁目
1 8 個所 286，600 

平 山中 学 校 南平 6.7.8.9丁目

10 百草台小学校 6，000 
百草団地、百草、
程久保の一部

避難場所

市

市

摩

立

多

国

市
)11 

立
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1.沿革の概要

昭40. 4. 1 

4. 10 

IIB41. 5. 25 

11B43. 12. 20 

昭44. 3. 10 

昭45.7. 15 

H召48. 3. 14 

日召49. 10. 23 

1I~50. 3. 10 

12. 20 

H召51. 4. 1 
l沼58. 9. 1 

昭60. 4. 1 

12. 17 

11. 29 

l沼62. 9. 15 

昭63. 4. 1 

平 3. 10. 31 

平 4. 3. 31 

3. 31 

園 名 日野市立第一幼稚園

所在地 日野市多摩平 4-3

電話 0425-81-4124(4105) 

JI慎 路 笠間駅より北へ徒歩約10分

園児数

闘長氏名

日野市立第一幼稚園として設置

第 1回入図式挙行 (5歳児 ・4歳児

含む 7学級 I~~児280名)

開国記念日とする。

遊戯室地築工事完了

プール工事完了

運動場拡張工事完了

東京都交通安全教育第 1年次研究発

表

東京都交通安全教育第 2年次研究発

表

創立10周年記念研究発表会開催

関歌制定

園舎(鉄筋 ・鉄骨)地改築工事完了

4歳児(2年保育)募集中止

幼児教育センター開設に伴い、 2保

育室提供

4歳児(2年保育)募集再開、 2学

級60名、 5歳 3学級

幼稚国外周緑化工事完了

遊戯室の屋板改装工事完了

玄関隣接の便所の改装工事完了

l学級減 4学級となる。

たまだいら保育園との通路工事完了、

物置移設、 1恥水シャワ -r&tli
遊戯室内の改修工事完了

幼児教育セソター廃止

男58名女57名 計115名

上野美津枝

3. 地域の環境

住宅団地の中にあり、近くには、大工場や商庖街

がある。団地内には、公園や緑地などが多くあり 、

自然環境に恵ま れている。

4 教育目標

(J) 幼稚園の教育自傑

人間形成の基礎を暗い、一人一人の個性を伸ばし、

主体的で、心盟かな幼児の育成を目指す。

仲良 く遊べる子ども

明るく元気な子ども

よく考えやりぬく子ども

5.指導の重点

(J) 学年としてのねらいを明確にした上で、幼児一

人一人の発達にともなう諜題や学級としての課題

をj肌ごとに適切にとらえ、保育形態を配慮すると

ともに、教育内容 ・方法の改善 ・充実に努める。

さらに教師間での連携を図り、子どもの良さを認

め、相互に尊重しあえるよう 、指導や援助を進め

る。

四歳一自己を表現することの楽しさを味わわせ、

多様な経験が積み重ねられるように、教師

との信頼関係を基鍛とし、安定した闘生活

の中で、基本的生活習慣や態度を育て、喜

んで遊んだり、人とのかかわりが持てるよ

う指導にあたる。

6. 10 プール改修工事完了

平 7.11. 18 開国30周年記念式挙行

五歳一一人一人が自己を十分に発事uし、 満足感や

充実感をえられるよう、積極的に環境にか

かわれるよう配慮、し、友達と一緒に遊びを

若手えたり 、工夫したりしながら、自分の思

いや願いを突現していけるよう指導にあた

る。

2. 歴代の園長

氏 名

江 角 正 子

光 永 久 夫

回 中 光

上 山 洋 一 郎

高 橋 千幼子

一 上 迫ー 子

線 烏 s円m、F 子

上 野 美津枝

l沼40.4.1 ~昭56.3.31

昭56.4.1 ~昭57. 3 .31 

H自57.4. 1 ~昭60.3.31

l沼60.4 . 1 ~lIll62. 3 .31 

1If{62.4 . 1 ~平 3. 1 .9

平 3.1 .10~平 5.3.31

平 5.4.1 ~平 8.3 .31

平 8.4.1 ~現荘

6. 本年度の研究主題

j遊びを十分に楽しむ子どもを育てる。

7.本国の特色

8. 
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地械の幼児教育という広い視点にたち、保育園と

の交流をはじめ、子育て広場や未就園児への遊ひ・

の場を提供し、幼児教育のセンター的役割をはた

開発委員

上 野 美 津 枝



日野市立第二幼稚園名関

日野市平山4-5-4所在 地

0425-91-4125 

京王線平山城祉公園駅下車徒歩10分

話

路

電

)1関

計61名女32名男29名園児数

つあり 、市街地の様相をみせている。

4. 教育目標

人間尊重の精神を基盤に、心身共に健康で豊かな

心情をも ち、主体的に生活し ようとする人間性豊か

な幼児の育成を目指す。

0元気で明るい子ども

0進んでとりくみやりぬく子ども

0やさしい心をもっ子ども

5. 本年度の指導の重点

幼児が目的意識を持って登闘し、様今な自己表現

する体験を通して、遊びの充実を図る。

^ 0日々の生活の中での具体的な場面をと らえて、

A 基本的な生活習慣や社会的な集団生活のルーノレ

誌 が身につくように援助する。

0幼児が、新しい経験となるような活動や興味関

児 心の持てる活動に進んで取り組み、自ら生活す

〉 る喜びを感じられる機会を多くする。

0同年齢の幼児と交わって遊ぶ中で友達と一緒に

遊ぶ楽しさを知らせ、自分の感じたことや考え

たことをまわりに伝えようとする気持ちを育て

る。奥年令と交流して遊ぶ。

0集団遊び ・行事の準備 ・ごっこ等の遊びの機会

をとらえ、友達の大切さや相手に対する思いや

りの気持ちが育つようにする。

0自分たちで遊びを進める楽しさを味わう中で、

自分で判断し行動する力を身につけたり 、協力

してやりとげることの大切さに気付くようにす

る。

0製作活動や表現遊びなど、生活の中で感じたこ

とや考えたこと ・遊びの中でのイメー ジを自由

に表現する機会を充実させ、友達と伝え合った

り表現したりする喜びを感じられるようにする。

6.本年度の研究主題

「人とかかわるカを育てる」

友達と遊ぶ姿の中からやさしくかかわっている場面

を抽出し、その要因を分析し教育課程を編成してい

く。

7.本閣の特色

0平山城:hl:公園やi河原など、園周辺や市内の自然環

境を利用し、四季を通じて自然に親しめる野外活

動を、 多くとり入れている。

8. その他(教職員の研究歴)

INo.内訳|研究員

1 |平向邦江 (49年)

2 I宮尾其須子 (H5年)

江

附55

ヂB向

〈

5
歳

児

〉

平園長氏名

日野市立第二幼稚園として平山小学

校校庭内に設置さ れる。

第 1回入図式挙行入園児 131名
学級数 4、 (一年保育 2学級、 二年

保育年少2学級)

開国記念日と定める

園章*1)定
学級数 3、 (二年保育年長 l学級、

一年保育年長 1学級 二年保育年少

1学級)以後 3学級運営

日野市研究協力固として研究発表を

行う

一年保育児で 3学級の編成

東京都交通安全教育推進学校研究発

表会(第一年次)

東京都交通安全教育推進学校研究発

表会(第二年次)

開国10周年記念式典開催

都立教育研究所幼児教育研究室調査

協力のため幼児運動能力調査を行う

二年保育再開

現在地に園舎防音改築工事が開始さ

れる

新園舎完成移転

屋上プールサイ ドの塗装、及び人工

芝の張り替え

遊戯室、舞台壁商改修

開園30周年記念式典開催

n
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l
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Y
ム

q
J
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J

14 
18 

4. 1 

8. 30 

1 

平 6. 11. 30 
平 7. 11. 29 

2. 歴代園長

4. 10 

3. 10 

10. 22 

1. 沿革の概要

昭40. 4. 1 

1 

21 

pkd

に
d
4
U
1

4. 
2. 

12 
10 

4 

5. 

IIA41. 

IIs46 

IIR48. 
111"149. 

1I{i57. 

昭59.

Illi60. 
平 4.

氏 名

後 耳語 正 太 昭40. 4-昭42. 3 
安 積 矛1) 治 昭42. 4-昭47.3 

野 与k 昭47. 4-昭51. 3 
深 担事 n 人 昭51. 4-昭55.3 
林 フじ 美 昭55. 4-昭58. 3 
伊 藤 智 主主 昭58.4-昭61. 3 
JJE 池 守 昭61. 4-昭62. 3 
t& 口 嘉津子 昭62. 4-平5i:;.3 
結1 ，(b 静 子 平5i:;.4-平5.3 
:平 I坦 デI1 江 平5. 4-現在

開発委員

平向邦江 (58年)

宮尾其須子 (H7年)

3 地域の環境

市の南西部に位置し、平山小学校に隣接している。

南に多摩丘陵、北に浅川、西に八王子に固まれた東

西に長く起伏に富んだ地域である。近年団地や都営

住宅の建設及び、農地、丘陵の宅地化が急速に進ん

でいる。園の周辺は道路や下水道の整備が行われつ

po 
n
D
 



闘 名 目野市立第三幼稚園

所在地 日野市日野本町 2-14-1 

電話 0425-81一7127

)1願 路 ]R日野駅下車東へ10分

闘児数 男31名女23名計54名

園長氏名

1. 沿革の概要

日召41. 4. 1 日野市立第三幼稚園として日野第一

小学校内に設立

4. 11 第一回入図式を挙行

学級数 (4) 4歳児 2、

5歳児 2、入園児数143名

5. 4 開国記念日と定める

H召42. 5. ブロック塀完成

11. 観察池設位

H召46. 4. 市研究協力闘

昭47. 3. 屋外飼育舎新設

H召49.4. 1 全学級 1年保有.となる。

H召51. 2. 区岡整理のため、正門移動

国庭整備 10周年記念研究発表

11召53. 8. ホール、保育室床改装

H召54. 8. 廊下床改装

H召56. 3. 岡敬;制定

11召56. 4 2年保育再開

昭60. 8. 保育室内装

H召63. 8. ホール屋銀改装

平 2. 3. 正門扉改装

平 5. 3. 門灯設置

平 7. 8. 洗浄用給湯器設置

電気容量変更工事

2.歴代園長

氏 名 年月 ~年 月

i'コk 回 辰 次 11j':!41. 4 ~Il召4 1. 5 

永 野 林 豆、 昭41. 6 ~昭42. 3 
=Et 3 回 辰 次 I沼42. 4 ~昭44. 3 

下 回 忍 昭44. 4 ~昭50. 3 

総 呂木 経 次 昭50. 4 ~昭55. 3 

ホI 回 安 正 |明55. 4 ~昭58. 3 

古 谷 F半 太 附58. 4 ~昭62. 3 

平 向 ヂs 江 昭62. 4 ~Il召63. 3 

f中 1.lJ 英 代 附63.4 ~平 3. 3 

山 本 智恵子 平 3. 4 ~平 5. 3 

坂 口 P';tl!子 平 5. 4 ~現在

3. 地域の務1邸
交通誌の多い甲州街道、川崎街道、市道に閉まれ

ている。 1it速に宅地化が進み周囲の自然も失われ、

こども遥の遊び場は限られてきている。しかし、市

役所、市民会館、図丹館、公民館、生前保健センタ一、

坂口嘉津子

公園など文化的な環境に恵まれた場所になりつつあ

る。

4.教育目標

人間尊重の精神を基調とし、心身ともに健康で、

いきいきと活動する心豊かな幼児の育成をめざして

0友だちと一緒に遊ぶ子

0丈夫な身体で元気に遊ぶ子

0感じたこと、考えたことを素直に表現する子

5.本年度の指導の重点

4歳児・教師との信頼関係をもとに、自己を十分に

表現しながら友達と一緒に遊ぶことができ

るようにするために、幼児の実態を正確に

とらえ、 一人一人の特性をいかして指導に

あたる。

・闘生活に必要な基本的生活習慣や態度の育

成を図る。

5歳児・自分達で遊びゃ生活をつく り出す力を育て

るために、意欲的に生活に取り組み、充

感 ・満足感を味わえるように援助する。

・友達のよさに気づいたり 、受け入れたり、

認めあったりしながら互いに育ちあうかか

わり方が、できるように活動や環境を工夫

する。

6.本年度の研究主題

r~ 、きいきと遊ぶこどもを育てる」

人一人のこどもの実態をはあくするため記録

をと ったり話しあったりして、指it):のあり方を求

める。

7 本闘の特色

o保護者の保育参加や地域の人とのふれあいを通し

て人に親しむ機会が多い

0保護者やこ どもが地域に親しみを持つよう考え地

減の施設を積極的に利用している

0地域の自然環境を図外保育や親子での共通体験の

活動に取り入れている

0脳内には沢山の花や木があり収穫を楽しむ ことが

できる

8. その他教職員研究歴

l、"---内訳|
ぽ七| 研究

勾

tno 



国 名 目野市立第四幼稚園

所在地 日野市石田431-6 

電話 0425-83-3903

11頂 路 立川一高幡不動京王パス四小前下車徒歩 5分

園児数 男24名 女36名計60名

関長氏名

1. j沿革の概要

IltJ48. 4. 1 日野市立第四幼稚園として開国 学

級数 2、園児数41名

10. 9 落成式挙行

11. 1 開園記念日と定める

昭51. 8. 30 各保育室前、テラス完成

~lß54. 9. 8 廊下床、足洗い場改装完成

11自56. 9. 30 各保育室、教材整理棚完成

昭57.11. 11 創立10周年記念式典挙行

園歌制定

昭60. 8. 31 職員室床木製改装完了

H百62. 8. 26 廊下改修、屋根、外装塗装

平 2. 8. 30 各保育室J末、遊戯室床、壁塗装

平 3. 8. 31 水道管のとりかえ工事

平 4.11. 18 創立20周年記念式典

平 5. 9. 13 屋根部分改修

平 6. 8. 23 雨どい改修

2 歴代園長

氏 名 年月 ~年 月

l均 日告 達 夫 昭48.4. 1 ~昭52.3.31

S今且E 池 博 昭52.4.1 ~昭57. 3 .31 

竹 氷 秀 t&t 昭57.4. 1 ~昭60.3.31

回 0:ド 光 穏 昭60.4. 1 ~昭62.3.31

梶 キサ 手口 子 昭62 . 4.1 ~平フじ .3.31

上 野 美津 校 平フじ.4.1 ~平 5.3.31

山 本 智恵子 平 5.4.1 ~現在

3.地域の環境

日野橋より東へ約 1km入った多摩川の土手近くに

あって、日野第四小学校に隣接している。田知lや梨

園、農業用水路等自然環境にめぐまれているが、 宅

地化が進み、子どもの遊べる場所は少ない。

4.教育目標

一人一人を大切にし、豊かな人間性を育み、心身

共に健康で自ら進んで生活できる幼児を育成する。

0心身共に健康で、元気に遊べる子ども。

0意欲をもって取り組むことができる子ども。

0思いや願いを伝えられる子ども。

0自然、や文化の良さを感じる子ども。

5 本年度の指導の重点

0幼児の実態や発達に且1Iした指導計画及び、個#の

山 本智恵子

幼児の実態に日11した個別lの指導計画を立案し、教

師一人一人が保育に対するとら え方や能力を高め

る。また、共通理解のもとに日々の指導と評価IIの

充実に努める。

0遊びの中で起こる様々な事象について、幼児が気

付いたことを受け止め、幼児自身がさらに興味を

もって考えたり、試したりするように援助してい

く。

0幼稚園生活を通して相手の感情などに徐々に気付

かせるようにし、人の嫌がる事、心を傷つけるよ

うな事等を言ったりしないような思いやりの態度

を育てていく。

4歳 ・基本的生活習慣の自立を図る。

・思い切り遊び、楽しく幼稚悶生活を送る

・いろいろな事に興味をも って、自分から進

んで物ごとに取り組む。

5歳 ・意欲をも って主体的に遊び、充実 した園生

活を送る0

・相手の立場になって考え、良さを認め合う

友達関係を育てる。

-友達と一緒に、遊びをより楽しくするため

に、試したり工夫したりする。

6.本年度の研究主題

「体験的な遊びから道徳性の芽生えを培う」

7. 本園の特色

。木登りや竹うま遊びなど体験的な遊びを通して豊

かな表現カとな って表れ、意欲的に取り組み、友

達を思いやる心も育っている。

0自然環境を生かした遊びの中から、四季折々の動

他物への関心と親しみを持たせてL、く 。

0教師と子どもが共感し合い、認め合いながら自己

発部できる環境の設定に配慮している。

0
6
 

0
6
 



国 名 日野市立第五幼稚園

所在地 日野市三沢175

電話 0425-92-0432

順 路 京王線高幡不動駅下車東へ徒歩13分

園児数 男34名女23名計57名

園長氏名 波溢明子

1 .沿革の概要

u召49. 4. 1 

4. 15 

11. 1 

I沼53.4. 1 

H召56. 4. 1 

昭59. 2. 25 

3. 31 

H召60. 4. 1 

H召61. 3. 15 

3jZ 3. 10. 6 

司z3. 4. 1 

平 3. 8. 31 

平 5. 1. 18 

2 歴代闘長

日野市立第五幼稚園として設置

学級数 2、定員80名

教諭 3名、用務員 1名

第一回入図式挙行 園児数62名

落成式を挙行 向日を開図記念日と

する。

l学級楠のためプレハブ教室噌築、

学級数 3、定員120名

学級数 2、定員80名

創立10周年記念式挙行

プ レハブ教室撤去

2年保育開始学級数 2

定員 70名

教材室増設

ホール屋級I収替 ・ト イレ改修

学級数2 定員65名

保育室流し台改修・ホール床改修

外灯設置、園舎職員室 ・保育室屋根

改修

氏 名 年 月 ~年 月

岡 本 省 吾 昭49.4.1 ~昭53.3.31

古 谷 f下 太 昭53.4.1 ~昭58.3.31

渋 谷 義 一 昭58.4. 1 ~IlB61. 3 .31 

機 回 鈴 子 昭61.4.1 ~平 3 .3.31

高 !lff ?fi: 男 平 3.4.1 ~平 3.4.30

酒 匂 瑠美子 平 3.5.1 ~平 8.3.31

波 主盛 fJ!i 子 平 8.4.1 ~現在

3.地域の政1m
京王線高幡不動駅と百1{i.園駅のほぼ中間の位置に

あり、周囲は開発途上にあるがまだ自然に恵まれて

おり、小学校、中学校に隣接している。近くには、

高幡不動尊、多摩動物公園、百草固などがあり 、四

折々の野外活動を楽しむ こと ができる。

4. 教育目線

心身共に健全で主体性をもち、人間性鐙かな子ど

もを育成するために次の伺標を設定する。

0元気な子ども ・健康で明るい子ども

・自分から遊べる子ども

0やさしい子ども ・思いやりのある子ども

・自然や生命を大切にする子ど

も

0考える子ども ・自ら試し、工夫する子ども

-豊かなイメージや目的をもっ

子ども

5.指導の重点

幼児の実態をとらえ、発達段階に即した学年及び

学級目標を設定 し、次のことに留意して学級経営を

行う 。

4歳児0園生活や教師に親しみ、一人一人の興味や

関心に基づいた遊びゃ生活を通して、人や

環境にかかわる力を養い、健康や基本的生

活習慣を身につけていく 。

0友達とのかかわりの中で自己表現したり、

自分なりに試したり考えたりしながら、集

団で遊ぶことを卜分楽しみ、温かい友達関

係を広げていく。

5歳児0簡生活の中で、自ら見通しをもって目的や

課題に取り組みその繰り返しの中で、充実

感や達成感を味わい、進んで環境にかかわ

るカや目的意識を高めてし、〈。

o友達や教師との豊かな触れ合いや多傑な体

験から、共通のイメージや意識をもって健

康で生き生きとした遊びゃ生活を進め、互

いに認め合い、伝え合える人間関係を育み、

団としてのつながりを深めていく 。

6 本年度の研究主題

「集団遊びの指導法」について指導内容、方法等の

改善 ・充実に努める。

7. 本闘の特色

広い岡庭を十分活用し、幼児にいろいろな体験を通

して幅広い戸外活動を楽しませる。

園内外の施設や教材 ・環境を利用した遊びを通して、

友だちと遊ぶ楽しさを見つけ、互いに刺激し合い、

育ち合える場とする。

8. その他(教峨貝の研究歴)

委
円
同

H
H
H
ν
 

発 員

渡漫明子(63年)

ハ目。。



園 名 日野市立第六幼稚園

所在 地 日野市程久保876-2 

電話 0425-92-6330

順 路 京王線高幡不動駅より百草団地行きパスで

1 .沿革の概要

昭50.9. 6 

昭51. 3. 19 

4. 1 

4. 10 

5. 29 

07152. 5. 30 

H7153. 3. 12 

~j[{55 . 4. 1 

H沼58. 8. 5 

昭60.4. 1 

11. 1 

12. 14 

07161. 9. 10 
:;jZ 1. 8. 31 

平 3. 11. 15 

平 4. 8. 31 

平 5. 8. 20 

2.歴代悶長

氏

手代 木

近 |持

津野田

上 野

坂 口

高 野

梶 村

3.地域の環境

園児数

園長氏名

園舎新築工事起工

園舎完成、鉄筋平屋建

日野市立第六幼稚園として開国

学級数2、定員80名

園長 l名、教諭 3名、用務員 1名

入図式挙行、園児数73名

開園記念式典挙行

開園記念日とする

プール(ヤマハ ・キューティメイ卜

DX)設置

1学級増設のためプレハブ教室増設、

学級数 3、定員120名

学級数 2、定員80名

プールのフェン ス、関庭フ ェンス防

球ネット完成

2年保育開始、定員70名、学級数2、

4歳児30名、 5歳児40名

図歌制定

創立10周年記念式挙行

国庭拡張、園舎外壁塗装

南{JllJテラスに屋根をかける

教室、ホールのス トーブ改修

廊下床張り替え、門柱、防球ネット

設置、登り棒新設

ホール、保育室の床改修

名 年 月~ 年 月

手口 夫 問51.4 . 1 ~昭54 .3.31

信 輝 昭54.4.1 ~昭58 .3.31

昭 昭58.4. 1 ~昭62.3.31

美津 枝 昭62.4.1 ~平:lC. 3 .31 

嘉 i掌子 平フe.4. 1 ~平 5 . 3.31

真由美 平5.4.1 ~平 8.3.31

手口 子 平8.4.1 ~現在

日野市の東南部にある多摩丘陵に造成された高幡

台団地と百草団地との境に位置 し、 園舎は、緑の林

に囲まれ起伏に富んだ所である。

近くには、多摩動物公園、百草園、高幡不動尊な

どがあり 、野外遊びのできる場所も多く、自然、に親

しむことができる。

高幡台団地下車徒歩 5分

男24名女25名計49名

梶 村 和 子

4. 教育目標

人間尊重の精神に基づき、自ら生きょうとする心

身共に健康で、感性に富み、人間性豊かな幼児の育

成を目指す。

。元気な心と休であそぶ子

・自分で考え最後までやりぬく子

.思いやりのある子

5.本年度の指導の重点

(1) 幼児の特性を理解し、 一人一人の発達を据えて、

個性を生かすことのできる指導計画の作成、実施、

反省を通して連続性のある指導をする。

4歳児 ・自己を十分に発揮させるために、教師と幼

児、幼児相互の信頼関係を深め、心身の調和の

とれた発達を促す。

-遊びゃ生活の中で、自ら興味、関心を持って、

かかわろうとする心を育てる為に、幼児理解に

努め、圏内外の環境を生かした保育を行う 。

5歳児 ・積極的に活動する中で、満足感、充実感を

味わい自信を持って行動するカを育てる為に、

一人一人の発達に応じた保育を行う 。

-友達と協調して遊びを進める楽しさを味わう為

に、自分の考えを相手に伝え友達の思いを受け

入れる中で、共感し合い、認め合う心を育てる。

(2) 幼児の生活を豊かにする為に、 地減の環境や人々

に働 きかける活動を取 り入れる。

(3) 身近な自然や社会事象に興味、関心を持たせ様今

な段階に積み重ねることによ って、思いやりの心

を表現する力を育てる。

6. 本年度の研究主題

「友達とのかかわり合いを持って、積極的に遊びに

取り組む子を育てる」

7. 本国の特色

・動植物の飼育栽培を子ども達が行い、育てることの

喜びを味わわせている。

-園周辺の自然環境を利用した圏外保育を多く取り入

れ、思う存分に体を動かし、自然に親しませている。

・地域に親しみ愛する心を育てると共に、人とかかわ

る力の育成に努めている。

8. その他 教職員研究歴

I~匂|研究員|開発委員
'附和子(S.昨度) I附和子 (S.日報)

-90-



闘 名 日野市立第七幼稚園

所在地 日野市旭が丘 2-42 

電話 0425-86-3770

順 路 JR盟国駅下車京王パス都立科学技術大学前

園児数 男52名女53名計105名

園長氏名 酒匂府美子

1 沿革の概要

昭59. 10. 6 悶舎新築工事起工

昭60. 4. 1 日野市立第じ幼稚園として設置

鉄筋コンクリー卜 2階建

学級数 2 定員70名

教職員 3名 困地而杭2599m'

H召60. 4. 10 第 l巨l入閣式挙行悩児数49名

11百60. 6. 30 開園記念日とする

昭62. 4. 1 4歳児 lクラス泊、定員100名

(年少 2、年長 1) 

sf{63. 3. 11 闘舎榊築工事完成

昭63. 4. 11 学級数4 (4歳児 2、

5歳児 2) 

定員140名

平2. 2. 20 岡敬制定

平 6~7 . 文部省委託研究「幼稚園教育の在り

方についての実践的調査研究」

2. 歴代園長

氏 名 チ1三 月 ~年 月

石 チド 七 1Ii'l60.4. 1 ~昭62. 3 .31 

1'1' 山 虫E 代 l収62.4.1 ~昭63.3.31

平 向 チs 江 i凶63.4. 1 ~平 5.3.31

t 野 J定汗I校 >IZ 5.4 . 1 ~平 8.3.31

納 匂 取美子 平 8.4.1 ~現在

3.地域の球庇

r打の西端に位置し、地域の約半分が工業地区職住

近傍による公団ゃ社宅により若年府の人口が別加し

ている。周辺道路の交通i立が多いが道路は撃TIilされ、
街路樹やグリ ーンベル トが阿挙折々に美しい。大学、

中学校、保育園、児童館陣tJj~や老人のための施設

が隣接し、文化福祉ゾーソとして地域のかなめとなっ

ている。

4 教育目標

人間t~íI}:の柏村lを基制にし、主体的で心泣かな幼
児の育成をめざす。

0心の盟かな子ども

0明る く元気な子ども

0一生懸命とりくむ子ども

5.本年度の指導の重点

0 幼児一人ひとりの発達や特性を把撞し、いろい

ろな人とのかかわりの中で幼児自身が、自己の

良さに気づくことや相手の良さを認め合える人

間関係を育てる。

0閣の畑に親しんだり、閣外保育等を通して、地

域の自然を活用していく中で、幼児自身の気づ

き、発見、感動できる直接体験を大切にし、感

性鐙かな子どもを育てる。

4歳児 ・子どもの気持ちゃ行動を肯定的に受け入れ、

信頼関係を築き、一人ひとりが安心して園

生活を送れるようにする。

-遊びゃ生活に必要とする基本的なこと(技

能、友だちへの働きかけなど)を身につけ、

いろいろな遊びの経験を広げ自己発揮でき

るよう俊助する。

5iJ託児 ・自分の思いを伝えたり、相手の考えを受け

入れたりして、遊びを進められるよう、教

師も仲間の一員として参加し、お互いの個

性や能力を認め合うことのできる友だち関

係を育てていく。

・日々の保育の中で充実感、満足感を味わえ

る遊びゃ経験を、計画的に取り入れる。

6. 本年度の研究主題

I~!I:かな人間関係を育てる」

一家庭 ・地域とのかかわりを通して-

7. 本闘の特色

0通関区域は広〈、高層住宅、社宅等が多い

o飼育物の世話や菜園、関庭での草花の栽培等の

直媛体験を通して情操豊かな心を育てている。

8. その他(教職員の研究歴)

n日



学校名 日野市立日野第一小学校

所在地 日野市日野本町2-14- 1 

電話 0425-81一0073・0061

順 路 中央線日野駅下車 徒 歩6分

児童数 男232名女219名 計451名

校 長 氏 名 岩 下 和 夫 教頭氏名 宇 野 有 斐 子

平元. 8. 校庭整備工事

平元.11 校舎建具等改修、建築工事

平元. 11. 温度保持設備工事新設

平 2. 8. 放送室改修工事

司z.3. 1 日野市研究協力校として「一人一人

の読みのカを育てるための指導法の

工夫」を主題として研究発表

平 3. 8. 校庭改修

平4.10 第二図工室焼き窯設置

司z.5. 8 ランチルーム全面改修

教室出入口扉の改修

!駐輪場設置

平 6. 2. 10 120周年記念式典、祝賀会挙行。

「記念誌J r目で見る日野一小」発

行。同日を開校記念日とする

平 6. 3. 飼育小屋設置

平 7. 2. 9 日野市教育委員会奨励校として社会

科生活科公開発表

2 歴代校長

1. 沿革の概要

!珂 6.5.5 

明45. 2. 11 

R;':i11. 4. 29 

昭15.

1I;':i23. 4. 25 

IIH27. 3. 5 

U;':i28. 8. 22 

IIH38. 11. 3 

Utl43. 4. 1 

8. 1 

1I;':i44. 2. 21 
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1I;':i48. 4. 10 

昭48.11. 

昭49.4. 10 

s;':i57. 6. 

昭58. 8. 

昭58.11. 

H召59.3. 

H百60. 3. 

1l;':i60. 11. 

H召62.2. 

土淵山普門寺の本堂をあて開校。第

一大学区第八中学区第五十四番小学

日野学校と称す。 (現在の中央公民

館のとなり。)

校歌、校章制定、校舎増改築、校地

拡張

校旗寄贈(古谷剛次郎氏)

日野2800番地(現在地)に土地800

余坪、新校舎建築開始。(戦時中、

寧徴用)

新校舎に移転完了

東京都指定実験学校となり、教育記事

穫の研究発表

80周年記念プール竣工

日野市制施行により日野市立日野第

一小学校と校名を変更

日野市研究協力校として「教育環境

の整備」を主題に発表

日野市集会場を屋内運動場 兼講堂

として移管される。

日野市研究協力校として「教育環境

の整備について」発表

東京都学校花i車協力校となる

日野市小学校訪問学級設置

都市計画科l明上区画整理事業開始

校庭南側一部縮小

授業研究校として「子どもの思考力

を育てる」ことをテーマとして研r先

にとりくむ。

創立百周年記念祭

授業研究校と して「考えるカをのば

す」をテーマとして研究発表

体育館新設

校内塗装、窓アルミサッシ化

開校110周年記念集会、式典

仲田小分離

体育倉庫新設

南 ・北側プロックベい撤去、植込と

する

東京都教育委員会 「健康づくり推進

校」として公開発表

氏 名 年 月 ~ 年 月

l 日野 義 順 明 6.5 - 明 9. 7 
2 国府間 戸4品ト， 明 9. 7 - 明 11. 3 
3 小 )11 則 嬰 明 11. 4 - 明 15.3 
4 鈴木 宗 也 明 15. 4 - 明 16.8 
5 上野 兼松 明 16. 9 - 明 18. 3 
6 一見友 ニ 良11 明 18. 4 - 明 19. 4 
7 八木岡~市IJ 明 19. 5 - 明 21.10 
8 佐野 鶴松 明 21. 11 - 大 5.3 
9 古谷 剛 次郎 大 5. 4 -大 12.1 
10 河合 平 作 大 12. 2 - 大 15.3 
11 古谷剛次郎 大 15.4 - 昭 11.1 
12 宮川| 海 ニ 昭 11. 2 - 昭 18.3 
13 1主井 半蔵 昭 18.4 - 昭 23. 8 

14 小池 嘉 一 昭 23. 9 -昭 34. 3 
15 尼崎半次郎 昭 34目 4 - 昭 37.3 
16 五十嵐夜光 l昭 37. 4 -昭 38.3 

17 木村 消 昭 38.4 -昭 41. 3 
18 吉田 辰次 昭 41. 4 -昭 44. 3 

19 下回 忍、 昭 44. 4 - 日召 50. 3 
20 滞呂木桂次 昭 50.4 -昭 55.3 
21 村田 安正 昭 55.4 -昭 58. 3 I 
22 古谷 洋太 昭 58. 4 - 昭 62. 3 
23 山口 武彦 昭 62. 4 -平 4. 3 

24 岩下 和夫 平 4. 4 -現在
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3.地域の環境

校区は広く、農地、工場、商庖、住宅により構成される地減である。本校は日野駅より徒歩6分の所に位置

する。駅周辺は開発も進み、かつての日野宿のおもかげも失われつつある。 しかし、まだ随所に歴史をとどめ

る史跡も残り 、自然も美しく 、心やすまる環境も残されている。

4.学校の教育目標

人間尊重の精神を基調とし、広く国際社会において尊敬と信頼の得られる知 ・徳 ・体の調和のとれた人間性

豊かな児童の育成を目指し、次のように学校教育目標を設定する。

①科学性を身につける子ども

事実を正しく見る目を養い、正しい判断力・順序だった思考力 ・意欲的な創造力等の知性を育て る。

② 豊かな心情を持った子ども

真 ・善 ・美に対する感受性を養うとともに、自然や動植物愛護、 他人に対する思いやりの心を育てる。

① 強い意志を育てる子ども

困難にあってもくじけない耐性を育て、目標に向かつて最後までやりとげる実践力を培う。

@ じようぶな体をつくる子ども

健康に|羽心を持ち、進んで運動に取り組み、健康 ・体力の維持向上を目指す態度を育てる。

本年度は、昨年度に引き統き、第三項目及び第四項目の「強い意志を育てる子どもJiじようぶな体をつ

くる子ども」を重点の教育目標とし、これの具現化のために全教育活動を通して全力を傾けてし、く 。特に重

点教科を体育科とし、校内研究の中心に据える。

5.指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

生涯にわたって主体的に学び統ける芳、欲や能力 ・態度の基礎基本を身に付ける。また、児童が主体的に

学習できる授業を創造する。そのため、次の点を重視する。

・指導内容の重点化を図り 、体験を通して考える ・調べる ・確かめる等の時聞を十分にとり、考える力・問

題解決の力 ・情報活用能力 ・表現力 ・創造性等新しい学力観に立つ学力の育成に努める。

・一人一人の児童の個性を伸ばすため、T.T等を含めた指滋法の改善に努める。

-児童が健康、体力に関心をもち、体育科・の学習活動を通して、進んで心と体の健康づくりに取り組むよう

指導の工夫に努める。

イ 道徳

社会規範 ・生活規範のもととなる道徳的価値の高燭 ・内面化を図り、道徳的実践カを高める。そのため、

・道徳のl時間の充実を図り、意図的 ・計画的な指導に努める。

・全教育活動を通じて、根気強さや耐性、自然環境の大切さ、 生命の噂重 ・他を思いやる心等の育成を重視

した指導を進める。

ウ特別活動

児童の協同 ・協力活動を通して、助け合い ・学び合い ・支え合う心を育てる。また児童の自主的 ・自治的

活動を通して個性や社会性 ・国際性を婿う。そのため、

・児童の主体的 ・体験的活動を促し、縦割り活動等望ましい集団活動を行う中で連帯感や豊かな人間関係を

育てるとともに、地繊の一員として望ましい生き方ができるように指帯する。

・多様な教育活動を行う中で、個人の持つ特性の発見に努め、一人一人のよい面が伸長できる ような指導法

を工夫する。

-体育的な活動を通して、ねばり強さや耐性、健康 ・体力の向上等心と体の健康づくりを舷進する。

(2) 特色ある教育活動

ア 児童と教師、児童相互のふれあえるふれあいタイムを通して、児童理解を深め、心と体の健康づくりに

努める。

イ 幼稚闘、中学校との交流の場を設定し、幼 ・小 ・中の触れ合いを通して典年齢の相互理解を深める。

ウ 学級活動、学校裁盆の時間を通して、個別指導の充実、学級経営の位進を図り、児童一人一人が、いじ
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めのない楽しくゆとりのある学校生活を送れるよう指導する。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア生活指導

① 全教職員の共通理解のもとに基本的行動様式の定着を推進する。そこで 「五つの約束」を重点とし、

集団の秩序と安全保持の立場から指導を徹底する。

②校内の教育相談を通して、児童の不安や悩みを聞き、学校生活への適応 ・学習の適応を図り 、明るく

楽しい学校生活が送れるように指導する。

① 学校週五日制に伴う休日の過ごし方について、学校と家庭 ・地域の連携を深め健全なる生活ができよ

うに指導する。

イ 進路指導

児童一人一人の個性・能力の開発・伸長をめざす。そのため、児童のよい商の発見に努め、認め・ 営め

或いは児童のもつ悩みや願いの相談にのり、励まし力づける。また、各教科・道徳 ・特別活動等さまざま

な学習活動の場を通して、児童がめあてを持ち、未来に向けて健康でたくましい生き方ができるよう指導

に努める。

6. 本年度の研究主題

「よ さを発侮し すすんで心と体を高め合う 体育学習」

7.本校の特色

① 創立123年目をむかえた歴史と伝統を持つ学校である。本校同窓生を初め、地域・保護者から学校に寄せ

る信頼も厚く 、また、大変協力的である。

② 児童は五つのやくそく(人の話をよくきく ・せいりせいとんをする ・時聞を守る ・あいさつをする ・正 し

い歩行をする)を守り、規律正しい生活をっく り出している。

③ 全教職員が児童の教育活動の向上をめざ して、 環境づくりに熱心に取り組んでいる。

④ 体育を中心とし心と体の健康づくりに取り組んでいるため、集合時の姿勢が良し、。

8. その他 (教職員の研究歴)

ド空 中央 研 研究 員 開発 委員等 助 言 研、 他

1 志賀 由具 (H4 ) 
清水 妙子(S 47) 岩下 和夫(S 52) 丸茂 洋子 (S 59) 

(学校保健) (体育・現代化) (道徳)

2 
志賀 由具 (H 7 ) 岩下 和夫(S 49) 志賀 由具(S 62) 

海外派遣(長) (体育) (体育)

3 
志賀 由具(S 59) 宇野有斐子(S 62) 

(体育) (道徳)

4 
清水 俊幸 (H 4 ) 

(特活)

5 
小川 賀世 子 (H 6 ) 

(国語)

6 
山本 )1関子 (H 7 ) 

(家庭)

7 
菊池 修 (H8 ) 

(体育)
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学校名 日野市立日野第二小学校

所在地 日野市東豊田 2-14-1 

電話 0425-81-0070・0851 FAX0425-81-0851 

順 路 JR豊田駅南口下車徒歩10分

京王線南平駅下車徒歩15分

児童数 男321名女249名計570名

校長氏名秋山憲一 教頭氏名太田由紀夫

1.沿革の概要

明7. 3. 

2.歴代校長

年月不詳

明12. 2. 

明26. 4. 

明41. 3 

sB17. 

JlB21. 6. 

|尉27. 12. 

sB31. 4. 

昭38. 11. 

昭43. 6. 

l沼44.3. 

IlB46. 2. 

I1召49. 3. 

11. 

昭55. 3. 

昭56. 5. 
9 

[lB57. 8. 

昭58. 12 

昭59. 6. 

昭63. 8. 

平元 8. 

平 2.8. 

平 3. 9. 

平 5.2. 

平 5. 2. 
平 5. 3. 

平 5. 8. 

平 6. 8. 
平 7. 3. 

平 8. 4. 

神奈川県 9大区小4区豊田村尋常小

学校として創設、戸長山口平大夫氏

長屋を仮校舎にする

普生寺本堂を校舎と し、上下2等級

に分ける。

鐙回1320番地、善生寺の西隣に新校

舎建築

東京府に編入される

日野小学校盛岡分教場となる

盛田218番地に新校舎建築、平屋建

6教室

南多摩君IS~回国民学校として再び独

立

5111次j曽築、 2階建8教室、日野町

立日野第二小学校と校名変更

Ul2次地築、 2階建6教室

日野市立日野第二小学校と校名変更

第 1次防音、 4階建校舎完成

第2次防音、 4階建校舎完成

体育館工事、 '1E成
第 3次防音、 4階建校舎完成

創立百周年記念式典を行う

l階建校舎完成

新プール完成

校庭強制Ii完成

普通教室内部塗装完了

校庭歩道完成

創立百十周年記念式典を行う

体育館改築

高位水柑取替

校舎大規娘改修完了

給食室・床 (4階)天井(31精)改

修完了

ランチルーム完成

生活科広場完成

第二校庭用地借上げ決定

校舎、床、天井改修

各階ろう下内装改修

保健室シャワー設置

文部省人権噂並教育研究推進校に指

定

氏 名 年月~年月

山 }:>t. 平 昭21. 6 ~昭27 . 9 

増 ，島 光 昭27. 10~昭34. 3 

池 嘉 昭34. 4 ~昭38. 3 

森久保 徴，也。、 次 昭38.4~昭42 . 3 

後 藤 正 太 昭42.4 ~昭47. 3 

安 校i 手1) 治 昭47. 4 ~昭50. 3 

永 チド 邪t 夫 昭50. 4 ~昭53 . 3 

鈴 木 英 夫 昭53. 4 ~U召57. 6 

篠 F品‘内. 忠 男 昭57. 7 ~昭61. 3 

荒 木 健 治 昭61. 4 ~平元. 3 

，馬 場 iIt 平元. 4~平 6. 3 

秋 仏| w邸・官 一 平6. 4 ~現在

3. 地繊の環境

・本校の学区は、かつては“盛岡の里"と呼ばれた

静かな決村であったが、近年になって急に宅地造

成が進み、決家の割合が激減している。しかし、

学区内の至る所に湧水があり、サワガニやカワニ

ナが生息す自然環境が残されている。

-保護者や地域の方々は、教育に対する関心が深く

協力的である。受校時の交通安全指噂や各種のサー

クル活動に積極的に参加している。

また、浅川を含んだ地域のmfTd活動である PT
A主催のクリー γ作戦は、 14年目を迎えるなど、

環境に対する関心も高い。

・学校前の都道をはじめとして、学区内の道路はど

こも道幅がせまく歩道もなし、。しかも交通量がし

だいに増加し、登下校の安全が憂慮、される状況に

なってきている。

-現在、鐙回南及び東盛田土地区画整理事業が進行

し、進学路の変更が度重なっている。

p
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4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神に徹し、日本人としての自覚を高め、国際社会に奉仕できる心身共に豊かな子どもの育成を

目指して、次の目標を定める。

-からだも心も強く、明るい子

-みんなと仲良くカを合わせられる子

。よく考え、進んで行動する子(重点目標)

.責任をも って最後までやり抜く子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

教育目標の具現化のために、全教職員の共通理解を大切にし意図的、計画的、組織的、継続的に以下の方針

をもって、教育活動を進める。

1.心豊かな人間性を基調とした人権尊重の意識と自他を思いやる実践的行動力を育てるために、全教育活動

を通して行う。

2. 自ら課題を見つけ、考え判断し、表現してよりよく解決できる能力を育成するために、児童一人一人の個

性、能力をみつめた指導を推進する。

3 基礎的基本的内容の理解定着を図り、生涯にわたって自己実現を図る土台を培うために、 「自ら学ぶ力を

育てる」 主題を設定し、授業研究を通して指導法の改善に努める。

4 規範意識を育て、自主的、自律的な生活態度を育成するために、児童の基本的な行動様式、基本的生活習

t.Ctの確立に対する職員の理解を共通化する。

5. 地域への愛着を培い、人間関係を豊かにできるようにするために、家庭、地域との連携を一層深める。

6 環境を大切にし、その保全に配慮できる態度を育成するために、地域の環境に関心を持たせる教育活動を

推進する。

7. 我国の文化や伝統を大切にすると共に諸外国の生活や文化を理解し尊重する態度を育むために、 全教育活

動を通して行う。

8 心身に障害のある児童および外国人児童が自ら適応できるようにするために、実態に応じた適切な教育活

動を創意工夫 し推進する。

5. 指導の重点、

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各 教 科

生涯にわたって学び続ける意欲や能力・態度(思考力、 表現力、情報活用能力、コ ミュニ ュケーショ γ能

力)の土台を築くために、

・学習時間を確保して指導内容の重点化を図り 、多様な指導方法、形態 (T. T.の導入など)を創意工夫

する。

・指導方法の改善を図り 、体験的な活動や問題解決的な学習を取り入れ、個に応じた学習を推進する 0

・教材、教具の整備活用を図り、児童の課題意識に応じた学習を推進する。

・一人一人に学習の目当てを持たせ、学び方を学ぶ授業を創造する。

・人間関係を豊かにし、学び合い、磨き合う学習集団を形成する。

イ 道徳

全教育活動を通して、下記の事項を重点、として指導するとともに、道徳、の時間を通して、道徳的価値を学

び、判断力を高め、道徳的実践力を育てる。

。自分自身......自らを律する生活態度、能力を育成するために、 学校生活をみつめ振り返させる。 (学期始

めや終わりの自己目標の検討、月目標(生活、保健、給食)の反省など)

O他 人・・…・相手の立場を理解できる能力、態度を育成するために、思いやりの心をもとにして言語環境

を整える。

@自然、崇高なもの一環境保全や生命尊重の意識を深めるために、地域の自然や文化の教材化を図る。

。集団 ・社会…個と集団の在り方を自覚させ、 「いじめは絶対許さない」という明確な倫理、規範意識の確

立に努めるために、人間関係を大切にした学級経営を推進する。

po
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ウ 特別活動

望ましい集団生活を通して心身の調和のとれた発達と個性の仲長を図るとともに、協力してよ りよい生活

を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる。

・自己の存在感の自覚と他者と笠かに関わる集団を形成するために、係活動や集会活動を充実する。

-自覚と責任ある行動をとることができるようになるために、児童会活動(七夕集会、子供祭り、 1年生を

迎える会、6年生を送る会等)や委員会活動、 クラブ活動を児並の発想や主体性を生か して企画立案する。

(2) 特色ある教育活動

0心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図るために児童会活動や集会、生活体育を充実する。

・なわとび集会、こども祭り 、

0地域から学び、他者と笠かに関わる ことができるために地域の自然や社会を教材化する。

-体験的な活動を重視する。

・社会人講師の活用。

0 環境美化や環境保全の意識、態度を身につけさせるために家庭や地域と述携する。

・クリー ン作戦 (PTA、地域との清掃活動、そのポスター、標語作りによる教科学習との関連)

0個に応じた学習指導を推進するためにティームティ ーテ ィソグをより充実する。

-指導形態、個別学習のおIJ意工t

(3) 生活指導 ・進路指君事

ア生活指導

-基本的生活習慣の確立を図るために、日々の児童の実態を的確につかみ、全職員の共通理解のも と組織的

に指導に当たる。

-いじめのない並かな人間関係を確立するために教科指導において言語環境を整備し、コミュニケーショ γ

能力を育成する。

・ 学習への意欲と自ら学ぶ~勢を高めるために学習環境(掲示、 学習川 iTlの縫úlli) を整える。

・tJ:会体験や生活体験の充実を図るために、家庭、地域社会および保育刷、幼稚園、中学校との述併を図り

児賞の健全育成を進める。 (地区育成会、小中交流会、i世田保育園学校参観など)

-児童の心の健康を図るために、教育相談活動を充実し、いじめの1，!WJ発見に努める 0

・事故防止のために、定期的な施設整備の安全点検や学級での安全指穏を充実する。

イ 進路指導

・児童一人一人の個性、能力を伸長するために日頃より児童のよさを引き出し、認め励ますとともに組織的

な教育相談体制の充実を図る。

-児童に将来への夢や希望をも って生きていく態度を育てるために、地域や教室での人との関わりの中で一

人一人に1::1らのよさをn党させるよう指導する。

8. その他(教職員の研究股)

ドを 研 究 貝 現代化委員 ・開発委員 研究生・海外研

1 秋山 慾 一 (51理 科 ) 秋山 憲 一58 (思科 ) 秋山憲一58研究生(理科)

2 太 田 由紀 夫 (63理 科 ) 太田由紀夫 (2ヨーロ ッパ)

3 棋 圭子 (4学校給食)

4 小島義範(4特別l活動)
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学校名 日野市立日野第三小学校

所在地 日野市臼野台 2-1-1

電話 0425-81一0101・0850 FAX 0425-81一0850

児童数 男193名女174名計367名

(内ひばり 9名)

校長氏名三津山要 教頭氏名阿国務美子

1.沿革の概要 プール内シート防水 ・排水 ・パルプ

昭23. 4. 1 日野小学校日野台分校として設置さ 改修 ・消防水利設備

れる。児童 1~3 年340名、教室 4 、 昭60. 3. 31 裏門拡張 ・門扉改修

全学年 2部授業 昭61. 3. 31 道路側防球ネット生垣完成

昭25目 6. 10 日野台小学校として独立する 8. 31 体育館内部塗装

児童数696名、教室 9、 4年生迄 2 10. 31 北校舎屋上改修

部授業 昭62. プール更衣室等照明取付

7. 18 校章制定 ひばり教室改装 ・体育館外部塗装

9. 19 4教室増築、教室数13、3年まで2 昭63.1. 20 体育館屋根塗装・北校舎外壁修理

部授業 8. 20 体育館床塗装 ・渡り廊下外壁修理

昭27. 4. 15 4教室増築、教室数 17、2年まで 8. 31 屋外幹線改修 ・校庭挫備

2部授業 平元. 3. 31 プールフェ γス ・プールサイド改修

6. 10 校歌制定 平 2. 8. 21 南校舎玄関塗装

昭28.6. 10 校地850坪拡張、 6教室橋築、教室 平 2.8. 30 理科室床研磨、実験机交換

数23、 2部授業を解消 平 3. 9. 30 北校舎改修(1年次)

I1召30. 4. 1 日野第三小学校と校名を変更 平 3. 9. 30 ラγチルーム開設

昭3~. 3. 4 旧教室4を取除き 6教室を増築 平4. 北校舎改修(2年次)

教室数25、児童数869名 平 5. 北校舎大規模改修終了

昭33. 8. 3 給食調理室完成 ・大小プール落成 プールトイレ改修

H召34. 3. 校地1，100坪拡張 平 6.3. 飼育小屋新設

昭35. 4. 1 日野町特殊学級が併置される 平 6年度 体育館大規模改修

日召38. 11. 3 日野市制施行に伴い日野市立日野第 南校舎窓枠改修

三小学校と校名を変更 校庭防球ネット延長

H召42. 4. 7 防音校舎新築起工式 平 7年度 生ゴミ処理機設置

昭43.11. 15 校地地番変更、日野市日野台 2丁目 体育館奈落改修

l番地の 1 2. 歴代校長

昭46. 2. 16 体育館落成式、校章制定

昭48.4. 1 鉄筋書rr校舎 9教室増築落成

昭50. 2. 25 鉄筋新校舎竣工

6. 1 校旗制定

氏 名 年月~年月

高野忠正(事務取扱) sB25. 6. 1O~昭26. 3. 12 

高野 宏、正 昭26.3. 13~昭27. 9. 30 

昭54. 4. 1 東光寺小と分離 尾崎 半次郎 昭27. 10. 1 ~昭34. 3. 31 

昭58. 4. 2 ひばり学級教室増設 五十嵐 夜光 昭34. 4. 1 ~昭37. 3. 31 

昭58.4. 20 無人化(夜間 ・日曜・祝祭日等)機 塚本 正 昭37. 4. 1 ~昭41. 3. 31 

械警備始 池田 瑞男 昭41. 4. 1 ~昭47. 3. 31 
昭59. 3. 10 藤だな改修 岩井 庄ニ 昭47.4. 1 ~昭50 . 3. 31 

3. 25 給食調理室天井塗装 平松 健太郎 昭50. 4. 1 ~昭54. 3. 31 
体育館渡り廊下天井改修

体育館ステージホリゾγ ト幕改修

8. 29 音楽室床全面改修・黒板灯設備

用務員室改修

12. 20 南校舎非常階段手すり改修

竹永 秀雄 昭54. 4. 1 ~昭57. 3. 31 

古田 秋介 昭57. 4. 1 ~昭62. 3. 31 

内藤 康 昭62.4. 1 ~平 2. 3. 31 

増賀 従男 平2. 4. 1 ~平 6. 3. 31 

昭60. 3. 20 給食雑排水経路改修・浄化糟整備・ ニ津山 要 平6.4. 1 ~現在
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3 地域の環境

東京都の南西多摩川の南岸、甲州街道沿いに位置し、海抜80mの日野台地を中心とした地域である。

日野自動車工場とともに発展した地域であり台地のため公害も少ない。

日野台地(学区域)の北部は多摩川をへだて立川市、南は多摩丘陵、西部は八王子市が眺望できるす ぐれた

環境に恵まれている。

4.教育目標

(l) 学校の教育目標

教育基本法に基づき、人間尊重の精神を基調に、心身ともに健康で心豊かな児童の育成を目指し、次の目

標を定める。

0 じようぶな子ども

0よく考える子ども

。明るく思いやりのある子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

0児童相互が個性を認め合い、励まし合い、 支え合う望ま しい人間関係を育む教育を推進し、人間尊重の態

度の育成に努める。

0基礎基本を重視し、学年相互の関連した教育内容を精選 ・組織化するとともに、児童が主体的に学習に取

り組むような指導・評価の工夫 ・改善を図る。

0体験的な学習や問題解決的な活動を取り入れ、児童一人一人の個性と創造性を伸ばし、社会の変化に主体

的に対応できる能力を育み、生涯を通じて学び続ける意欲と、能力を育成する教育の充実に努める。

0保健 ・体育的活動を年間を過して計画 ・突施し、自ら進んで心身をきたえる態度を養うとともに、たくま

しく 生きる子供の育成に努める。

0学校週 5日制の月 2問実施の定着が進むなかで、学校 ・家庭 ・地減社会の各々の教育力を生かしながら、

自然や文化を大切にし、自ら判断し行動できる、心貨かな子供の育成に努める。

0学校の教育目標 ・基本方針が家庭に十分理解され、協力が得られるように積極的に働きかけて家庭 ・地域

社会との連携に努め、聞かれた学校づく りを推進する。

5.指導の重点

(l) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

0教科教具の工夫 ・活用を研究し、基礎的 ・基本的事項の学習の定着を目指した指導を充実させる。

0体験的学習 ・問題解決的な活動を重視し、気づかせ・発見させる学習を推進することによって意欲的に

学習に取り組ませ、柔軟な思考力 ・的確な判断力を指う。

0成就感 ・達成感をもてる授業を確立し、主体的に学ぶ学び方を身につけ、意欲的に学習に取り組む態度

を育成する。

0個性をとらえ、学習形態や学習過程を工夫し、個に応じた指導に努める。

イ道徳

0教育活動全体を通じて道徳教育を充実させ、実際的 ・体験的活動の中で、よく考え、進んで実践してい

〈態度を育成する。

0資料 ・視聴覚教材の充実を図り、授業の工夫 ・改善を進め、自分自身を其貧IJに見つめる心と他の人を優

しく忠いやる心を縫い、道徳的実践カを高める。

ウ.特別活動

o学級活動や委員会、ク ラブ情動、集会活動等の自主的 ・実践的活動を充実させ、望ましい人間関係を形

成するとともに、集団の'1'で自己を生かす力を育てる。

0児童の突態に.flll応した活動計画をもとに、 fjl]意工夫を生かした活動を通して、互いに思いやり、助け合

う態度を設い、位かでうるおいのある心を育てる。

(2) 特色ある教育柄動

ア 地域のn然 ・人材を生かした多機な教fnモ動を工夫し、白然 ・文化 ・伝統を大切にする態度を府う。
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イ 兄弟学級集会 ・誕生給食における異年齢集団活動や行事給食における地域の人々とのふれあいを通して、

学校の一員 ・地域の一員としての連帯感や責任感を育てる。

ウ 心身障害学級や養護学校との交流を通して、心身に障害のある友だちゃ人々との相互理解を深め、思い

ゃりゃ共に生きることの大切さ ・すばらしさを学ばせる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

0全教職員の共通理解をもとに、きまりを大切にする態度を養い、体験的活動のなかで人とのふれあいを

深め、他を思いやる気持ちゃ物を大切にする心を育てる。

0家庭 ・地域との連携を密にして、児童理解に努め、児童と教師の心のふれあいを大切にした指導を充実

させる。

イ.進路指導

0児童一人一人のよさを発見し、その個性や特性を生かすことのできる教育活動の場を設定し、目標達成

に向か つて意欲的に生活することができるように援助する。

0様々な体験的活動を促し、社会の一員としてのかけがえのない自己に気づかせ、生きる喜びを持つ児童

を育てる。

6. 本年度の研究主題

教材教具の ・活用による指導法の改善

7.本校の特色

(1) 児童は主体性 ・粘り強さにもう 一歩というところはあるが、明るく素直で活発である。

(2) 校内研究では“よく考える子ども"の育成のために、教科教具の充実を図ると共に、その開発 ・工夫 ・整

備・活用による指導法の改善を揚げて、授業研究を進める。

(3) 地域に残されている畑や自然、を教材として活用し、さらに、地域の農産物を給食に取り入れ、 「ふれあい

給食」等を実施して、地域の人身との交流を大切にしている。

(4) ひばり学級(心身障害学級)があり、校内における交流教育はもとより、市内心陣学級や地域に隣接して

いる八王子東養護学校との交流教育にも力を入れ、豊かな心の育成に努めている。

8 その他(教職員の研究歴)

I~ 研究生 研 究 員 自目 発 員 中 央 研 海外派遣

1 
青木 利夫 6 二津山 要 53 岡図書等美子 平 6

(心障教育) (算数)

2 
青木利夫平河

(心障教育)

3 
岡図書等美子 平2

(学校保健)

4 
~IJ 田佐和子平 5

(国語)
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学校名

所在地

電話

順路

児童数

校長氏名小原良雄

1. 沿革の概要

明6. 5. 5 

明11. 9. 

明41. 3 

IIB29. 8. 18 

117330. 4. 4 

12. 22 

12. 25 

[17331. 3. 5 

l昭35.7. 20 

IIB36. 11. 1 

JlB40. 3. 31 

UB41. 3. 31 

I1B43. 11. 27 

昭45. 3. 31 

下回学舎

下回小学校

日野小学校下回分教場

校地決定4.259.14坪

落成式並びに開校式 この日を開校

記念日とする

校章制定

第二期校舎竣工

校旗完成

プール落成式並祝賀会

校歌発表会、以後この日を開校記念

日とする。

防音校舎 9教室完成

防音校舎第 2JUl工事完了

統計教育研究指定校と して研究発表

会をする(都、市指定校)

体育館落成

防音校舎 7教室僧築完成

昭48.5. 22 !jIJ立百周年記念式典

昭54. 3. 20 受水糟改修、渡り廊下改修

3. 25 防火戸改修、非常放送装置設liln
6. 22 プールサイ ド全商コンクリ ー 卜塗装

工事

昭55. 2. 2 給食室作業場、休革!室改修工部

6. 20 プール内塗装工事

昭56.8. 25 新校舎への親子方式TV配線、放送

室内のス タジオ形式の改装

8. 27 屋上高位水階改造

8. 30 都市ガス化にともなう配管取替

昭57. 3. 27 IR校舎屋上ネットフェソス貼停

昭57. 4. 4 プール便所の水洗化、更衣室等の改

修

9. 4 非常階段設位

昭58. 3. 27 自転車位場設ti1
10. 31 創立百十周年記念式典

l沼59. 3. 31 仲田小学校分雌 141~，転出

9. 28 校庭の体育館trltlI新設

117360. 8. 31 校舎棟工事(悠枠 ・天)1二吸停等)

l沼61. 2. 28 体育館玄関 ・天)1エ・屋上修理

校庭東側フェソス張仔[)!j:

8. 4 給食調理室、配膳空間壁倣去工事

日野市立日野第四小学校

日野市石田430

0425-81-0038 FAX 0425-81-3076 

日野駅から高幡不動駅行パス下回下車

立川駅北口から京王高幡不動駅行パス四小前下車

徒歩 3分

男231名女270名 計501名

教頭氏名光地幸子

昭62.2. 23 プールシャワ一、目洗い場等工事

n7363. 3. 27 プール内塗装工事

H召63. 7. 31 小プール排水工事完了

8. アスベスト撤去工事

8. 3 集水桝工事完了

8. 8 放送室調整卓取替工事

平元. 8. 31 校庭改修工事

校舎外塗装工事

平 2. 3. 17 体育館自動巻き上げパスケ γ ト取り

付け工事

平 2. 7 ~10 体育館内外壁 ・床工事

平 2. 9 ~10 消火栓ポ γプ取密工事

平 3. 3. 1 保健室エアコソ設置工事

平 3.3. 17 体育館消火栓工事

平 4. 8 パソコン設置

平 4.8 造形砂場設営工事

平 5. 8. 給食調理室改築工事

5. 11. 創立120周年記念式典

平 6. 3. 生ごみ分解消滅機設世

平 6. 10 新館建物内外改装完了

平 7. 2 ラγチルーム使用始

平 7.6 フ.ール循環装置新設

平 8. 3 多目的室を普通教室に改修

2.歴代校長

¥ 氏 名 年月 ~年月

1 ifli 上増太郎 昭30.3 .29~昭36.3.31

2 回 菩 次 昭36.4.1 ~昭44. 3 .31 

3 森 厳 昭44.4.1 ~昭47.3.31

4 内 j僚達 犬 昭47.4.1 ~昭52. 3 .31 

5 釜 池 博 昭52.4.1 ~昭57. 3 .31 

6 竹 永 秀 制主 昭57.4.1 ~昭60. 3 .31 

7 回 rt 光徳 昭60.4.1 ~昭63. 3 .31 

8 波多野 I日 H召63.4.1 ~平 3. 3.31 

9 月ー |凋 千尚子 平 3.4.1 ~平 7 . 3.31 

10 L'i ~t 平 7.4.1 ~現在
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3. 地域の環境

市の東端、多摩川と浅川のおちあう三角地帯 9地区である。甲州街道からの約 lkm南にへだたった多摩川

あたりに位置する。近年、万願荘の集団住宅を始め、万願寺、新井地区の区画整理宅地造成化が進められ、田

園地域より住宅化しつつある。また、モノレールの工事も着々と進んでいる。

4.教育目標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神を基調とし、生涯にわたる学習の基礎を培い社会の変化に自ら対応できる課題解決への意

欲をもち豊かな心と生きる力の育成をめざして、次の目標を定める 0

0自分の力で考える子(重点目標) 0みんなと協力する子

0 じようぶな体をつくる子 o最後までやりぬく子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

未来社会をたくましく生き抜く子どもを育てるために 「地域に板ざした、聞かれた教育」をも って、課題

解決に意欲的に取り組み、学ぶ力を身に付けた個性豊かな児童の育成をめざし「自分で考える子」を重点目

標とする。

① 教育目標を学校 ・学年 ・学級で具現化し、全教育活動を通して人間尊重の精神を培い、豊かな人間関係

を通して人としての在り方や生き方を学ばせる。

② 児lI!のイ|自に応じた授業の工夫 ・改善をめざし、問題解決や体験を重視した指導を通して、新しい学力観

に立った主体的な学習態度の育成を推進すると共に、基礎 ・基本の学力の定着を図る。

① 教師と児童及び児童相互の人間関係を深め、道徳性の函養を図るとともに、人々との触れ合いを通して

社会人としての良識ある態度を養いも って国際人としての素地を培う。

@ 教育活動全般を通して健康安全について理解を深め、生命の尊さを自覚し、生涯にわたって体力の維持

向上を図 る能力や態度を育成する。

⑤ 学校週 5i:11~IJの趣旨を生かし、家庭 ・地域社会との交流と連携を蜜にすると共に、地域の自然・文化及

び諸施設を活用した教育活動を推進し、開かれた学校をめざす。もって、 地域の一員としての自覚のもと

逗 しくと七きる力を持ち、心豊かで思いやりのある児童の育成をめざす。

5.本年度指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア. 各教科

0児童一人ひとりの考え方や取り組みを大切にし、成就感や満足!惑を味わわせ、学習意欲を喚起する。そ

のために、校内研究の充実に努め授業の公聞を通して指導内容の重点化 ・指導法の改善につとめる。

0表現力 ・思考力 ・創造力の育成を図るために、体験的学習 ・問題解決学習を重視した指導計画の作成及

び教材教具の整備活用につとめる。

o配慮を要する児童理解に努め、個に応じた指導・支援の在り方を追究する。

イ. 道徳

0全教育活動を通して児童相互の人間関係 ・児童と社会、自然とのかかわりを深める中で児童の内国に絞

ざした道徳性の育成を図り、人としての生き方を学ばせる。

0家庭や地域社会との連携を図る中で日常生活における基本的な生活習慣や望ましい人間関係を育てる実

践的な態度を培う。

ウ. 特別活動

o児童会活動 ・行事等においては、話し合い活動を充実させるとともに、児童相互の協働の場を設定し、

協力してよりよい生活を築こうとする連帯意識を育てる。

0クラブ活動では自発的 ・自治的な活動を通して、集団の一員としての自覚を深め、自主的 ・実践的な態

度の育成を図る。

0学級活動では一人ひとりの意見や考えを尊重し、よりよい学級づくりをめざして取り組み自己実現を図

らせる。

の
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(2) 特色ある教育活動

0奥年齢集団活動(たてわり活動)の場を設定し、児童相互のかかわりを広げ、社会性や思いやりの心を育

てると共に創造性のある逗しく生きるノりを育てる。

0外国児童との交流活動を取り入れ、国際社会の一員としての自覚を培う。

0ノーチャイムを一部導入し、ゆとりと充実のある活ー動を推進する。

(3) 生活指導 ・進路指導

7. 生活指導

0話を聞く態度の育成を中心に、集団生活の中で必要な基本的な生活習慣の指導徹底を図る。

OPTAによるアル ミ缶回収活動ならびに校内清柿活動等を通して、物を大切にする習慣の形成に配慮し、

環境を維持 ・改善していく態度の索地を培う。

0配慮を要する児童はもとより児童一人ひとりの良さを理解 し、指導 ・援助していくために、家庭 ・地域

との連防を一層深めると共に、教育相談体制の充実を図る。

イ.進路指導

o児童の発達段階に只IJして、主体的な学び方を身に付けさせるとともに進級 ・進学への適切な指導を行う。

6.本年度の研究主題

『一人一人が自ら考え、お互いに認めあい高めあう児童の育成』

7. 本校の特色

① 創立122年の庇史と伝統をもっ学校である。四小を母校とする父母、新しく住居を構えた父母、集合住宅

に住む父母がおり、教育に対する関心や意識が多機である。

② 興年齢たてわり集団活動により 、児童同ヒの心のふれあいや協力する場の中で思いやりのある心主主かな児

ZEを育て、人間性泣かでうるおいのある学校づくりに努めている。

① ノーチャ イムを一郎潟入し、児童の健康づくりと遊び時間の確保によりいじめのないゆとりと充実した教

育活動の舵進に努めている。

@ 多勝川、近隣成家の ['1然利JlJ、地域性を生かしての体験生学習を深めてし、く。

@ 幼 ・小 ・中学との連携、教職員による P. T. A活動への杭極的参加により本校教育の充実を図っている。

8.その他 (教職員の研究隆)

ヤぐを {iJF … ヲE 貝 ヤdT 海外派遣

1 小原 良雄 (62・道徳) 5 
光地幸子(平 5. 海外派遣)

(平 2.教材開発、国語)

2 ]I tu~ 順子(61・給食)

3 宿 III 功(平 4 ・体 育 )

4 立花せつ子(平 4 ・音楽)
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名

地

話

路

校

在

学

所

電

順

児童数

日野市立日野第五小学校
日野市多摩平 6-21-1 

0425-81-0407・0445

豊田駅北口より京王パス 日野駅行き
五小前にて下車徒歩 3分

日~牙駅より京王パス八王子駅行き
日野自動車工場前下車徒歩 5分

男277名女266名 計543名(うち病弱児 3名)

教頭氏名吉野美智子校長氏名 畑 石重輝

1. 沿革の概要

昭34.4. 1 日野町立日野第五小学校開校

4. 6 日野第二小学校、日 野第三小学校の

校舎を借用し授業開始

6. 8 第 1期工事完成 新校舎にて授業開

始(現在地)

昭35. 9. 13 第 2Wl工事完成 2部授業解消

昭36. 5. 31 第 3j切工事完成

8. 28 大プール、小プーノレ竣工

昭38. 2. 20 校章制定

1li':l39. 3. 11 校歌発表会

3.25 校旗制定(卒業記念寄贈品)

昭40.4. 1 芝山分校日野六小として独立

昭42. 2. 23 都、市研究協力校発表会

昭43.5. 20 体育館竣工

昭44. 3. 3 創立10周年記念式典

昭50.4. 1 訪問学級設置

昭51. 3. 31 校舎全面的改修着手

昭54.3. 31 校舎 5教室改修

昭55. 3. 31 校舎 5教室改修

昭56. 3. 31 校舎6教室改修 (H校舎)

昭59.3. 31 理科室改修、玄関ドア取付

昭60.3. 31 体育館床研磨

昭61. 3. 31 渡り廊下屋根取替

昭62. 9. 校舎新築本決まり

昭63. 4. 18 改築設計予算決定

平元.3. 29 校舎改築工事予算承認

平元. 7. 17 校舎改築工事着工

平 2. 3. 26 一年校舎取りこわし工事

平 2. 4. 5 さやか学級新校舎に引越し

平 2. 7. 30 新校舎へ引越し

平 2.8. 1 旧校舎解体工事

平 2. 9. 1 新校舎で授業始

平 2. 11. 30 30周年記念 ・校舎落成記念式典

平 2. 12. 5 校庭工事検査完了

平 4. 2. 25 iさやか学級」公開研究発表

平 5. 1. 7 体育館舞台羽h幕取替え

平 5.6. 11 

平 6. 11. 28 

平 7.3. 8 

平 7.6. 15 

玉f7. 8.17 

2. 歴代校長

体育館舞台吊物昇降機工事完了

さやか学級研究発表(文部省調査研

究協力校)

体育館舞台鍛帳工事

社会教育施設と して、一部教室を開放

特別室糠非常階段防護柵設定工事

氏 名 年 月 ~ 年 月

1首 島 光 昭34 . 4. 1 ~昭36.3.31

納‘ 上 増 太 郎 昭36.4.1 ~昭39 . 3.31

福 寿 文 Mt 昭39.4.1 ~昭42.3.31

星 !Ilf 正 男 昭42.4.1 ~昭47.3.31

荒 ;ljニ 一 男 昭47.4.1 ~昭49.3.31

ヲド 知] 夫 昭49.4. 1 ~昭52.3 . 3 1

多 EEヨヨ 直 之 昭52.4.1 ~昭56.3 . 31

回 中 光 昭56.4. 1 ~昭60 . 3.31

上 UJ 洋一 郎 昭60.4.1 ~平 3.3.31

野 村 武 良11 平 3.4.1 ~平 5.5.7

対11 石 重 輝 平 5.5 .16~現在

3.地域の環境

昭和33年日本住宅公団によ り日野台地が開発され、

多摩平団地が建設された。こ の一角に日野第五小学

校が設置された。南は中央線、北は国道20号線(甲

什|街道)にはさまれ、パス網が発達し交通は便利で

ある。

団地の住宅以外に住宅街、商広街をかかえ、付近

には日野自動車など 4つの大会社がある。また、自

然環境に比較的恵まれ、団地内は公園、緑地、広場

などが整備され立木、芝生に囲まれた空間は静かな

住宅地としてよい教育環境となっているが、公団建

て替えにより 、ここ数年児童数の減少傾向にある。
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4.教育目標

人間尊重の精神を基調に、これからの社会において児童一人一人が心身共に健康で主体的に生き、個性を発

揮し、自ら学ぶ意欲と学習の仕方を身に付け、国際社会に貢献できる児章を育成する。

児童像として ・健康で たくましい子ども

-心泣かで 明るい子ども

・進んで学び 工夫する子ど も

・認め合い 助け合う子ども

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・重点研究「主体的な活動をとおして、楽しく学び合う児童の育成」の実現に向け授業改善を図り、主体的

に学ぶ力を育てる。

・指導教材を基礎的 ・基本的な事項に精選し、指導計画のもとに個に応じた指導の工夫を図り、学力の定着

に勿める。

・地域の自然 ・社会環境の活川や教材 ・教具の整備活用、体験学習を取り入れるなど積極的に行い、学ぶ意

欲や態度を育む。

イ.道徳

-自然や人々とのふれあいを深める体験や動組物を育てる体験を通して、児童の内面に根ざした道徳性を育

てる。

・資料を整備し、f旨噂計画のもとに道徳授業の充実を図る。

・教師と児童及び児童相互の人間関係を深め、他への思いやり等の心情を陶冶し、その実践力を育てる。

ウ.特別l活動

・学級活動、児童会活動、クラブ活動等に呉年齢集団の活動を取り入れ、楽しい学校生活を展開する。

・児童の興味、凶心のある多様な集会活動を主体的に突胞させ、自主性を育てる。

・ 身近な~-w~に円を Ir.J けさせ、勤労生産 ・ ボランティア活動等を通して 、 環境をよりよくしていこうとする

実践的態度を培う。

(2) 特色ある教育活動

・集会所動を企画し、異年齢集団の活動を通し、楽しい学級、学校生活にする。

・多目的ホール、多目的教室、視聴覚機骨量等の施設、設備の活用を通して主体的な活動を促し、学習活動の

充実を図る。

・子ども祭り等、学校生活に創立ある前動を取り入れ、活力のある活動にする。

(3) 生活指導 ・進路桁導

ア.生活指導

・毎月の指導目楳を具体的に設定し、1ii:j遡上雌日に教職員の共通理解を図り、指導を徹底する。

・教師liと児1立が密度の濃い接触を通し児童の心身の安定に鰐め、教育相談の指導体制を強化し、指導の充実

を図る0

・家庭、地減の連携を深め、基本的学習 ・生活週間を身に付け、実践できる児童を育成する。

イ.進路指導

児童一人 鼻人の特性を十分理解し、その個性や能力を仲ばし、将来の希望等について教育活動全体を通し

て指導する。

6. 本年度の研究主題

「主体的なr-，1";動をとおして、楽し く学び合う児置の育成」

7. 本校の特色

住宅公団の進出に作い、昭和34年新しい建築様式により建設された。当時少ない児童数と広く静かな校域

の中でJllI想的教育活動をめざしていた。 しかし児童数のJ急上位により、 8固に亘る増改築の後、新しい施設 ・
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設備の整った現在の校舎が平成 2年に完成した。校地内には手入れの行届いた樹木が多く、静かな環境の中

で学習ができるよう環境の整備ができている。昨年度より学校の施設 ・設備を積極的に地域に開放し、聞か

れた学校としてその推進役を果たしている。

日々の教育活動では、市の重点 ・課題のもとに地域 ・児童の実態に即した倉IJ意ある指導の実践に努めると

ともに、多目的ホール ・多目的教室を生かした学習活動を取り入れている。

校内研究では主体的に学ぶ力を育成するために、本年度は「主体的な活動をとおして楽しく学び合う児童

の育成」を研究主題に取り上げ、基礎 ・基本となる内容を重視し、主体的に学ぶ力を育成するとともに、豊

かな心情を育てることを目指している。

学校行事や特別l活動では、兄弟学級の活用を取り入れながら体力づ くり、運動会、音楽会、さらには身近

な環境に目を向けさせ勤労生産 ・ボランティア活動等の教育活動を設定している。

0各学年では発達段階に応じ、主体的に学ぶ力 ・表現力を高める指導法の研究に努め、自主協力学習を進

める。

0児童と児童、児童と教師相互の交流を通じ、教育相談 ・個別指噂を重視し創意ある教育活動を実践する。

0 兄弟学級の活動を通じ、児童の創意や発想を大切にし、最後までねばり強ì~ 、活動を推進する。

8 その他(教職員の研究歴)

じぐT 研 究 員 開発委員 道徳助言研

1 
畑 石 重 郷 北野義昭 吉野 美智子

( S59 理科) (S 60 図工) ( S63 道徳)

2 
折 笠 玉 典 吉野美智子

(H 7 道徳) (S 62 道徳)

3 
風野敏子

(H 7 生活)
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学校名 目野市立日野第六小学校

所在地 日野市多摩平 3-21 

電話 0425-81-4686・0366

JI闘 路 中央線豊田駅北口下車徒歩13分

京王パス コニカ表門下車 3分

児 iI 1 数男23814 ~239名計477名

校長氏名小笠原久雄 教頭氏名西森必子

1 .沿革の概要

H召39. 1. 1 口野第五小学校芝山分校として設置

児童 1 年~ 3 年

7学級 263i'， 

IIR40. 4. 1 日野第六小学校として開校

14学級児輩数515名教職員21~，

9. 6 プーノレ完成 (6コース25m) 

昭42. 2. 21 校歌の発表会

UB43. 2. 22 児輩の体力づくりの研究発表会

6. 17 ，有校舎(伴通教室11、職日室、校長

室)完成

117145. 2. 28 屋内体育館完成

IItl47. 2. 28 .iE門前舗装、北西門取付

3. I児童の社会性育成の実践桁持」発

表(市研究協力校)

4 「考えさせる綬栄への手だて」発足

南校舎 3階的築(普通教室 5、音楽

室、管理宅4) 

H召49. 4 

5 南門完成

IIR50. 3. 18 49年度l'ill愛μモテソレ校に指定

6. 28 開校十周年を祝う会

昭52. 1. 10 体育fr邸完成

4. 1 n野市胞が丘小学校分離

昭54. 9. 北校舎非常階段完成

flt'156. 11. 18 六小こどもまつりの実施

昭58. 11. 26~27 展覧会開俄(昭和42年以来16年

ぶり)

ni'l58. 3. ~ 体育館昼~R等の塗袋、大プールピニー

Jレ張り、 l有校件|λl炎改修

北校舎廊下の~り瞥えUi'l59. 7. 

明60. 6. 29 J'lIJ立20周年記念、 六小子どもま つ り

を行う 円形イEtfi完成

校庭|有MJ生Jii完成

体育館の床・唯IIII改修

IIR61. 12目

1I{163. 8. 

11. 12 m 1 Inl7T ~集会1m <。 この年より、 学

司LI. 8. 

E 会、展覧会、7T楽会をI1聞に行う

」ヒ校舎.2.:1刻、 F駄m新設

~JZ2. 3. 1 ランチルームが新装なる

平 5. 3. 31 造形砂場完成

司z5. 4. 人権尊重教育の推進校指定

平 5.11. 6 ~ 7 展覧会を行う

平 6. 11. 5 ~ 6 第3回音楽会を聞 く

平 7. 3. 17 プール薬品庫完成

平 7. 6. 1 ~ 10. 10 南校舎大改修一期工事、体

育館改修、北校舎給水管工事

ム17.7. 11. 11 三 卜周年記念行事子ども祭り

平 7. 11. 17~18 二三 卜周年記念学芸会を行う

平 7. 12. 2 モ ト周年記念式典 ・祝賀会を行う

2.股代校長氏名

1.1;; 名 年月~年月

加l身美 L'! 失 昭40.4. 1 ~昭43.3.31

l峰 品」 敬次郎 昭43.4. 1 ~昭46. 3 .31 

新 海 圭 117146.4 . 1 ~昭50. 3 .31 

安 m 不IJ 汗: 昭50.4. 1 ~昭53.3.31

光 永 久 」ミ 昭53.4. 1 ~昭57 . 3 .31 

石 ;lT ー仁 11召57.4. 1へ-11召62.3.31

げj 水 七 政11 昭62.4. 1 ~平 4 .3.31 

I限 ~ 平4.4.1 ~平 8. 3 .31 

小笠原 久 i4t 平 8.4.1 ~ 

3.地域の環境

n野市開発の先駆けとなった多隆平団地と静かな

住宅地域の巾に位1rtし、近くにコニカ、官士電機、

借入等の工場がある。飛行機の騒音はあるが教育的

環境は比較的よい。

今
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4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校の教育は人間尊重の精神を基調とし、法規に基づき、地域社会の特性をふまえ、民主的社会人とし

て調和のとれた人間形成の基礎づくりを目指し次の目標を定める。

0考えながら学ぶ子

0思いやりをもっ子

0がんばりぬく子

0身体をきたえる子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア.J豊かな心をもち、た くましく生きる児童をめざす。特に「考えながら学ぶ子J I思いやりをもっ子」を

重点目標に掲げ、知・情 ・意・体の調和のとれた児童の育成を基線にすえ、自己教育力を高める教育活動

の充実を図る。

イ.児童の自ら学ぶ意欲を育てるために、学習の基礎的基本的な内容を重視し、教師の協業と協働を図り な

がら、個性と能力をひき出す教育活動の推進を図る。

ウ.具体的な学年 ・学級目標を設定 し、その具現化を目指す。学年 ・学級聞の協力体制を強め効率の高い教

育活動の展開と、教師の研修・研究を推進し、 学年 ・学級経営の充実に努める。

エ.生命尊重、人間尊重の意識を自ら高める児童を育むために、全ての児童の交流を大切にし、相互理解と

協力の機会を設定 して思いやりの心の育成を図る。

オ 学校週五日11i1Jへの移行に伴い、学校 ・保護者 ・地域が一体となり交流・連携を図る。

5. 本年度の指専の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

0研究主姐「自ら学ぶ子どもを育てる学習指導法」について追究する。特に体験的活動を中心に学習指母;

法の改善充実を図る。

0研究や 11々 の授業を通して体験的活動を重視した学習や問題解決的学習を推進する O

0児童のつまずきをなくし、基礎基本の学力を充実するため、学年を中心とした研究を折t進する。

oil!¥lに応じた指導を重視し、ティームティーチソグ指導の充実を図る。

イ.道徳

0心泣かで、助けあい、認めあう人間関係の育成を目指す。

o進んで働き、最後までがんばる態度の育成を図る。

0動純物を愛護することを通して、生命の尊厳についての意識を育てる。

0資料の整備・ 活用・指導法の改善を図り 、道徳的実践力を高める。

ウ.特別l活動

0学級活動の充実を図るために、児童の自発的・ 自治的活動を促し、自主的 ・実践的な態度を身に付けさ

せる。

o児童会活動を楽 しい学校、規律ある生活を目指す児童の自主的な活動の場とし、特に委員会活動、学級

活動との関連を強める。

0楽しいクラフ'活動を目指し、児童相互に協力し、助け合う自主的な活動を大切にする。

(2) 特色ある教育活動

0異学年による情動を計画し、助け合いや遊びの機会を多くするこ とにより、思いやりや責任感を育てる。

0児童の創意を大切にし、自主的に参加できる行事を企画・ 実践する。

0福祉副読本の活用や地域の福祉施設との交流を深め、福祉教育の充実を図る。

0環境副読本の活用を通して、環境教育の素地を養う。

(3) 生活指導 ・進路指導

7. 生活指導

0進んで働く態度とがくばりぬく力を育てるとともに、基本的な生活習慣の定着化を図る。

o心身に障害のある児童に対し、共通理解を図り、学校全体で見守り、育成にあたる。
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0言語活動の適正化を図り、思いやりをもっ児童の育成にあたる。

0家庭や地域との連携を深め、協力しあって児童の健全育成にあたる。

イ. 進路指導

0児童一人一人の個性 ・特性を理解し、発達段階に応じた指導を図るとともに、自己の良さをいっそ う伸長

させようとする意欲 ・態度を育てる。

6.本年度の研究課題

「自 ら学ぶ子ど もを育てる学習指導法」

0体験学習のあり方を追究し、豊かな心をもち、たくましく生きる児童像の具現化をめざす。

0 日常の学習態度を育てるために、特に「聞 くこと」の指導も全校で取り組んでし、く 。

0各学年ごとに分科会を構成し、授業研究を中心にすすめる。

7. 本校の特色

(1) 児童、教職員一体となって、花壇、自然林、情操池を整備充実し、学校緑化と情操教育に効果をあげてい

る。また、野鳥の愛護にも努め直接体験活動の充実の一環としている。

(2) 子どもが創る学校づくりの一環として、すすんで働 く子の育成を目ざ している。

・多摩平団地の造成に伴って新設された団地校である。

-児童は細長型、都会型の体位をしめし、ねばり強さに欠け、父母への依頼心が強い0

・保護者の教育的関心は高〈、保護者会の出席状況はよい。

8.その他 (教職員の研究歴)

ト」fT 開発委員 研 究員 海外派遣

1 
小笠原 久 I4Ji 小笠原 久 :MJi 手口 回 雅 突 西

(55.特活) (49. 特活) (平 5) 

2 
西 森 恵 子

(平4 家庭)

3 
村 上 悦 子

(45. 音楽)

4 
術} f羽 紀 子

(平 3 生活)

5 
消 水 良 夫

(54.僻地)

6 
)11 浩太郎

(平 6 体育)
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学校名 日野市立潤徳小学校

所在地 日野市高幡402

電話 0425-91-0409・0410

)1頂 路 京王線高幡不動駅下車北へ徒歩5分

児童数 男200名 女160名計360名

校長氏名 香 川 善 平 教頭氏名逸見明男

H召60.2. 研究発表会(全学級公開、国語)

平 5.4. 湾処内 トソボ池完成

平 5. 9. 体育館の縦長・中幕 ・パック幕 11音

幕新調

平 5.11 開校120周年記念式典挙行

玉P.6. 8. 家庭科室壁面塗装

平 7. 8. 砂場 ・ジャソグノレジム改修

2 隆代校長

l 沿革の概要

明6.5. 

切111.11. 

明20. 4. 

ゆJ26.4. 

明34. 4. 

fJfJ42. 5. 

nl:H6. 4. 

1I/:{22. 4. 

n{J27. 5. 

11R33. 2. 

H召34. 4. 

H召37. 10. 

sB38. 11. 

117340. 12. 

昭41. 3. 

HB44. 2. 

9. 

昭45. 4. 

昭46. 2. 

4. 

昭48. 5. 

昭49. 4. 

昭52. 4. 

昭55. 9. 

昭58. 2. 

5. 

三沢医王本堂を仮校舎として開校、

潤徳学舎と称す

三沢701番地に移転し、澗徳小学校

と称し校舎を新築する

校名を潤~1尋常高等小学校と変更

校名を1関徳尋常小学校と変更

校名を潤徳尋常高等小学校と変更

分学校昭景尋常小学校を廃止し、落

川分校とする

校名を潤徳国民学校と変更

校名を七生村立潤徳小学校と変更

創立80周年記念と して、白鳥省吾作

詞、信11寺潔作曲の校歌を作成する

校名を日野u町立潤徳小学校と変更

給食調理室完成

大・小プールならびに更衣室完成

校名を日野市立潤徳小学校と変更

(90周年記念式典挙行、記念事業と

して水棲動物園、河川模型完成)

安全教育優良校として都教委及び都

学校保健会より表彰される。

現在地に鉄筋コンクリート三階建防

音校舎完成、落川分校廃止

屋内体育館落成

日野市立日野第八小学校分離開校

日野市立百草台小学校分離開校

日野市研究協力校として「学級指導

の計画と実践」の主題のもとに研究

発表協議会を開催

普通教室 9教室、学校図書館噌築

開校百年記念式典挙行

日野市立南平小学校分離開校

日野市立程久保小学校分離開校

校庭整備完了

研究発表会 (国語)

開校110周年記念式典挙行

代 氏 名 年月~年 月

初 大塚四自11右衛門 倉IJ 立

2 瓦 ヲド 諦 l!it 明 9. 12~ nJ]11. 11 

3 手口 11J 作太郎 明11.11~明 15. 11 

4 土方 喜久太郎 明15. 11~ゆ117 . 2 

5 宮' 倉 保五郎 明17. 2 ~明 19. 10 

6 小 宮 太之助 明19. 10~明 20. 10 

7 須 崎和 蔵 明20. 10~明31. 3 

8 小 宮 菊一郎 司)'J31. 2 ~明34. 4 

9 力日 藤 菊次郎 明34. 4 ~明36. 1 

10 佐 J族 良 事R 明36. 1 ~明42. 4 

11 f中 倉 与 明42. 4 ~明43. 4 

12 荒木田 大 夫 明43.5 ~明45. 3 

13 小 宮 菊一良[1 明45.4 ~大12. 3 

14 平 蔵 大12.4 ~大13. 3 

15 矢 沢 久 司 大13. 3 ~大14 . 9 

16 泉 栄 大14. 10~昭 3. 3 

17 広 チド 博 ng 昭 3. 4 ~昭 7. 9 

18 重 松正 顕 昭 7. 9 ~IIBl4. 7 

19 鈴 木 慶 蔵 昭14. 7 ~IlB22. 2 

20 赤 坂 JC 春 昭22. 2 ~i1g27. 9 

21 塚 本 正 昭27. 10~昭37. 3 

22 尾 崎 半次郎 昭37. 4 ~llg4 1. 3 

23 塚本 正 昭41. 4 ~Il百43. 3 
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稽呂木桂 次 昭43. 4 ~昭47. 3 28 篠宮 忠、 男 昭61. 4 ~昭62. 3 

星野正 男 昭47. 4 ~昭51. 3 29 石 黒 健 昭63.4 ~平 4 . 3 

村 回 守 正 昭51. 4 ~昭55. 3 30 香 川 善 平 平4. 4 ~現在

墨 沢 保 雄 昭55. 4 ~昭61. 3 

3. 地域の環境

南に多摩丘陵が連なり、北は浅川が流れ、東西に田園が広がり、自然環境には恵まれていたが、最近急激に

団地や住宅がふえ、 ベッ ドタウ ンとしての様相を呈するに至った。

東西に走る川崎街道の交通量も激増し、交通事故の心配も多くなっている。また、平日は日野高校、実践女

子大学、明星大学、中央大学生の通学に、休日には、 高I附不動尊、 多摩動物公園、多摩テッ ク等の行楽に高幡

不動駅を中心にその乗降客でにぎわっている。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

人間部重の精神を基制とし、 生涯を通して主体的に学ぶ意欲を持った心身共に健康で心豊かな児童の育成

を目指して、次の教育目標を定める。

敬 愛 ・考える子

自 由 ・はたらく子

勤 労 ・心ゆたかな子

-健康な子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

「主体的に課題に取り組みやりぬくた くましさと、~かな心を持った子どもの育成」を指噂の重点として、

生涯にわたる学習の基礎を培う教育を惟進する。

① 児童の主体性を重税した教育活動を通して、 一人一人の個性や能力を伸ばし、互いに認め合い、励まし

合い、支え合う人権噂箪の態度を育てる。

② 研究・研修の充実により 、各教科等の基礎的・基本的内容の定着を図ると共に、主体的に学習する意欲

や態度を育てる。

① 全教科 ・領域にわたって、体験的な活動を重視し、自然をいつくしむ心や環境を大切にする態度を育て

る。

@ 家賠 ・地戚との連携をより深め、地域の自然や文化を取り入れた教育活動の充実を図ることにより、国

際理解の基礎を培うと共に、社会性を育てる。

⑤ 年間を見通した指導計画の作成と指導内容 ・方法の倉IJ意工夫により 、教育水準の維持 ・向上を図る。

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア 各 教 科

① 児章一人一人の個性、能力を生かす学習指導法を工夫し、基礎的、基本的な内容の徹底を図る。

② 主体的、意欲的な学習態度を育て、生涯にわたって学ぶ力の基礎を格う。

① 地域の自然や文化を生かした体験的学習をとり入れ、 「生き る力」を育てる。

イ道徳

① 教育活動全体を通して、生命噂亜の思いやりの心を育てる。

② 道徳の授業の充実を図り、道徳的実践力を育てる。

① 児宜相互、児1置と教職員との情頼関係を深め、望ましい人間関係を脊てる。

ウ特別l所動

① 望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達を図り、個性を付l長する。

② 主体的な活動を通して、集団のー貝としての自立を深め、協力してより良い生活を築こうとする自主

的、突践的な態度をiIてる。
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(2) 特色ある教育活動

① 水曜日の朝の学級活動や学年をこえた縦割り班集会などでの交流により、社会性や連帯感を育てる。

② 野菜作 りや学校周辺の清姉活動などの場を通して、すすんで働き、物事を意欲的にやりぬく態度を培

う。

③ 「読み聞かせ」の時間を設け、豊かな情操を高める。

④ 浅川や向島用水親水路、高幡山、不動尊など、地域の豊かな自然や文化にふれる体験活動を通して、

自然、や文化を大切にする態度を育てる。

(3) 生活指導・進路指導

ア生活指導

① 正しい児童理解につとめ、 一人一人を生かす指導の徹底を図る。

② 教師と児童、および児童相互の心のふれあいを大切にし、好ましい人間関係をつくる。

① 全教職員の共通理解のもとに、基本的生活習慣の定着を図る

@ 児童の健康と安全を確保し、事故防止に努める。

⑤ 家庭および地域との連携を深め、協力して児童の健全育成に努める。

イ 進路指導

① 児iil理解に基づき、児童の個性、能力の伸長を図り、生涯にわたって、自己実現の図れる基礎を培う。

② 体験的な活動等を通して、望ましい勤労観や職業観を育てる。

6.本年度の研究主題

認め合い、学び合う カを育てる指導法の研究

7. 本校の特色

創立122年の隆史と伝統をもっ学校である。 潤徳小を母校とする保護者、新し く住居を構えた保護者、集団

住宅に住む保護者等がおり、教育に対する関心や:昔、識が多様で・ある。この中で「敬愛、自由、勤労」の伝統を

大切にしながら、保護者 ・地域との連携を深め児童の健全育成に努めている。

0地域の自然や文化を生かした学習活動や地域の回 .~ll を借りた生産体験学習を実施し、 「生きる力」 の基

礎を育てている。

0異年齢集団(たてわり班、兄弟学級)活動を実施することにより、児童相互の交流を深め、社.会性や思い

やりの心を育てている。

0教職員が交替で読み聞かせをしたり、本の紹介をしたりして、心笠かな児童の育成に努めている。

8. その他(教職員の研究股)

教 育 liiF 究 員 そ の 他

香 )11 善 平 ( 49 特活) 香 川 善平 (55.56. 兵教大大学院留学)

逸 見 明 男 ( 3 道徳) 香 川 善 平 (58. 59.多摩研推委)

牧 野 堂(5 特活) 逸見明男(2 .道徳助言研)

清 水 絢 子 ( 7 国語)

野 勝 政(8 算数)
L一一一一一
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学 校名 目野市立平山小学校

所 在 地 日野市平山4-8-6

電話 0425-91-4123・0512

FAX  0425-91-0512 

順 路 京王線平山城祉公園下車徒歩 7分

児童数 男179名女168名計347名

校長氏名 畑野 元一 教頭氏名 難波和 子

1. 沿革の概要

明6. 5. 宗印寺を仮校舎として開校 (真心学

舎といい修業年限は 8ヵ年)

明17. 平山598番地に 新 築 移 転 校 名 を平

山尋常小学校と改める。

明35. 5 校名を平山喜平常高等小学校と改める。

明41 尋常科を 6ヵ年、高等科を 2ヵ年と

する。

昭16. 4 国民学校令の施行により七生村立平

山国民学校と改める。

l沼22. 4. 新学校教育制度の実施により七生村

立平山小学校と改める。

昭32. 2. 

Il?:138. 11. 

昭42.5. 

昭46.3. 

s?:153. 4. 

昭57. 8. 

nE58. 5. 

8. 

sE59. 1. 

11. 

昭60. 3. 

8. 

昭61. 7. 

昭62. 1. 

昭63.

元

3

4

5

平

平

平

平

日野町、七生村合併により日野町立

平山小学校と改める。

市制施行により日野市立平山小学校

と改める。

平山4-8-6に移転する。

mt合小の新設に伴なう学区変更

平山台小の新設に伴なう学区変更

校舎窓、屋上、体育館内部補修

開校110周年祝賀式典挙行

本館南側残部特別教室北側窓取替

本館北非常用階段設置

体育館外壁改修

第二幼稚園移転校庭拡張

教室l廊下側窓改修

正門改修

校庭整地

改修工事

ぴ})ji改修

事

体育館屋般塗装工事、保健室校庭出

入口地設工事

西門改修、フェソスの生垣化

西側トイレ改修 生活科室改修

東側トイレ改修

開校120周年祝賀式典挙行

館北側アノレミサッシに

館防火シャ ッターおよ

JJ 本館外壁全面塗装工

新館トイレ、外装工

家庭科室、多目的室改修工事

平 6. 新館非常階段、体育館屋根塗装

平 6. 消防設備、受水様、音楽室、改修工

手

平 7. 音楽室フロア改修工事

本館北側壁面、昇降口の閥、新館南

側壁面塗装工

ラソチルーム全面改修工事

正門の花埋増設

2.歴代校長

代 氏 名 年月~年月

初 梁 務 イl当 明6.5 ~明12. 1 

2 大沢 教之助 明12.1 ~明20 . 3 

3 石 井 芳 丸 明20.4 ~明30 . 5 

4 吉永 (言 丸 明30. 6 ~明35 . 5 

5 小宮 浦一郎 明35. 6 ~明45. 3 

6 古屋陣 司 明45.4 ~大 2 . 5 

7 勝又 房太郎 大 2.5 ~大 4. 5 

8 平 杉 蔵 大 4. 6~大 9 . 3 

9 上 回 7z弥 大 9. 4~大15. 3 

10 杉山 喜知太郎 大15.4 ~昭 6 . 3 

11 石 )11 維丸 昭6.4 ~昭11 . 2 

12 ，偽 羽 j照 司 sB11. 2 ~昭13 . 3 

13 石 谷 倉太郎 昭13. 4 ~昭21. 3 

14 飯塚節 昭21. 3 ~昭22. 3 

15 田宮五郎右衛門 昭22. 4 ~昭28 . 3 

16 森久保惣 治 sB28. 4 ~昭34. 3 

17 高 橋 本 義 昭34. 4 ~昭37. 3 

18 加今美 良 英 昭37. 4 ~昭40 . 3 

19 後 藤正 太 昭40. 4 ~昭42. 3 

20 安積赤IJ 治 昭42. 4 ~昭47 . 3 

21 小野 晃 昭47. 4 ~昭51. 3 

22 深 沢 真 人 昭51. 4 ~昭55. 3 

林 7じ 美 昭55. 4 ~昭58 . 3 
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伊藤智章|昭58. 4-昭61. 3 

蓮池守 一 |昭61. 4-平 2. 3 

3.地域の環境

内藤 康|平2.4-平7. 3 

畑野元 一 | 平7. 4-

(1) 浅川と多勝丘陵に挟まれ、西は八王子市に接し、平地、田んぼ ・畑等の農地もい くらか残り、自然、に恵ま

れた環境である。

(2) 近年は、団地・都営住宅 ・造成地住宅等が建造され、学校周辺は農地の区画整理もすすみ、道路や橋も拡

張され市街化されつつある。他地域からの転住者も増加している。

4.教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法・教育基本法 ・学校教育法に基づき(特に人間尊重の精神を基調に)知 ・徳 ・体の調和のとれた人間

性豊かな児童の育成をめざして、次の教育目標を設定する。

Oすすんで学び やりぬく子

・自ら学ぶ意欲をもち、主体的に生きるカを育てる。

・自分の目標を もち、失敗や降客を乗り越えて最後までがんばりぬく力を育てる 0

0思いやりをもち 助け合う子(重点)

・自他のよさを見つける目を育て、支え合い励ましあう気持ちを育む。

・相手を噂重する態度(あいさつ・ 言動など)が実践できる力を育てる。

Oからだをきたえ 元気な子

・すすんでからだを鍛え、たくましく生きる力を育てる。

・自他の健康 ・安全に気をつけ心身共に健全な子を育成する。

なお、本年度は 「思いやりをもち、助け合う子」を重点とし、自他のよさを見つける目を育て、支え合い励

ましあう気持ちを育み、相手を噂m:する態度(あいとつ、 言動など)が実践できるカを育てる指導に力点をお

く。

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① こども主体の授業をすすめる。

児iiiが主体的に課題をもち判断し行動できるために、基礎・基本の定着、個を生かした教育活動を推進

する。

②教育環境の整備をすすめる。

児童の感受性が高まる校内環境づくりを通して、進んでよい環境に気づき、取り組む児童を育成する。

③ 自他を毒事重する態度を育成する。

全教育活動を通して、教師及び児童、児童相互における人間関係を深め自他を尊重する態度を育成する。

@社会性の向上を図る。

児童活動や様々な行事を通して集団の一員としての自覚を高め、互いに思いやる心を育て社会性の向上

を図る。

⑤ たくましく生きる力をつける。

地域の文化や伝統、自然と人との触れ合いを通して、自己の存在意識を見い出し、高め、たくましく生

きる力を育てる。

5.本年度の指導の重点

(1) 各教科 ・道徳 ・特別活動

ア各教科

① 基礎 ・基本を重視し、児童一人一人の発達段階に応じた指導計画をたてる。

②指導内容の精選を図り、系統化と組織化により、楽しく豊かな授業の創造に努める。

③ 児童の課題意識を大切にした授業計画をたて、楽しくわかる学習指導方法の工夫をすすめる。

@ 浅川|や南平丘陵公固など地域の特性を生かした様々な体験学習と地域の教育力を導入した活動を展開

する。
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イ道徳

① 豊かな体験を通して児童の内面に根ざした道徳性の育成をはかる。

② 日常の生活における基本的な生活習慣や望ましい人間関係の育成などとの関わりの中で、道徳的実践

が促されるよう配慮する。

ウ 特別活動

① 児童の実態、学年の発達に応 じた指滋を適切に行い、楽しい学校 ・学級づく りをめざす。

② 児童の主体性、創造性を生かした活動を通して自主的実践的態度を育てる。

③ 集団下校班等縦割りの奥年令集団を生かし、児童相互の触れ合いを広げ、豊かな人間関係を深める。

(2) 特色ある教育活動

① 児童が主体的、創造的に取り組む集会活動を活発化し、学校生活に変化と潤いを持たせる。

②学級 ・学年の時聞を特設し、教師と児童、児童と児童の相互の触れ合いを通して人間関係を深める。

③ 地域の特性を生かすとともに、 PTAなどとの連携で通学路クリーγ作戦など、環境教育をすすめる。

@ 稲作り 、野菜づくり 、花づくり などの栽培体験を通して、自然に親しみ、心豊かな児童の育成をはか

る。

(3) 生活指噂 ・進路指導

ア 生活指導

① 自己を確立し、社会集団の一員と して希望を持って明る く強く 生きるカを身につけさせる。

② 児童が安全に生活できるよう遊具、施設、設備の点検、修理等に留意していく 。

① 児童が地域や学絞での生活のあり方を自ら考え、基本的行動様式と社会規範を守った行動がとれるよ

うにする。

@ 保健活動を充実させ、自己の健康、安全に気づき、体力向上を図る。

イ 進路指導

① よさを認め励まし、 一人一人の児童の個性や能力 ・適性を開発、伸長する。

② 全教育活動を通して、一人一人が目当てを持ち、生涯を通じて主体的に学習を継続する意欲と態度を

育成する。

6. 本年度の研究主題

「楽し くわかる算数の学習指噂法の工夫」

7. 本校の特色

(1) 本校は開校123年の歴史と伝統を持つ学校である。児mの中には、首組父母 ・祖父母 ・父母と五世代にわ

たって在校した家庭もあり、 学校に対する地戚の愛着が強い。一方、学校周辺の開発が進み、新し く居住す

る者も櫓加している。従って、 地域からは多様な要望があり、 JUI待も大き L、。このような状況の中で、伝統

として残されてきた古き良きものを大切に し、新しいものを取 り入れながら、より良い校風をつくることに

励んでいる。

(2) 児童は素直であるが、やや自己中心的な行動が目立つ。そこで、今年度も昨年度に引き統き、 「助け合う

子」を教育目標の重点に定め、教育をすすめている。

(3) 校内には、 130m'余りの広い花!fi、100m'余りの田んぼ及び同程度の飼育小屋 ・広場がある。花や稲の栽培、

がちょうゃあひる等の飼育をはじめ、学校周辺の自然を活用した体験的活動を通して、児童の心と体の育成

に努めている。更に、地域の旧家を移築した「いろりの部屋(和室)Jでの古老による「お話会」ゃ、そこ

に展示しである昔の農耕機具等を使った歴史学習など地域の教育力を生かした活動を行っている。こ の i¥，、

ろりの部屋」はPTA活動にも開放し、地域に聞かれた学校づくりを目指している。

8. その他(教職員の研究庇)

， --- 品目 l 研 究以

佐藤ヒサ子 (60.保健)

佐藤 典子 (61. 栄j聖職日)

千秋 宵 (7. iT楽)

品田 真 (7.n数)

中央研・海外派遣 | 開発委員 会 委只

問中 延子(7 .海外短期) |灘滋和 子 (63.家庭)

田中延 子 (4. 社会)

r
R
U
 

噌

E
A

唱

'
A



学校名 目野市立日野第八小学校

所在地 日野市三沢200

電話 0425-91-2411・2412

FAX  0425-91-2412 

)1瞭 路 京王線高幡不動駅より東へ徒歩15分

児童数 男304名女305名計609名

教頭氏名青木友情校長氏名鈴本利恵子

1.沿革の概要

昭44. 1. 2 開設が決定工事に着手

4. 1 八小関係の教員並びに児童を分難し、

授業を開始

8. 16 日野第八小学校開校

9. 1 415名の児童に転入学通知が出され

たが、校舎未完成のためそのまま潤

徳小で授業を行う

11. 1 開校式を挙行 開校記念日と決定

11. 25 校舎落成祝賀式挙行

昭45. 1. 15 公募により校章決定

4. 1 14学級となり、 プ レハプ 2教室;噌築

7. 15 校旗ができる

7. 16 25m 6コースのプーノレが完成し、 プー

ル聞きを行う

9. 7 校歌完成作詞米津千之、作曲

渡辺浦人

昭46.4. 1 15学級 プレハプ教室増築

6. 4 社会教育のための校庭開放を実施する

9. 15 体育館工事着工

昭47. 2. 15 体育館落成式を挙行する

4. 1 プレハブ2教室増築

プレハブ 5教室使用

6. 20 西武百草団地入居のため250名の児

童転入

本校舎8教室の増築完了

校地前程久保川の工事完了

日召48. 3. 

5. 

昭49. 3. 1 校門が完成

昭49.4. 1 学級増のため、プレハブ5教室を使用

8. 15 プレハプ 2教室が増設され、図書室、

教材室として使用

9. 10 都水道に切替え

昭50. 1. 20 校地 拡張西門盤側i完了

2. 20 第 3期増築完了 普通教室 6、教材

室 2、非常階段、 更衣室、自転車置

場、危険物貯蔵庫、投て き板

7. 15 プール市水切替工事完了

10. 25 体育館床塗替え

12. 20 砂防 (10x 8 m)完成

昭52. 4. 16 プ レハ 7.教室、調理室改修工事完了

昭53. 4. 15 プ レハブ 2階建工事完了 教室 8、

図書室、音楽室として使用

昭54.3. 31 プレハフ.2階建 2教室増築工事完了

11. 17 開校十周年記念式典

UB55. 3. 31 三沢台小学校を分離

プレハブ全教室を撤去

昭57. 9. 10 運動場全面改修完了

昭59.8. 31 防球フェ γス (5x90m)完成

図書室 (2教室打抜き)完成

昭60. 9. 26 花境防球フェ γス (5x35m)完成

花壇増設 (5x1.5m， 3ヶ所)

プール更衣室通路舗装

昭61. 3. 24 体育館屋根塗装・雨どい工事完了

8. 27 体育館照明設備新設

I昭62.1. 31 プーノレ機械室改装

平元. 8. 31 西校舎屋上改修

平元.11. 25 創立20周年記念式典

平 3. 10. 7 ラγチルーム完成使用開始

平 4. 10. 12 体育館改修工事完了使用開始

平 6. 3. 7 生活科ゾーン整備工事完了

(砂場、屋外テー ブル、 ベンチ)

平 7. 8. 24 北門擁壁工事完了

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

金 子 武 夫 昭44.8 ~昭48. 3 

岡 本 省 吾 昭48. 4 ~昭53. 3 

古 谷 洋 太 昭53.4 ~昭58. 3 

世主 谷 義 昭58. 4 ~昭63. 3 

主主 苅 和 志 昭63. 4 ~平 3. 3 

石 )11 耀 子 平 3.4 ~平 6. 3 

鈴 本 利恵 子 平 6. 4 ~現在
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3.地域の環境

学校は、京王線高幡不動駅と百草園駅の中間に位置している。学区は東西に細長く、学校まで徒歩で40分位

要する児童もいる。周辺は、開発途上にあり、回をつぶして住宅 ・商広が建設され、都市化が著しし、。通学路

の殆んどは、旧農道のため細長く幽りくねっていて危険な所もある。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法、教育基本法、学校教育法に基づき、人間尊重の精神を基調として、本校の教育を行う。社会の変化

に対応して、主体的に判断や行動ができ、個性豊かで、生涯を通して自ら学び続けることのできる国際社会

に生きる、人間の育成をめざし、次の教育目標を定める。

ア. 健康でたくましい子ども(重点)

イ.美しくゆたかな心の子ども

ウ.深〈考えやりぬく子ども

エ. 力を合わせはげみあう子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア. [""健康でたくましい子ども」を重点目標とし、生涯を通じて学び続ける心身共にたくましい児童の育成

を図る。

イ.自他の生命を尊ぴ、互いに認め合い、支え合い、励まし合う好ましい人間関係を育み、人間尊重の精神

をt音う。

ウ.校内研究 ・研修を通して、指導内容 ・方法 ・評価の改善、充実に努め、発達段階に):!Ilし、 基礎的内容の

定着を図る。また、一人一人の個性、能力を伸長し、生涯を通じて学習を継続する意欲と態度を育む。

エ.開かれた学校を目指し、地域の自然や文化を積極的に取り入れた教育活動や体験的な学習活動を工夫す

る。

オ 自然をいつくしむ心や環境を大切にする態度を身に付け、環境の改善に主体的に働きかける突践的態度

や妓能を育成する。

カ.自国の文化や伝統について理解を深め、郷土を愛する心を培い、進んで国際社会に参加 ・協力できる能

力や態度を育成する。

キ.心身に障害のある児童の理解を深める指導を充実する。

5.指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

0偲4の児童に即し、基礎的・基本的内容の指導を徹底する。

0多様な指噂方法や形態を取り入れ、主体的 ・創造的な学習活動を工夫し、思考力・判断力・ 表現力を育

成する。 3年'f!.数科は、ティームティーチングを行う。

0地域の特色を生かした教育の在り方を追及するとともに、体験的な学習を重視し、生きる力を育てる。

イ道徳

0全教育活動を通して、貨かな感性や徳性を滋養し、人間としての生き方や在り方の自覚を一層深める。

0道徳教育全体計画及び年間計画の改善を図り、道徳の時聞を充実し、道徳的実践カを高める。

0家庭ゃ地域社会との連携 ・協力を深め、坐かな体験を通して内面に根ざした道徳性を育成する。

ウ.特別活動

0児童の主体性、創造性を伸ばす体験活動(八小祭、全校遠足)を過して、一層自主的、実践的な態度を

高める。

0児童の共働 ・協力活動(勤労生産的活動 ・奉仕活動)を通して、助け合い、学び合う心と態度を育み、

望ましい人間関係を培う。

(2) 特色ある教育活動

0呉年愉集団活動で、鐙かな心、生きる力としての知恵、健やかな心と体を育む。

0地減 ・家庭 ・関係諸機関との連併を深め、環境の改善、老人福祉などにも主体的に働きかける態度を指う。

0心身に陣宮のある児童の能力 ・適性に応じ、関係諸機関との迎燐を衝にしたり、共通理解を図る。

-117 -



(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

o全教職員共通理解のもと、児童理解を通して基本的生活習慣の定着を図る。

o I八小の約束」をよりどころに、集団の規範を守る態度、互いに認め合い支え合う態度を育む。

0家庭 ・地域 ・関係諸機関と緊密な連携を図り、児童一人一人のよさを深 く理解する とともに、個々の課

題に的確に対応する。

イ.進路指導

0よさを認め励まし、 一人一人の児童の個性や能力・適性を開発、伸長する。

0全教育活動を通して、 一人一人が目あてを持ち、生涯を通じて主体的に学習を継続する意欲と態度を育

成する。

6. 本年度の研究主題

「自分の生命や他人の生命を大切にする子どもの育成」 一自分の体を知ることを通してー

7.本校の特色

① 「きれいな学校JI明るいあいさつJI正しいことば」が、本校の努力目標である。全教育活動を通して、

学習・ 生活・ 言語環境の整備に努めると共に、 一人一人の子どもをたいせつにする教育を推進する。

② 恵まれた地域の自然環境や文化財を活用し、フィールドワーク等の体験学習を日常の教育活動に取り入れ、

学習に対する興味・関心を高め、郷土を愛する心を育てている。

① 地域と連携のもと、 3~6 年児童のサ ッ カークラブ員が、 放課後、練習に励んでいる。 サ ッ カー技術の向

上、体力づ くり、チームづくりを通して、健全育成の面で大きな成果をあげている。

8 その他(教職員の研究歴)

~空 中央研 研 究 員 開 発 委 員 道徳功言研・その他

1 鈴本利恵子 (平 4) 鈴本利恵子 (59 国語)

2 林亀 三 (63 体育) 斎藤悦子(6 道徳)

3 林亀 三 (57.体育) 海老原県知子 (5.家庭)

4 石岡房子 (63. 国語)
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学校名

所 在 地

電話

F A X 

)1頂路

児童数

校長氏名木内秀雄

1.沿革の概要

昭44. 8. 2 校舎新築起工

12. 1 日野市立澗徳小学校百草台分校とし

て潤徳小学校内で授業開始

昭45. 4. 1 日野市立百草台小学校として新校舎

に移転開校する 学級数8、児童数

118名、教職員16名、市職員 3名

6. 1 開校式挙行、 6月1日を開校記念日

とする

昭46. 3. 8 校成、校歌発表会を聞き、3月8日

を制定記念日とする

4. 30 校舎北側の波立工事完了

7. 31 プール工事完了、大プール、小プー

ル、シャワ一、吏衣室、機微室竣工

UB47. 2. 12 調理室火入れ式、調理開始

6. 17 体育館完成

昭48. 9. 26 校舎新築工事開始

昭49.3. 31 増築 7教室竣

昭51. 3. 20 増築校舎完成、普通教室9、図工宏

1 

昭54. 5. 31 開校10周年記念式挙行記念誌、タ

イムカ プセル作成

10. 31 校庭南側の階段上に正門落成

昭55.4. 1 学区域変更により 、梅が丘団地が本

校学区に編入される

昭58. 8. 6 屋上フェソス取替完了

9. 7 校庭改修工事完了

昭61. 4. 3 小プール底改修工事完了

昭62. 3. 19 校庭西門改修工事完了

昭63. 2. 8 本校舎南国外壁修理及び塗装

6. 25 A V卓設置工事完了

昭63.9. 10 外壁塗装工事完了(本校舎北面)

平 1.2. 21 プール管理棟外壁修理塗装完了

1. 10. 3 体育館、補修、改修工事完了

(床面、外壁塗装含)

日野市立百草台小学校

日野市百草999

0425-91一0997・0998

0425-91一0997

京王線高幡不動駅より百草団地行きパスにて

百草センター下車徒歩 5分

男177名女171名計348名

教頭氏名驚藤正子6

平 2. 3. 10 新校舎漏水配管修理完了

7. 21 電動パスケットポール設置

8. 3 給食室シャッター取り付け

10. 26 プール、足洗い場設置、とびこみ台

撤去

11. 16 開校20周年記念式挙行 記念誌発行

平 3.3. 29 クーラー設置(保健室)

8. 30 給水管改修工事完了

平 4. 3. 31 飼育舎新設

平 5. 1. 21 和室新設

平 5.4. 1 つく し学級(情緒 ・通級)開設

平 6.8. 各教室採光ブロ ックフィルム貼布

図工室流し改修工事

2.歴代校長

氏 名 年月 ~ 年月

阿 本 省 吾 45. 4 . 1 ~48. 3 .31 

ホI 国 安 正 48. 4 . 1 ~51. 3 .31 

回 9' 春 男 51. 4 . 1 ~55. 3 .31 

ゲf 内 音 治 55. 4 . 1 ~58. 3 .31 

志 賀 頼 治 58.4 . 1 ~59. 9 . 8 

ホI 松 微 一 59.10. 1 ~63 . 3 .31 

草 刈 菩 一 63.4 . 1 ~ 3.3.31 

小笠原 久 雄 3 . 4 . 1 ~ 8 . 3 .31 

木 内 秀 雄 8.4. 1 ~現在

3.地域の環境

日野市の南東部にあって、多摩丘陵に造成された、

百草団地と侮が丘団地とが主な学区域である。
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団地の内外ともに起伏が多く、まわりには緑豊かな、静かで変化に富んだ高台がある。

眼下には、浅川がゆっくりと流れ、 その向うには日野市外に続いて立川|まで一望することができる。近くに

は多摩動物公園や百草闘等があり、日曜日には都塵をさけたリクレー ショソの人々でにぎわう。

自然にいだかれたよい環境といえよう。

4.教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法 ・教育基本法の精神に基づき、児童 ・地域の実態をふま え、健康な体と、思いやりとたくましさのあ

る心を持ち、自ら判断し:主体的に行動する児童の育成をめざし、下記の四つの目標を設定する。

0元気な子ども 0考える子ども

oj!動く子ど も 0助け合う子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

自らよく考え行動できる児童の育成を指導の重点とする。

「よ く考え る」ことは日常的に児童が意識するように、児童の発達段階に則して、目標を具体化したり、

指導場面を設定する等、倉IJ意を生かした教育活動の充実を図る。

-全教職員の共通理解のもとに組織的計画的に全教育活動をすすめる。

・教職員相互が研修、研究を深め、児童に基礎的基本的内容を身につけるとともに、自ら学ぶ力を縫うため

に、体験的学習を取り入れる等の授業の創造に努める。

-自ら、健康の保持、体力の向上をはかる能力 ・態度を児章一人ひとりに育てるとともに、思いやりとたく

ましさを持った心を育むため、特に体育、道徳、特別活動の指導の充実を図る。

-児童の個性や特性を教師、児童相互が認め、更によりよい伸長をめざして、励まし協力してし、 く姿勢を大

切にする。

-児童の学びの場として、学校や地域の自然を大切にし、落ち着いた、整理整頓された環境の美化整備に努

める中で、環境教育の充実を図る。

-聞かれた学校をめざし、家庭、地域、学校の連携を密にし、相互の理解と協力のもとに児童の教育にあた

る。学校五日制の休業日に当た っては、児童自身や家庭の計画による過ごし方を尊重し、各児童の休!検を

通した学びを大切にする。

5.指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

児童自らがよく考え、主体的、意欲的に取り組む学習をめざす。

-教材、教具の工夫、視聴覚機器の活用等を基に、基礎的基本的事項を児童一人一人に身につけさせると共

に、児童の興味、関心、学ぶ意欲や学習過程を大切にした授業の展開に努める。

-体験的学習や地域の素材を取り入れ、その体験に基づく児童一人一人の学習への関わりを大切にする。

イ道徳

盛かな体験を通し、自他の生命の噂さや思いやりの心を大切にする実践的態度や行動を、道徳のJI寺聞の

指導の他、全教育活動を通して育み、いかなる偏見や差別を根絶することや、人権を尊重し平和を希求す

ることの大切さを自覚させる。

ウ特別活動

児童の個性 ・特性・体験、 lllJ意が生かされ、児童が喜びをも って主体的に参加する望ましい集団生活を

目指す。その為に、実践活動の有用感を児童相互が認め合えるように援助し、活動を通して、心身の健康

や安全、豊かな情操、 望ましい人間関係等、人として調和のとれた発達を図る。

(2) 特色ある教育活動

-読書指導を更に充実させ、 児童に豊かな情操や思考力を育む。

・草花の栽培、ミニ動物園の飼育活動を通し、自然をいつく しみ、愛する心を育て環境の改善に主体的に

働きかける行動力や実践的な意欲、能力、態度を育む。

・本校通級学級や都立七生養護学校との交流教育の発展、充実をはかり、互いに認め合い、支え合い、励

まし合う、豊かな人間性を培う。

nu 
n
L
 



• 3年生以上の児童が学校の仕事を分担し、発達段階に応じた活動を通して主体的実践力を培う。又、児

童活動の「百草タイム」では、学年を離れた遊びを通して、他学年児童との交流を図る。

• 1学期〔水泳〕、 2学期〔鉄棒〕、 3学期〔縄跳び〕と学期毎の体育の重点、を設定し、児童に発達段階

に応じた到達度カードを持たせ、意欲的に技術習得に取り組ませる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア生活指導

・「よく考えて行動できる子」を重点目標とし、主体的に生活していく力を培う。児童が親しみ、日常的

に意識できるように「さあ、みんなで考えよう。一一みんなで出来たを認め合おう !Jを、具体目標と

して、児童の意識化を図る。児童一人一人の成就感、達成感を大切にすると共に、更に、集団としての

高まりを目指した指導を基に、基本的生活習慣や集団生活におけるきまりの遵守、安全な行動等を児童

が主体的に身につけるよう努める。

-教育相談に関わる問題には、正しい児童理解の基に組織的にあたる。

イ 進路指導

・生活全般の体験を通して、児童自らが自分の長所を発見し、その長所を伸張 し、自己を向上発展させる

意欲や態度を育てる。

6.本年度の研究課題

「考える力を育てる指導法の研究」

一一教科指穏を通して一一

7.本校の特色

在学児童のおよそ85ノミーセ γ 卜が、住宅公団百草団地から通学する児童であり、いわゆる団地学校である。

そのため通学路は整備され、専門の遊歩道が通学路となり 、安全性は極めて高いが、学区域は狭し、。多勝丘陵

の一画にあり 、自然には恵まれている。

特色ある行事

0毎週木曜日を児童集会とし、勤労体験的内容(草とり集会、石ひろい集会他)も加味した児童主体の活動

をする。

0心身障害理解教育推進協力校として、近隣の養護学校との交流にカを入れている。

8. その他 (教職員研究歴)

じd空 研 究 員 開 発 委 員

l 木 内 秀 総(54 .社会) ヨL カズ子(4 . 図 工 )

2 1野 藤 正 子 (63. m:写)

3 チL カズ子(52. 図工)

4 木 附 隆 三 (63. 社 会 )

5 有 賀 康 美 (H6. 社会)

司
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学校名 日野市立滝合小学校

所在地 日野市西平山 2-3-1

電話 0425-83-5172・5173

順 路 京王線平山域社公園下車徒歩10分

児童数 男214名女199名 計413名 (4月7日現在)

校長氏名西国敦子 教頭氏名 小杉博司

平 2. 8. 校舎北側舗装

平 3.8. 外部水飲場改修、 A棟 l階l廊下塗装

平4. 1. AV調整卓交換

8. A棟2.3階廊下塗装、 A棟 31潜教室

内装

玉P.5. 8. A糠廊下改修、 2階教室内装

平 6. 8. 体育館全面改修工事完了

平 7. 8. B練等科教室・廊下塗装

1. 沿革の概要

昭44.12. 26 敷地購入(仮称第11小学校)

昭46. 3. 31 南校舎 (A棟)完成。プレハブ校舎

仮設使用

4. 1 1:1野市立沌合小学校開校

20学級編成、教職員27名市職員 6

名

4. 6 第 l図入学式、始業式

4. 30 運動場体育固定施設の設置

5. 30 北校舎 (B棟)完成

6. 1 開校記念日

6. 5 掲揚幡、水飲場、足洗場完成

6. 30 給食室竣工

7. 20 プール竣工

10. 1 校庭鉄柵峻工、花i盟・池完成

12. 1 校誌、校歌11ilJ定

H百47.1. 21 エル・サルパドル国教育局次長視察

2. 20 体育館・校内通路完成

2. 25 落成式

3. 25 第 1巨|卒業式(卒業生78名)

昭50. 2. 18 体力作り研究発表

4. 校庭植樹250本

昭51. 3. 旭が丘小分離(児童201名)

8. 動物闘完成

4. 校地内に学童保育所完成

昭53. 9. 26 校庭全面整備完成

昭58. 8. 中庭舗装排水工事完了

昭59. 8. 30 給食室タイル・壁修理完了

昭61. 5. 6 体育館内工事完了

昭62. 1. 29 プールシート防水加工工事完了

2. 6 シューティ γグボード工事完了

8. 31 A棟外装工事完了

昭63. 8. 31 B棟外装工事完了、校庭南側フ ェン

ス移設工事完了

平元. 8. 31 給食室ダム、ウエータ工事完了

2.股代校長

氏 名 年月~年月

峰 岸 敬次郎 sB46. 4 ~昭50. 3 

鈴 木 英 夫 昭50. 4 ~U召53. 3 

特} 田 茂 昭53. 4 ~昭56. 3 

鈴 木 鰍 自日 昭56. 4 ~昭59. 3 

野 口 H召 平 昭59. 4 ~昭62 . 3 

有 泉 微 良日 昭62. 4 ~平 3. 3 

草 メIJ 喜 一 平 3. 4 ~平 7. 3 

西 田 教 子 平 7. 4 ~現在

3.地域の環境

本校は、日野市の南西にあって、校庭の南側に浅

川|が流れ、その向こうに緑の多摩丘陵が続く 。周回

に田畑が多く、屋敷森等も残る田閣の中に位置して

いる。小鳥のさえずりも聞かれ、冬には浅川周辺に

数多くのわたり鳥がみられる。

しかし、学校周辺には住宅街もあるが、児童数は

減少し続けている。学区域は、中央線の南側まで広

がっており、通学時間で30分ぐらいの児童もいる。

近年、学校前の道路を通過する自動車が増え交通

事故の危険は増大しつつある。
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4. 教育目標

(1) 学校の教育目楳

人間尊重の精神を基調とし、自ら進んで調和のとれた人絡の形成に努めることのできる児童の育成をめざ

して、次の教育目襟を設定する。

0健康でたくましい子ども(心と体の健康)

0勉強に努力する子ども(意欲とねばり強さ)

。進んで協力し、実行する子ども(心のふれあいと実践力) (@は重点目標)

O生きものをたいせつにする子ども(思いやりと生命の尊重)

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

知 ・告!?・意 ・体の調和のとれた児童の育成を目指し、自己教育力の育成、基礎 ・基本の重視、個性 ・能力

を尊重した教育を意図的、計画的に行う。

ア.教育目標を具現化するために、学年、学級の実態及び児童の発達段階に則した具体的目標を設定し、

学校の教育活動全体を通じて実践活動を進める。

イ.各教科及び各学年相互間の関連を図り、各教科の目標と各指滋4li項との関連を十分配慮 し、 児童一人

一人に基礎的 ・基本的な内容が確実に身につくよう授業の工夫改善を図る。

ウ 道徳の1時間が各教科及び特別活動における道徳教育と密接に関連を図りながら、自他の生命を尊ぶ児

mの育成を目指し、計画的、発展的に指導する。

エ.全教育活動を通じて、生涯にわたり健康で安全な生活を営むために必要な能力や態度が身につくよう

に指導の充実を図る。

オ.我が国の文化や伝統を大切にする態度を育てると同時に外国の文化に目を向けさせ、国際社会に生き

る力を育む教育を推進する。

カ.学校行事等の号，'j函を立てる際には、各教科との関連を考慮し、授業時数の確保に努め、児童の負担に

ならないよう配慮する。

5.指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

0学習内容を焦点化し、体験的な学習や問題解決的な学習を進めるなかで、柔軟な思考力、判断力、表現

力等の能力を育てる。

0各教科の内容においては、基礎的 ・基本的な事項を精選し、偲に応じた学習を重視した授業の改善に努

める。また、ティームティーチングにより指導を推進する。

0児童が主体者となる学習指導を展開していくために、学習材を適切に活用し、自ら進んで学ぶ態度の育

成を図る。また、地域の紫材を教材化し、日キの学習に生かしていく 。

イ.道 徳

0年間指導計画を見直し、道徳の時間の充突を図ると同時に、家庭や地域社会における生活体験を通して

道徳的実践力を育成する。

0教育活動全体を通して、教師と児笈及び児童相互の人間関係を深め、笠かな体験を通して児童の内部に

ある道徳性を仲長し人としての在り方生き方を学ばせる。

0人権時盟、生命尊重の心を指う。

ウ.特別活動

0学校生活における集団活動を通して調和のとれた心の発達と個性の伸長を図り、活動を充実させるため

の、 企画カ ・突践力を養う。

0学校生活がより良く過ごせるよう 、集団の一員としての自立を更に高め、協力する態度を養い、自主的

突践的態度を育てる。

(2) 特色ある教育活動

0地域行事への参加、地域の人材を積極的に活用し、 tllJ意ある活動を充実させる。学校図での栽培活動、

地戚での体験学習を通じて豊かな心を育てる。
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0学校を取りまく環境を生か し、 美化に努める奉仕活動を重視するとともに自然をいつく しむ心や環境を

大切にする心を育てる。

0学校行事、委員会活動、クラブ活動、集会活動等の企画や実施にあたっては、異年齢集団での活動 ・交

流を重視し互いに認め合う心を育てる。

0児童の読書意欲を高めるとともに、効果的に図書館を活用できる刀を育てる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

0児童理解に基づき、 一人一人の児童の人権を尊重し、個性を生かしながら、社会的資質や行動力を高め、

学校生活を有意義で充実したものにさせる。

。基本的な生活行動様式や規律ある生活態度を身につけるために、地域及び家庭と連携を深めながら指導

に当たる。

イ.進路指導

0生涯にわたって主体的に学ぶ学び方を身につけさせ、進級、進学についての適切な指導を行う。

0趣味、特技等児童がもっている能力が発揮できる場への参加を勧め、個性や特性を伸ばし、将来に希望

をもたせる。

6. 本年度の研究主題

子どもが意欲的に学ぶ学習活動の工夫

7. 本校の特色

校地面積20，458げという恵まれた敷地内に 1周200mのトラッ夕、バスケットコート 2面二の字形にならん

だ校舎、周辺部に飼育小屋、プーノレ、体育館があり落ち着いた空間をつくっている。

児童は全般的に素朴 ・純情 ・素直などの美点を持ち、活発に行動する元気な子が多い。保護者の学校教育に

対する理解は深く、極めて協力的である。学校行事にも積極的に参加し、大いに内容を盛り上げるくれる。通

学路の点検も協力的である。

0野菜の栽培など勤労生産学習の充実 0児童会主催、学区オリエ γテー リング

0児童が係で、活躍する運動会 0児童の希望を生かしたクラブ活動

8. その他(教職員の研究歴)

に~ 研 究 員 自司 発 委 員 そ の 他

1 
博 司 西 国 事士 子 西 田 車k 子

(57. 社会) (60. 家庭) (58. 海外派遣)

2 
佐 藤 文 敏 宇品 博 司 杉 ↑専 司

( 3 教育課題) (61.社会) (63.教材開発・社会)

3 
岡部ひとみ (8.生活)
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学校名 目野市立高幡台小学校

所在地 日野市程久保550

電話 0425-91一7011・7012

順 路 京王線高幡不動駅より百草団地行きパスにて 5分

高幡台団地下車

児童数 男143名 女112名計255名

校長氏名許斐文代 茂教頭氏名上候

1. 沿革の概要 | 平 5.

昭46. 8. 7 校舎新築工事起

sH47. 3. 10 日野市立高幡台小学校として開校

鉄筋 3階建校舎

普通教室 12 特別室 9 

特別教室 4 

学級数 12 I 平 6.

5. 27 高幡台小学校PTA設立総会 | 平 7.

6. 24 開校式

5. 11 すべり台補修

5. 30 東階段(校庭)手摺取付け工事

8. 11 放送室AV調盤卓新設

9. 16 職員室クーラー取付

9. 28 屋上全面防水工事完了

10. 13 東校舎外壁改修工事第二期完了

6. 4 大プール排水バブル交換工事完了

9. 13 体育館改修工事完了

本日を開校記念自とする

8. 1 プール完成、プーノレ開き挙行

昭48. 2. 24 校旗 ・校歌制定

10. 6 体育館落成式

l問49.4. 1 第-WI:噌築工事完成

普通教室 9・図控室 l・職員室

改造工事

昭51. 10. 13 高幡台小学校の位置標識

標高118m

昭53.3. 31 第二期増築工事完成

昭54. 1. 24 防火シャッターを全部防煙シャッター

へ取替完了

昭54. 3. 4 玄関脇造園工事完了

昭55. 7. 5 校庭南門工事完了

I1H56. 2. 7 校舎南側に学級図完成

8. 30 給食配膳室改修工事完了

昭57.11. 11 開校10周年記念式典

昭59. 8. 20 屋上高位水槽取轡(新 ・|円館)

昭60. 8. 25 プール際防球ネット取付

昭61. 8. 1 丸木遊具製作(職員)

昭63. 7. 27 校庭改修工事

7. 30 新館階段天井アスベスト改修

3. 15 体育館バスケットゴール取付

平 2. 7. 23 校庭および屋上フェンス改修

平 4.3. 5 プール改修工事完了

3. 18 和室(いこいの間)完成

7. 29~10. 1 外壁改修工事(第一JDD
12. 5 開校20周年記念式典

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

平 松 健太郎 昭47 . 4.1 ~昭50.3.31

手代木 平1] 夫 昭50.4 . 1 ~昭54 .3.31

近 内 {書 直li 昭54.4.1 ~昭58.3.31

津野田 昭 昭58.4.1 ~昭62.3.31 I 一
/'R. 宣 夫 昭62.4.1 ~平 4 .3.31 

1庭 島 政 邦 平 4.4.1 ~平 8 .3.31

Z午 3i! 文 イミ 平 8.4.1 ~現在

3.地域の環境

円野市の南東部の多摩丘陵に造成された高幡台団

地が、おもな学区である。高幡台団地は、5階か ら

111惜の高層鉄筋住宅で、歩行者通路と車道が分けら

れていたり、郵便局、ショッピソグセソターが住宅

内にあるなど住み良〈作られている。団地のまわり

には緑の森林をめぐらし、西方には丹沢、関東山地

の山々を越えて官上が望まれ、北丙方には日野市街、

口!blf台、八王子市街から速く秩父の山身が辿ってい

る。学校から眺める景観はまことに美しくかっ壮大

である。

近くには、多勝動物公園、百倍刷、日幡不動があ

り、郷民に親しまれている。
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4 教育目標

(1) 学校の教育目標

個性豊かで調和のとれた人間形成をめざして次のような児童を育成する。

① たすけあうあう子ども・…・・ーあたたかい心で助け合う子ども

② かんがえる子ども.. よく考えて自分から進んでやりぬく子ども

③はたらく子ども 一 働くことのすばら しさを身に付けた子ども

@たくましい子どもー 健康で明るい子ども

(2) 学校教育目標を達成するための基本方針

① 児童相互が個性を認め合い、励まし合い、支え合う望ましい人間関係を推進し、人間尊重の態度の育成

に努める。

② 児童一人一人の個性と創造性を伸ばし、社会の変化に主体的に対応できる能力を育み、生涯に通じて学

び続ける意欲や態度を養う。

③ 生涯にわたる学習の基礎的基本的事項を確実に身に付けさせるとと もに国際社会に生きる日本人として

の資質を育てる。

@ 全教育活動を通して道徳的心情を培い、 自主的・ 自立的な態度や勤労を尊ぶ実践的な態度を養う。

⑤ 人間愛 ・自然愛に板ざした教育を推進 し、人や環境にやさ しくそ して環境の保全に主体的に働きかける

行動力や実践カの育成をめざす。

@ 校内研究を充実させ、児童の意欲を伸ばす指導法の研究を推進する。

⑦ 個々の教師の特性を生か し、協力的で創意ある学年学級経営の充実を図る。

③ 健康安全への関心を高め、健康作りと体力の向上に努めるとともに心身ともに健康で明るい児童を育成

する。

① 地域の自然や文化を教育活動に生かし、郷土を愛する心を培うとともに社会性を育む教育を推進する。

⑪ 学校 ・家庭 ・地域社会の連携に努め、学校週 5日常IJの趣旨を生かし児童が地域の中で意欲的に活動でき

るように支援 していく 。

5. 本年度の指喝の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア、各教科

・指導内容を精選し、 児童自ら学習意欲や態度を高める指導法や学習形態を工夫し基礎的基本的な内容を

確実に身に付けさせる。

-地域の自然や人材など身近な教材を活用 し、 体験的な活動を通 して日本の文化や伝統にふれるとともに

蛍かな心情を育てる。

・教育機器の活用、学校図書館の活用を図り、 情報を主体的に選択し、 活用したり表現 したりする能力や

態度を育てる。

・学校評価を意図的 ・計画的に実施し、 年間指導計画に則った教育活動の充実を図る。学校週 5目指IJ2回

実施による授業時聞の確保や授業の質の維持 ・向上に努める。

イ、道徳

・集団行動の決まりや望ま しい行動の習慣化を図り、公徳心の内面化を図る。

・相手の立場を認め合い、力を合わせて物事をやりぬく態度や思いやりの心を濁養する。

-人や自然を大切にする態度や公共心の育成を図り 、ものを大切にする実践的態度を身に付けるさせる 0

・人権尊重の教育を推進し、児童 ・生徒にとって今日が楽 しく明日が待たれる学校づくりを推進する。

ウ、特別活動

-児童の共同 ・協力活動を通して、助け合い、学び合い、支え合う心を育てる。

・異年令集団や地域のボランティア活動などの具体的な体験活動を通して、自主的 ・自治的態度を育て社

会性や国際性を矯う。

-望ましい集団生活を通して、高幡台小の児童相互の連帯感や好ましい人間関係 ・豊かな人間関係を育て、

地域社会でも望ま しい生き方ができるようにする。

・勤労生産 ・奉仕活動を通して友達や地域社会のために役立とうとする心を育てる。
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(2) 特色ある教育活動

・学年を越えた異年令集団活動(ミニ遠足 ・集団遊び ・子ども祭り等)と校外地区班の連帯を図り、地区

児童の連予if意識を高める。併せて、学校生活における望ましい人間関係を猪う。

・花作り(菊 ・菜の葉 ・ひまわり等)や動物の飼育を通して坐かな心を育むとともに、生命尊重の精神を

培う。

・手[1室を有効に活用し、日本の文化や伝統に触れるとともに噂重する態度を養う。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア 生活指道

①全教職員の共通理解のもとに基本的行動様式の定着を図り、集団の秩序と安全保持の立場から指導を徹

底する。

②全教育活動を通して、温かい人間関係を培い、 学校が望ましい自己実現の場になるよう 、児童一人一人

の個性や能力 ・特性を相互に尊重し合う態度を育成する。

①学校週 5日制にともなう休日の過ごし方について、学校 ・家庭 ・地域の連携を深め健全なる生活ができ

るように指導する。

イ 進路指噂

児童が正しい勤労観 ・職業観を身につけ、自己の個性を生かし自己実現に向かつて努力する態度を育て

る。

6. 本校の研究主題

進んで考える ことができる児宜の育成

7.本校の特色

団地校である から家庭の生活は平均し、児童の知能程度も比較的高く格差が少ない。反面閉鎖的傾向が見ら

れ、連帯意識に弱さがある。このような実態を考え子どもが相互の縦横のつながりを深めたり 、隣接地域の風

にふれさせることによりより広い視野を育てることを重点にして実践する。

8.その他(教職員の研究箆)

1iJf 究 生 研 究 員 研 究 員

許斐文代 (63. 理科) 上保 茂 (H5.社会) 字留賀公夫 (H2.図工)

高橋智子 (63. 保健) 古 越 宮 子 (H5 保健)

作山秀樹 (H4. 音楽) f待口 美枝 (60.給食)
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1. 沿革の概要

昭48. 4. 

6. 

9 

12. 

昭49.3. 

4. 

sB52. 4. 

10. 

昭53.4. 

5. 

昭54. 4. 

昭55.4. 

sB56. 4. 

UB57. 4. 

昭58. 4. 

昭62.4. 

昭63. 4. 

平元. 4. 

平 2. 4. 

平 3. 4. 

平 4. 4. 

平 5. 4. 

平 5. 10. 

学校名 目野市立日野第七小学校

所在地 日野市神明 3-2

電話 0425-83-3907・3908

FAX  0425-83-3908 

順 路 ]R 中央線日野駅下車徒歩約10分

児童数 男319名女269名計588名

校長氏名品田敏男 教頭氏名清水義路

平 6.4. 第22回入学児童 95名

開校 12学級 児童384名 | 平 7. 4 第23回入学児童 111名

トラ ックを除く運動場全面に洋芝の | 平 8.4. 第24回入学児童 85名

植付け | 

校主主1Ii1J定 I 2.歴代校長

校旗制定

校歌制定

「校舎体育館落成記念式」及び「校

歌発表会」挙行

3月1日を開校記念日に制定

第 1回卒業式卒業児笈45名

開校2年め 入学児童77名

開校5年め 入学児童79名 13学級

となる。教室不足のため、プレハブ

教室2増設

校舎の増築工事着工

学級数14となる。

増築工事竣工普通教室 6

図書室 1

第 7回入学児童93名 15学級となる。

第 8回入学児童111名 17学級とな

る。

第 9回入学児童128名 転入児童第

2学年以上82名 18学級となる。

第10回入学児童128名 19学級とな

る。

増築工事竣工、普通教室4、教材室

等 3、昇降口、便所

開校十周年記念式典

第15回入学児童103名

第16回入学児童115名

第17回入学児童120名

第四回入学児童102名

第四回入学児童96名

第20回入学児童108名

第21回入学児童73名 17学級となる。

開校二十周年記念式典及び祝賀会

¥ 氏 名 年月~年月

初代 星 野 武 之 48.4. 1 ~52. 3 .31 

2代 上 部 正 彦 52.4. 1 ~56. 3 .31 

3代 梅 田 茂 56. 4 . 1 ~58. 7 .27 

4代 平日 回 国 平 58. 9 . 1 ~63 . 3 .31 

5代 幡 建 63. 4 . 1 ~ 4 . 3 .31 

6代 林 繁 人 4 .4 . 1 ~ 7 . 3 .31 

7代 日Z日1 間 敏 男 7.4. 1 ~現在

3. 地域の環境

本校は、中央線日野駅から西へ線路ぞいに徒歩で

約10分。日野台地に設置されている。

校I也の周聞は、住宅が増え、昔ほどの緑は少なく

なっているが、屋上に上ると、南には多摩丘陵、西

には秩父山地や丹沢山地を隔てて富士の秀麗が眺め

られる。また、この日野台地には遺跡が発槻されて

いる等、教育的には環境に恵まれた場所と言える。

本校の児童の約60%は中央線の線路を隔てた西側

の住宅地に居住している。この地域はここ10数年の

聞に、旧甲州街道ぞいに増設されてきた新興住宅地

市で、都営住宅 ・分譲住宅がある。なお、本校の周

聞には、大学、市庁舎、日野ふるさと博物館、消防

署等があり、児童が学習するに最適の地域であると

思われる。

しかし、最近、南側を東西に走る道路の交通量の

ピークが、児童の登校時間帯と合致し、しかも中央

線をまたぐ陸橋を利用する児童数が圧倒的に多いこ

とから、 交通事故発生の心配がある。
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4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

生命及び人権尊重の精神にみちた、心蛍かでたくましく生きる心身共に健康な児童の育成を目指し、次の

教育目標を定める。

。自分の力で考える子(本年度の重点目標)

0思いやりのある子

0力いっぱいやりとおす子

0 じようぶな体をつくる子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 学校の教育目標に基づき学年 ・学級の目標を定め、人間と しての在り方生き方に関わる指導を重視した

学年学級経営をすすめ、児童一人一人の自己表現を図る。

② 児童一人一人が自ら主体的に学習できるよう、指噂計画を充実し、課題解決学習や体験的な活動あるい

は表現活動、ティームティーチソグなど多様な学習方法の工夫及び評価法の改善などを行い、日々の授業

を充実させる。

① 教育活動全体を通して児童の基本的な生活習慣を培い、 互いに認め合い支え合い励まし合う思いやりの

気持ちを育てるとともに、人権噂重の精神を養いあらゆる偏見や差別jの根絶に努める。

④ 児童が自らすすんで健康と安全の保持と噌進及び体力の向上を図る態度と能力の育成を目指し、生命の

尊厳を基盤とした教育をすすめる。

⑤ 身の回りの環境の保護ゃ改善についての関心や問題解決の能力、 実践カを育てる。

⑤ 健全な地戚社会の形成者の育成を目指し、保護者及び地以の人身との連携のもとに学校迎五日制を児童

の自己教育力育成の機会とし、 「ふるさと」意拙を育てる。

5. 本年度の指導の重点

本年度の重点目標「自分の力で考える子」

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

① 児童自ら考え、判断し、表現することを重視し、多様な学習活動や評価を工夫する。

② 地域の学習環境を効果的に生かし、児童が自ら課題を見つけ追及する ことの喜びを味わえる指導を工

夫する。

① 臼々の授業の充実を目指し、指導計画の整備と活用に努める。

イ.道徳

① 全教育活動を通して、生命と人権を尊重するとともに、主体的によりよく生きょう とする精神を養 う。

② 道徳の時間には、 一人一人のよさを認め、豊かな心情を育てることにより、道徳的実践力の育成を図

る。

① 資料や教具の整備と、全体計画や年間計画の活用を図る。

ウ.特別活動

① 充実した学級活動を基盤とし、児童会活動やクラフ'活動への参加意識を高め、自主的自律的態度を培

い、主体的に行動できる力を育てる。

(2) 特色ある教育活lJj})

ア 呉学年の班活動を重視し、児童の連平任意識と高学年児童の指導性を培う。

イ 環境教育副読本や老人福祉副読本等を活用し、体験的な活動を通して、主体的な実践カを育てる。

ウ 読みIlfJかせや金管ノく γ ド活動を通して、心の:些かさを深める。

(3) 生活指潟 ・進路指滋

ア.生活指導

① 基本的な生研習慣を身につけさせるとともに、人権噂重の料利lにたって行動できる児童を育てる。

② 健康と安全への関心を高め、互いの生命を大切にする態度を育てる。

③ 多面的で共感的な児宜理解に努め、学校生活に主体的に取り組む力を養う。

@ 保護者や地域の人々と連携し、学校内外の児童の健全な生活の充実を図る。
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イ.進路指導

① 児童の自己実現を図るために、児童の自主的自立的な態度や行動を認め励まし、児童自らが目標を決

め、その達成を目指して努力する力を育てる。

6.本年度の研究主題

(1) 研究主題名

「児童一人一人が自ら考え、自ら学ぶ学習活動の工夫」

(2) 研究内容の概要

。重点教科を、生活科 ・社会科とし、基礎的 ・基本的研究を充実させるとともに応用・ 発展を図る。

0地域において活用できると思われる教材について探索 ・調査 ・収集を一層深化するとともに収集した教材

について検討し、授業に活用できる資料作成をする。

0資料を授業に活用し、実証する。

0 講師を招l隙し、地域教材の活用の工夫や指導方法の改善 ・綬業の質の向上を図る。

0学校週五 1:1制に対応した教科内容の精選について検討する。

0研究内容を集録と してま とめる。

7.本校の特色

(1) 中規模校の特性を生かした女n・徳 ・体の調和のとれた児章の育成を進める。そのために、①奨学年班活動

を通して児童の連御意識を育てる。②児童 ・教師の相互の交流を創意ある活動を通して深める。①個性尊重

の教育を通して自ら学ぶ意欲を高める。

(2) 自然、に学び、自然に働きかける学習を通して、自分の力で考える子を育てる。そのために、①自然を取り

入れた全体学習計画の作成 ・実施。②校外 ・校庭 ・屋上等のi活用により勤労生産学習意欲を高める。①池 ・

学級聞の整備、動物との触れ合いを通して自然、への関心を高める。

8. その他(教職員の研究雁)

ヤぐ芝 liJF 究 員 開発委員会委員

1 品問敏男 (62.社会) 品 田 敏 男 (2 .社会)

2 小 坂克信(元.社会) 清水義路 (6. 教育方法)

3 川井田和子 (2. 道徳)

4 寺津千代子 (4. 音楽)
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学校名 日野市立南平小学校

所在地 日野市南平4-18-1 

電話 0425-92-2021・2022 FAX 0425 -92 -2022 

順 路 京王線南平駅よ り徒歩15分

児童数 男230名女218名計448名

校長氏名馬場 武

1 沿革の概要

昭48.12. 27 日野市教育委員会において、南平小

学校を設置決定

昭49. 3. 25 仮設校舎完成、プレハブ教室11 職

員室 1、校長 ・事務室 l、特別教室

l、他に潤徳小新館に4教室、更に

保健室、用務員室をクラブハウスに

設置

4. 1 日野市南平小学校開校

学級数15、児1置数535名、教職員22、

市職員4名

4. 5 仮設校舎校地整理完了

5. 4 本校舎工事着工

5. 22 南平小学校PTA設立

11. 15 本校舎完成

普通教室20、特別教室 5、保健室、

給食室、校長室、職員室、事務室、

用務員室等

11. 22 校樹を「スズカケ」とする

校歌 ・校旗・校主主 ・開校記念日の制

定。

11. 29 本校舎へ移転

11. 30 校庭整備完了、進入路舗装、正門 ・

フェンス取付完了

12. 31 体育館完成

昭50. 4. 30 大 ・小プール完成

昭53. 3. 15 校舎 3教室増築

昭54. 12. 21 体育倉庫(プレハブ)完了

昭56. 3. 27 校舎 3教室 ・図岱室増築

l沼56. 9. 15 NHK全国学校音楽コ γクール東京

地区優良校受賞

f1fl57. 2. 4 体育科「児笈が主体的に取りくむ学

習指還手法の改善」全都研究発表

ag58. 3. 31 学校圏整備

昭59. 11. 22 十周年記念式典、祝賀会挙行

昭61. 8. 25 校庭南側金網フェ γス工事完成

昭62. 11. 4 体育館!照明保共投位

教 頭氏 名供 橋茂 子

昭63. 1. 23 体育館屋板塗装

3. 19 体育館鍛帳改修

3. 19 校舎北側万年べいの改修工事

8. 31 家庭科室机新設

12. 20 体育館北側防音盤完成

平元. 8. 30 体育館床面、家庭科室改修工事

陶芸釜設置完了

10. 16 ランチルーム開設

平 2. 1. 24 ラソチルーム机 ・椅子新設

平 3. 2. 13 プール柑塗装、更衣室屋根塗装

平 4.3. 17 ランチルーム床、壁面、窓等全面改

修

4. 6. 1 生活科ゾーン完成(田んぼ 2枚、井

戸2基、水路、池等)

平 4.7. 2 校庭南東フェソス改修

平 5. 6. 4 校庭西側移動式フェンス取り付け

平 6. 12. 3 開校20周年記念式典 ・祝賀会挙行

平 7.3. 31 校庭設備改修(ジャブジャブ池、水

路、 造形砂場、南側防球フェンス、

鉄線移動)

平 8. 3. 21 開放教室内装工事完了 (PTA会議

室、クラフ'室、会議室)

2. 歴代校長

氏 名 年 月 ~ 年 月

無 沢 保 雄 昭49.4.1 ~昭55.3 .31

松日楽 敬 治 昭55.4.1 ~昭59 .3.31

鈴 木 敏 郎 昭59.4.1 ~昭62. 3 .31 

石 チド 士 昭62.4. 1 ~平 3 .3.31 

有 泉 微 良日 平 3.4.1 ~平 6 . 3.31 

，馬 場 武 平 6.4.1 ~現在
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3. 地域の環境

本校の学区域は、日野市の南部に位置し、南側に多摩丘陵を切り聞いた南平台(なんぺいだい)みなみが丘、

鹿島台、)11 ~碕街道を挟んだ南平中 ・ 下(普からの集落が現存する)地区と京王線と浅川に挟まれた向島地区、

更に、平成8年 3月に本校南側に完成した初の大規模マソシ ョン等の入居に伴い、新たに設けられた南平上地

区(旧南平中地区からの分離)の七地区から構成されている。比較的まとまった学区域であり、地区の把握が

し易い。

南平中 ・下地区を除き、何れも新興の分譲住宅地であり、保護者の社会的、経済的地位は比較的安定してい

る。学校教育によせる関心や期待は高く 、学校にも協力的である。

宅地化が進んだとは言え、 地域には、まだまだ雑木林や畑(野菜)、果樹園(梨)等があり 、自然条件には

比較的恵まれている。また、西方に丹沢連邦から秀麗富士を仰ぎ見ることができ、学校施設、設備、校庭等の

整備と相まって、教育的環境としても恵まれている。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法、教育基本法の精神に基づき、児童 ・地域の実態をふまえ心身ともに健康で、知性と感性に富み、人

間性豊かな児童の育成を目ざし、次の教育目標を設定する。

。自ら考え学ぶ子

0 目あてを もってや りぬく子

。思いや りのある子

0健康でたくま しい子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

人権噂重の精神を もとに、教育目標の具現化を図るため、全教職員の協力 ・協{動体制lを確立し、意図的 ・

計画的 ・組織的に教育活動を推進する。また、体験活動を重視し、児童の興味 ・関心 ・意欲を高め、児童一

人一人の良さや可能性を生かした個性重視の教育活動を進める。

-人間噂重の精神を板幹に据え、自分と異なる ものに対する理解を深めると共に、いじめや性による差別

に対する意識を高め、互いに認め合い、高め合う学年 ・学級経営に努める。

-基礎的基本的内容を身につけさせると共に、自ら学ぶカを育成するために、 児童一人一人の思いや願い

を大切にし、ティームティーチング等を通して、個性を生かす授業の構築を図る。

・健康安全の保持増進、体力の向上を図る能力・ 態度と思いやり 、たくましさを持った心を育むため、体

育 ・道徳 ・特別活動 ・生活指導の充実を図る。

-教育活動全体をとおして、地域や我が国及び諸外国に文化 ・伝統を理解し、尊重する態度を育くみ、国

際社会に参加、協力できる態度や能力を培う。

・地域の環境に関心を持たせ、環境を大切にする心と環境保全を図る態度 ・能力を育て、環境教育の充実

を図る。

-家庭 ・地域 ・関係諸機関との連携を密に し、地域の自然 ・文化 ・人材の活用を図ると共に、学校教育 ・

施設の開放を進め、地域と共に歩む教育の推進を図る。

5 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

・指導方法や指導形態の工夫をし、基礎的基本的内容の定着を図ると共に、直接体験活動を取り入れ、児

童自らが学ぶ力を培う。

-児童一人一人のよさや可能性を生かし、目当てを持って粘り強く、課題を追求しようとする態度を育て

る。

-心身の健やかな成長を図るため、水泳 ・縄跳び ・持久走等の活動をとおして、生涯にわたって、健康な

生活を営むための素地を養う。

・地域の自然、文化、人材を活用 した教育活動の推進をとおして、環境への理解と保全に努める態度 ・能

力を育てる。
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(2) 道徳

・人間噂重 ・生命噂重の精神を基調とする道徳的実践力を学校教育全体の中で育成する。特に、いじめ等

についての指導の徹底を図る。

-道徳のl侍聞は、多様な指導資料を活用すると共に、指導方法を工夫し、児童の道徳的心情を鐙かにし、

道徳的判断力や実践力を養う。

(3) 特別活動

・望ましい集団活動をとおして、自己実現を図らせると共に、協力してより良い学校生活を築こうとする

自主的 ・実践的態度を育てる。

・学校行事等への主体的な関わりをとおして、集団への連帯感 ・所属感を育てる。

(4) 特色ある教育活動

・ティーム ・ティーチングに対する教師の一周の理解を深め、個性を生かした教育をより効果的に進める 0

・男女の性の違いを理解させると共に、本質的に、男女は平等であるという意識を育てる。

・「なかよし広場」での野菜 ・草花作り ・稲作りやワラ細工、生活科等の体験活動をとおして、自然の恵

みや勤労の尊さ、地以の文化 ・伝統等を理解し、尊重する態度を育てる。

・草取り、石拾い等の日常活動をとおして、環境美化への意識を育てる。

(5) 生活指噂 ・進路指導

ア生 活 指 導

・児nI一人一人の成長への意欲や願いを的確に把握し、 一人一人の児童の自己確立に向けて適切な援助を

する。

-月目標の活用をとおして、進んで生活を改善していこうとする意欲を持たせる0

・家庭、地域と連機し、望ましい基本的生活習慣や社会鋭純意識を脊てる。

イ 進路指噂

-児童一人ひとりの突態を的確に把極し、長所を認め、励まし、生涯にわたって学び続けることの楽しさ

に気づかせる0

・自己の特性、長所に気づかせ、白書宇感情を育てると共に、意欲的に自己実現を図ろうとする餓!支を育て

る。

6. 本年度の研究主題

“児童の主体性を生かす学習活動の研究"

.様キな体験を積み重ねる ことによって見通しを持って学習できる能力を育てる0

・生活科ゾーソを活用して、創造的学習を組み立てていく 。

7 本校の特色

・児童は比較的索直で、礼儀正しい。知的好奇-心も5.alく、与えられた軍事題に対しては、熱心に取りくみ、理解

力もある。反商、指示待ち的傾向も見られる。

・米作り 、野菜 ・草花作りを中心にした勤労 ・生産的体験学習を重視し、地域の教育力も積極的に取り入れて

いる。

-生活科、5・6年の理科の授業を通して、望ましいT・T指導の在り方を研究している。

8. その他

ヤぐ空 研T 究 員 現代化委員 ・開発委員 海外派遣

l 馬場 武 (48 理科) 馬場 武 (50.理科 ・開発) 馬場 武 (54 ヨーロッパ) I 

2 高橋茂子 (3.特別活動)

3 千葉 正美 (4.道徳)

4 山間 栄子 (6.特別活動 ・開発)
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学校名 目野市立程久保小学校

所在地 日野市程久保 1-14一2

電話 0425-92-5014・5015 FAX 0425-92-5015 

順 路 京王線高幡不動駅より動物園行きパスにて 5分

中程久保下車徒歩 3分

児童数 男158名女148名計306名

教頭氏名田中晴美校長氏名小林繁人

1.沿革の概要

本校は首長l徳小学校の規模の拡大化を解消するため

と、高幡台小学校の学区の変更に伴って程久保地区

に新設された学校である。

IlB52. 2. 1 程久保小学校開校 潤徳小学校に開

設準備室を設置

初代渋谷義一校長就任

4. 1 日野市立程久保小学校開校

学級数18 児童数652 教員数26

市職員 8

7. 15 体育館竣工

10. 20 落成式挙行。この日を開校記念日と

する。校歌・校主主発表会を行う。

昭53. 4. 4 学級増によるプレハブ教室設置 (1 

教室)19学級

体育倉庫竣工

飼育舎竣工

受水槽竣工

校庭砂場竣工

球技場(テニスコート)竣工

プール改修工事完了

体育館ステージ照明設備工事

校庭整地完了

開校十周年記念運動会

開校十周年記念式典挙行

開校十周年記念展覧会

普通教室黒板改修

事務室エアコン設置

放送室AV卓取り替え

日野市研究奨励校として「豊かな心

を育てる体験学習」の主題のもとに

研究発表会を開催

校長室エアコン設置

プール側フ ェンス完成

8 ランチルーム用テーフ'ル精子購入

9 保健室エアコソ設置

2 ランチルーム完成

Q
U

守

ム

ヴ

6

F

D

ハU
n

y

a
当

日

U

A

U

Z

ハU

1

1

1

1

2

2

1

2

4

6

1

4

3

1

7

 

1
9
u
n
d
o
-
-

p

o

-

-

η

L

R

U

Q

U

1

4

1

4

1
4

Q

U

F

b

Q

U

 

5

6

8

8

9

0

2

3

l
 

R

U

R

υ

F

D

R

U

R

U

F

h
U

F
O

P

O

「

4

M
口

刀

口

刀

口
刀
口

刀

口

刀

口

刀

口

刀

口

wr

H

H

H

H

H

H

H

H

玉

平 2.6 

10 

平 3. 1. 

8. 

平 4. 10. 

平 5. 3. 26 

8 

平 6. 2. 7 

飼育舎完成

保健室流し全面改修

日野市研究奨励校として「子どもの

意欲が生きる学習指導」の主題のも

とに研究発表会を開催

放送室改修工事完了

フ.ールフェソス改修工事完了

正門取り替え工事完了

生活科室水道設備設置工事完了

生ゴミ処理機設置工事完了

8. 9 

平 7. 6. 16 

9. 9 

11. 24 

平 8. 4. 10 

2. 歴代校長

氏 名 年 月 ~年 月

品そ 谷 義 l沼52.2.1 ~昭58 . 3 .31 

大 島 昭 子 昭58.4. 1 ~昭62 . 3 .31 

il背 JI!母 也 1l?:i62.4 . 1 ~平 2 .3.31 

倉 重 矛IJ 恵 平 2.4.1 ~平 7 . 3 .31 

林 繁 人 平 7.4.1 ~現在

3 地域の環境

日野市の南東部にあって八王子市と接しており、

明星・ 三井電建・下程久保の新興住宅地が主な学区

域である。住宅は多摩動物公園の両側の起伏に富ん

だ傾斜地に立てられている。

緑が多く自然環境には恵まれているが、通学路や

その近辺の道路では、人通りの極めて少ないところ

もある。その反面、住宅地内を通過する車の増加が

著 しし、。そのため、多方聞にわたる児童の安全対策

が、急務となっている。
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4.教育目標

本校の教育目標は、教育基本法及び学校教育法に基づき、生命と人権の尊重を基調とし、個性豊かで主体的

に学び国際性を身につけた児童の育成を期して、次の様に教育目標を定める。

一、元気 o健康で生き生きした子ども

二、本気 0自ら考え進んで行動する子ども

0心豊かで思いやりのある子ども

三、根気 0目標に向かつて努力する子ども

5 本年度の指導の重点

(1) 各教科

① 児童の自己学習力を育てるために、指導計画、指滋内容、指導方法等を工夫し児童の意欲や個性を生か

した授業行う。

② 地域の学習材や人材を活用した学習や、協力的な指導Zを行う。

① 学習環境の点検と整備を計画的に行う。

(2) 道徳

① 児童相互や児童と教師の相互理解と温かい人間関係を深めるとともに、基本的行動様式を身につけさせ

る。

① 思いやりのある心豊かな児童を育てるために実線活動や体験的な活動を重視する。

① 道徳教育の全体計画のもとに、各教科領域や生活全般の中で、保護者や地減と連携して、児童の道徳的

実践力を高める。

(3) 特別活動

① 児笈の自主的、協力的な集団活動を支媛し、楽しい学校生活の実現に努めさせる。

② 児童の興味や関心を重視し、自分を打ち込める体験的な活動を意欲的に行えるように配慮する。

① 児重の学校生活に変化を与え、自主的に参加できるような学校行事を工夫して行う。

(~) 特色ある活動

① 学年の枠を外した興年齢集団(I縦割り班J)活動により、児童の好ましい相互理解を深め、健全な社

会性を育てる。

② 日常的な体育活動を計画的に行う。

③ 年間計画の中に「やまゆりの時間」を設け、個別指噂や体験的な活動などを行うことにより 、児童の個

性や創造性、主体性や社会性などを幅広く育てる。

@ 他校と の交流を深めたり 、学校や地域の環境を愛護する活動を進める。

(5) 生活指導 ・進路指導

ア生活指噂

① 児童相互の認め合い助け合いを助長し、受容的な態度で児童に後し、偏見や差別などのない明るく楽

しい学校生活の実現に第めさせる。

② 発達段階に即した基本的な生活習慣の育成ゃいじめのない生活の突現をめざし、校内体制の充実とと

もに家庭や地域の理解と協力を積極的に求める。

① 校内外生活の安全の確保や災害時の対策を見直すとともに、安全指導を徹底する。

@ 健康の自己管理能力の向上をめざし、計画的に保健教育を行うとともに、救急処置等を適切に突施す

る。

⑤ 特に配慮を要する児童の理解や指噂を協力的 ・組織的に行う。

イ 進路指導

① 児童の個性を大切にし、児童が自己のよさや特性に気付き、将来にわたって自己実現を図ろうとする

朗度を育てる。

② 性にかかわる指導をふくめ、児童に自己の生き方に関心を持たせる指噂をすすめる。

6. 本年度の研究主題

「子どもの意欲が生きる学習指導」
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本校の児童は、課題に対して興味 ・関心をもって意欲的に学ぼうとする。その一人一人の意欲をさらに伸ば

し、主体的に学ぶ態度をさらに育成するために、算数科・ 音楽科を通して学習指導法の研究を進める。

7.本校の特色

学校生活全般を通して、児童一人一人の個性と創造性を伸ばし、自ら学ぶ態度と主体的に取り組む態度を育

てるとともに、人の気持ちゃ立場を考えて行動できる心情、実践カを養うことに努める。このため、教師の指

導力を高め、計画的に研究・研修の充実を図り、指導に創意工夫をしてし、く。

①学校の教育目標に基づく学年 ・学級の目標を設定し、児童の実態にJ'l[Jした学年 ・学級経営の充実を図り 、

集団のモラルと質を高めてし、く 。

② 全教科 ・領域にわたって学習指導要領の主旨にそい、体験的な活動を重視し、児童の主体性や感性の育

成に努める。

③ 児童自らが体力作りに励むよう、全体的な取り組みを行い、健康安全に関する理解を深め、日常的に突

践する態度を養う。

@ 特別l活動の充実を図り 、体験や実践を通して自主的な集団活動を育てるとともに個性の伸長を図る。

⑤ 地域に根ざ した教育推進のため、地域の自然、・文化・人材の活用を獄極的に教育計画に取り入れる。

⑤ 道徳教育の充実を図るとともに、地域の人々 ・心身障害児 ・高齢者 ・帰国児童等多くの人々との相互理!

解を図り、豊かな心の教育を推進する。

⑦ 学習指導と評価lIの一体化を図り、個に応じた指導の充実と生涯にわたって学び続けるための自己学習))

を身につけさせる。

③ 教r:iIî~日立が研究 ・研修を深め、複数の教師による指導など取り入れ学習指導の改善に努める 。

8. その他(教職員の研究歴)

Vぐど 研 究 員 liJf 究 生

1 小林 繁人 (53 教育課題) 小林 繁 人 (44.経営)

2 丸 山 まり子 (57 給 食)

3 田島佳子(平 3. 保健)

4 三 木 滋(平 7.教育課題)
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学校名 目野市立旭が丘小学校

所在地 日野市j[gが丘 5-21-1 

電話 0425-83-3733・3748

順 路 中央線豊田駅北口下車徒歩25分

京王 ・西東京パス(石川入口)下車10分

児童数 男394名 女359名 言十753名

校長氏名熊野時巳 教頭氏名八木文夫

1.沿革の概要

昭51. 8. 18 起工式

市議会は、日野市立旭が丘小学校の

設置を決定

昭52. 2. 1 初代校長小野寺東雄発令

3. 31 教頭、教諭等25名、市職員 8名

計33名発令

4. 6 第 1回入学式149名 4学級

全校18学級 707名

5. 20 校舎完成

6. 30 プール完成

7. 20 校章制定

8. 15 体育館完成

11. 21 校歌制定開校式典

明53. 3. 25 第 1回卒業式110名

昭55. 10. 13 体育館ボーダーライ ト

昭57. 2. 27 i雑木林の小道」完成式

昭58. 2. 7 音楽室廊下防音ドアー完成

8. 11 給食室排水工事完成

平 3. 1. 16 学区変更説明会

8. 7 体育館床張り替え工

平 4. 2. 29 姐小15年を語る会

9. 12 v1U蓄倉庫設置

平 5. 2. 15 生活科用刷工事

5. 30 第17回運動会

6. 5 プールタ オルがけ工

6. 10 プールフェンス張り替え

8. 1 校庭改修工事開始

8. 31 給食室床工事完了

11. 10 子供議会出席

平 6.7. 11 外壁工事

平 7.6 雑木林土留め、フェンス工事

2. 燈代校長

氏 名 年 月 ~ 年 月

小野寺 東 維 昭52.2 ~昭58 . 3

大 R民 喜 一 昭58.4 ~昭62 .12

飯 沼 宏 昭63.1 ~平 4.3

信 夫 滑 彦 平 4.4 ~平 8.3

自民 野 時 巳 平 8.4 ~現在

昭59. 12. 10 堆肥小屋とプール塗装工事開始

昭60. 1. 20 プールフェンス工事開始

昭61. 1. 13 プーノレ排水工事 ・シューテイグボー

ド工事

6. 4 理科室天井工耕

8. 31 A V調盤卓が入る

理科室 ・図轡室のH音幕取替え

昭62. 1. 7 プーノレの平板工

11. 22 開校10周年記念式典

H自63.1. 7 体育館屋線塗装

10周年記念日日時計工主

1. 30 故大熊校長献花式 I 3. 地域の環境

8. 25 放送室 ・図寝室工事 ・洗浄機取りつ | 本校は、日野市西南部八王子市との境に位置して

け完了 | いる。学区は、浅川の第一河岸段丘と第二段丘のニ

12. 23 故大熊校長遺稿集発行 | 段にまたがっている。東西 2km南北1.5kmと広く 、

平元. 5. 26 給食室クーラー設置 | 学校が西に偏在しているため、通学時間が30分以上

平 2. 6. 25 校長室エアコ γ設置 | かかる児童もいる。

7. 28 体育館バスケットゴール取付 | 学区の中心部は、東芝や帝人などの大工場が占め、
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その周辺に個人住宅や集合住宅が混在する。主要道路には歩道があるが、通学路の交通安全施設は整備中であ

る。また、工場が多く車公害が多くなってきた。学校の周辺には、畑や雑木林が多く 、公園もあり 、自然に恵

まれている。父母は会社員が多く、学校教育への関心は深L、。集合住宅が増加中で、学区変更が策定されてい

る。

4.教育目標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神を基調とし、心身ともに健康で、知性と感性に富み、人間性豊かな児童の育成を目指し、

次の教育目標を設定する。

・よく考える子ども

.なかよくする子ども

.がんばりぬく子ども

.からだをきたえる子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 共感的児童理解をもと に、人間噂重の精神を婿い、殺かな感性と人間性を脊て、いじめのない楽しい学

校を作るために心の教育を推進する。

② 「よ・な・が・か」を地域ぐるみの合言葉とし、旭が丘小19年の成果をふまえ今日的視点から教育活動

を見直し、教育目標の達成を目指す。

①学校教育目標の 「なかよくする子ども」を重点目標とし、全教育活動を通して教育目標の達成を目指す。

そのために、児童相互、児童と教職員が触れ合う時間を生み出す工夫をしてし、く。

・一人ひとり の児童の個性と創造性を伸ばし、人権尊重の精神を培う。

・体験的な学習 ・問題解決的な学習を重視し、児童の主体的な学習を促す。

-豊かな学校環境を活用し、自然をいつくしみ、環境を改善する心と態度を育てる 0

・地域に根ざした教育を維進し、地域を愛し、地域の一員としての自覚を育てる。

・自ら進んで運動に親しむ態度を身につけ、生、涯にわたって体力の向上とスポーツを継続する心と身体の

健成づくりを進める。

@ 発達段階に応じた指導の手だてを工夫し、一人ひとりに行き届いた教育を推進する。

⑤ 保護者・地域から信頼される学校を目指し、教職員の研究・研修活動を充実する。

全員公開授業を行い、指導技術を跨き合い、教材研究を深め分かりやすい授業の確立と授業の効率化を図

る。

⑤学校jgjj五日稿IJへの移行に伴い、保護者や地域との連機をもとに、児童の学習 ・生活環境の充実を図ると

ともに、児震が自ら考え、判断し、行動する態度を育てる。

5. f旨滋の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・越礎的・基本的な学習内容を確実に身につけ、個性を生かす教育活動を進める中で学ぶ意欲と学習の仕

方を習得させ、思考力 ・判断力 ・表現力の育成を図る。理解の不十分な児童の個別指導をきめ細かく行

う。

・児童の主体的な学習活動を促すため、体験的な活動・問題解決学習を取り入れ、学習活動の多様化を図

る。また、 地減を生か した教育活動を大切にし、社会人講師や地域の環境を教育活動に生かしてし、〈。

イ.道徳

・児童の実態に即してねらいを重点化し、教育活動全体を通して、自ら考え、正しく判断し、行動する主

体的な道徳的実践力の向上に努める。

・道徳、の時聞は指導計画に基づき多様な指導資料を活用するとともに指導方法を工夫する。

ウ.特別活動

・集団活動に積極的に参加し、望ましい人間関係を築き、自ら考え、行動する児童の育成に努める 0

・学校行事では個を生かす活動を重視し、日常の学習の総合的発展の場とする。

・日常生活への適応指導、健康 ・安全指導では教師の意図的 ・計画的指導を強める。
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. i全校活動」のi時聞を通 して、奥年齢集団の中で生き生きと したまとま りのある交流を図る。

(2) 特色ある教育活動

・栽培活動、飼育活動、雑木林の活用、資源の節約など環境教育を全校で取り組み、自然愛護物を大事に使

う心、勤労意欲;を高める。

・全学年を通して、性教育を計画的に行い、人間尊重 ・男女平等の精神を培う。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

・基本的な生活習慣を身につけ、自立心 ・自律心を高めるカを育てる。

・教育相談の機能を高め、いじめや問題をもっ児童への組織的な対応を進める。

イ.進路指導

・体験的な活動を通して、成就感、達成感を味わわせ、自ら考え、判断し、決定する能力を育成する0

.各種の催し物 ・競技会への参加を働きかけ個性や能力を引き出し伸ばす援助を行う。

6. 本年度の研究課題

0子どもによ く考えさせる授業のあり方

7. 本校の特色

(1) iなかよくする子ども」の育成を重点目標に設定。

(2) 授業の活性化をめざす校内研究体制づ くり。< iよく考える子」の育成を大テーマとして>

(3) 雑木林を宝として、その保存と活用への指向。雑木林の付加価値を高める思考。

(4) 体験的学習の場の充実を目指して。一人ー鉢の菊づくり 、椴苛栽培 ・茶摘み用高木の育成、小動物との交

流の場づく り等への指向。

(5) 地減教育力との大いなる述例。ス ポーツ保険を刺!として学校と地域が一体化し、元旦マラソ γ ・サマージ ャ

γポリ ー ・旭が丘少年野球リーグなど学校創立以来の組織的な健全育成への着実な展開。

8. その他 (教職員の研究股)

~ 1iIf 究 員 開発委員 研 究 生.

1 熊野時巳(I-I3 .体育)

2 八木 文夫 (59. 体育)
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学校名 日野市立平山台小学校

所在地 日野市平山 2-1-1

電話 0425-92-6381・6382

11頃 路 京王線平山城祉公園下車徒歩15分

児童数 男98名 女97名号1-195名

校長氏名噌賀従男

1 沿革の概要

昭53.1 _ 7 現在地に建設着工

4. 1 日野市立平山台小学校と して開校、

平山小学校の学区からがIたに王子I-Ll 1 ， 

2， 3， 6丁目を平山台小学校の学

区域と定める。児童数男268名、女2

82名古|一550名 17学級(心|埠2学

級含)の規模で開校する。

10. 24 校舎落成式校章発表

11. 22 Hfl校記念展覧会 開校記念日

1lju，54. 3. 9 開校記念校歌発表会

11. 10 心陣学級作業学習コーナー設置

11j'j55. 3. 20 校舎増築8教室完成

8. 15 '10庭排水溝、飼育舎完成、遊戯室床

張替え、ガス配管一期完成

10_ 20 野焼きの授業展開、 テレビ放映

昭56. 3. 13 屋上フ ェソス(音楽室上)完成

4. 1 5月385 女367 計752名

22学級(心障 3含む)

昭57.4. 1 男356 女348 計724

21学級(心陣 2含む)

8. 30 図書館改装 ガス配管工事完了

昭58. 4. 1 男335 女337 計672

20学級(心|峰2含む)

10. 30 屋外バスケッ トポール施設完了

昭59. 4. 1 男290 女312 計602

16学級(心陣 1含む)

3_ 屋上フ ェソス完成 ・校舎増築完成

Hi':l60. 4. 1 男276 女273 計549

17学級(心障 2含む)

12. 9 プール全面塗装

昭61. 4. 1 男236 女245 計481名

15学級(心障 1含む)

昭61. 12. 8 研究公開(体育を中心とする)

(内わかくさ学級13名)

教頭氏名雨宮 充

昭62. 3. 30 休育館どん張取替

4. 1 5月215 女208 H423名

14'学級(心l埠1含む)

昭63. 2. 5 研究発表公開(心障)

昭63. 4. 1 91191 女175 計366名

13学級(心陣 l含む)

8 体育館照明装置取付け

11. 19 開校十周年記念式典挙行

平元 3 体育館バスケッ トゴール取付け

4. 1 男167 女171 計338名

1 4~学級(心|庫 2 含む)

4 日野市研究奨励校

5. 2 文部省心身障害児理解推進校指定

8. 30 多目的教育工事完成

平 2. 4. 1 男151 女146 計297名

13学級(心陣2含む)

10. 26 文部省心身障害児理解推進校研究発

表

10. 30 ふれ合い広場完成

平 3_ 4. 1 男135 女138 計283名

12学級(心陣 2含む)

10. 30 屋上|坊水工事

平 4_ 4. 1 男131 女121 H252名

12学級(心|感2含む)

平 5. 4. 1 男115 女122 計237名

10学級 (心|笥 1含む)

5 _ 7. 3 卯i之内3号 トンネル全校生見学

平 6_ 4 _ 1 男115 女113 計228名

10学級(心障 2含む)

平 7. 4. 1 男110 女107 計217名

10学級(心|母2含む)

平 8_ 3. 18 校長室 ・事務室の移設完了

平 8. 4. 1 男105 女103 計208名

10学級(心|埠2含む)
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2.歴代校長

氏 名 年月~年 月 氏 名 年月~年月

)11 格 昭53.2 ~昭57.3 ，馬 淵 金 男 昭63 . 10~平 3.3

蓮 池 守 一 昭57.4 ~昭61. 3 波多 野 坦 平 3.4 ~平 6.3

野 村 武 良R 昭61.4 ~昭63.9 増 賀 従 男 平6.4 ~現在

3.地域の環境

本校は日野市の南端、多摩丘陵の頂きに開発 して建設。北側は、 日野市はもちろん八王子、立川も一望でき、

巨大島鰍図を眺めるようである。また、南側は、多摩テックから平山城祉公闘に連なる雑木林が四季折々の風

物を諮る。

このような、景観だけでなく 、体験学習をするよでの生きた教材を得た学校である。学区は京王電鉄が造成、

分線した平山 1，2， 3丁目に加えて、平山6丁目を含んだ、まとまりのある地域である。また、この地に住

む人#は相互にB古墳の美化、 伶化に努めているため、静かで落ちつきのある雰囲気が維持されている。

4. 教育目標

態法 ・教育基本法の示す国民の育成に努めるために、地域 ・児童の突!磁を基に、学校の教育目標をさだめる。

本校の教育は、生命の尊重を基底とし、自らを考え正しく判断し突践できるカをもっ児童を育成する。

0よく考え くふうする子

0カを合わせて やりぬく子

0心豊かな やさしいチ(本年度重点目標)

0 明るく たくましい子

<1=1様達成のための基本方針・>

教育問様の具現化を目指して、教育課程の編成と突践に努める。

① 「心fまかな やさしい子」を重点に掲げ、全教育活動を通じて生命及び人権を尊重する態度を育成する。

② 教師と児童、児童相互の心の交流を深め、明朗で協力的に活動する児童を育成する。

① 学習の過程を重視した指導法を工夫し、豊かな表現力を身につけた児童を育成する。

@ 行事の精選や週時程の工夫、また、年間指導計画の見直しを行い、児童がゆとりをもって学習できるよ

うにする。

⑤ 家庭 ・地域との連携を密にするとともに、地域の教育力を活用し、聞かれた学校を目指す。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特活の指導の重点

ア.各教科

学習指導要領の主旨をふまえ、児童が意欲的に取り組む授業の創造を目指す。

① 基礎 ・基本の定着と豊かな表現力の育成を図る。そのため、 一人一人の個性 ・能力を生かす指識を心

がけ、体験的学習、他学年他学級との合同学習 ・小集団による学習などを工夫する。

② 課題解決的学習をとり入れ、児童の主体的な学習を通して、学ぶ喜びを味わわせ自ら学ぶ力を育成す

る。

① 生命の大切さを学びとらせる。そのため、生命に関連する各教科及び各領域の結びつきを明らかにし

て指導にあたる。

@ 郷土や諸外国についての認融を深めるとともに、地球環境保全への関心を高める。

イ.道徳

① 児童一人一人が自己を見つめる道館、の授業を工夫し、心豊かでよりよく生きょうとする児1置を育成す

るとともに、他領域との密接な関連のなかで道徳的実践カを高める。

② 生命尊重の精神をもとに、全教育活動を通じて自分、及び他人を大切にする態度を培う。
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ウ.特別活動

集団の一員としての自覚を高め、楽しく落ち着きのある生活を目指す。

① 児童一人一人の個性を尊重し、創意を生かした学級活動を心がけ、自己を生かす力を育てる。

② 児童が学校生活に関する諸問題を、自発的 ・自治的に解決する力を高めるとともに、帰属意識を育む。

③ 小規模校の特色を生かした異学年集団の交流を通して、全児童の心の結びつきを深める。

@ 高学年の活動の場を設定し、リーダーとしての自覚と指導力を高める。

(2) その他の活動

① 学校生活に潤いや充実感を与える活動を計画し、豊かな心情を育てる。(花づくり、子供祭り、オ リエ

ソテー リング、たて劉り清掃や班遊び)

② わかくさ学級との交流を通して、障害児者への理解を深め、ともに生きょうとする態度を培う。

③ 地域の教育力を活用し、児童に社会の一員と しての認識をもたせるとともに、日常の学習が一層深まる

ようにする。 (ほほえみ給食、夕涼み会、ふれあいマラソソ)

(3) 生活指導・進路指導

7. 生活指導

児童が生活の中で生き生かされる喜びの場を通 して、力を合わせ、ねばり強くねばりぬく児童を育てる。

① 児童一人一人の個性 ・特性の把握に努め、よりよく伸ばしてし、く指導を工夫する。

② 児童が相互に生命や人権を尊重する態度を身につけさせる。

① 集団生活に必要な基本的態度や健康・ 安全を心がける態度を身につけさせる。

④ 家庭 ・地域社会及び関連諸機関との連携を密に し、児童の健全育成に努める。

6.本年度の研究主題

「人権尊重教育の推進」

7. 本校の特色

0開校18年目 。市内全域がほぼ見渡せる。恵まれた自然環境の教材化を図っている。

o小規模校の特徴を生かし、和やかな雰囲気と、全校たてわり活動による協働、共学を図っている。

0心Ilî~児と健常児との交流をすすめた り、地域の老人クラブとふれ合う休験を通して「心豊かな心やさしい子

の育成を目指す」心の教育を推進している。

。地域の要請に応える教育力の提供について、青少年育成会等と協力したり、地域行事への参加をしたりして

その具体化を図っている。

8. その他(教職員の研究歴)

いぐ空 研 究 員 開 発 委 員

l 増賀従男 (56. 国)

2 中 村康成 (55.体、 61道)

3 雨宮 充 (60 道)

4 吉尾真理子 (8 社)
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学校名 目野市立東光寺小学校

所在 地 日野市新町 3-24-1 

電話 0425-84-6200・6201

順 路 中央線日野駅下車徒歩10分

児童数

校長氏名鍋田良子

1. 沿革の慨嬰

昭52. 9. 30 学校用地買収予算市議会議決

昭53. 3. 30 学校建設校舎予算市議会議決

6. 2 学校開設準備委員会開催

8. 21 校舎建設工事着工~54 .5 . 3 1

昭54. 3. 10 体育館建設工事着工

~54.10.31 

4. 1 日野市立東光寺小学校として開校。

日野第三小学校の学区から、新町3

丁目と栄町1，2，3，4，5丁目を来光寺

小学校の学区成と定める。児童数54

5名(男287名女258名)15学級の

規模で開校する。

7. 18 校樹決定「さくら」

11. 17 PTA創立総会

11. 20 校章 ・校統 ・校歌制定

校舎 ・体育館 ・プール落成記念式典、

校章 ・校旗披露、校歌発表

昭57. 2 ~ 3 校地緑化、小鳥舎新設

昭62. 11. 20 東京都図面工作研究会南多摩研究大

会会場となる。

平元. 11. 18 fj~校十周年記念式典を挙行

平 4. 3. 31 飼育会(ログノ、ウス)新設

平 7. 8. 11 校庭に木製遊具を設

平 8. 3. 31 卒業生総数1，318名となる。

2. 歴代校長

氏 名 年月~年 月

高 回 智 昭54 . 2.1~昭58. 3.31 

近 1村 ィョ 郷 昭58.4. 1 ~昭60. 3 .31 

志 キサ 経 次 昭60.4. 1 ~平 4 .3.31 

鍋 回 良 子 平4.4. 1 ~現在

男167名女155名計322名

教頭氏名武内忠雄

3.地域の環境

本校は、日野市北西部にあって学区域の一部は多

摩川と八王子市に接している。学区域は新町3丁目、

栄町1，2，3，4，5丁目で、東西1.8km、南北0.8kmと東

西に長く、学校は学区域の中央南側に位置している。

通学時間は、速い児童で15分である。

学区には、大正16年、{曽永海が旧東光寺のあと地

に建てた万松山成就院がある。また、多摩川と日野

用水にはさまれた低地に農家が点在していたが、都

市化にともなって兼業農家がふえ、まわりには宅地

造成が進み、個人住宅や集団住宅が混在している。

学校の裏側には自然林、正門近くには田畑や果樹

園等があり、自然条件にめぐまれている。

また、施設 ・設備、校庭が完備され、教育的環境

は優れている。

父時の学校にょせる関心も高い。

4 教育目標

(1) 学校の教育目標

校の教育は、憲法及び教育基本法の精神に基

づき、 「自他を尊重しながら、心身ともにたくま

しく、主体的 ・創造的に生きる児童の育成」を目

指し、次のように教育目標を設定する。

0明るい子ども(本年度重点目標)

0考える子ども

0強い子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 全教育活動を通して、生命尊重 ・人梅噂震の

意識高揚に努める。

② 主体的に学ぶ意欲の高揚を図り 、自ら考え、

正しく判断し、行動できる児童の育成に努める。

① 人間として必要とされる基礎的 ・基本的な内

容を確実に身に付けさせ、児童一人一人の個性

を生かした教育の推進に努める。

① 児童が、自ら進んで健康の精進や体力の向上

を図ることができるように、健康 ・安全教育を

計画的 ・組織的に推進する。
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⑤ 学級経営の充実を図り、教師と児童、児童相互の望ましい人間関係を築き、豊かな体験活動や触れ合い

活動を通して、互いに認めあい、学び合い、他を思いやる心と実践カを育てる。

@ 家庭 ・地域との連携を深め、より聞かれた学校を目指すとともに、地域の文化や伝統及び環境問題への

理解を深め、国際社会に生きる日本人としての自覚と責任感を養う。

⑦ 教師一人一人が研修に努め、より緊密な協働体制を確立する。

③ 児童がより主体的に自己の生活時聞を見直す一方、人や自然、との体験的関わりを深め、より豊かな感性

と高い自律性を培うことができるよう支援する。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教季|

0地域素材の教材化 ・活用等を行い、児童一人一人の学習への興味・関心を高め、自ら進んで学習に取り

組むことができるよう、自主的な学習態度を育てる。

0一人一人の個性や能力に応じた学習の指導法を工夫 し、各教科の基礎的 ・基本的な内容を身に付けさせ

るとともに、感動体験を大切にした学習指導を進める。

0地減や学校の特性を生かし、生活科をはじめ、各教科を通して捷かな体験的学習 ・問題解決的学習を系

統的に行い、学ぶことの楽しさや成就感を体得させる。

イ道徳

0思いや りの心を持ち、相手の立場に立って考え、行動できるなど道徳的実践カを全教育活動を通して育

てる。

0各教科の指導や生産体験学習、生き物との触れ合い等をjjfiして、自他の生命や人格を尊重し、自然、を愛

し、 美 しいものに感動する豊かな心を脊成する。

0勤労の尊さを理解させ、学校や地峡への務仕の気持ちを深め、進んで働く態度を育成する。

ウ.特別l活動

0児童の発想、やf:IJ意を生かし、自ら進んで活動し、集団の一員としての自覚を持ち学校生活を充実 ・向上

させていこうとする態度を育てる。

0自分の生活を見つめ、進んで考え、自ら責任を来たそうとする態度を育てる。

0 地域社会や自然と関わり、触れ合える活動を多く経験させ、進んで学校や地域に奉仕する態度を育成す

る。

0自分の特性を知り 、学校生活で進んでそれを生かし、更にイrjlばそうとする積極的な態度を育てる。

(2) 特色ある教育活動

0地域の豊かな自然や広い校地を活用し、児童の定IJ意を生かした異学年活動を行い、地域の人々や児童相

互の好ましい人間関係を育み、児童が自ら進んで考え行動できる教育活動を批進する。

uPTAや地域の人々との協力のもと、学年国 ・花I宜等を活用した生産体験活動や奉仕活動に進んで取り

組ませ、生き物を育てる楽しさ、大切さを知らせ、勤労意欲や豊かな心を育成する活動を積極的に進め

る。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

0全教育活動を通して、進んで学校生活のきまりを守り、話を聞く態度を育てるとともに、児童が安全で

明るく健康な活力ある学校生活を送ることができるように努める。

0組織的な指導体制を確立 し、 一人一人の児童の生活上の問題点を把握し、きめ細かい指導を行うととも

に、他の教育機関との連携 ・協力を推進する。

0児童各自に生活l時間を見直させ、より計画的で有効なu寺聞の使い方を指導する。

イ.進路指導

0児童一人一人が自分の個性を自覚し、進んでそれを生かし、将来への高い目標を持って学校生活が送れ

るよう努力する。
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6. 本年度の研究主題

「一人ひとりが生き生きと課題に取り組む指導法の研究」

7. 本校の特色

(1) 地域の学校としての立場を強〈自覚し、その期待にいっそう応え得る学校の創造を目指す。

(2) 本年度の重点目標である「明るい子ども」の育成を目指し、教職員はもちろん、家庭との相互理解による

連携を強め、 PTA・地域との協力などを密にして教育を推進する。

(3) 児童一人ひとりが個性を発郷し、生き生きと積極的に活動する活力に満ちた教育が行われるように充実し

た校内研究を推進する。

8. その他(教職員の研究歴)

ヤぐ空 研 究 員 関 発 委 員

1 武内忠雄 (52・体育) 武内忠雄 (59・体育)

2 高木 宏 (63・特活)

3 渡辺知子(平5・学校保健)
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学校名 日野市立三沢台小学校

所在地 日野市百草896-1 

電話 0425-92-2351・2352

JI慎 路 京王線百草園駅下車徒歩15分

児童数 男142名女127名計269名

校長氏名飯田園代 教頭氏名佐藤静雄

1.沿革の概要 9. 1 体育館舞台照明設備工事完了

昭55. 4. 1 開校 日野第八小より分離児童数 平元. 3. 25 第9回卒業式 79名卒業

666名(男319名女347名)、教職 4. 6 第10回入学式 67名入学

員34名で発足 学級数12

4. 7 第1図入学式111名入学 乎 2. 3. 24 第10回卒業式 89名卒業

6. 10 プール完成 4. 6 第11回入学式 52名入学

8. 4 体育館完成 学級数12

9. 1 校庭使用開始(芝生、アンツーカー 8. 24 体育館床張替え工事完了

の運動場) AV放送器機設置

9. 10 市主催による落成式 平 3.2. 1 ランチルーム設備充実

nB56. 2. 10 校歌・校主主発表会 開校記念日とす 2. 9 創立十周年記念式典

る 父母の会より記念品贈呈(遊具)

3. 25 第 l回卒業式 126名卒業 3. 25 第11回卒業式 79名卒業

4. 6 第2回入学式 114名入学 4. 6 第12回入学式 50名入学

学級数18 学級数12

9. 22 校庭改修工事完了(ダス ト舗装に) 平4.3. 25 第12回卒業式 77名卒業

昭57. 3. 25 第2回卒業式 125名卒業 3. 31 鳥小屋 ・砂場 ・畑新設

4. 6 第3回入学式 90名入学 4. 6 第13回入学式 41名入学

学級数17 学級数12

昭58. 3. 25 第3回卒業式 110名卒業 平4. 8. 31 ラγチルーム改修工事完了

4. 6 第4回入学式 66名入学 8. 31 音楽室防音工事完了

学級数16 9. 3 生ごみ分解消滅機使用開始

昭59. 3. 24 第4回卒業式 110名卒業 平 5. 3. 20 桜、梅の苗木を植樹

4. 6 第5回入学式 82名入学 3. 25 第13回卒業式 56名卒業

学級数16 4. 6 第14回入学式 47名入学

昭60. 3. 25 第5回卒業式 117名卒業 学級数12

4. 6 第6回入学式 68名入学 平 5. 9. 30 暖房機工事完了

学級数15 12. 24 雨水利用設備工事完了

6. 28 音楽室冷房設備工事完了 平6. 3. 25 第14回卒業式 61名卒業

昭61. 3. 25 第6回卒業式 131名卒業 4. 6 第四回入学式 48名入学

4. 7 第7回入学式 79名入学 学級数12

学級数14 平 7.2. 4 開校15周年記念コ γサート

昭62. 3. 25 第7回卒業式 119名卒業 3. 25 第15回卒業式 69名卒業

4. 6 第8回入学式 60名入学 4. 6 第16回入学式 37名入学

学級数13 学級数11

8. 31 三沢台小学童クラブ開設 平8. 3. 23 屋上一部雨漏り防止工事完了

昭63. 3. 25 第8回卒業式 104名卒業 3. 25 第16回卒業式 50名卒業

4. 6 第9回入学式 55名入学 4. 6 第17回入学式 29名入学

学級数13 10学級
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2.歴代校長

氏 名 年月~年月 氏 名 年月~年月

初代 深尾 長 昭55.2 ~昭59.3 四 代 西 国 敦子 平 2.4 ~平 7 . 3

二 代 松日楽敬治 昭59.4 ~昭62.3 五代飯田 園代 平 7.4~現在

三 代 福地 保 昭62.4 ~平 2 . 3

3 地域の環境

本校は日野市東南端に位置し、多摩丘陵の頂きを開発した住宅街(西武 ・日本信販)の中心にあり、北は日

野市、立川|市方面、南は八王子市、多摩市及び多摩ニュータウンが一望できる。 東は百草園の雑木林に図まれ、

自然に恵まれているうえ、静かな住宅環境でおちついている。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神を基調に、国際社会において心豊かにた くましく生きる人聞の育成を目指し、次の教育 目

標を設定する。

一、すすんで学ぶ子

一、明るく思いやりのある子(重点目標)

一、よ く考え行動する子

、からだをきたえる子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア.自ら学ぶ意欲を高め、柔軟な思考力、豊かな創造力 ・表現力を育てるとともに学ぶことの楽しさや喜び

を体1与させる。

イ.自尊と敬愛の心を育て、明るい希望をもち、心豊かに生活できるよう指導 ・援助する。

ウ 自ら考え正しく判断し、行動できるよう主体性と突践する力を育てる。

エ.生命を尊重し、自ら進んで健康の精進と体力の向上をめざすとともに、運動に親しむ態度や能力を育て

る。

オ.安全で美しい教育環境を整え、家庭や地域との述携を深め、学校相互の連携や交流を図る。また、教師

自ら研修に励むとともに校内研究を充実させ識見と指噂力を高め、書1J意、ある教育を推進する。

カ.学校週 5日制の導入により、子どもの学習負担が増大したり 、教育水準が低下しないよう指導計画及び

指母方法を工夫する。

5.本年度の指噂の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

児童が自ら考え、課題に向かつて主体的に取り組めるよう指導法の開発に努め、生涯にわたって学ぶ力

の基礎を培う。

0児童の学習への意欲や関心を高めるために、体験的な活動を重視した学習指導の工夫に努める。

0学習のねらいと評価の観点をはっきりさせ、計画的な学習をすることにより児童の基礎学力の定着を図

る。

0教材、教具の効果的な活用を図り、学習効果の向上に努める。また、地域の索材を教材化し学習の中に

生かす。

0級数の教員がチームをつくり個に応じた指導の充実をめざす。

イ.道徳

0生命の尊重を基調に明るく思いやりの心をもち、たくましく生きる子を育てる。

0望ましい行動様式を身につけさせ、節度と協調性のある子を育てる。

ウ.特別活動

0児立の主体的な活動を重んじ、個性や能力の発見と育成に努める。
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o異年齢組織などを活用して児童相互の交流を深め、協力して落ち着いた活力のあるよい校風づくりには

げむ態度と実践カを育成する。

(2) 特色ある教育活動

0異年齢児童のふれあいの場を多くし、児童相互、児童と教師の交流をさかんにする。

o校内、校外での奉仕活動を通し、勤労の大切さを育み、併せて学校と地域との連勝を深める。

0自然をいつくしむ心を育てると共に、環境の改善に働きかける実践力を育てる。

0児童の遊びを豊かにし、創造性を育み心身の調和のとれた発達の基礎を培う。

0我が聞の文化や伝統についての理解を深めるとともに、世界の人々の生活や文化に対する理解を深め、

尊重する態度を育てる。

(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

0楽しい学校生活が送れるように、全教育活動を通じて、人間として調和のとれた豊かな心を育てる。

0集団としての規律を理解させ、基本的生活習慣の徹底を図る。

0児童の盟かな人間性を指うために 正しい、美しい、温かい 言葉で話すことができるようにする。

0家庭・地域との連携を深め、安全指謀、健全育成の手立てに万全を~mす。

イ 進路指導

0児童一人一人の特性を生かし、個別指導を一層徹底し生経学習を指向する基礎作りを目指す。

0各教利、道徳、特別l活動との|長hlliを密にして、職業や勤労に対する正しい理解と判断力を育て、労働や

奉仕することの大切さを体得させる。

0海外から帰国した児童については、学校生活への適応を図るとともに、外国における経験を生かすなど

適切な指導に努める。

6. 本年度の研究主題

「ftかな心を持ち、進んで実践できる児童の育成」を目指す指導法の研究 教科 国語

7 本校の特色

子どもたちの 「心のふるさと」となる地域と一体化 した学校づくりをめざす。このため全教職員の創意を生

かし、子どもと共に遊び、働き学ぶ教職員の後姿から教育実践の効果を高めてし、く。

8 その他 (教職員の研究歴)

いぐ空 都 ・文部省委員 研 ~ 員

1 飯田園代 (61. 者11研究奨励費) 飯田園代 (60 特活)

2 佐藤静雄 (H2. 社会)

3 茂 木 敏 光 (H6. 教育課題)
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学校名 日野市立仲田小学校

所在地 日野市日野本町 6-1一74

電 話 0425-81-8511 FAX 8512 

)1関 路 中央線日野駅下車徒歩12分

児童数 男132名女134名計267名

校長氏名河野和畠 豊教頭氏名森野
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4. 6 第10回入学式

3. 25 第10回卒業証書授与式

平 6.4. 6 第11回入学式

平 7. 3. 25 第11回卒業証舘授与式

平 7.4. 6 第12回入学式

平 8. 3. 25 第12回卒業証お授与式

4. 1 4代校長河野和昌就任

4. 6 第13回入学式

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

山 口 武 彦 昭59.2.1 ~昭62. 3.31 

岩 下 和 夫 昭62.4.1 ~平 4 . 3.31 

中 村 孝 一 平 4.4.1 ~平 8 . 3 . 31

河 野 和 昌 平 8.4.1 ~ 

3.地域の環境

本校の学区域は、日野市の北部に位置し、東と南

に甲州街道 (国道20号線)、西に JR中央線、 北に

多摩川にかこまれた、ほぼ長方形に近い地域である。

この地域は、 江戸時代以来甲州街道日野宿と して

栄えてきた。近年、多摩川沿いの水回を埋めたてて

宅地化が進行している。したがって、古くから居住

している人々 、比較的新しく移住してきた人々とが

混在している。

本校は、この地域の中央部北寄りの旧農林省蚕糸

試験場(日野第一桑園)跡地にたてられ、周囲は、

仲田緑地や多摩川という自然の美しい環境が残され

ている。

仲間は、この付近の古い字名で、本校名もこれに

よったものである。

4 教育目標

生涯学習社会を迎え、個性尊重の精神を基調とし

て、心身ともに健康で知性と感性に宮み、人間性

かな児童の育成を目指し、次の教育目標を設定する。

。すすんで学ぶ子

自ら学ぶ意欲をもち、社会の変化に対応でき

る力を育てる。

0からだをきたえる子

自ら進んで、健康の保持・増進及び体力の向

上を図る能力と態度を育てる。

0思いやりのある子

生命尊重を基盤とし、人間性を尊重し、人格

を尊重する、豊かな心を育てる。
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0最後までやりぬく子

困難や障害を乗り越えて自己実現を目指す、たくましく生きる力を育てる。

5. 本年度の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o Iすすんで学ぶ子」の育成を呂指し、全教育活動を通して、的確な助言 ・援助を行い、自ら学んでい く

学習意欲や心優しい豊かな心情を育てる。

0各教科の特性を踏まえて、学習集団の編成・活用を図るなど個に応じた指導を重視する。特に児童が進

んで楽しく学習し、自ら基礎・基本を身に付けていく授業の実現を目指して、指導法の工夫 ・改善に努

める。

イ.道徳

o社会の一員としての自覚を覚め、基本的生活習慣を身に付けさせるとともに、自他を尊重する心情及び

態度を育てる。

0常に目標をもち、その達成を目指して、自分から進んで行動し、最後まで根気強くやりとげる意志と態

度を養う。

ウ.特別j活動

0児童の主体的な活動を促し、諸行事や学級活動を推進する。特に、できるだけ児童に企画・運営させる

など して、集会活動の充実を図る。

(2) 特色ある教育活動

0昨年度 までの人権尊重教育推進校の研究成果を生かし、校内研究の継続を図る。

0学校裁量の時間を無理のない範囲で教育過程に位置付け、児童の希望を生かした全校の活動や保護者や

地域の人 と々 ともに活動する体験的な活動を実施する。

(3) 生活指噂 ・進路指導

ア.生活指i!+
O一人一人の児童を尊重 した教育を推進するため、 学級での指導を充実させるとともに教育相談、 生活指

導職員会議・朝会等を通して、児童理解と校内体制jの確立に努め、問題点の早期発見・早期対応に心掛

ける。

0生活指導目標の達成を目指して、学校生活における基本的な生活習慣の定着を図るとともに、 学校週五

日制の月 2回実施を踏まえて、地域 ・家庭での生活体験などの成果を学校の教育活動に生かす。

イ.進路指導

o一人一人の児童の能力 ・適性を捉え、将来を見通した個性の伸長を図る。

0学級における諸活動等を通して、自主的な活動意欲や実践力を高める。

6.本年度の研究

(1) 研究主題

「お互いに認め合い高め合いながら進んで学ぶ子の育成」

(2) 研究教科

「生活科J I社会科」他

(3) 研究内容

①基本的方向

。生活科・社会科研究領域として、上記主題を追究し、本年度の重点教育目標 「お互いに認め合い、高め

合いながら進んで学ぶ子の育成」の具現化を図る。

0昨年度までの研究及び課題を踏まえて実践し、定着を図るとともに、期待される児童像をさぐる。

0人権尊重教育推進校の積み重ねを生かし「一人一人を大切にした指導」により、思いやりのある児童を

育てる。

②研究方法

0講演及び教材研究を通して、学習指導要領の趣旨、内容の理解を深める。
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0授業研究を通して、指導内容 ・方法を実証していく。

0研究推進委員会の計画 ・推進により 、校内を二分科会に分けて進める。

0研究教科の教材 ・資料図書の充実を図るとともに、教育環境の整備に努める。

7. 本校の特色

本校は、開校13年目を迎えた教職員の意欲と児童の活力にあふれる学校である。

(1) 恵まれた自然環境

本市の北東部に位置する学区域は、緑堂かな仲田緑地や、流れも清き多摩川など、美しい自然に閉まれて

いる。また学校の前には、樹齢100年に達する大ケヤキやイチョウがそびえ、四季おりおりの景観が子供た

ちの心をはぐくんでくれる。

(2) あいさつが上手な明るい子

本校の子供たちは、すこぶる明るく 、索直である。来客者は口をそろえて、 「この学校の子供たちはあい

さつが上手ですね」とほめてくれる。

あいさつは、心と心を結ぶ最高の手段であり、好ましい人間関係の形成に役立つ。豊かで明るい学校生活

を過ごすために、あいさつは不可欠なものであり、全校で取り組んでいる。

(3) 研究熱心な教職員

本校では、 「お互いを認め合い高め合いながら進んで学ぶ子の育成」をテーマに、昨年度までの研究の成

果を生かし、生活科 ・社会科他、を通して更に一層の飛躍 ・深化に努めている。

また用務員は、庭木の現定の時期を研究したり、事務職は廉価で品質のよい物品購入に心がけ、調理員は、

子どもの~IIJ に立った味付けなどを絶えず研究している。

(4) 協力的な地主主の方々

本校を取り巻く地域は、 「日野宿」跡地に象徴されるように、大変歴史の古い所である。それだけに貴重

な遺産や資料がたくさんある。以前、開校五周年記念の資料集を作成するため、地域の方キに資料提供を要

請したところ、驚 くほど多くの資料や古文t!Jを寄せてくれ、また古老から、背の話を十分聞かせていただい

た。昨秋、十周年記念行郁を地戚の協力のもと実施し連携を深めた。

8. その他(教職員の研究歴)

じぐ空 研 究 員 開発委員 研究 生 道徳助言

1 
岩 崎英夫 八木正子 手口問いさお 雨宮宣夫

(元.体育) (5.生活科) (53.教育方法)

2 槌 松国久語美)子
(2. 

3 八(2 .木教育正畝・題子) 

4 
雨 宮宣夫
(6. 教育課題)

5 
小山 しおり
(7.社会科)
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学校名 日野市立日野第一中学校

所在地 日野市日野本UIJ7-7一7

電話 0425-81-0009・0261

)1領 路 ]R日野駅下車徒歩10分

生徒数 男344名 女265名 計609名

校長氏名松津茂久

1. 沿革の概要

H百22. 4. 30 公立中学校として設置認可、日野中

学校と称する。

nl124. 4. 1 校歌制定

1ll129. 4. 1 校名を日野第一中学校と改称

昭37. 9. 17 新校舎(鉄筋|功音)落成

IIB38. 9. 9 プーノレ落成

昭39.5. 1 特別教室落成

H召41. 7. 1 体育館落成式

11召42. 11. 4 創立20周年記念式典挙行

昭48.3. 10 校舎増築(普 2、特別 2) 

11召52. 11. 4 30周年記念、校歌刻字の記念碑

JlB55. 4. 1 大坂上中新設に伴い学区縮小

H百59.3. 31 給食棟増築(食堂 1、特別 2) 

H召59. 6. 4 学校給食開始

JlB62. 11. 7 創立40周年記念式挙行

平 2.9. 3 校庭整備工事

平 3. 10. 25 柔道室改築

平 4. 2. 24 コンビュータ室工事

平 7. 8. 31 給食室空調工事

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

町 田 勘之助 昭22.4 ~昭25 . 9

飯 塚 節 ßl1 25. 10~昭37.3

大 沢 彰 昭37.4 ~昭40 . 3

大 沢 主J君邑 作 昭40.4 ~昭45 . 3

安 剖l 達 郎 昭45.4 ~昭49 . 3

東 恭 朝 昭49.4 ~昭53 . 3

松 延 割十 作 昭53.4 ~昭57.3

林 節 夫 昭57.4 ~昭59.3

奥 村 節 生 昭59.4 ~昭63 .3

局 橋 且」豆!乙ι 彦 昭63.4 ~平元. 1 

F邑4ー. 本 裕 子 平元 . 2 ~平 6.3

松 津 茂 久 平 6. 4 ~現在

教頭氏名石 川 光男

3.地域の環境

日野市の東部、多摩川と浅川の合流する第四紀沖

積層の低地に当り 、水の便よく水田が発達 し、甲州、|

街道ぞいの宿場H可として栄えてきた。

近年、郊外の住宅、アパー ト、工場、特に中小企

業、家内工業、商業が多く 、近郊農業も見られる。

4.教育目標

(1) 一人一人を尊重し、 心理と平和を求める社会の

形成者として、世界に聞かれた人聞の育成を目指

し、次の目標を定める。

(主体性)

(連帯性)

(人間性)

(健康)

一、自ら考え、学びつづける人

一、協力し、 全体につくす人

一、心豊かで、思いやりのある人

一、進んで、心身をきたえる人

(2) 教育目標を達成するための基本方針

①生徒一人一人の個性や能力を生かし、基礎 ・基

本を重視した分かりやすい授業の実践と指導の

工夫により 、自ら学ぶ意欲と柔軟で豊かな思考

力 ・創造力を育て、主体的に考え、判断、行動

できる能力を育成する。

② 生徒に学級 ・学年 ・学校、さらに地域社会の

一員と しての自覚を促し、集団との一員として

よりよい生活を築こうとする自主 ・自律的態度、

地域か ら学ぼうとする心情や人々との連帯感、

郷土愛を培う 。また、校内や地域の美化活動 ・

奉仕活動力、ら環境改善への意欲を育む。

③ 人権尊重の精神を培い、常に国際的視野をも

ち、一人一人の生徒の成長 ・発達と自己実現を

図る人間性豊かな教育を徹底する。

@ 生徒が生命を尊び、健康で明るく活力のある

生活を送るため、生涯にわたって運動に親しむ

ことができるよう体育の充実を図 り、健康の保

持増進と体力の向上を図る能力 ・態度を育成す

る。また、性に関する理解ーを深めるための指導

を充実する。

⑤ 学校 5日告IJに伴い、指導方法の工夫 ・改善に
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努めると共に、家庭や地域社会との連携を一層深め、地域との連帯感、地域への帰属意識を培い、関かれ

た学校教育を進める。

5.指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・基礎 ・基本を重視したわかりやすい授業、そして生徒の理解を助ける授業の実践により 、基礎学力の充

実を図り 、生徒自ら学ぶ意欲を培う。

・学校 5日制をふまえ、授業時数の確保と教材の精選及び指導内容の重点かを図る。

・理科 ・保健体育科におけるティームティーチ γグの滋入や選択教科の充実により 、個に応 じた指導法の

工夫を進める。

-体験的学習、問題解決的学習、地域索材を生かした学習や学校図筈館、視聴覚教材、教育機器を活用 し

た学習を充実し、生徒の興味 ・関心 ・意欲を伸長させるとともに、情報を選択し活用する能力を高める。

イ.道徳

・道徳の時数確保とともに 3年聞を見通した道徳の年間指導計画に沿って組織的 ・計画的・ 継続的な指導

に努める。

・道徳、及び教育活動全体を通していじめや暴力 ・差別 ・偏見を排除し、人権尊重精神に基づき、思いやり、

認め合い、支え合う心と態度を育てる。

-地域や社会の一員として、社会規範を身に付け、自主的判断のもとに責任ある行動が取れる道徳的実践

意欲と態度を培う。

・他領域、特に進路指導との関連を図りながら、各学年の発達段階に応じて、生き方 ・在り方などの指滋

を充実し、量まかな心を育てる。

ウ.特別活動

-教師と生徒、生徒相互の心の触れ合いを深め、信頼関係を確立する。

-小集団を韮礎に、個人の自発性や個性及び責任感を啓発し、学級集団の質を高める。

-生徒会活動や部活動を充実させ、生徒の自主的活動力と一人一人の個性 ・能力の伸長を図る。

・学校行事を通して体験的な活動を促進し、成就感が意、欲につながる指導に努め、あわせて集団への所属

感を深めさせる。

(2) その他の活動

サンフラワ一一中(学習 ・心身 ・環境)を合い言葉に、落ち着きと潤いのある学校生活を築くため、次の環

境教育や社会性を育む教育、並びにポラ γティア協力校としての活動を推進する。

・清掃 ・美化活動の徹底を図り、心豊かな教育環境の随成する。

・クリーソフェスティパル、花と緑のある学校づくり 、古切手 ・テレフォ γカード集め、ユニセフ募金等

の体験的 ・勤労的 ・奉仕的な活動を通して、心鑑かな社会性を育む。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指潟

・生徒の規律ある充実した学校生活の確立と基本的な生活習慣の徹底を図り、社会の一員としての自覚を

高め、社会規範を守る態度を育てる。

・生徒指導の共通理解 ・共通実践に努め、職員が一枚岩となって取り組む生徒指辺事態勢を確立する 0

・あいさつや朝会等の集会指導の充実により、集団行動の質的向上を図る。

・教育相談室を活用し、カウ γセリ γグを重視して生徒理解を深めるとともに、生徒一人ひとりの内面に

迫る個別指導の徹底を図る。

・保護者、地域、小学校、関係機関等と緊密な連携を図り、生徒の健全な育成に努める。
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イ.進路指導

・一人一人の生徒が自己理解を深め、将来にわたる生き方を考え、主体的に進路を選択する能力と態度を

育てる。生徒進路の選択に当たっては、生徒の能力・適性 ・希望等に基づいて適切に助言 ・援助を行う0

• 3年聞を見通した全体計画に基づき、組織的・計画的・継続的な指導を行う。

・学級活動における進路指導の時聞を確保し、充実に努める 0

・職場訪問・職業調べ ・留学生の話を聞く 会 ・上級学校調べ ・卒業生の話を聞く 会 ・高校の先生の話を聞

く会等体験的な学習を通して、生きた進路情報を習得させ、適切な進路選択能力を育てる。

6. 本年度の研究主題

① 進路指導と関連した道徳教育のあり方

② 生徒の活力を引き出す指導のあり方

7.本校の特色

次のことを、組織的な活動のもとに推進する。

サ γフラ ワ一 一中

・学 ・心 ・体の力

・美 しい環境

8.その他

研 究 員

1 松津 茂久 (59. 特活)

2 石川 光男 (46.保体)

3 吉田俊明 (63. 教育課題)

4 岸 降男 (63. 国語)

5 浅野和也 (2. 教育課題)

6 清水 強(3 .特活)

7 沢田陽子(5 .英語)

8 菅野 武(5 .保体)

9 鈴木 直也(5 保体)

10 山田智之 (6 教育課題)

開発 委員 道徳助言研

石川| 光男 (60.保体) 荒 延江 (61)

山田智之 (7 .美術) 清水 肇 (2 ) 
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学校名 目野市立日野第二中学校

所在地 日野市多摩平4-5一2

電話 0425-81一0056・0262

11頂 路 中央線豊田駅下車北へ徒歩10分

生徒数 男297名女260名計557名

校長氏名日食和雄 教 頭氏 名辻 野良 子

1.沿革の槻要

昭29年度 設立認可、開校式、入学式(生徒200

名)

第二期工事人教室増築落成

昭31年度 第三期工事竣工落成

昭32年度

昭33年度

昭34年度

昭35年度

昭36，年度

昭37年度

昭38年度

昭39年度

sB40年度

昭41年度

昭42年度

昭62年度 給食始まる

南校舎内部塗装工事

昭63年度 南校舎内部塗装工事

体育館西側舗装工事

健全育成相談室設置

南校舎二階廊下改修塗装

脊柄祭(文化の部)市民会館で挙行

体育館、床、壁、更衣室等改修

被服室、理科室の床改修

コンピュータ一室新設

南校舎一階廊下天井改修

北校舎階段張替え工事

北校舎二階トイレ改修

南校舎二階教室天井改修

南校舎昇降口1，21潜戸改修

北校舎廊下手すり新設(第二音楽室)

創立40周年記念式典挙行

平 6年度 南校舎一階教室天井改修

金工室前廊下天井改修

南校舎二階トイレ改修

平 7年度 南校舎三階教室天井改修

第 1回卒業式(卒業生204名) 平元年度

校旗 ・校歌制定

産業教育研究校に指定される 平 2年度

特別教室(工作、調理、理科)竣工落

成 平 3年j支

第二期特別教室竣工 平4年度

産業教育研究発表会、修学旅行 研究

発表会

フ.ール竣工落成 平 5年度

保健体育研究発表会

普通教室 3教室緩工、創立10周年記念

式典挙行

体育館竣工

防音校舎第一期工事完成(6教室)

防音校舎第二期工事完成 (18教室) 、

プール用更衣室工事完成

昭43年度 南校舎前、境放花壇完成

体育倉廊と校庭用使所完成 I 2 服代校長

sB48年度 創立20周年記念式典挙行

sB49年度 南校舎 3階塗装。技術科教室及同準備

室改造整備。中庭・他整師il

昭50年度 南校舎 6教室地設、南校舎 2階塗装

昭51年度 理科室、家庭科調理室、机、床整備

昭52年度 体育館照明工事、暗幕完成

校舎電気配線整備

昭55年度 第二技術室の新設

昭56年度 北校舎内部塗装工事、校長室 ・事務室

の床張替え工事

昭57年度 南校舎窓枠改修工事。プールサイド改

修工事。体育館床塗装工事

昭59年度 創立30周年記念式典挙行

昭60年度 給食棟建設工事着

氏 名

橋 本 J貝t旬。 昭29 . 3.1 ~昭30.9.30

増 山 恒 昭30.10.1~昭41. 3 .31 

飯 問 栄 昭41.4.1 ~昭46.3.31

i河 キサ 俊 一郎 昭46.4. 1 ~昭48. 3.31 

飯 回 :9'P =ロと 昭48.4.1~昭51. 3 .31 

林 政之助 昭51.4.1 ~昭55. 3 .31 

波 辺 =ロt 彦 昭55 . 4.1 ~昭59. 3.31 

林 節 夫 昭59.4. 1 ~昭63. 3 .31 

大 野 隆 久 昭63.4. 1 ~平 6 .3.31 

日 食 和 雄 平 6.4.1 ~現在
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3. 地域の環境

学区は3，000世帯を収容する多摩平公団住宅を中心に、日野五社を中心としたサラ リーマ ンの住宅地として

発展したベッドタウソの中央に位置している。

4.教育目標

人間尊重の精神を基本とし、民主的な社会の形成者として、たくましく実践力のある人聞をめざし、

(1) 健康なからだと自主的精神を養う。 I自ら学習に励む人になろう

(2) お互いに尊敬し合い、奉仕の態度を育てる。

(3) 高い知性と豊かな情操を養う。

思いやりの心で他に尽す人になろう

進んで心身を鍛える人になろう

5.指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

年間指導計画を基に、指導内容の充実・精選及び、指導方法の工夫改善につとめ、基礎基本の充実を図

り、ゆとりある学習を通して自主学習を促進し内発的意欲、主体的学習態度の育成を図る。

また、指導方法の改善のひとつとして、理手|においてチームティーチ γグを実行し、授業の効果を高め

る。

イ 道徳、

日常の教育活動全体を通して、組織的・計画的に内容の重点化を図り、学校生活全般において自主的判

断のもと、責任ある行動がとれる豊かな道徳性の育成に努める。

また、人権尊重教育の立場から学校の教育活動全体を通して、

① 互いに認め合い、励まし合う態度を育む。

② 『人の命の尊さ』を学ばせる場面を設定する。

① 偏見や差別の根絶に努める。

ウ特別活動

学年 ・学級の諸活動を基盤に、 生徒会活動など集団活動を通して、自主性 ・協調性 ・奉仕性等を養う。

特に、 生徒会活動においては環境教育の一環として、リサイクノレ運動を発展させ、よりよい環境の創造

活動に主体的に参加させる。

部活動の種類や内容の充実を図ることによって、生徒の活動意欲を促進し、学校生活の活性化を図る。

(2) その他の活動

小集団を基に学級 ・学年 ・生徒会の活動の中で、個々の自発性を促し、生徒集団の質を高める。

行事や諸活動を充実させ、活発な活動を促進することによって生徒自身の参加の意欲を高め、 主体性 ・協

調性・創造性の伸展を図る。

地域に根ざした学校教育を推進するために、生徒が地域の自然や文化を愛し、地域から学ぼうとする心情

を育む。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア生活指導

教師と生徒、生徒相互の人間関係を深めることによって、基本的生活習慣を身につけさせ、自ら正しく

判断し、 実践していく能力を養う。

問題行動の指導は、共通理解に基づき一致 した指導を継続 ・徹底するとともに、ゆとりを持って自己教

育力、自ら正す力の育成を図る。

上記の目的を達成させる手段として、教育相談を進め、生徒一人一人を理解することによ って、指導 ・

助言を行う。

イ 進路指導

教師 ・生徒 ・保護者の交流を促進し、発達段階に応じた指導をすすめ、自己の個性や適性の伸長を図り、

正しい職業観を育成し自らの進路を選択できる能力を高める。

進路学習として次のことを学級活動時に行う

po 戸、J
V



第 l学年 『自己を知る~ w職業調べ』

第2学年 ・・ぃ 『上級学校』

第3学年・ ・白・『進路の選択』

6. 本年度の研究主題

「カウンセリ ングマ イγ ド」にたった指導法の研究

7 本校の特色

日野市最大の多摩平第 l公園に接し多摩平団地のほぼ中央に位置し、けやき、自か し、 〈ぬぎ、こなら、赤

松、ゆりの木等々の木々に固まれ、自然環境は良好である。広い校庭は桜に閉まれ、体育系のクラブ活動は活

発で優秀な成績を上げている。者11の愛鳥モデル校にも指定されており 、情操薗の高揚も見られる。青桐祭(運

動会 ・文化祭)も16年目を迎え定着してきた。年2回実施される生徒会主催の球技大会、合唱祭は、学級のま

とまりを強めるとともに、生徒の自主性を育てている。特に背桐祭を通して生徒の誇り と二中の特性の育成に

努める。

8. その他 (教職員の研究股)

~で Wf 究 員 開 発 委 員

1 日食和雄 (55.保健体育) 日食和 維 (58.保健体育)

2 辻野良子 (4. 道徳) 秋庭英子(7 .家庭)

3 田中幸美 (7. 音楽)
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学校名 日野市立七生中学校

所在地 日野市南平 6-7-1

電話 0425-91一0174・0175 FAX0425-91一0178

順 路 南平駅(京王線) 下車徒歩 8分

豊田駅(JR) 下車徒歩18分

生徒数 男224(5・4) 女210(2・1) 計434(7・5)

校長氏名名塚 三 雄

1.沿革の概要

昭22. 4. 1 学制改革により七生村立中学校を役

場庁舎内に設置

5. 15 七生村役場を仮校舎として開校式挙

行 2部授業で発足

!沼23. 2. 15 七生村南平1994番地に七生中学校敷

地決定、地鎮祭を挙行

9. 4 新校舎完成、当日より授業開始

昭32. 12. 1 P T A結成第 1回総会を挙行

創立十周年の記念式典及び校歌制定

の発表を挙行

1lf133. 2. 1 日野町立七生中学校と校名変更

昭37.7. 31 プール開きを挙行

昭37. ~39. 鉄筋 3階 3教室 ・6教室完成

117441. 7. 1 体育館務成

昭42. 11. 3 創立二十周年記念式典挙行

IlB45. 3. 31 鉄筋防音校舎 9教室完成

4 ~ 9 七生中学校に三中分校設置

昭46. 3. 31 第二期防音鉄筋校舎完成

8. 24 プール浄化装置・更衣室完成

昭47. 3. 20 観察用水槽完成

5. 22 訪問学級開級式

昭50. 5. 22 南校舎西側 (4階)増築工事完成

訪問学級教室完成

7. 1 地番変更日野市南平 6-7-1

昭52. 11. 3 創立三十周年を祝う会挙行

昭54. 9. 30 校庭、運動場改修工事完了

昭57. 3. 31 社教による夜間照明工事完了

昭58.4. 1 心陣学級開設(2教室改造)

5. 心障特別教室完成

( )内は心障・相談学級の生徒数

教頭氏名片倉俊秀

ng62. 9. 12 創立四十周年記念式典 ・祝賀会を挙

行

平 2.3 訪問学級を閉鎖

2. 4 相談(情障)学級を開級

3. 10. 体育館を改修

4. 3 コンビュータールーム工事完了

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

飯 塚 節 昭22.4 ~昭25.9

増 山 十亘 ng25 . 10~昭30.10

飯 島 =口t Ilg30. 1O~[I召37.3

木 村 巧 昭37.4 ~昭40.3

ヲf 西 幸 昭40.4 ~昭44.3

羽 i崎 男 昭44.4 ~昭47 . 3

高 橋 太 昭47.4 ~昭51. 3 

τ口と 岡 孝 二 郎 昭51.4 ~昭55.3

LlI 本 保 昭55.4 ~昭61. 3 

)11 崎 ug 昭61.4 ~平元 .3

キす 回 ゴ，t:.ご、 信 平フじ.4 ~平 4.3

名 塚 I経 平 4.3 ~現在

3.地域の環境

学校は京王線より徒歩 8分、中央線豊田駅より南

へ18分、浅川に沿うi静かなf立置にある。学区域は京

王線に沿って東西に長く、平坦部と多摩丘陵からな

り、自然環境に恵まれている。

学区近くには、高幡不動、また多摩動物公園、平

昭59. 5. 

昭59. 8目

校庭南フェ γス改修(歩道完成) I 山城祉等の文化施設がある。

昭60. 3. 

5 

昭61. 3 

全教室窓枠アルミサッシに交換 ・外

装吹付け工事実施 I 4.教育目標

廊下塗装工事実施 I (1) 学校の教育目標

給食棟(厨房・食堂)完成 | 基本的人権を尊重し、平和で民主的な人聞を育成

校庭南フェソス(高)延長 | するために、次のことを目標とする。

自主 ・敬愛 ・勤勉 ・責任 ・健康
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-自ら学び、考え、行動しよう 0

.責任と思いやりの心を持とう 0

.健全な心と身体を作ろう。

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 教育活動全てにわたり人権尊重の精神を培い、生徒の個性を伸長し、心豊かでたくましく生きる生徒を

育てる。

② 基礎的 ・基本的な内容を身に付けるために各教科および学年間の連携を密にして、組織的 ・計図的な研

究を日常的に進める。

① 心身障害学級との積極的な交流を図ることを通して、障害児に対する理解を深め、互いに認め合い、支

え合い、励まし合う態度を育てる。

@ 学区小学校、諸機関との連携を深め、生徒の健全育成に努めるとともに、学校5日制に伴い、地域の人々

や文化と触れ合う機会を通して、地域との連帯感、地域への帰属意識を培い、地域に関かれた学校教育を

進める。

⑤ 生命を尊び、健康で明るく活力のある学校生活を送ることを目指して、自ら進んで健康の保持、増進や

体力の向上を図る能力と態度を育てる。

⑥ 自主性と創造性に富む集団の育成を目指して、生徒会活動や学級での話合い活動を積極的に推進する。

⑦ 教科 ・学級での指導を通して、自国の文化や伝統に対する理解を深め、国際的な視野に立って行動でき

る生徒を育てる。

(3) 心陣学級の目標

①情緒 ・情操蛍かで、健康な身体を育てる。

① 一人一人の発達段階に応じて、 言語による表現活動(認識)を鐙かに育てる。

① 生活に必要な知識や技能を学び、自分から進んで行動できる力を育てる。

@ 互いに命や個性を大事にし、助け合って働ける力を育てる。

(4) 相談学級の目標

① 笠校のための援助を通して、健康的な生活のリズムを回復するよう努め、基本的な生活習慣を養う。

② 小集団指導の中で個別指導をrド心として、継続しでものごとに取り組む意欲を育て、豊かな人間性を務

う。

③体験を泣かにし、判断力を務い、自ら行動できる自立心を養う。

@ 人間性を豊かにし、人権を尊重する対人関係を養L、、社会性に適応し自らの能力を発揮できる力を育て

る。

⑤ 学習に対する不安感を取り除きながら、学習の遅れを取り戻し、学習の習慣化に努めさせる。

5 本年度指若手の重点

(1) 科教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・指湾内容 ・方法 ・評価の改善を通して、基礎的 ・基本的事項の指導を徹底し、生徒一人一人の個性の伸

長を図るとともに、主体的に学ぶ意欲の向上を図る。

-基礎的 ・基本的事項を徹底し、より一層の定着を図るために、 2 • 3学年の外国語、 3学年の社会、理

科、保健体育、技術家庭の綬業時数は下限を超えて定める。

・理科においてティ ーム ・ティーチングを導入し、個に応じた指導法の研究を進める。

イ.道徳

・健康で、明るく、他を思いやり、互いに協力する態度を育てる。

-物取を正しく理解し、判断して、建設的に突践していく態度を育てることを通して、社会規範を身に付

ける。

ウ.特別l活動

・学級活動 ・生徒会活動、クラ ブ活動を一層充実することを通して、生徒の自主的活動を積極的に援助し、

一人一人の個性 ・能力の伸長を図る。

生徒が主体的に取り組む行事を行う こと を通して、達成感 ・充実感を味わうよう指導する。
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(2) その他の活動

・生徒理解を深めるための教育相談を充実し、生徒一人一人の内面を捉えることを通して、生活意欲の向上

に努める。

・学校 5日制と関連し、地域社会と結び付いた活動を充実し、地域の社会人講師を活用する。

・小学校、育成会との連携を通して、地域に開カ通れた学校教育を惟進する。

(3) 生活指導・進路指導

ア生活指導

-啓発 ・体験的な行事活動への取組みを通して、生徒の自主性と自治能力の向上に努める。

・学級を基盤として、 支え合い、励まし合う集団の育成を通して、中学生として望ましい生活態度 ・基本

的生活習慣を身に付ける指導の徹底を図る。

-多面的に保護者と話 し合い、地域、関係機関との連携を密にして保護者とともに生徒の個性を伸長し、

健全育成に努める。

イ.進路指導

・自己理解を深め、自分の特性に合った進路を選択すると ともに、自ら向上し、 生涯にわたって自己実現

を図ろうとする態度を育てる。

-啓発的活動を重視し、 生き方 ・在り方を考える指導の充実を図る。

6.本年度の研究主題

生活指導の在り方

7. 本校の特色

0生徒は明る く索直であり、 父母も教育熱心である。PTA活動も伝統と新しさをうまく 調和して意欲的に活

動している。

0研修会や授業研究等を通して、基礎学力の定着、授業の充実を図っている。

0生徒会活動が盛んで、新入生を迎える会、三年生を送る会等の行事が、活発に行われている。

0地区育成会や小学校とも連携して、開かれた学校づくりに努めている。

8.その他(教職員の研究歴)

ヤ~ 研 究 員 開発 委員 初{ 究 生

1 名塚 三雄 (43. 特活) 柳沢 美澄 (56. 英語) 瀬川 昭英(元.国語)

2 柳沢 美澄 (55. 英語) 瀬川昭英 (63.国語)

3 瀬川昭英 (60.国語) 桜井 圭子(8 音楽)

4 片倉俊秀 (62. 道徳)

5 長坂昌弘(元.音楽)

6 岡田洋子(元.障教)
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学校名 日野市立日野第三中学校

所在地 日野市程久保650

電話 0425-91-2228・2229

順 路 京王線高幡不動駅下車百草団地行ノ〈スで

生徒数

校長氏名福島良樹

1.沿革の概要

昭45. 4. 1 日野市立七生中学校日野第三中分校

として、七生中学校内で授業開始

生徒数26名、教職員数12名

昭45. 10. 1 日野市立日野第三中学校開校、七生

中学校内で授業生徒数44名、教職

員14名、百革、高幡の両団地を学区

域にする

昭46. 3. 27 校舎新築工事竣工

4. 1 学区域変更、程久保地区の全部 一

沢地区上、中を加える

7. 1 学区域変更、西部百草団地を加える

10. 2 開校式を挙行 10月2日を開校記念

日とする 校主主 ・校歌を発表

昭48. 1. 31 体育館工事竣工

昭50.4. 1 第二期校舎噌築竣工

昭54. 4. 2 第三期校舎増築竣工

昭55. 10. 5 創立十周年記念式典

昭59. 4. 1 学区減変更、西部百恵国住宅および

日本信販西部百草園住宅地域を除外、

三沢中学校区に移す

昭59.9. 1 第四期特別教室増築後工 プール管

理棟竣工

昭62. 3. 31 プール改修工事竣工

平元. 8. 31 集中コントロールガス暖房工事竣工

平 2. 6. 22 クラブハウス竣工

平 2. 6. 26 校庭夜間照明施設後工

平 2. 8. 13 給食棟竣工

平 2. 9. 28 給食開始

平 2.11. 17 創立二十周年記念式典

平 4.5. 20 校庭改修工事着工

平 4. 7. 27 体育館改修工事着工

平 4. 10. 3 校庭改修工事完了

平 4. 10. 20 体育館改修工事完了

平 5. 4. 26 パソコソ教室工事完了

平 8.3. 18 教育相談室工事完了

高幡台団地下車徒歩 7分

男288名女277名計565名

教頭氏名正留久巳

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

橋 本 敏 一 昭45.9 ~昭48.3

松 延 親十 作 H召48.4 ~昭53.3

回 中 弘 明 昭53.4 ~昭56.3

長 岡 円刃全=ミ， 次 昭56.4 ~昭59.3

千 事E l資 志、 昭59.4 ~昭63.3

清 水 春 海 昭63.4 ~平 3 . 3

高 木 宏 文 平 3.4 ~平 6.3

福 島 良 樹 平 6.4~現在

3. 地域の環境

本校は日野市南部の多摩丘陵地帯にある。学区域

は住宅公団の高幡 ・百草の両団地、民間分線の三井、

電建の諸団地及び在来の程久保、 三沢の両地区を含

んだ地域である。

屋上からは眼下に浅川が流れ、その北に起伏に窟

み緑豊かな武蔵野台地を一望することができ、西方

溢か宮士の秀峰も眺められる。学区内には都立多摩

動物公園、明星学園があり、付近には百草圏、東電

学園、帝京大学、中央大学などがあって文教地区を

形成している。

4.教育目標

(1) 人権噂重の精神を基調に国際社会に活路できる

心身共に健やかな人聞を育成するため次の目標を

定める。 ['"自ら判断し、責任をもって実行する人

となる。」

O自ら学び、考え工夫する人

O自然や人々を大切にする人

O自ら心身を鍛え、やりぬく人

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 教育目標を具体化した学年 ・学級目標を設定

し、それに基づいて学年・学級経営の充実を図

る。

② 指母方法の改善、工夫、基礎基本の重視をす

るため、 パソコ ン、VTRなど視聴覚機器の利
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用やティームティーチ γグ・外国人講師を導入し、生徒の自主性を啓発し、充実した学校生活をおくらせ

る。

① 修学旅行の自主学習を始め、学年・生徒会行事・委員会の諸活動を通して、生徒の自主的実践的な特別

活動を充実させるとともに、満足感のある学校生活を送らせる。

@行事の精選や授業内容の精選を図り、ゆとりのある学校生活を送らせる。

⑤ ティームティーチングや外国人講師の噂入による効果を通 し、研究・ 実践部門の活性化と充実を図る。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

『その場にふさわしい声できちんと話をさせる。 』この指導を授業の中心に据え行う。

ア.各教科

・教材を基礎的 ・基本的な内容への一層の精選を図り、自ら学ぶ意欲を大切にし、自主的な学習を促進す

る。特に、 T.Tの噂入により基礎学力を向上させ、 AETの導入においては基礎的英会話力を身につ

けさせるとともに、 国際理解を役立たせる一助とする。

-視覚に訴える機器、 VTR・パソコ γなどを活用し工夫することにより、生徒によりわかりやすい授業

を展開する。

・指導と評価の一体化により、学習意欲の増大を図る。

イ.道徳

・他領域との関連を図りながら量豊かな心を育てる。自主的判断のもとに責任ある行動ができる生徒を育て

るよう、指導内容を工夫する。豊かな体験を通して思いやりと協調性を養い、感謝の心を育てる。

ウ.特別l活動

・学級・ 学年内の小集団を基本に、学校行事等に主体的に取り組ませ、協力し、力強く生きていく能力を

育む。諸行事における班活動や、学校行事での兄弟学級の活動を通して、 生徒の自主的活動のカを育て

る。

-生徒会活動に重点をおき、各委員会で重点目標を設定 し、生徒の自主的・体験的な活動を重視する。ま

た、清掃活動などを通して、勤労生産 ・奉仕活動の充実を図る。

・地繊の中での交流を通 して、心や身体に障害のある人への正しい理解を精い、思いやりの心を育てる。

(2) その他の活動

. t事ち着 きと潤いのある学校生活を送らせるため、清掃美化指導の徹底を図る。あわせて、地域環境美化

につとめるため、リサイクルボックスの利用 ・空き缶の回収を行 lう。

・諸行事において、計画の段階から生徒の参加場面を設定し、自主的 ・自立的な活動ができるように指導

にあたる。

・地域の小学校・養護学校との交流を図り、相互の理解を深めるため、小学校との交流会を行い、養護学

校生徒を合唱祭に招〈 。

・移動教室においては、校内では経験できないスポーツを体験するとともに地域では経験できない自然に

親しむ機会を与える。

(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

・自ら正しく判断する ことを基本に、自律ある生活態度を身につけさせる。具体的には、 「時間のけじめ

をつけるJ r話を聞く態度を養う」を 2本の柱として指導する。

・教育相談を充実させ、学校生活への適応に関する指導をする。

-問題行動に対する指導は、全教職員の共通理解に基づき、一致 した指導の徹底をめざす。

イ.進路指導

・各学年に応じた系統的指導の徹底をめざし、生き方に関わる指導を充実させる。 1年の職業調べ、 二年

の進路指導行事、 3年の卒業生の話しを聞く会を通して、具体的に自己の進路を考えさせる。

-教師、生徒、保護者の緊密な交流を図り、進路情報を有効に活用し、適切な進路選択ができるようにす

る。
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6 本年度の研究課題

ア.主題「生徒理解を深めるための工夫」

イ.研究内容

① 生徒一人一人が生き生きとできる学級活動の工夫

② 教育相談(カウンセリング)の手法を学ぶ

① 教育相談の手法を生かした面談のあり方と実際

7.本校の特色

0本校は多摩丘陵の高台に位置し、南には雑木林が接し、四季おりおりの樹木、小鳥のさえずりを楽しむこと

ができ、自然環境に恵まれている。

0開校26年目で、学級数は16、学区域の小学校は、潤徳小、百草台小、高幡台小、程久保小の 4校ある。

0開校以来、 「自ら判断し、責任を持って実行する人となる」の教育目標の具現化をめざし、全教育活動を通

じて、生徒の自主性の育成に努めている。

0気持ちよく学習できる環境を整えるため、教室美化、掲示指導に力を注いでいる。月一回、美化デーを設定

し、清掃活動の徹底に努めている。

0学校、地域環境美化と省資源 ・省エネルギーのためリサイクルボ ックス利用、空き缶回収を行う。

8. その他(教職員の研究歴)

I~ 研 究 員 開発委員 そ の 他

福島良 衛 (52理) 福 島良樹 (57教) (福61研究島生良、理樹科)

2 山 口俊治 (4保体) 正 留久巳 (62美) (H山6海口外派俊遣短浩期)

3 井上義孝(5技)

4 正 留久巳(6教課)

」ーー--

内
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学校名 目野市立日野第四中学校

所在地 日野市旭が丘 2-42 

電話 0425-83-3905・3906 FAX 0425-83-3915 

順 路 中央線豊田駅下車徒歩17分

パス(長房団地行、都立科学技術大学下車 5分)

生徒数 男335名 女324名計659名 18学級

校長氏名松原 勇

1.沿革の概要

昭47. 5. 10 市教委に田中設立委員会設置

8. 21 校舎起工式(工事費19億円施工小田

急建設)

12. 7 学区決定

昭48. 1. 18 屋内体育館着工

3. 26 都教委・第四中学校設立を認可

4. 1 初代校長河村俊一郎

以下教員24名発令 ・開校

7. 2 屋内体育館完成使用開始

(工費約4，600万円施工小田急

建設)

7. 18 本校シンボル「泰山木」決定

8. 7 プール完成(工費2，700万円)

10. 13 校歌作詞完成

10. 16 校章決定、教育目標設定

11. 10 校歌作曲完成(寺原伸夫氏)

11. 16 校旗完成

11. 17 落成式挙行

11. 22 第一回開校記念日

昭49. 2. 2 標準服制定

5. 30 保健室冷房装置取り付け

7. 1 j!酋築工事開始

7. 3 保健室空気清浄装置取り付け

9. 6 駐車場舗装(体育館西側)

昭50. 1. 8 体育倉庫、砂場完成

3. 8 増築部完成校舎3スパン

機械室(工費約 1億6千万円

施工 小田急建設)

4. 26 テニスコート完成

校庭の校舎にU字憐設置

昭51. 1. 16 図書館開館

昭52. 4. 1 二代校長 山口幸雄着任

昭52. 9. 13 第三期工事開始(工費9，500万円

施 工小田急建設、年度末完成)

昭53. 3. 28 校庭に防球フェ γス設置

昭54. 5. 15 校庭東側に防球フェソス設置

教頭氏名酒井徳行

6. 26 校庭南側に防球フェソス設置

昭56. 4. 1 三代校長花牟礼哲着任

昭58. 4. 10 学校警備、機械化となる

11. 21 創立十周年記念式典挙行

校歌碑建立・除幕

JI召60. 4. 1 四代校長立川泰司着任

昭62. 1. 17 給食棟建設工事着工

9. 30 給食棟及びテニスコー卜(全天候型

に)改修

昭63. 4. 1 五代校長桑原和正着任

5. 16 給食開始

平 2. 8. 18 西側校舎外壁塗装

平 3. 7. 21 東側 11 

平 4. 4. 1 六代校長高橋和子着任

平 5. 10. 30 体育館改修工事終了

平 5. 11. 5 開校20周年記念式典

平 6. 9. 10 相談室完成

平 7. 2. 7 健全育成研究発表会

平 7. 4. 1 七代校長松原 勇着任

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

河 キサ 俊一郎 昭48.4.1 ~昭52.3.31

山 口 幸 雄 昭52.4.1 ~昭56. 3 .31 

花牟礼 哲 昭56.4. 1 ~昭60 . 3 .31 

立 )11 泰 司 昭60.4.1 ~昭63. 3 .31 

桑 原 相1 正 昭63.4. 1 ~平 3.3.31

高 橋 和 子 平 4.4.1 ~平 7. 3 .31

松 原 勇 平 7.4.1 ~ 

3.地域の環境

本校の学区は、地形的・地質的に北半分は洪積台

地(日野台)、南半分は浅川ぞいの沖積低地に 2分

されている。台地部は 2~3 段の段丘状になってお

り、その境界は高低差1O~20m の急崖になっている。

戦後にここにも都市化の波が押し寄せ、昭和33年
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多摩平団地入居をきっかけに、人口は急増しはじめた。平山工業団地 ・]R豊田電車区、多数の住宅、アパー

トなど、畑や雑木林をつぶして設置され、学区内の様相は最近15年ぐらいで、いちじるしく変化し、人口が急

増した。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

平和で民主的な国際社会の形成者として世界にひらかれた個性豊かな生徒の育成をめざし、つぎの目標を

さだめます。

一、よく考え、自ら学ぶ人

一、心身を鍛え、やりぬく人

一、 他を思いやり 、責任ある行動をとる人

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

人権尊重の精神のもとに、健全育成を推進する。

そのため、望ましい人間関係を育てる基盤である学級経営の充実、心豊かな生徒を育てるための道徳教育

の充実、生徒理解を深め、個を生かす教育の充実、基礎・基本の徹底と意欲を高めるための指噂法の改善に

努める。

1.各教科・領域及び学年の指羽目標を学校教育目標との関連において明確にし、全教職員の共通理解のも

とに指噂にあたる。

2.生徒の自主的活動を重視した行事、および学年 ・学級経営の充実をめざし、研修 ・実践に努める。

3 基礎的 ・基本的な内容を重観する上に個に応じた指導に努めるため、上限下限の時数を示された教科に

ついては、3年保健体育を除き上限の時数とする。

4. 生徒理解を深めるため、余裕教室を教育相談室として活用するとともに諸会議の効率化を図り、学校裁

の時聞を計画的に運用し日常的な教育相践活動の充実を図る。

5.学ぶにふさわしい教育環庇の整備、美化に努め、あわせて地域の自然や文化を大切にする態度を育成す

る。

6. 地以 ・家庭との連携を官官にし、理解と協力を得て、教育目標の達成を図る。

7.学校週五日制への対応については、地域 ・家庭に理解を得られるように配慮する。

8.教師としての力量を高めるため、研修の充実 ・指導資料の収集・ 活用を図る。

5.指滋の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

1 .生徒の活動を生かす指導につとめ、自ら進んで学びとる学習態度を育成する。

2.教材等の精選につとめ、基礎的 ・基本的な内容の指導を徹底し、生徒一人一人の能力の伸長に努める。

3. ティームティーチングなど指導法の改善を図るとともに教材や指導法の工夫によって、個を生かす指

専を進める。

4. 音楽科の指導をティームティーチソグにより充実させ、学校全体の情操教育の向上に役立てる。

イ.道徳

1 .お互いの人機を噂重し、思いやりの心を養う。

2.物を大切にする心を養う。

3. よく考えて行動し、結果に責任を持って着実にやりぬく強い意志を養う。

4. 各学年の発達段階に応じて、生き方在り方などの指導を充実し、よりよい生き方を考えさせる。

5. 八王子東養護学校をはじめ近隣の福祉施設との交流を進め、生徒の体験を重視した人権噂重教育の推

進を図る。

ウ.特別活動

1.学級経営の充実を目指し、教師と生徒、生徒の相互の心のふれ合いを深める。

2.生徒自身が自己の役割や責任の自覚を深め、集団の一員としてよりよい集団生活を送れるよう社会性

を育む。
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3.諸活動を通して、 生徒の能力や個性を的確にとらえ、個を生かす場の設定と伸長に努める。

4. 学級活動と生徒会活動との関連を深めて、生徒の主体的な活動を充実する。

5.生徒会活動や学級活動の充実を図り、生徒一人一人が満足感 ・充実感を得られる行事にするように努

める。

6. クラブ活動は、部活動によ って代瞥し、年間の計画のもとに実施する。

(2) その他の活動

充実した中学校生活を送らせるために

1. 学校行事への取 り組みを通して、自主的体験的活動を重視する。

2.生徒一人一人の学習や生活の悩みを解決するため、教育相談活動を充実し、生徒理解を深める。

3. 1"八王子東養護学校との交流」や「旭が丘ふれあいマラソン大会」など生徒の体験を重視した人権尊

重教育の推進に務める。

(3) 生活指導事、進路指導

7. 生活指導

1 .基本的な生活習慣を身につけさせるとともに、家庭 ・地域との連携を密にし、生徒の健全育成に努め

る。

2. 身近な環境の清掃活動や整備に務めさせ、ものや自然、を大切にする心や勤労意欲を向上させる。

3.心身の健康安全に対する指導の充実を図り、事故防止に努めさせる。

4.学級活動や学校行事などを通して、集団生活の意義や個人の果たす役割を理解させ、主体的に責任を

果す態度を養う。

5. 一人一人の生徒について正しい理解を深めるため、教育相談活動を充実する。

6.生徒による全校集会 ・学年集会などの企画運営を通 して、集団としての資質を向上させる。

イ.進路指噂

1. 3年間の系統的な指導で自己理解を図り、生徒一人一人が将来の進路を主体的に選択する能力と態度

を育成する。

2. 各教科の学習活動を通して人間の生き方在り方に触れる指導の工夫をする。

3. 図書資料等の情報を有効に活用し、主体的に進路を選択する能力の育成を図る。

6.本年度の研究主題

「豊かな人間形成をめざした指導のあり方」

7.本校の特色

(1) 教育活動 各領域の調和を保ちながら、明るく活力ある校風を育てる。

(2) 健全育成の縫進…・・東京都健全育成推進校として健全育成の推進に努めた。

(3) 父母との連携…・・・学級 ・学年父母会 ・地域懇談会などにより 、共通理解をふかめ連携を図る。

(4) 美化 ・緑化の推進…・清掃のゆきとどいた校舎内外の環境美化に努める。

(5) 体験学習の推進

・八王子東養護学校や光の家との触合いマラソン等の交流を通して、共に生きる豊かな心を育てる。

8.その他(教職員の研修歴)

No. 研 究 員 開発委員 研究生 等

1 松原 勇 37 保健体育 酒井徳行 63 特別活動 酒井徳行 3 海外派遣

2 斉藤 道 6 特別活動 高麗隆治 4 英 圭n五'" 

3 石川 晴一 7 道 徳

4 高麗隆治 63 英 室回口五
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学校名 目野市立三沢中学校

所在地 日野市三沢 1-17-4 

電話 0425-92-5017・5018

順 路 京王線百草園駅より西へ徒歩10分

高l幡不動駅より東へ徒歩12分

生徒数 男266名女265名計531名

校長氏名山崎妙子 教頭氏名深山陸弘

1.沿革の概要

昭51. 9. 18 仮称 5中学校校舎起工式

昭52. 2. 1 初代校長古川豊発令

4. 1 日野市立三沢中学校開校 教頭以下

教職員22名発令

4. 6 始業式(2年156名、 3年147名)

4. 7 第 1回入学式(1年188名、全校生

徒491名)

9. 16 第 1回開校記念日

昭53. 3. 22 m 1回卒業式(男80名女66名)

4. 7 m2回入学式(男109名女85名)

昭54. 3. 19 第2回卒業式(男75名女88名)

4. 7 第3回入学式(男111名女91名)

昭55. 3. 18 第3回卒業式(男93名女91名)

4. 8 第4回入学式(男107名女105名)

昭56. 3. 20 第4回卒業式(男105名女86名)

4. 6 第5回入学式(男131名女94名)

昭57. 3. 19 第5回卒業式(男108名女95名)

4. 1 二代校長降旗経雄発令

4. 7 m6回入学式(男137名女108名)

昭58.3. 19 第6回卒業式(男110名女108名)

4. 7 第7回入学式(男107名女122名)

18学級教職員35名

昭59.3目 19 第7回卒業式(男130名女95名)

4. 1 校舎増築、給食室完成

4. 7 第8回入学式(男174名女161名)

昭60. 3. 19 第8回卒業式(男136名 女102名)

3. 31 西側第二 グラソ ド完成

昭60. 4. 8 m 9回入学式(男171名女153名)

昭61. 3. 20 第9回卒業式(男110名女119名)

3. 31 前庭、中庭緑化完成

4. 8 第10回入学式(男169名女170名)

24学級教職員55名

昭62. 3. 20 t(no回卒業式(男174名女169名)

4. 1 三代校長綿引正己発令

4. 7 第11回入学式(男173名 女142名)

23学級教職員55名

11. 7 創立10周年記念式典

昭63. 3. 18 第11回卒業式(男175名女164名)

4. 7 第12回入学式(男142名女129名)

23学級教職員56名

平元. 3. 20 第12回卒業式(男170名 交168名)

4. 7 第13回入学式(男132名女97名)

21学級教職員50名

平2. 3. 20 第13回卒業式(男173名女142名)

4. 1 四代校長 阿部忠志発令

4. 7 第14回入学式(男129名女111名)

18学級教職員44名

平 3.3. 20 第14回卒業式(男142名 女123名)

4. 8 第四回入学式(男96名女103名)

17学級 教 職 員42名

平4.3. 19 第15回卒業式 (男133名女99名)

4. 7 第16回入学式(男108名女86名)

18学級教職員 42

平 5.3. 19 第16回卒業式(男136名女111名)

4. 1 五代校長山崎妙子発令

4. 7 第17回入学式(男86名 女101名)

15学級教職員 40

平 6.3. 19 第17回卒業式(男97名女106名)

4. 7 第四回入学式(男80名 女78名)

14学級 教職員38

平 7. 3. 20 第四回卒業式(男107名 女87名)

4. 7 第四回入学式(男100名 女98名)

14学 級 教職員38

11. 8 文部省生徒指導総合推進校研究発表

会

平8. 3. 21 第四回卒業式(男88名 女103名)

4. 8 第20回入学式(男84名女82名)

16学級 教職員40

"'' co 



2.歴代校長

氏 名 年月 ~ 年月

古 )11 堂 昭52.2.1 ~IIB57 . 3 .31 

降 首l 経 .1ï4~ 昭57.4. 1 ~昭62. 3 .31 

新1 正 己 昭62.4. 1 ~平 2.3 . 3 1

氏

阿 剖1

U.I 崎

名

JI~.、

妙

年月 ~ 年月

平 2.4.1 ~平 5.3.31

平 5.4.1 ~現在

3.地戚の環境

本校は、京王線の高幡不動駅と百草園駅のほぼ中間の北側にある。学区域は京王線に沿って北は浅川までの

平坦部、南は多摩丘陵からなり 、環境に恵まれ、高幡不動尊、百草岡などの名勝がある。

4. 教育目標

憲法と教育基本法にのっとり、広い祝野に立って平和で民主的な人間に育成することを目指して、次の目標

を定める。

① みずから学び、真の学力を身につける人聞に育てる。

② 心112かで、みんなと協力できる人間に育てる。

① からだをきたえ、健全な心身をもっ人間に育てる0

.教育目標を達成するための基本方針

(1) 各教科、各領域の調和とそれぞれの充実により、学習の悲礎的 ・基本的内容の定着を図る。

(2) 教育相談室の一層の活用を図り生徒と教師、生徒相互の浬解を深め、 一人一人を生かす指導を充実する。

(3) 学校~五日市IJの広大に伴い、指導内容の精選、 指導方法の工夫に努め、現行の教育水準を維持する。

(~) 健康 ・安全の指導を充実、体位、体力の向上に努めるとともに、集団の一員としての自党ある態度を育

てる。

(5) 教育環境を控えるとともに、生徒の自主的 ・自治的能力の育成に努め、IYJるく生き生きした校風を確立

する。

(6) 保護者、 地域と連携し、その役割を明確にし、 一体感のある指務態勢を高め、社会の信頼に応える 0

.指滋の重点

(1) 各教科

自ら学ぶ意欲を高める指導を推進する。そのために

ア.各教科、特に選択教科の指導内容の充実を図り、個性を重視した教育を推進する。

イ.ティームテ ィーチソグ、体験的な学習、地域の教材を生か した教育活動等を重視し、基礎基本の徹底

に努める。

ウ.授業研究、授業公開を年間計画に具体的に位置っ・け、教職員の研究意欲の高揚と、指噂技術の向上、

共有化を図る。

(2) 道徳

ア.人権噂重の精神を基本に据え、自他を尊重し、認め合い、支え合い、励ましあう態度の育成に努める。

イ.自然をいつくしむ心を育て、心の堂かさを培うとともに、環境改善に主体的に働きかける実践力を育

てる。

ウ. 郷土を愛する心、地域社会の一員としての自覚を育む指導に努める。

(3) 特別活動

ア.望ましい集団活動を育成し、自己実現をはかる能力の向上に努める。特に、生徒会活動、学級活動の

活発化とともに、学年、学級単位の活動の創意工夫に努める。

イ.自主性、自律性の向上を目指す指導の推進に努める。そのために自己理解の深化、 集団の一員として

の自覚の高揚、進んで生活課題の解決に取り組む態度の育成に努める。

ウ.学校行事を体験的な学習の機会と して生かし、個性、創造性の伸長に努める。

(4) その他の活動

ア.校舎外の美化活動を通 して、連帯感や奉仕の心を育てる。

イ 生徒理解を一層深め、一人一人の心の居場所となる学級づくりを目指す。
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ウ.社会人講師の活用を積極的に推進し、社会性や広い視野に立った国際感覚を養う。

(5) 生活指導

評価の基準 ・方法を明確にし、主に次の事項を焦点化し、徹底する。

ア.教育相談の手法を取り入れ、教師と生徒との心の触れ合いを深め、全教職員のまとまりのある指滋を

徹底する。

イ.健康 ・安全についての理解を徹底し、規則正しい態度を身につけさせる。

ウ.進んで協力し、責任を果たす態度を育てる。

エ.集団生活のきまりを守り、明るい学校生活を送らせる。

オ.余暇を有効に利用できるようにするため、地域との連携を一層深め主体的に行動できる態度を育てる。

(6) 進路指導

進路資料集「明日への展望」の活用を図りつつ、評価の基準方法を明確にし、主に次の事項の指導を徹

底する。

ア 3年間を見通した進路指導を整備し、適時、適切な指導を工夫する。

イ.将来の希望や期待をもたせ、目標達成への意欲を高める。

ウ 個性、能力の理解を深め、進路選択を適切に援助する。

5 本年度の研究主題

平成6、7年度 文部省「生徒指謀総合推進校」としての研究の継続、定着を図るべく、主題を「生徒理解

の方法と突践」とし、評価の基準 ・方法を明確にしつつ、生徒理解の研究を深める。

6. 本校の特色

学校長の学校経営方針(安全、安心、安定)に基づき、全教峨員の協力のもと、 「見える学校、聞こえる学

校、聞かれた学校」を目指す。文部省の研究により、教職員の教育相談能力が高まり、生徒理解に立った指

が行きとどいている。地域との連携も深まり、極めて良好な協力関係ができている。

教職員は常に和の精神を堅持して、当面する多くの問題を解決し、教育内容の充実を図ってきた。特に、生

徒一人一人の個性を伸ばし、能力を開発するために、厳しい中にも明るく、のびやかな雰囲気を大切にしてい

る。その中で自ら考えさせ、自主的な行動のとれる生徒の育成を目指している。

7. その他(教職員の研究歴)

中 央 研 修 開発 委 員 道徳助 言 研 研究員

石田匡志(平6.) 深 山 腹 弘(61.英語) 山 崎 妙 子(46.47年度) 稲積裕之(63.社会)

稲積裕之(平1.社会)

磯部博子(平6.国語)
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学校名 日野市立大坂上中学校

所在 地 日野市大坂上4-17-1 

電 話 0425-83-9755・9756・9696 FAX 0425-83-9696 

l債 路 中央線日野駅下車徒歩12分

生徒数 男351(5) 女318(4) 計669(9) 

( )内 心陣学級生徒数

校長氏名谷合明雄 教頭氏名鈴木 渉

1 .沿革の概要 I 2.歴代校長

昭55. 2. 1 初代長谷川辰美校長着任

4. 1 日野市立大坂上中学校開校 教頭以

下教職員37名発令

4. 8 第 l回入学式 272 (2)名

5. 15 校舎 ・校庭工事完成

6. 6 体育館工事完成

6. 28 プール工事完成

7. 12 洛成式挙行

8. 11 生徒標準服、校章・校旗制定

11. 1 体育館椴帳、暗幕工事完成

11. 8 校歌制定校章、校旗、校歌発表会

挙行

昭56. 3. 9 第一回卒業式挙行 (244名)

昭56. 5. 9 第一臣IPTA総会開催

昭57. 8. 27 日野市姉妹都市、米国レ γ ド・ラン

ド市長本校を訪問

昭58. 3. 31 理科室、食堂、図書室、美術室、普

通教室4完成

5. 18 学校給食開始

昭61. 12. 4 タイ国営テレビ本校取材

昭63. 2. 6 日本テレビ本校取材

4. 1 第2代名塚三雄校長着任

平 1. 8. 25 体育館改装工事完了

平 2. 11. 10 創立十周年記念式典

平 3. 9. 30 米国コロラド州York. Jr. Hi ghsch 

001， John. Dewey. Jr. Highscho 

01，の 2校と姉妹校提携魯交換

平4. 2. 17 日野市教育委員会研究奨励校として

「国際理解教育」学校・授業公開

4. 1 第3代伴野博夫校長着任

7. 1 コγピータ一室完成

11. 21 大坂上中地区育成会第一回総会

11. 28 校則改正臨時生徒総会開催

平7. 4. 1 第4代谷合明雄校長着任

8. 3. 18 教育相談室完成

{-1(. 氏 名 年月~年月

l 長谷川 辰 美 昭55.2.1 ~昭63.3.31

2 名 塚 雄 昭63.4. 1 ~平 4 .3.31 

3 伴 野 博 夫 平 4.4.1 ~平 7.3.31

4 谷 』口h 明 雄 平 7.4.1 ~ 

3.地域の環境

現在地は日野の発祥の地として知られている。ま

た、関東ローム層の日野台地にあり、昭和11年日野

工場地帯の中に設立された神鋼電機(株)のあと地

に新設された中学校である。

学区内に日野自動車(株)をはじめ中小工場も多

く、また実践女子大学、日野台高校と隣接しており、

教育環境は良好である。

4.教育目標

広い視野に立って、進んで自己を開拓し、向上し

つづける人になろう。

① よく考え、進んで学ぼう。 (知性)

② 思いやりの心をもち、他につくそう(敬愛)

③ 心身を鍛え、全力でやりぬこう(健全)

* 本年度は、②を重点目標とする。

特殊学級の教育目標

① 自分で考え、判断 し、自主的に行動する生徒を

育成する。

② 生徒が楽しく、意欲的に授業に参加できるよう

指導内容 ・指導法の工夫 ・改善に努める。特に、

個に応じた指導を徹底する。

① 生活に密着した教材を提供することにより実践

的な学力が身に付くよう 、教材研究に努めるとと

もに、教室や活動場所の環境設定を工夫する。

@ 生徒が通常の学級の活動に積極的に参加し、多

くの友達が作れるよう交流の機会と場を工夫する。
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⑤ 生徒が自分自身をしっかりみつめ、自己の良さを伸長できるよう援助助言に努める。特に、表現力や感性

を磨くための行事や活動の工夫 ・改善に努める。

2 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア 各教科

① 授業規律の確立を図るとともに、具体物の制作や操作を主体とした学習活動、 小集団による創造的、

協力的活動を準備し、生徒の興味、関心、意欲を引き出す授業を展開する。その際、地域の自然や文化、

歴史的事象の教材化にも配慮するようにする。

② 外国語科(英語)及び数学科でティームティーチソグを採り入れ、生徒一人一人の個性や能力に応じ

たきめ細かな指導を推進し、基礎学力の定着を図る。

③ 学習に遅れがちな生徒への指導、個に対応した選択教科の内容 ・方法の検討など、生徒一人一人の実

態に即した指導内容 ・指導方法の工夫 ・改善に努める。

④芸術教科においては、生徒の創造的な活動を重視し、豊かな心と感性を培う。

⑤ コンピュータ設備や学校図書館の効果的な活動を図るなどして情報教育を充実し、生徒の選択能力を

伸長するとともに、さまざまな情報を主体的に選択・処理・活用していく能力の育成を図る。

イ道徳

① 人権噂重の精神を徹底し、互いを認め合い、思いやる態度の育成を図る。

② 生徒の精神的な自立を援助し、事の善悪を正し く判断できる能力及び態度の育成を図る。

③社会の一員としての奉仕と感謝の心を培う。

@ 生徒のよりよく生きたいとの関心に応え、学校の全教育活動をとおして生き方教育を充実させる。

⑤ 道徳の指導計画を盤備するとともに、道徳の時間の確保に努める。

ウ 特別活動

① 主体的な突践活動を充実し、生徒の自主性や協制性を育て、強かで創造的な学校生活を構築する。

②体験的な学校行事をとおして社会性を培い、豊かな感動や充実感を感得させる。

① 歌声の響く学校づくりをとおして、貨かな心と瑞々しい感性を養う。

@ 部活動(クラブ活動)の活性化や地域スポーツとの積極的な関連を図りながら、生涯体育の基礎づく

りを推進する。

⑤ 心身障害学級との交流活動をとおして、心障理解教育を推進する。

(2) その他の活動

ア 教師と生徒、生徒相互の人間関係を深め、受容的な雰囲気づくりを進めるとともに、学校生活に変化と

潤いを与えるものとして、学年・学級の諸活動の充実を図る。

イ 落ち着きと潤いのある教育環境の突現のため、清掃・美化指導を徹底させる。

ウ 委員会や学級の係活動を組織的 ・計画的に行うとともに、リサイクル運動を強力に展開し、環境に配慮

した望ましい行動のとれる生徒の育成を図る。

エ 各稲委員会等の活動を活性化し、一人一人を生かす教育の充実を図る。

オ 外国人税師を招刺しての交流活動をとおして、国際理解教育の推進を図る。

カ 地域の社会人講師を招刺しその生き方に学ぶ会を設定することにより、生徒の視野を広げ、生活感覚を

深め、もって進路指噂の一助とする。

キ 地区育成会や自治会との連携のもとに、施設 ・設備や地域の人材の活用を図り、地域に聞かれた教育経

営を展開する。

(3) 生活指導 ・進路指滋

ア生活指世

① 生徒一人一人の自噂感情を高め、自らの生活は自ら律することの出来る態度と能力の育成を図る。

② 規律ある学校生活の実現のため、約束や規則を守る態度と基本的な生活習慣の育成に努める。

① 言語に対する意、臓や関心を高め、時と場に応じた適切な言動ができるようにする。

① 生徒一人一人との対話を重視し、生徒が納得する指専に努める。

⑤ 教育心理やカウ ソセリ ソグの技法の研修を進め、学校教育相談についての理解を深めるとともに、教
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育相談室を活用し生徒一人一人の不安や悩みの解消に努める。

⑤ 指導すべき内容と方法について職員間で十分に共通理解を深め、学年や学級の枠を超えて一貫した指

導ができるような指導体制の整備 ・充実を図る。

⑦ 不登校や登校拒否生徒への対応については、関係諸機関との相談や連携を図りつつ家庭や保護者とー

体となった指導を展開し、問題の解消に努める。

イ 進路指導

① 生徒が自己理解を深め、自己の能力と適性を伸長し、広い視野と確かな目的意識をもって将来の進路

を選択できるようきめの細かい援助 ・助言に努める。

② 生涯に渡ってたくましく、意欲的に生き抜く力を育てるために、小学校の指導の延長のもとに 3年間

を見通した系統的、発展的な指導を展開する。

① 外国人留学生や社会人講師との啓発的交流活動をとおして、自己の在り方 ・生き方に対する認識を深

めさせるようにする。

④ 生徒の能力や適性、進路希望等に基づいて適切な進路選択ができるよう、進路指導計画の整備を図る

とともに、指導内容 ・指導方法の工夫・改善に努める。

6 本年度の研究主題

生き生きと魅力ある学校をめざしてー一一一 一人一人の生徒に目を向けた指導一一一一

7.本校の特色

本校は一中と二中を母校とし、各方面の理解と協力により作られた近代的な設備の整った開校14年目の学校

である。校舎内は非常に明るく、校庭には樹齢30年を超える桜、ヒマラヤスギが生え、校門には樹齢100年と

もいわれる線がそびえ、教育環境は非常に良い。日野台高校と隣接し、生徒は高校生活を窓ごしに見て生活し

ている。

開校以来、地戚社会 ・家庭と協力して子どもの長所を生かし、本校の基礎固めに全校i隊員が力を結集して努

力してきた。教職員の新しい校風をつくる意欲や父母の学校への期待 ・協力により、おちついた雰囲気‘のある

学校となり、 生徒が意欲的に活動する学校とな った。58年度より学校給食が始まり396名入る食堂が完備し、

各地よりの参観者がある。

また本校は心身障害学級設置校であり、交流学習等教育内容の充実に努めている。幸いにして在学する生徒

の一人一人が明るく生き生きとした姿で、学んでいる。

平成六年度は、①研修会や授業研究を通じて指導技術を高め、授業の充実をはかり、②生徒会活動を重視し、

計画的な指導により生徒の自浄能力と意識をさらに高め、①生活環境を全校あげて整備するとともに、家庭 ・

地域との一層の連携を推進してい く方針である。

以上のことを通じて教育目標に示された思いやりの心をもち、他につくす心情を大切にする生徒の育成を図っ

ている。

8. その他 (教職員の研究歴)

よマ 研 究 員 開 発 委 員 研 究 生 そ の 他

1 谷合 明雄 鈴木 渉 佐進藤至正
(50. 道徳) (59.音楽) (59. 路中央研)

2 田 熊 裕 佐藤至正 鈴 木 渉
(49.数学) (60. 技術) (H元.道徳助言)

3 渡(H 辺やす子 成瀬 誠
(谷6l.H元合指噂明要領改雄訂)3. 家庭科) (60.特活)

4 宇田川 修 木嶋 健 谷合明 雄
H4 心降) (62.社会) (4~6 道徳資料作成協力委)

5 
山田よし子
H元音楽)

6 
局 橋 陽 子
(H4. 美術)
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学校名 日野市立平山中学校

所在地 日野市平山4丁目21番地の 3

電話 0425-93-3015

11頂 路 ]R中央線豊田駅下車徒歩18分

京王線南平駅下車徒歩10分

生徒数 男190名女175名計365名

校長氏名中板 勉 教頭氏名中野秀樹

1. 沿革の概要

昭55. 6. 14 校舎建設工事着工

昭56. 2. 1 初代校長河野寿忠着任

3. 26 校舎使用開始

4. 1 開校乙戸教頭以下教諭29名主査

l名 市職員11名着任

4. 7 第一回入学式挙行(男子137名 女

子140名計277名 7学級)

5. 6 市内中学校最初の完全給食開始

5. 27 プール完成

8. 21 体育館完成

12. 25 校旗完成

昭57. 1. 7 校歌完成

2. 6 校歌、校章発表会

昭58. 1. 24 平山中PTA規約成立

4. 1 第二代校長川崎昭三着任

昭61. 4. 1 第三代 校長高木宏文着任

平元 8. 31 図書室(四階)の改修完了

平 3. 4. 1 第四代校長北原妖昭着任

11. 9 10周年記念式典

平4. 4. 13 食堂建設工事完了

平 5. 4. 26 パソコ γ室工事完了

平6. 4. 1 第五代校長中根幼着任

平6. 9. 1 下水道工事完了

2. 歴代校長

氏 名 在 職 期 間

河 野 寿 忠 昭56.2.1 ~r沼58.3 .31

)11 崎 Ui1' 昭58.4. 1 ~ai1'61. 3 .31 

高 木 宏 文 昭61.4. 1 ~平 3.3.31

北 原 i託 昭 平 3.4.1 ~平 6.3 .31 

中 4良 勉 平 6.4.1 ~現在

3.地域の環境

多勝丘陵北部に聞けた低地に学校がある。校舎南

~llJにある校庭の目先を京王線が走り 、 校舎北側は、

堤防道路を隔てて浅川の河川敷につながっている。

緑豊かで自然環境に恵まれている。

学区域は、東西の最長部分が約2.3km、南北が約

1.5kmにわたり、学校は学区域の最も北東部に寄っ

た位置にある。

近年、都市化の進行に伴い、ベッドタウ γのたた

ずまいを濃くし、人口の急増がみられたが生徒数は

昭和62年度を峠に漸減に向かっている。

保護者の教育への関心は極めて高い。

4. 教育目標

本校は、憲法 ・教育基本法の示すところに従い、

学力 ・体力の基礎とゆたかな情操を身につけること

を教育の基本とし、生涯を通じて学び続ける人聞を

育てることを目標とする。

1.考え、工夫する人

1.協力し、進んで働く人

1.自然や人身を、大切にする人

1. 心身を鍛え、やりぬく人
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5.指導の重点

(l) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・教育内容を精選し、わかりやすく、楽しい学習を展開し、個性を伸ばす指導法や教材に工夫をこらす0

・教育機器や学校図書館の活用を通し、生徒が積極的に主体的に情報を選択する力を養うとともに、機器

操作の基本を学ぶ機会を通し、情報社会への適応能力を高める。

-地域の自然、文化を教材や教育活動に取り入れる。

-基礎学カの充実を図り、日常の学校や家庭生活の中で、生徒が自主的に学習を進めることができるよう

に、意欲を育てる習慣を身につけさせる。

-体験学習を通し情操教育を充実させ豊かな感性を養う。

-地域の教育への期待にこたえ、かっ基礎 ・基本の充実を図る観点から、第 2学年の音楽、美術、第 3学

年の社会、理科、技術・家庭は上限の時数で実施する。また、外国語(英語)は、 1年、2年、 3年と

も11侍聞を学校選択として履修する。

イ.道徳

-温かい人間愛を基礎とした望ましい人間関係をつくるよう 、すべての人を尊重 し、理解する心情の育成

を図る。

-ものごとの善悪を正しく 判断し、正しい事は勇気をもって実践する態度を養う。

-全教育活動を通して、人間と しての生き方についての自覚を深め道徳的実践力を育成する。

ウ.特別活動

・生徒会 ・クラブ ・部活動・学年 ・学級の諸活動への積極的な参加を通して、所属意識を高めると共に連

帯感の精神を養い、責任感と実行力を身につけさせる。

• 1年野外活動 ・2年スキー教室 ・3年修学旅行などを実施し、各学年の発達段階に応じた協力 ・思いや

り・責任感等の心を育てるとともに、物事を計画的 ・組織的に進める能力や態度を養う。

(2) その他の活動

(一人一人の能力や個性を生かす)教育相談・個人面談 ・進路相談の実施をおしすすめる 0

・基礎的な学力を身につけるための自主活動、補充学習、質問教室など計画的にすすめる。

-生徒会活動を通じて、浅川の清掃活動や りサイクル活動などボラ γティア活動を積極的にすすめる。ま

た、地域の福祉施設との交流を深める。

(3) 生活指導、進路指導

ア生活指導

・生徒が主体的に運営する集会i活動などを計画的に実践し、望ましい生活集団や態度を育て、集団の質を

高める指導を行う。

・個人面談、教育相談などを通 して、生徒理解を深め、教師と生徒、生徒相互の信頼関係を確立し、豊か

な人間関係を育てる。

・全教職員が一致して指導する体制をつく って、問題傾向には早期に対応策を構じ、家庭や関係諸機関と

の連携を密にして、全生徒の健全育成に努める。

イ.進路指導

・自己の特性を知って、その伸長に努め、適切な進路を選択できる能力を育てる。

・個々の生徒や各学年の発達段階、特性等を考慮、して、3年間を見通した計画的、系統的な指導を実施す

る。

6. 本年度の研究主題

「生徒理解を深めるための指導法の工夫」

7. 本校の特色

生徒一人一人の個性を尊重し、生徒一人一人を大切にする教育を基本としている。

0生徒が自信と誇りを持って生き生きと学んでいる学校

0生徒のために力一杯やろうとする教師のいる学校

一 174-



0生徒を取り巻く教育環境のよい、活気に満ちた学校

8. 教職員の研究歴

ト寸土 研 究 員 開発委員 研 究 生 そ の 他

l 
中根 勉 中根 勉 坂井悦子 中根 勉

(56.教育課程) (62.社会) (元理科) (63. 海外派遣)

2 
中 野 秀 鮒 中嶋建一郎 中野秀樹

(61.社会) (8. 特別活動) (平 3.社会)
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